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. 昨 夏の 敗 とともに 日本 は 何も かに も 一 變 した。 我々 も 安閑と 古陶 磁器 や 古 美術に ひたって るる こと は、 もう 許されな いと 

覺 悟して ゐ仁 が、 考 へ て 見れば 今後 日本の 生きる 途は 文化 國家 として 再生す るより 他に ない。 然し 文化 國家 文化 國 家と 徒に 聲 

を大 にしても、 文 匕 國家は 降って湧い 二く る もので はない。 古い 傳統を 堅持す ると 共に、 生々 とした 新 想の もとに、 孜々 營々、 

步， ー步、 我々 が それぞれの 分野で これ を 築いて 行く よりしか 仁がない。 この 時代に 抗 して、 失. はれん とする 道義 そ 保つ こと は 

容易で ない。 然し 何よりも 先 づ信實 さな く， ^て は 文化の 再建 はなく、 文化の 建設に は 先 づ傳統 を 深く 凝視し * これ を 徹底的に 

究明す る ことが 必要で ある.。 今後！； 家的產 業と して 重要な 地步を 占， める 陶磁器の 製產 にしても、.. 先づ 古陶 磁器 をよ く 知る こと 

♦  い 大切で、 古陶 磁器の 研究 は、 必す しも 閑人の 閑 事で はなく、 今後 その 意義 は社會 的に も ひろく 認められて くるで あらう。 

この 春、 日本 陶磁 協會が 結成され て 以來？ 發掘 調査、 展觀、 講演 會の 開催と、 華々 しい 活躍 をつ くけ てゐる こと は 御 同慶に 

堪えない が、 別に 陶磁 叢書の 刊行 を 企 園し、 發行を 寶雲舍 に委囑 する こ. とに した。 古 窯 址發掘 調査の 結果 を 次々 と 報告し、 最 

近に 於け る 優れた 研究の 發 表お 乞 ひ、 隱れた 名品の 紹介に つとめ 仁い と 思 ふ。  .  .. 

便， >d 上 备編を 窯 別 ま， だは 時代 別、 種類 別と し、； 各 編 ごとに 編輯 責任者 をき め、 諜題  >  執筆者、 圖 版の 選 擇をー 切 まかす こと 


にした 執筆者 は我圃 各地の. 古 陶磁 研究家のう ち、 現在 最も 實ガの あり、 權威 とされて ゐる 人を撵 び、 おのおの 得意と する、 e 

題の 下に 發表を 乞 ふこと にし、 圖版 は、 王と して 未廣 表の 名品 数び に 新ら しい 資料の 紹介に つとめた いと 思 ふ。 稿. 成り 版 終った 

ものから 逐次 上梓 y やがて は 東洋 古、 陶磁 研究の 一 大 集成たら しめ、 斯界の 啓蒙に 資する ところ 深 からん こと を 期して るる。. - 

昭和 1 一十一 一年 七月  ぐ , , 

一；  ,' 
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第 1. 圖 繪唐 津壺  一. • 出 光朝 夕 庵 ま- 

高サ 四 寸八分 口. ti 四 寸六分  ノ  .  ■ . 

會 唐津壺 とし て 最高の もの であり これ ぶ； i| すぐ ^亿 俊.， 

美な 壺を その後 兒仁 ことがない。 形と 云 ひ 釉藥の 調子 及 

檢の 筆致と IT 上り は 全く 申し 分 ない-。 壺形水 指と して 長 

く大 R に 使 された ものら し 卜、 肉然 のしみ がかへ つて 

雨 もり 手の 如き 味 を 示して ゐる。 草繪 に， 乾 を そへ た 風情 

である。  , 

唐. 津の壺 に 算盤 形と 云 ふ のが ある。 算盤 玉に たと へ」 仁 

の で あるが 形が や 、鋭角に 近い もの、 丸味の ある ものが 

ある。 この 壺は實 にや はら かな 丸味の ある もので、 胴の 張. 

と 口 徑と高 臺の大 さの 調和が か-くも 美しい 姿に せて く 

れて罟 るので ュ かって この パ ランス は 一  < 刀 も ゆるがせに 出 

來な い。 この バラン スを はすせば この美し さは 下手に な 

る。 唐津の 美し さの 中には 多分に 量感が ある。 とかく 唐 


律に はこの 量感の 强す. きる ものが ある。 この 壺の量 i お 

內に つ  >まれ.^1內面美とな つ て 吾々 にや はぐ かく 迫、 つ て-. 

來る。 重 くるしい 强味 はない。 釉薬、 鰭の， 調子に ついて 

は 云 ふ 迄 も^い。 最近 金 森 宗和公 書附の 繪唐津 茶碗 を拜 

見し； i。 - 茶碗と 壺と では 大分 異 るが，、 この 壺が宗 和 公に 

晃 出されて ゐ とし 仁なら、 必す ゃ害附 して 秘藏 したで 

. みら うやうな 嚷が この 茶， 碗を拜 見して 思 ひ 出された 事で 

, あった。 •  ノ  「 ノ  . 

ヒの壺 の戶籍 は， 東 松 浦 郡 道 園 窯 又は 阿房 谷 窯の ものと 

推定す る。 (佐 藤)  i 

第二. 圖 中 尾唐津 茶碗 根津 美術館 藏 

, ロポ" 四寸 九分 高サ 二 寸八分 高 S 徑 一寸 八. ハカ，， 

枇把 # の、 古， 唐津 でも 特に 欣 ばれる 赤 之 出來の 方で あ 

/ る。 大振りな 端 反りで、. 姿 は 熊 川^たり を 組った もので 


あらう。  ；， 

中 尾 唐 律 の 名 は 古 唐津の 名物 茶怨 とし ，て， 古くから 有名 

で 正.， 德四 年の 記籙 にも 見えて 居り 「中興 名物 S- こよ 

當時冬 木 象の 所持と して 擧 がって ゐ る。 なほ 鴻池 家に も 

, 同名の ものが あるが、 本怨 との 關係 は詳 かにし ない。 た 

だ 本 怨には 別に またき 壽 草の 銘が ある。 

\ 中 尾の 名 は 所持者に もので あらう が、 古 來の傳 i 

. に は 中尾是 閑の 所持に よると されて ゐる樣 で、 よ 中 尾 

,1 閑と は 別人， で はない かと 一時 考 へ た こと も あり、 こ 

- す も 有名な 是閑 唐津， を 高野是 閑の 所持に よると 述べた こ 

とも >^ るが、 前記の 傳承 では 中ぎ、 是閑兩 唐津共 jg; 一  人 

中尾是 閑の 所持に よると ある 由で 付記して おく。 

： 中 尾 唐 津は古 i^n 津茶怨 の I つの タイプ を 代表す る もの 

として V 世に 中 尾 手と いふ 稱呼も 行 はれて ゐる。 (満 岡) 

第三 圜、 奧 高麗 茶碗 ，， 銘、. 眞藏院  . 

內本 浩亮氏 藏- 

S サ 二 寸八分 口 徑 四寸 一一 一分 。 ,  - 


1 〇 

外 箱、 桐、 古 唐 律 茶碗 眞藏院  , 

、 本箱 • 蓋 表 奥せ g 麗， 蓥裏 眞藏院 紫 皮 紐ニ倐 通シ 

# 箱 桐 r 蓋 表 古唐津 茶碗 蓋 裏 雲 州 家 藏器之 宗 明記 之 . 

雲 州 松 平 象 御藏 帳寫 , _  • 

一 、 眞 II 院 . 古唐津 

. 袋 藍 天鷲綠 緞子 裏白 羽ニ襄 緖 つかり 藍 天驚緣 

紫 緒蒲團 一 ッ.. ，筘 桐 白木 包 物 花 布 裏淺黃 羽二重  , 

本箱の 臭 高麗の 文 { みは 不味 公が 書かれた もので 舊雲州 邸 

ゆ 一 k 閑 院宫家 邸に 當り 同所に 眞藏院 と 云 ふ 不動明王 を祀 

つた 堂が ある f 此茶 縦の 胎土は 粘土質 多く 赤味 ある 火 肌 

を顯 し高臺 はや、 低い 方で 高臺 の 削り 出し 及. び 腰 下の 削 

りに 麓 を 尠く用 ひて 出來 上って ゐて掾 は 僅に 外 反りの 氣 

昧を 持ち 大體に 深 目で 大据 りな 形狀 である。 釉藥は 長石 

釉に 富んだ もので 紫 桃色 を呈し 大小の 篏 入が あつ て軟味 

を 感じる。 そして 見込の 廣ぃ 所， に釉 溜りが. あり 外部の 四. 

， 

ケ 所に 釉 溜りの 流れ は 景色と なって 又 施 釉の時 出 來たニ  , 

本の 指 跡 は 更に 景色 を 添へ てゐる もので， める。 おの 茶 宛 


は 二十 數年 前に 雲 州 家から 根津 家に 渡って 現在に 至った 

ものである。 (金 原) .  、  - 


塗 箱の 表に は 古唐津 茶碗と 朱書， されて 居り、 蓋 裏に 朱 

色の 異っ たもので 「宗 忠」 の 二字 記されて， 居る。， 箱の 調 

子から 見ても 相當の 年代 を經て 居る 事が 知れる。 宗忠の 

文字 は 或 時期の 所有者 名で あらう と 察する。 箱に は 古 唐 

津 としてあって 米ネと はして 唐ない が、 私の 多くの 見聞 

し 二 中で これ こそ 米 汗と 云 へ る ものである。 -異狀 な大ぶ 

りの 茶碗で ある i 大して 犬き く は 感じな いのは この 茶碗 

に 含まれ 居る 美し さが はげしく せまって 來 るからで あら 

う、。 全く この 茶碗 $に して 實に その 雄大 さと その美し 

さに うちのめされた 氣 がした。 何の 變て つもない 樣でル 

れば 見る 程 その 釉藥 面の 美し さに 見 とれる。 Gs- 込 ひろく 

かで、 おかしが tij:,, 威嚴を もって ゐる。 高 .It が 少し 弱 


いと 感じた が 見る に從 つて 弱， 味 は 消えて 美し さに うたれ， 

る。 大きさの わ， f に 薄 作の 仁め か 三四ケ 所に 山 ひ づみカ 

s 來て 居る が 割れて は 居ない。 この 山び づ みが 實に又 美 

しい 景色と なって ゐる。 唐津. W 瀨 窯の 作品で ある。 山瀨 

窯の ず 世 品に は 小 茶碗 を 見る が、 かほ 夢 立派な もの. 

に 出合つ 仁 事がない。 (佐 藤) . 

第五 圖 ハ 彫 繪唐津 茶碗 . 籐木正 一 氏藏 ， 

高サ 三寸 三分 a 徑 四 寸四分  ,  — 

，この 手の 作品 は在來 ごく 少 かつ 仁と 見えて これ 迄 あま 

り 人口に 膾炙して ゐ なかった。 ； i まさか あっても 相當の 

目き、 にさへ 上野、 さつ ま、/ 或は 志 野の 一 手 かな どと 云 

ぼれ たもので あって 唐 律と 云.^ 人が 少なかった *  、筆者の 

知る 限りで は 八 碗し か 見て ゐ ない。 中で もこの 一 碗が す 

,. まなけ てゐ る。. 光， 悅唐津 とで も 名 づけて 見たい もので あ 

つて これが 唐津の 最も 古い 窯と されて ゐる岸 嶽飯洞 ^ 窯 

の 製品で ある こと は あまり 入に は 知ら. ^てる. 7d>> 中 f 


第四圖 米 斗 茶碗- , 出 光朝 夕 庵 = 

高サ 1 一 ォ八分 ロ徑 .l^s  一  I 高 疆 "寸八 分 


は 茶碗と 思へ ぬ鉢然 たる ものが ある.。 难 揮な ヘラ 彫の あ 

とに 鐡釉で なぞら へ て ある。 雄大な 姿、 根が 生えた 如く 

動じな 4 その 量 域に 特徵が あり、 志 野、、 御所 丸に 近似し 

て る る が 又唐津 で、 なくば 出來 ない 重味 を 見せて るる。 堂 

/々たる 偉容の 中に 一 種の 品 きがある。 筆者 はこれ こそ 唐 

律 滞陣 中の 古田 織 部の 製作 意識の はっきり 出、 たものと 思 

つて ゐる。 44 味 も 一見 や はら かく、  二重 高臺。 發掘 破片 

, と 異る樣 に 見える が傳 世した 味と 自づ から 異る所 を 見な 

ければ ならない。 筆者 は 織 部唐津 茶碗と 名 づけて ゐる。 . - 

(佐 藤) ，-  . I 

第六圖 繪唐津 筒 茶碗 田 中 丸 善 八氏藏 

高サ - 一一 一寸 6 徑 四寸  「 

此の 茶碗の 胎土は 砂氣が 多く 丈夫な 感じが して 作 行 も 

厚目で 素地と 一 細工との 調子が よく 出來 てるる。 高 臺 の 外 

部 は 直立に 削られ 高 臺の內 部は篦 目が 深く 入って 大きな 

i> 尻 力い くつ ^廻つ て 出 求て る る。 釉藥は 長石 質の 白 味 


一 二 

の 多し もの を 厚く 施され、 そして 所々 に 薄 桃色の 火變り 

, . 力 美しく 出て ゐて釉 溜りの 高低 力 强ぃ俊 入 は 非お に變匕  ■ 

, に 富み 何とも 言葉に 一一 一一 P ひ顯す ことの. 出來 ない 深. 味 を 持つ 

. でゐ る。 描いて ゐる鐡 藥は黑 色に 出で 花と 思 はれ る 部 分 

, に 繪藥， V 釉藥と 解け 合った の は 又 一 種の 凌 味， を 思 はせ る 

, 程 である。 岸 嶽の鎗 唐津筒 茶碗で は 最も 初期の 作品と 充 1 

分頜 かれる。 (金 原)  . 

" 第七鼢 黑唐津 茶碗 、 小淼新 一 氏藏 

高サ h 三寸 ロ徑 M 寸 二分 

この 手の 黒色 又は 蛇蝎 手と 呼ばれ， て ゐるも 0 は 古く か 

V ら 薩摩燒 だと 云 はれて ゐた。 なるほど その 釉藥面 いら の- 

み  見る  とさつ. ま  ^  立 院燒ゃ 龍 門 司 燒に酷 ^ て，^ る 。■ 然 

しそ. の 姿 り 作意な りから 見ても 又 土 味から 云っても 明 

かに 唐津の 作品 だと 云 ひ 得る ので ある。 先年 內田祥 古ハ； tA 

窯 及 古奈 甲の. 辻 窯から この 手 0, ものが ぞく  /, _ 出土し 

た。 これによ つて 1： 然と 唐律燒 なる 事が 知- れ たの， で.^ 


る。 傳世 品に ある もの は ほとんど 小ぶ りで 本來の 用途 は 

向附 であったら うと-思 はれる。 ， こ 、にか V- げた もの は 中 

でも 最もす ぐれた 傳世 品で、 黑白ニ 重が おとなって 居 

る。 これ は白釉 がう すかった ため 黑 上りと なって 居る。 

可成 大 ぶりで 作意 もこせ つきが なく 雄大な 感が. す る。 見、 

込廣く 手に か、 えて 重， から ゃ輕 からす、 I 瀨戶黑 に 比 適す 

る ものと 云 へよう。 (佐 藤) 

第 八 園， 翁唐津 茶碗 ノ  . 森 永 重 治氏葳 

ノ高サ 一一 一寸 ロ徑 四寸 五分  - 

.... 作 行 熊 川な-り、 自然^ 丸味に 對 して 八の字に ひらいた 

高臺の ふんばり は 調子が 合って 居て 少し. も 不自然な 所が 

い。 - 全 體の器 形に 對 して 丸 文 も 大きから す 小さから や 

で この 形に よく はまって， ゐる。 繪唐津 茶碗 もこの 樣 なす 

きのない もの は 少ない と 思 ふ。 土 味 や は-^ か- < '長い 年 

月 人.々！ 2 愛され 仁 ことが 自づと 知れる。， 東 松 浦 郡、 遣 園 

窯の 製品と 思 はれる。 (佐 藤) ，  ■  I. . 


，第 九圖. 三 島 唐 # 茶碗 樋 渡 政 次氏葳 

V  I 高サ 三寸 二分 _  口 徑四寸 六 分 高臺高 六， 分 ， 重量 一四 八 匁 

三 島 手の 唐津は 稚の峯 窯、 內田窯 ff?- もの 出土で 早く 

から 知られて ゐ， たが、 傳世 に も發 掘の 茶碗に も あまり 古 

いものと 思 はれる もの は 見かけない。 とに ろが こ 、 にか 

かげる 極 渡 氏， のスネ 碗は內 田の 東方 三 里、， 大草野 窯からの 

出土品で あり、 無 キズと 云って い、 位 完全に 出土して ゐ 

も この 茶碗 を實 際に 手に 取って 見る と實に 古い 時代の 

三 島 手で ある 事が 知れる。 云 ふ 迄， も、 な く 大 一草 野 は 簟永 頃 

の 窯であって 德川 初期に 屬 する。，，  ： 

. 寫眞が 不鮮明で 殘<§ でめる が、， なりと 云 ひ、 高 臺の異 

狀な 高さと 云 ひ、 この 三 島の 模樣の 古都 さに ふさ はしい. 

姿と 云 へ やう。 た. くまぬ 三 島. の 模樣は 見. 込に 於て 一 層 美 

しさ，^ 加べ てゐ る。 見込 中央に 一花 をお き、 放^線の ま 

-,、 ■ 

わりに 十 數の花 を 配して るる。 それより ロ邊に 向って 檜 

垣と な クてゐ る.、 朝鮮 三 島 茶碗 程の 品格 はない が、 象嵌 


と 云 ひ、 その 姿と 云 ひ、 ひななる が 故にた くまぬ 堯 しさ 

が 器 全體を 覆って ゐる。 (佐 藤)：. 

第一 〇 園  . 

. L 繪唐津 大海 茶 入 ， - 

出 光朝 夕庵藏 

高サ 一 1 寸七分 ロ徑 一 寸四分  ，ー  、 

. .9^ 思 河 肩 衝茶入 1  r 

, た  松 家 舊藏、 

高サ 二 寸八分 ロ徑 一寸 一 分：  1 . 

0^ 繪唐津 肩 衝茶入 

靑柳端 穗氏藏 

髙サ 三寸 四 分 ロ徑 I 寸 一分 

唐 津には 茶 入がない と 云 はれ 居る。 なるほど、 #n 津 

茶 入です と 云 はれて 見せられる 十が 十 迄小壺 であって 茶 

入で はない。 こ、 に 示す もの は 長い間の 見聞で 見出した 

四 五 點 の 内の 三點 である。 尤も 思 河 茶人. f つまで ある 

と 云 ふ 人 も あるが 唐津で 通って 居る ので, J  、に 示した の 


. である。 出 光蔵の 大海 茶 入 も靑柳 氏の 肩衝も 共に 給唐津 

である。 こうした 茶 入に も 何等か 繪を つけて 見た くな つ 

たので あらう。  . 、 . 

唐 津に茶 入め ない と 云 ふ 理由に は 遠 州 七 窯に 唐 津が入 

れられ て ゐ ない 點を見 てもう なづける 如く、 遠 州 の 好み 

に は 唐津は 合はなかった と 見える。 遠 州が もし 好んだ と 

したら こんな 鎗 など 書かせなかった らうし、 もっと 優美 

な 姿に 變 つて 居た こと、 思 ふ。 出 光 氏の 大海 茶 入 は 愛す 

可き もので 釉藥に 唐 律ら しい 嵌入が あり、 糸 切 あざやか 

である.。 靑柳 氏の 肩衝は 堂々 たる 貫錄を 示して 居り 口 ク 

口 あざやか である。 少しく 重きに 過ぎる のが 缺點 であら 

うか。 思 河 茶 入に ついては 前 田 氏の 記事 を參 照され た 

い。 (佐 藤)  一 


第 十一 圖 朝鮮 唐 津花入 雅俗. 山莊藏 

高サ 七寸 五分， ロ徑 n! 寸- 卜— ニ寸 三分  ， 

唐津 花 入 は 朝鮮 唐津 にと め を さす。 と 云 ふこと が 云 


へる。 何故かと 云へば 繪 唐津、 無地 ものの 花 入 も ごく 少 

♦ い 中に この 朝鮮 唐津花 入が 一 番 花に 合致 する からで あ 

る。 ことに この 花 入は兩 耳の 1 方が 窯 入 前に とれて 了 

ひその ま 釉藥を かけて 燒き 上げて 居る あたり 朝鮮 陶工 

らしい や， 9 方と この 完全で ない 所が 佗 茶道に うけ 入れら 

れ たもので あらう。 掛花 生の つもりで 穴 あけ はした が釉 

藥 によって ふさがれて 了って ゐる。 朝鮮 飴釉の 上に 白の 

長石 釉を 流しが けして、 飴との 交さ 點、 及白釉 のう すれ 

てゐる あたり、 藍色が 美しく 出て 居る。 朝鮮 唐津花 入と 

して 出色 ある ものと 云へ よう。 藤 川內窯 製品。 (佐 藤) 

第 十二 阖 彫 唐 津水指 磯野 信 烕氏藏 

高 サ七寸  口 徑四寸  . " 

こ、 に 示す 水 指 は、 少し 燒物を やった 人に は 誰し も 古 

伊賀、 古 信 樂の水 指 又は 美 濃 伊賀 水 指 あたりと 1 連の つ 

なが りのあるのに 氣附 かれる だら う。 なほ 古帖 佐の 茶 入 

の 中に 新兵 衞作 ではなから うかと 思 はれる ものが ある 漾 


にこれ 等の 水 指の 中には 朝鮮人の 作で はなく、 當時 中央 

の 茶器 製作者の 作と 思 はれる ものに 出合 ふ 場合が ある。 

この 水 指が 新兵 衞の 作で あると は 云 へ ない にしても そう 

した 共通の 香りの する 事 は 十分 認められ はしない か。 

この 手 は どれ も 堂々 として、 現今の 點前 では はこび 出 

しに は 一寸 無理な 位 大きな ものが ある。 釉藥に 靑味を も 

つのが 特長で、 ヘラ づ かひ あざやかな ものが ある。 同 手 

に 石橋 德次郞 氏の 有名な 水 指が ある。 岸 嶽飯洞 甕 窯の 製 

品と なって 居る が 筆者 はつ まびら かにと して 居ない。 (佐 

「圍  . 

第 十三 圖 唐津 水仙 ベラ 水 指 

古 館 九 一 氏葳 

寸法 不明 

パ ラン ス のよ く とれた この 水 指 はむしろ 瀨戶水 指と 思 

ひたい 位で ある。 よく 見る と 釉藥と 云ひ胎 土と 云 ひ 間違 

ひの ない 唐津 である。 その上、 底 部から 胴 部に かけて 二 


條の ヘラ 目が あざやかに 描かれて ゐる。 これ こぞ 「唐津 

ズ.^ ベラ」 と 云 はれて ゐる ものである。 唐津 特有の fe. 智』 

である。 耳^ 上部に 胴 紐が 太く めぐらされて 居て この 口お 

を 一 段と 引きし めて 居る あたり、 さすがうまい もの. ごと 

感心 させられる。 口、 矢 喾で底 板 典し。 前記の 水 指 を 作 

意が あり 過 ぎる と 云 はれる 人に は こ の 水 指 は感、 ひさ，^ る 

こと 思 ふ。 . 筆者の 九州で 拜 見した 水 指で これの 右に 出 

づる水 指 は澤山 はない。 この 水 指の 生れ は岸嶽 帆柱 窯で 

ある。 (佐 藤) 

第 十四 圖 朝鮮 唐津 巾着 水 指 ，， 

.  中 木 守氏藏 

高サ 四寸  ロ徑 四 寸七分 ..' 

朝鮮 唐 津水指 はあって も かくの 如き 姿の もの は實に f . 

である。 白 長石 釉が 多く、 館 釉が少 く、 所々 うすれた 所 

が 藍色に 發 色して 實に 美しい。 底 部 丸味が あって 一 寸す 

わりが 惡ぃ 様，；，！ が 席に 使用して ぴったりす る？  土 味ね-よ 


二八 

ケ氣の ある や はら かな 細目の 胎土 である。 藤 之川內 製品 

. ときめた いの だが 云 ひ 切れぬ ふしが あって 筆者に は 判然 

としない が相當 時代の ある もので、 この 姿と 云 ひ： Ml- 

の 美し さと 云 ひ 申し分な いものと 云へ よう。 (*| 載) 

第 一 五圖 

L 唐津 菱形 香合 

出 光朝 夕庵藏 

, 高サ I 寸 五分 徑 最大 ニ寸 

形 物 香合 以外に も 多くの 立派な 香合が あ， るが 唐 律に は 

香合の 美しい ものが 少ぃ。 こ、 にか、 げた 香合 は 中で も 

秀逸で ある。 節句の 菱餅の 様な 形で、 つまみと 云 ひ 形と 

云 ひ 凡人の 作で はない 事 を 思 はせ る。 どの 窯の. 製品で あ 

るか 不明で あるが 唐 律に 間違 ひ はない。 _—— 

9^ 繪唐津 振り出し/  某氏 藏， 

寸法 . 不. 明  ，.  , 


鬆小 • 山路奪 品 s 附は 何ん と 云っても 瀬戶 I 系 

の 味が 濃い。 志 野、 織 部の 緒附 そっくりの ものが あって 

よく  11^ 濃唐津 だと 云 はれた ものである。 こ、 に 示す 振り 

出し は 裏面に 霞網 が あ つて 志 野、 織 部に そ つくりで あ る " 

秋風に す、 きの， 穗が なびいて、 小鳥が 三 四 羽 網からの が 

れて， び 去る 風情 は 詩 味 豊かな ものである。 鐵 上り 美し 

く發 色して 申 分ない。 唐津 振出し 中の 逸品で ある。 誰の 

手に 愛されて ゐ るか 今 は 不明で ある。 

、 06 繪唐 津盃台  田 邊無方 草堂 藏 

高サ 三寸 三分 口 邊直徑 五寸 一分. 

唐 津の盃 臺は實 に • め づ らしい もので 同じく 小" 山路 窯 の 

製品で ある。 內 外の 繪. 附が餘 色に や はら かく 發 色して 美 

し、。 この 上に 朱の 盃の 置かれに 姿 を 思 ふ時實 に. 美しい 

もので あつ らう。 ロ邊 大きく 立派な ものである。 佐 藤) 

第一 六圖  一 


L 斑唐津 ぐい 呑 出 光朝 タ庵藏 

0^ 斑唐津 ぐい 呑 .： 井上 房 一都 氏藏 

o6 繪唐津 ぐい 吞  某 氏 葳 

皮 鯨ぐ い 呑：. 某 氏 葳 

唐津 ぐ い. 吞には 種々 種類が あるが こ、 に は 四 個 を 選ん 

：^。 本來 MIl^ ではなく 猪口で ある。 茶人に 古くから 愛さ 

れて ぐい 呑と 呼ばれ 酒盃に 使用され て 居る。 1 の 斑唐津 

よむ しろ 朝鮮 唐津 とも 云 ふ 可き もので 鈴と 白の 力き わけ 

で實に 奏しい ものである。 この 手 は唐津 ぐい 吞 中で もこ 

とに 少 いもので 現在 i られ て ゐるも の數點 をかぞ へ る の 

みで ある。 寸法 も 申 分ない。 2 の 斑 盃は火 度の 關 係で 口 

邊 自然 に ゆが み 飲 口が ついて 居 て 茶人 に 愛される もので 

ある。 白 長石 釉 美しい.。 土 味 赤く 發 色して 申 分な し。 3 

の 繪唐津 は兩 面に 若草が 描かれて ゐて發 色は黑 味の 鐡 

が 出て ゐる。 見込に 一文字 釉 印が あり 美しい。 高 臺中迄 

釉藥 がか、 り 土 を 見せて ゐ ない。 製品 は平戶 系に 屬 する 

一 七 


もの か。 1、 2 は岸嶽 帆柱 窯 製品で ある。 4 の 盃は鯨 魚 

の 切 口に 似て この 名が あり、 白 味の ある 釉藥 に黑 飴が 美 

しく 映えて ゐて 古くから 茶人に 愛された ものである。 藤 

川內窯 製品。 (佐 藤) 

第 一 七圆 鎗唐津 扇 面 形向附 _ 

• .  出 光朝 夕庵藏 

高サ 二 寸六分 口 邊廣ぃ 所 ni 寸七分 

、 

繪唐津 向 附には 種々 雜 多な 姿の ものが ある。 又 製品 も 

各 窯に よって 自 から 異 つて ゐる。 こ、 にか、 げた 六 個の 

向 附は傳 世 品と して 實 にめ づ らしい 東 松 浦 郡 松 浦 村の 御 

房 谷 窯の 製品で ある。 御 房 谷 は 道 園 阿房 兩 系統に 屬 する 

窯で 傳 世の 品 はごく 希で ある。 その 優秀な 出來 ばえ は 唐 

津向附 中 群 をぬ いて ゐる。 丸形の 上部 を 扇 面に 形ち どり 

胴 部 全面に 野葡萄が 描かれて ある。 筆致と 云ひ鐡 上りと 

云 ひ 生地の 白 釉藥と 云 ひ 申 分な く 美しい。 高臺 どれ も li 

しく P ク& のさえ を 表して ゐる。 長年 月 かく も 美しく 今 


驚より 出した ま、 の 如き 姿で よくも 保存  された もる と 驚 

ろく 外ない。 (佐 藤) 

第 一 八 圖 ■ . 

L 唐津割 山椒 向附 石橋 德ー 一郎 氏葳 

高サ I 一寸 三分 徑 四寸 二分  . 

此の 向 附の胎 土は鐡 分が 多く 目の 細い 粘土質で. 充分 燒 

き締 つて ゐ るが 篦で 切り取った 跡 は 木彫の 様な 軟か 味が 

あり 朝鮮 唐津に 見る 土 味 を 持って ゐる。 形狀を 作る に は 

尸ク & で 丸く 茶碗の 様に まづ 作り、 そして 高臺も 丸く 作 

つてお き 三方に 足 を篦で 切り出し 上部 も 三ケ所 切り取つ 

て內 方に 曲げた ものである。 釉藥は 朝鮮 飴の ような 軟か 

く感 する 半透明の 鼠色 釉 又は 白玉の 樣な釉 溜りと 釉止 

り、 そして 黄 鼠、 黃黝靑 の 讓變釉 があって 深味の ある 漉 

ぃ釉 色を呈 して ゐる。  . 

唐 律と 云 へ ；は割 山椒 をす ぐ 連想す る 程古來 から 茶人に 

は 貴重され てゐ るが、 其の 本 歌と も 云 ふ 可き 名器 は 至つ 


- て い？：^ の 割 山椒 は 明治 七 年 佐 賀の亂 の 時 何は秦 て、 一 

もこれば かり はと 命に かけて 持ち出された もので 現在 も 一 

無事で 傳 I されて ゐる。 (金 原)  ノ  一 

繪唐津 四方 向附  田中定 雄お 一 

寸法 不明. 

繪唐津 向 附の內 で この 位 あざやかに 發 色の 美しい もの 一 

は少 い。 胴 部に 一本 線お あり、 その上に 四方に 二 個づ、 一 

の擂 座が ついて ゐる。 高臺 は碁笥 底で 土 見が よく 燒 けて 一 

キラく と 輝いて ゐる。 兩面 胴に 草繪、 一方 檜 垣、 寫眞 i 

の 正面 は 何 を 表した もの か。 これと 同一の もの， か 雅俗 山 j 

. 莊藏こ あるが、 この 綺をゥ ンスン かるたの 綺 だと 云 はれ 一 

てゐる 。こおつ けで 一寸 無理な 解釋 だと 思 ふ。  一 

,  一 

小. =r.*I の 製品に 1!^ つて 擂 座が あまり、 への 字形の つけ 一 

足が ある。 鐡 分が 眙 土中に 多いた めか 燒 上の 土 見が キラ； 

キラと 光る ものが 多い こと はこの 窯の 特長と も 云へ る。 一 

(佐 藤)，  一 


第一 九圖 

1 搶唐津 四方 向附 出 光朝 夕庵藏 

高サ 三寸 口 徑ニ寸 八 分 

ロ邊皮 鯨、 唐津 にめ づ らしく ロ邊 四方が 銳角 となって 

ゐる。 釉薬 面が 靑味 上りに なって 居り 静かな 草繪 と共に 

むしろ 林し さを感 やる 程で ある。 鐡 上り 黑 であるが よく 

發 色して あざやか である。 唐 津向附 として 異色の ものと 

云へ よう。 製作 窯 は 御 房 谷 窯 か 道 園 窯と 思 はれる。 (佐 

0^ 繪唐津 四方 向附 

山 田 岸 太 郧氏藏 

寸法 不明 

は. 

• 唐 津向附 として 志 野、 織 部 向附に 最も 類似の 作品と し 

て 示した ので ある。 形 姿と 云 ひ 繪附と 云 ひ寫眞 だけで は 

-1 九 


志 野か氣 部向附 ではない かと 思 はれる 位で あらう。 • 「害 

津陶， の 観賞と その 種類」 記事 參 照され たい。 (佐 藤) 

第一 一 〇圖 繪唐津 鉢  出 光朝 夕 庵， 

高サ 四寸 三分 ロ徑 七寸 二分 五 厘. 

寫眞 では 立派な 繪唐津 茶碗に 見られる だら うが これ は 

大 ぶり 鉢で ある。 何ん と 見事な 豊かな 鉢で はない か。 

兩 面に 草花が あざやかに 描かれて 器の 大部分 を 示 て ゐ 

る。 見込 大きく うづ 卷き ロ邊 迄の t: ク t: 見事で ある。 口 

繪色 D§ と 好 一 對 とも 云 ふ 可き もので 道 園 窯の 製品と ま . 

れる。 たくまぬ 草花の 繪は 全く 唐津 ならではとう なづか 

せる。， 無地 もの、 鉢 は 見かける が、 こうした 立派な 精 唐 

津 鉢は傳 世に は あまりない。 (佐，) - . 

一  . 

第二 ー圖 •  • ： 

. 1 藤 川內窯 出土 水指片 

9^ 飯 洞 甕 窯 出土 彫 唐津茶 Ifir. 


二 〇 

0^ 祥 古谷 窯 出 十： 沓片 

や 

「唐津 陶の觀 賞と その 種類」 の項參 照され たい。 唯 注意 

迄に 一寸 申 P1 たい 事 は 1 の 水 指 は 三つ 足で あり、 ロ邊部 

の 出土 片が なかった ので 判然と しないが、 おそらく 矢 害 

口であった らうと 思 はれる。 釉藥 はねす み 地、 兩 面に 飴 

色で 若松の 樣な繪 が 描かれて ゐる。 2 の 彫唐津 茶碗 片は 

數年 前金 原 氏の 指揮の もとに 發 掘され たもので 戰 前古 館 

九 1 氏の 奔大な 破片 中から さがし 出された ものである。 

第一 一一 一 圖 唐津小 山路 窯 出土 片 五 

1、 2、  3 は繪 模様 を 示した もの、 4、.5 は 高臺及 g 

足 を 示した ので ある。 これによ つて、 美 濃陶志 野、 織 部 

と 如何に 近似して ゐ るかが 解る であらう。 く はしく は 「唐 

津 陶の觀 賞と その 種類」 參 照され たい。. (佐 i) 


第二 三圖 飯 洞 甕 纖及道 納康谷 塞 實測圖 

加 藤 土師萌 氏の 「唐 津燒陶 技の 考察」 參照ぁ 、りたし。 

表紙、 繪唐津 猪口  ， 廣田經 氏 蔵 

高サ ニ寸 五 分 口 徑ニ寸 一分  ： 


このす ぐれた 繪唐津 猪口 は 藤川內 窯の 製品で ある。 兩 

面草繪 くっきりと 强く 器の 面から くい 込んで 居る。 何ん 

と 云ふ繪 のうま さ だら う。 さながら 龍 門 造 像の 銘を 見る 

如き 强さを 思 ふ。 多く を 述べる 必. 要はない。 (佐 藤) 


二  二 


唐津陶 の觀賞 きその 種) 


佐 


- 1  * 
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'の 
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日本 陶 窯の 二 大潮 流と もい ふ 可き 瀨戶と 唐 津は多 かれ 少な かれ 日本 各地の 陶業 へその 影響を及ぼして ゐる I た 力ら といって 

この 兩囊の 創立が 最も 古いと はいへ ない が、 鐘、 丹 波、 I、 常 滑 等も實£原期 から 始まって t  (須惠 器 I 陶器 窯 

として) 互 ひに I 響して f こと は 云 ふ f ない が、 然し 近世 陶 業の 本流き す こ Q ニ大讓 S 代 ii 業に 及ぼした 

影響の 偉大な もの は 他に あるまい と 思 ふ。  . 

今 こ、 で唐讓 に 就て いって 見れば、 彼の 九州の 京燒 だと 迄い はれて ゐる 現 川燒を 例に 取って 見ても 明かな 如く その 手法 . 

燒成 等の 母胎 をな す もの は 明かに 唐津 であると いふ ことが 出來る 。その 製品 は 全く 日本化 されて ゐ ると は 云へ 彼の 美しい. ffi 手 

目、 高臺 作り Q 手法 は應 spf 朝鮮 式 手 S 傳統 I けついで f  Q である。 肥 Ittf の 近代の 讓は多 か 

れ少 かれ 唐津の 流れ 卽 ちその 根底 をな す 朝鮮 手法 を 見の がして 觀賞は 成立 しないと 思 ふ。 今 この 偉大な 影響力 を 持つ 維陶と 

云 ふ ものに 就て 少しく 觀賞 上の ポ イン ト ともい ふ 可き もの を考 へ て 見よう。 

今 こ、 に 一個の 緒唐津 茶碗 を 前にして 觀 賞して みる。 丸味の ある 大 ぶりの 茶碗で 高臺 高く 外 びら き 0, 所謂 バチ 高臺、 胴の 雨 

,  三 
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面に 丸 文 を 雄渾な 筆致で 描いて ある。 (ai 九頁參 g) 發掘 によく ある 精 唐津の 小ぶ りの. 茶碗 形で はない。 所謂 茶碗と して 生れた 

ものである。 全體熊 川風の 作りで 雄大、 見込 ひろく 大きい。 高 臺內は 丸味の ある ヘラ 取りで かすかに 中央 兜 巾 をな して ゐる。 

繪唐津 として 如何にも 雄大で しかもと のった 姿 は 吾々 をして 一 服の 茶 を 所望せ ざる を 得ぬ ものが ある。 この 茶碗の 美し さは 

どこから 來る のか、 まづ 第一に 地に 根ざした 様な 落ち づきの ある 安定感 r 全體 と、 のった 姿、 器 形に 對 する 繪の つり 合 ひ 第二 

に釉藥 面の や はら か 味、 漉 味の ある 釉色、 それ 以上に たなご、 ろに のせて 雨 手で か、 へた 感觸、 裏が へして 見た 高臺の よさと 

土 味の や は、 かさ、 かう した 條件を そな へた 茶碗 はさう ざら にある もので はなく、 唐津陶 としても すぐれた もの、 一 つと いへ 

よう。 然し ひるが へ つて かう した 美し さの 根底 をな す 美意識 は 何に よって 生れ； しらう か。 この 茶碗の よさが よって つて 生れ 

た 根底に 如何なる 創意と それから 出た 手法 上の 美意識が あるの だら うか を考 へて 見た に 。-  、 

二  ，  , 

ノ；  . 

唐津 陶を觀 賞す る 時 筆者 はいつ も 二つの 大きな 流れの 思想 を感 やる" 卽 ちその 一 つ は、 唐 津陶の 根底 をな す 基本 相と でもい 

ふ 可き ものと 第二に は その 基本 相 を 根底と して その上に 立つ 上位 相と でもい ふ 可き もの、 ある 事で ある。 云 ひかへ ると この 基 

本 相なる もの は 朝鮮 的 美意識の 流れで あり、 上位 相 は 日本 古來 からの 日本的 美意識で ある。 常に 唐 津陶は 朝鮮 傳來の 美意識の 

流れが 根底 をな しで 居り 然も その上に 必す 日本的 美意識が 支配して ゐ るので ある。 唐 津は李 朝 期の 陶器に 非常な 近似 點を 見出 

すが 如何に それが 李 朝風で あっても、 それ は 李朝陶 でない こと はいふ 迄 もない。 然し 李 朝 陶の美 を 認識し ないで 唐津陶 のよ さ 

は 分らない ので ある。 それと 同時に 日本 陶の よさ 美し さの 理解な しに は 唐 津陶の ほんた うのよ さは 解らない ので ある。 常に こ _ 

G 兩者を 度外視して は唐津 陶の眞 のよ さ、 眞の 美し さは 理解され ない ので ある。  , 


朝鮮の 風物 中 美し さ をと くに 感じた 事が 一 つ ある。 それ は 民家 上の 瓦の 波で ある。 得 もい へぬ 美し さは ー體 どこから 來 るの 

かと 考 へて 見た。 それ は 不調和の 調和で ある。 瓦ェは 一枚 一枚 嚴 格な 寸法に よって 作った もので はない。 瓦と して 用が 足りれ 

ばい 、 ので 寸法の 違 ひ 等 問題に して 作って は 居ない。 從 つて 縦横 どれ も 合って はるない。 不ぞろ ひの 瓦が 組み合 はさっての 美 

しさで； める。 日本の 屋根から およそ この 樣な 美し さは 見られない。 この 「不調和」 の 「調和」 の 美意識 を 感得し なければ 眞の 

李 朝陶も 分らす 又 唐 津陶も 解し 得ない と 信す る。 長い間の 傳統の 持ち味 は 1 つの 流れと して 1 つの 相と なって 無意識の 內にそ 

の 美の 中に それ は 含まれて ゐる。 その美 意識 はすべ て その 國の 文化の 相と なって 傳 承され るので ある。 唐 津陶の 基本 相 をな す 

この 朝鮮 的 美意識 は どの 唐津 陶の內 にも 含 れてゐ るので ある。 ^vれ は 無意識の 內にー つの 流れと なって 傳 はって ゐる。 この 

流れの 土に 立って それ を 支配す るかの 如き 美意識が 上位 相の 日本的 美で ある。 この 二つの 相 は 而も 唐津陶 として 混合し あって 

ゐて 別々 の もので はない。， 相と け 合って 一 つの 唐 律と しての 陶器が 生れて ゐ るので ある。 まひ か へれば 朝鮮 的 美意識 を 度外視 

して は 唐津陶 は解釋 されす 1^ 日本的 美意識な しに は 唐 津陶の 美し さは 成立 しないの である。 しかし その 濃度 は 時代に よって 決 

定づ けられ、 又 時の 思想に よっても 左右され るので ある。 

こ、 で 先に あげた 繪唐津 茶碗に 就て 改めて 觀 察して みょう。 まづ 手法 上から 見て 形成 上に 多分に 朝鮮 式 5： ク ,： の あざやかな 

調子 を 見る。 高臺の ひらいた 大きく どっしりした 削り 出し、 又は 鐵 縫の 丸 文 は 李 朝 鐡砂を 思 はせ るに 十分で ある。 然し それ は 

熊 川 茶碗の 姿で はない。 吳器 茶碗の それでもない。 內に 含まれて ゐる 豊かな 量感と 安定感 は當 時戰國 武士が 彼の 利 休に よって， 

創意され た 草の 茶席に 於て 使用し 得る に 十分な 日本的 美の 發露を この 一 個の 茶碗に 見る 事が 出來 るので ある。 この場合 手法 上 

の 作意の 基本 相の 上に 覆 ひかぶ さる 如き 上位 相 をみ のがして はならない。 こ、 に 又 一 個の 向附が ある。 (圜版 二  0 頁 2 参照) 一見 

志 野 又は 織 部で はない かと 思 はれる 繪附と 作意と が 見られる。 然し これ は 明かに 唐 律の 向附 であるの である。 ロ邊 から 底 部 迄 

の 形成 上の 作意、 ことに ロ邊 近く 二 個づ、 の 溜 座を附 し、 竹に 蓳の繪 を鐡で 描いて ゐる。 明かに 美， 濃陶 とのつな がり を この 向 

唐津陶 Q 觀賞 とその 種類  -  五 •  .， 


附に 誰し も氣附 くで あらう。 然し 又 一 面 これが 形成 上の 手法 を 注意 深く 見る 時 は そこにお のづ から 美 濃陶の 手法で はない もの 一 

の ある ことに 思ひ當 る。 卽ち 高臺の 削り 方、 高 臺內の 取， 9 方、 灰藥の 釉藥、 これ はこの 一個の 向附 のみの 手法で はなく この種 一 

の向附 すべ てに 云 ひ 得る 共通 點 である。 かう 見て 來る とこの 向 附には 明かに. 二つの 異 つた 相 を 見る 事が 出來 る。 卽ち 日本的 手 一 

法と 朝鮮 式 手法との 二つの 觀點 上の 相で ある。 が この 二つの 流れ は 全く 相と け 合って 少しの 不自然 さ をみ とめられない。 この 一 

場合より 多く 上位 相が 表面化して 基本 相 はかく されて ゐ るので ある。 かく 觀 察して 來 ると 唐 津陶の 美意識 を 形成 づけて ゐるも 一 

の は單に 朝鮮 式 手 斗 の繼 承で はない ので ある。 そこに は 明かに その 表面に 或は 內 面に 1W 本 的 美の 意識が 自然に 含まれて ゐるこ 一 

と を 見逃して はならない ので ある。 この 基準 を 度外視して 唐 i; 陶の觀 賞 は 成り立. たない と 筆者 は 信す る ものである。  j 

然 らばい つの 時代に もこの 唐津陶 にこの 兩 面の 相 を！： 然と 觀 察し 得る かとい ふ 問 ひに 對 して 筆者 は 先に も 記した 如く、 その 一 

濃度 は 時代に よって 差異 を 生じ 又 時の 思想に よって この 相 は 一 方 的に 濃くなる 場合が あると いふ こと を 記して、 次に 唐津陶 の.： 

初期に 於け る 雨 相の 交渉、 關係等 煩 をい と はす 記して みょう。 . ：  一 

三  ノ  . --  .ー 

燒物 戰爭と 迄い はれた 太閤の 朝鮮 征伐 を 契機と して 朝鮮の 陶工 は 我國、 ことに 九州に 渡り こ \  Li 唐 津陶が 生れ 薩摩、 上野 • 一 

高 取、 小 代の 各地に 窯 を 築き をの 地の 藩主の 保護の もとに それぐ の §s をい となむ に 至った。 とくに 唐 律 地方に 渡った 陶工， 一 

は 肥 前 一 帶に ひろがり 各藩と くに 寺 襟 藩、 - 鍋 島 藩， 平， 戶 藩の 保護の もとに その 土 著した 者の 數は 相當 多かった ので ある。 當時一 

太閤 は 肥 前名 護屋 城に ゐて 朝鮮 へ も 渡る. 考 へ の もとに 全國の 藩主 將兵 を督勵 して 帥 を 進めて ゐた。 歴史の 傳 ふる 所に よると 彼 一 

^  一 

太閤 は 1 年 有半の 長き に 渡って 名 護 屋にゐ てつれ <\ 'なる ま、 に 能に 茶に、 遊樂に 明暮諸 大名と 共に 熱心であった ことが 認め 一 


られ てゐる 3 諸 大名 もお のづ から その 風に ならって 盛んに 行って ゐ， U こと は 自明の ことで ある。 かくして 來 朝した 朝鮮 陶工 は 

その 藩の 命中る ま、 に、 茶器 も 作り 又 民^の 雜器も 作つ. _ に。 この 事 は 現在 唐津 地方 各地の 古 窯から 出土す る 破片 を つぶさに 硏 

究 すれば 明かな ことであって、 それ 等の 古 窯からの 出土 中には 民衆の 雜器を 主として 燒 いた 窯 又は 茶器の みを燒 いた 窯 等が あ 

る.。 然し 初期の 窯と 目され る 諸 窯から 當 時の 思想 を 反影して 初期 茶道に 使用され たで あらう 茶器が 多く 燒 かれて ゐ るの を 見る 

ので ある。 文祿慶 長に 渡來 し； i 朝鮮 陶工が ぞの鄕 土に 於、 て 手 なれた 雜器 外に 渡來 まもなく これ 等 茶器 を燒 いたと いふ 事實に 

對 して、 然 らば ー體 誰の 指導、 にょっ てかくも立派な茶器を製作し得たのでぁらぅかとぃふ疑問が生する。 リ 

當時 中央に 於て 最も 盛んに 茶會に 使用され た 茶器 は 「今 燒」 とい はれる 樂燒と 「瀨 戶燒」 に 代表され る 志 野、 織部燒 である。 

特に 美 濃 窯の 全盛時代 であった 當時 その 「朝日 手燒」 (志 野) の發 見者 加 藤 景延の 功績 はけ だし 近世 瀨戶陶 窯 作品の 創始者と い 

ふこと が 出来る であらう" 天正黑 とい はれる 瀨戶黑 茶碗から 黃瀨戶 志 野 やがて 織 部と 天 正から 慶 長に かけて 完成され たこれ 等 

の 美 濃陶を 指導した 者 は その 背景 をな す 茶道の 完成 者 利 休で あり、 古田 織 部で ある こと はい はや もがな である。 この 大きな 中 

央の 流れ は 自然 地方の 陶窯 にも 影響した であらう が，、 我が 唐津 にあって は 直接 その 指導- 5^ 渡來の 朝鮮 陶工の 上に なされた とい 

へる ので ある。 卽ち古 織の 名護屋 城滯陣 とい， ふこと と 加 藤景延 の唐津 行の 二つで ある。 古田 織 部が 秀吉 に從 つて 名護屋 城に 一 

年 有半 滯陣 して 直接 太閤の 帷幄に 參 じて ゐ たこと は 歷史に 明かな ことで、 ことに 太閤が 茶の湯に 明暮 すごして ゐ たこと は彼自 

身の 文書に よっても 明かな 如く 又 山里の 茶席 を大阪 城より 持ち 來 たらせ、 又 唐 律に， 唐津 茶屋 を 作らせな どして 茶の. 湯に はげん 

でゐた 背景： i は 利 休な き あと 古 織の ある こと は 見逃されない。 

第一 高麗 陣之 時より 名 上り 秃吉數 寄の 和尙 にな させ 仁る は 古 織 初な りと 天祐 和尙 物語り 給 ふ。 「松屋 日記.) 

唐津陶 Q 觀賞 とその 種類  +  七  .：. 


廣  津  八  ，ー 

と 松屋 久好は 記して ゐ るの を もって 見ても 明かな ことと 云 へ よう。 特に 唐 津岸嶽 古 窯 及 その 附近の 古 窯から 雜 器に 混って 當時ー 

の 豪放な 茶器の 生れて ゐ る事實 はこの こと を 裏書きす る もので はなから うか。 又茶會 記で 最も 古いと される 天 正 時代 彼の 尨大 一 

な 津田宗 及 日記 その他に 唐 津燒の 使用が 見られぬ に 反し、 古田 織 部の 茶會 記、 而も それ は慶長 七、 八 年頃から 中央での 茶會 に， 一 

使用され てるる こと を 1: 然と 見る 事 實は名 護 屋城滯 陣中 彼の 指圖、 指導 を 裏 づけて ゐる ものと 見得ない であらう か。  一 

圈版六 頁の もの は 彼の 指導、 創意になる 尤なる 茶器の 一 つと いふ 可き であらう。 この 雄大に して 豪放な 茶碗が この 唐 津岸嶽 

古 窯で 生れた 事實は その物 原より 出土の 陶片が 明かに 證 明して ゐ るので ある。 (圖版 ニニ 頁參 照) 又 唐 津古館 家に 藏 されて ゐる水 一 

指、 矢 普 口、 胴 中央 上部に 太く 帶 をして 兩耳 がそれ にっき、 疊 づきよ， り 胴 紐 迄に 所謂 唐津の 水仙 ベラが あざやかに 二 線描 かれ 一 

てゐ る。 岸嶽 帆柱 窯の 製品と いはれ てゐる ものである。 岸嶽 外廓の】 古 窯 藤の 川內 窯から これと 同様の 花 生が 出土して ゐる。 一 

古織傳 書の 茶會 記に  一  -, 一  .  _ 

慶長八 年 二月 廿 三日 一、 唐 津花入  一 

-同  四月 廿五 H 一 、 唐津燒 すじ 水 指 . - -  ： 一 

慶長八 年 四月 廿日 朝 1、 はん 唐 津燒.  •  ，.  ノ  ,  一 

等が これ 等に あたる もので はなから うか。 ,  .  二 

一 方 この 古 織の 創意 を體 して 美 濃の 陶工 加 藤 景延の 唐 津行は 美 濃に 殘る 「瀨戶 大窯燒 物 並 唐 津窯取 立 之來由 書」 によって 知 一 

る ことが 出來 る。 同睿 によれば 同地 淸 安寺の 和 尙の緣 者、 唐 律の 森 善右衞 門に つれられ 遙々 唐津 地方に 下った ので ある。 景延- 一 

は 森 善 右衛門から 朝鮮 渡來 によって 築かれた 唐津 窯が 遙 かに 美 濃 瀨戶諸 窯の 築 法より すぐれて ゐる こと を 聞かされて ゐた。 彼 一 


1 ま そ， の 築 法 を 取り入れ.^ く、 叉唐津 窯で 自己の 製品 も燒く 希望に 燃えて ゐ.^ であらう。 當時景 延は美 濃の 一 陶工で は-なかつ 

、、た。 大きく 云へば 日本的に 知.^ れ i ^陶工であった こと は r 久尻淸 安寺 由来書」 にある 如く 志野燒 とい はれる 「朝日 手燒」 の 創始 

によって 時の 上皇 正 親^ 院から 筑\# 守の 位 を 賜って ゐた 程であった こと を 見ても 知る ことが 出， 來，. ？。 さて E 凉延は 森 善 右衛門 

に案內 されて 肥 前の どの 窯 を 見た であらう か、 唐津 のどの 窯で 自己の 製品 を燒 い. U であらう か" どの 讓に 最も 多ぐ の 影 饗を及 

？ したで あらう か。 この ことが IT 然とし なければ 前記 「唐津 11 取 立 之來由 書」 も 信 を 置く に 足りない 事になる わけで、 直接 瀨 

；  ■ 、 

一 戶の 技術が £^ に 及ぼした 影響の 根據が あいまいになる おそれが ある。 然し この こと は肇 者が こ、 數年來 の 古 窯 調査に よって 

得た 窓 跡と その 作品に よつ で ¥ 然と 景延の 唐 津行を 知.？ ことが 出 來.^  。その 最も 明かな 窯 は 小 山路 議卽ち 武雄內 田の 東に あた 

る 鍋 島 分 藩 後藤 藩に 屬す 一な 1 古 窯 跡で こ， の 窯 跡から 實に 瀨戶美 濃 系と 全く 範を 1, にす る ものの みが 出土し 仁 事に よって ，.こ の 

議 こそ 景延の 唐津， での 仕事場で も あり 最も 技術的 影響， が 多く 與 へた 場 厨で— ある こと を 知る に ぼった ので ある。. (く はしく は 拙稿 織 

部 唐律參 gi) この 窯 は渡來 の宗傳 一、 派の 窯であって この 1 派の 開 窯した 內田系 諸 驚 ことに 祥 古谷 窯、 古， 奈 甲の 辻 窯、 甕 皇の谷 、塞 

及 < 至 一 派の 藤の 川內窯 又は 道 園、! T 阿房 谷 窯に も その 影響 を 見る ことが 出來 るので ある。； これ 等の 諸 窯の 出土品に よって 明か 

,に£^2^延の唐津行は裏づけられ\又如何に强く唐津の諸窯に瀨^锋濃の技術、 作意が 移入され たかを 知る ことが 出 まるので あ. 

る。  ■ . ： , -  - - 

今 こ、 に 少し 例 證を擧 げて說 明 を 加へ てみ よう パ 前褐圆 sis 二 0 頁 ター は 小 山路 窯の 代表的 i: 附 であって 說は 前記の 通りで 

ある。 圓版. 二三， 頁の 五 點 は 同じく 4> 山路 窯 出土の 皿 向附 である。 一つ は志^で 有名な 住吉 手の 橋繪 であり 一 つ は 同じく 松 島 

手の 繪附 であり かう した 例 記 は實に 多く^ 擧 にいと まない 位で ある" かう し" レ繪俯 は在來 朝鮮 李 朝 期 作の. 繪附に は 全く 見られ 

ぬ もので 明かに 瀨戶美 濃との 直結 を 物語って ゐる ものである。 次に 作意に 就て 示さう。 圃版 二三 頁 4 は 小 山路 窯の 鉢の 底 部で 

ある。 鎞耱 仕上げで 引上げて 後 へ ラで高 臺及角 目 を實に 雄渾に 力 强く锁 つてる.^。 この 作意 は 全く 美濃陶 初期の 作品 を 見る や 

I 唐 津^ Q 觀赏 ど々 の 種類 ■  ,  -  ^  丸 


麼津  _  一  o  .  . 

うで これ こそ 景延の 作で はな. いかと 迄 思 はせ る ものが ある。 同圖版 5 は 平 向附の 底 部で. ある。 三つの へ、 の 字形の 付け 足 は 志 

野、 織 部に よく 見る もので 唐津に はこの 小. W 路窮 2^ 外に 見かけぬ ものである。 ロ錄 から 底 部 迄の 作意 を 注意 深く 晃られ たい。 

次に 圆版 ニニ 頁 3 は 內田鮮 古谷 窯 出土の 黑 唐津沓 とい はれて ゐる もので、 白黑 二重の 釉藥 により 火 度の 關係上 油 滴の 如き 劲果 

を 表す 場合が ある。 こ の 一 一 つの 作意 はとり もな ほ-さや 織 部の 創意 外. 何物に も 比すべ きものが ないや. 創意、 作意と いふ もの は 

たやすく 出來る もので はない。 まして 轆轤 上に 於て は 溶 易に 1^ り 出せ  一？ もので ない こと は 最近の 作家の 作品 を 足ても 明かな. ご 

Jj  く 新なる 創意に よる 作品 はごく まれな こと を 見ても 知る ことが 出來 よう。 こ、 に 示す 水 指の 破片 は隨版 ニニ 頁 1 松 浦 村 藤の 

川內 窯の 出土品で， ある。 如何に 伊賀、 信樂の 初期の 水 指、. 或は 美 濃 伊賀と 呼ばれる 作品 に 近似して ゐる ことか？ かう した 作品 

が渡來 早々 の 朝鮮 陶工の 作意に， よ 一り 出來 得る もの か、 思 ひ 半ばに 過ぎる もめが ある。 

以上 種々 例證 を擧げ 一し 示し- U 如く 加 藤景延 によって 明かに 深く 美 濃 系 創意が. 唐律詣 窯に 影響を及ぼした 事が 制 然と/したと B§v 

ふ。 この 創意 こそ は 古 織の 創意で あり 景延 によって これが 技術的に 唐 律に 傳 へられ. U ので ある。 これ 等 岸 嶽諸議 の 作品 及 以上 

例示した 作品 は 朝鮮 陶工 渡來 初期に 於て 疲の 偉大な 古 織の 創意になる. もの だけに 表面 货に 日本化され てるる とはい へ、 そ Q 技 

術 的 根本 をな す轆耱 技術 は どこ 迄 も 朝鮮 傳东の II 轆轤で あり 如何なる 作品 もこの ク fi 技術に よって 製作せ ざる はない ので あ 

る。 型ぬ き 及 手 轆轤に よる 技法で はない こと を 知らねば ならない。 かくて 製作され たこれ 等の 作品 を 見る 時 この場合 甚本 相の 

朝鮮 的 姿 意識 は 上， 位相の 曰 本 的 美意識に 覆 はれて 表面化せ す、 日本的 美意識の 裏にあって その 甚本 技術に のみ どこ 迄 も 依存し . 

てゐる ので ある。 か、 る 時代の 美意識 は 表面 日 本 的 美意識の みが 濃 ぐ 朝鮮 系， のぞれ は むしろ 影 を ひ そめて ゐ ると いふ ことが 33 

來る？ 時代の 大きな 思想 —— この場合， iq 織の 創意 —— によって 左右され ると い，：^ ことの この 時代 程强ぃ 時はなかった， ので あ 

る。 ， 何故 なれば 古織以 k 古 織な く 我が ェ藝 こ， とに 陶議に ぼした 彼の 力 は 想像 以丄 に-大き いので ある。 一 方 唐 律の 雜器 をな が 

： めて 見る 時 反 iHi: 朝鮮 傳來の 美意識が 强く 基本 相が 表面化して ゐて その 自然な 姿、 手法に 魅力 を 感ぜざる を 得ない。 被の 朝鮮， 


唐 歡^ 有名な 佐 賀珍ノ 山 窯 及 藤/川 內 塞の 作品、 德 利の 首 を 不器用に つぎ 合 はせ たもの 又は 德 利の 口の かけた ま、 るの 上に 菊 

藥を 掛けた もの. 等 は實に 愛す 可き 作品であって、 前輯 朝鮮の 屋根 瓦の 美し さ， を 解さねば この 美し さは 理解され な：^ もので あ 

る。 松浦抢 風土記と いふ 書物に  に  , ノ  ,  • , 

. チヤン コ會は 馬場 村 妙 音 寺の 裏山 を 云 ふ. (略) 此所を チャン コ會と 云 ふ 事 は 太閤 秀吉公 ノ名護 屋御在 陣の時 朝鮮の 國ょ， 9 燒， 

、物師 を 呼び寄せられ 土地 見立てに 彼の 燒物師 を述れ 諸方 irll 有りし に 彼の 所に 至つ. て 朝鮮人 大いに 悅ぶ、 又 大きに 愁 ひて 後 

ち 踊り 戟れ けり 役人 問て 曰く 如何 なれば 喜ぶ ゃ又愁 ふるや、 朝鮮人 答 へ て 吾が^の チヤ ン コ 會と云 ふ 所に 少しも 違 はざる © 

を 答 ふ。 又 曰く 我 故鄕に 能く 似た， り 故に 悅び愁 ふ、 今 チヤ .Vtt 會と云 ふ 踊 を教し 候と 答 ふ  \- . 

と ある。 ^等 はこの 喜びと 悲しみの 心 を 陶土に むけ， U ことで あ， らう。 っ^,から生れた器物及その驗附の笑しさに我々は打たれ 

る 時が 實に 多い。 彼等 は そ Q 心 を 筆 に 托して 肥 前 の 風物の 美 し さ を 描 いえ- の， で あ る。 然し その 賴は もはや 李 朝 染附の 软 草で は 

ない. ので ある。 窓繪の 花鳥で はない ので， ある。 それ はも はや 日本化 された 美の 表現、 肥 前； 唐津の 草花 風物の 美し さに 同化した 

日本的 美の 表現で あ. るので ある。 こ、 に. 根. 强ぃ 朝鮮 美意識の 上に 打ちた てられた 日本 美意識が あるので ある。 . 

■  ■  —一  ,  , 
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唐. 津， 觀 賞 の 要 素 - ノ  r  ' ,  ：  . 

陶器の よさ 美し さ を 見る 場合、 その 霧が 如ぎ して 出來 たか、 形攀胎 土、 謹、 I、 雷 等に. ついて あらかじめ 知つ 

て あく  3 より 以，^ その 陶器の よさ 美し さ を 深く 認識す i に 役立つ ので ある。 又 一直 間と し 5 靈 もこ？ ベ てをきよ 

め 知る 事に よって 深く  f 下げ f ことにな り、 靈 する 所 f ある。 知る 事が 十二分で なく. て は 見る ことの 架み ょ岀 てお ぶ 

C 響 見る li ふこと も 深く 知る i によって 深められ 廣 めら れる。 今後の 陶磁 學と いふ もの も かう し； にき 

置かれる 様になる べきで f 正にな. り？ まので あ. P すべて を 知る 事の 大切 さは 物 を 見る目の 邪魔になる 樣 1 ならぶ 

む 力 知る に滕 つた 事 はない T い. ものが！ ば それでい、 で いか、 根ほり葉ほり する 塞 はないで はない か」 と 相慕 

間した 人力い はれ？」 とが ある。 霞の？ 4 い， ^ のが， 故にい さ.^ を 知らう としない 人， 念， 餘 き-渡つ こ 

力 さて 吾が 唐津陶 について かう した 立 脚點に甚礎を おいて ■、 胎土、 釉藥、 繪附 等に 關し 出來る だけく はしく 知りたい と 

思-ふ。 i  ,  /  >—.. 圍 I  > 


, 一、 形  姿 ，  - 、  ： . 

へ. - . - f  *  '  f 

還 は iafc 手法の I でき。 器物 S しさ は 特に その f り 姿に よって 見る 言 迫？？ ので ある。 _|§ 


くし さも 釉 ぼの 深味 もこの 姿態に 左右され る ことが 多い。 腐 律陶の 整形 は實に 多種 多樣 でい ひつく せぬ 感が あるが、 唐 律の 一 

番の 整形 上 Q 條件 となる もの はすべ てが 输 I 耱 仕上げで あるし」 いふ ヒ である- - 整形す る 場合 必 ネ辘耱 仕上げであって 型ぬ き 又 

は 手作りの 製品 は 全くない と 云って い .1 唯 時代の. 下った 作の ものに ま、 手 捻の もの を 見かける が これ 等 は本來 唐津燒 とはい 

ひにくい。 瀨戶 その他に 見る 様な 型ぬ き は 全くない。 種々 拖雜な 形， の 向 ir 火 入 等が あるが どれ も 型ぬ きで， はな ス 轆轤 仕上げ 

である。 だから 始めに 1- ク & で 引上げてから 又はへ ラで 四方に したり 六角 又ば 種々 の 形. を 作， Q 上げる ので^る。 どんな 器驗 

V  ^  ,  ■  -、  -  -  -、，  ^ 

でも 裏が へ して 高臺 から 見. ると それ は！： 然ど する。 高臺脇 かも. 胴 部に かけて A: 然の 丸， が 出， 來. て 居り、 決して 鋭角の も Q はな 

い。 だから 厳格に 云って 大きさ も 違 ひ 五 人前 十 人前と 揃った もの も 全部が 全 It いくぶん 姿、 寸法が 異 つて ゐ るので ある。 、 

在來唐 律に は， 附高臺 とい ふ ものがない とされて ゐる。 なる t」 茶碗に しても 香爐、 向附 等に しても 全部が 全部と いってい 程 

_ 削 り 出しであって 附 け高臺 ではない。 香爐の 場合、 丸く 高 臺を 削り 出してから 三ケ所 足と .^j し 殘 して 他 を 取り去って ゐる もの 

が 多い。 然し こ > で 注意せ ねばならな いこと は、 ノ旁 濃の 手法の 影響 を 直接う けた 小 5： 路窯に 限って 附け 高臺が ある。 卽 ち香爐 

火 入に 限って 糸で 切った あと へ 三つの 阒子脚 をつ けて 居り 又 向附の 中に へ のな 形の 三つの 附け 足の あるの を 見る ひで あ-る。 叉. 

この 翁に 限って 溜 座を附 けて ゐる ものが ある." 然し 輪 高 亮で类 濃に ある 様な W け高臺 はない.。 故： iy^ 高臺 でつ け高臺 となって 

ゐる ものが あったら 唐 律で はない と！： 斷 してい と 思 ふ。 これと 反對に 手法 上け すり 出しの 出-来な いものに 水 指、 花 生の 耳が 

ある。 声" 律の に 作意の ある もの は少 い。 せい，^ 繩 耳であって 左， 右平 均の とれた もの も あるが、 大槪 の場奋 左右 少しで も異 

一って ゐる。 大水 上下、 たて 横-の 附け方 を 異にして ゐる もの も ある。 この 遷が唐 律の 面白い-所で、 この 器に は 耳 を 酔け た 方が い- 

、 

いと 無造作に 計り もしないで 附 ける 場合が 多い からで ある。 珍の 山の 口 かけ 德利 を考 へれば 自づ仝 この 邊の 心根が 解る ので あ 

唐 津陶の 袋物、 卽ち 壷, 水 指、 德利 等の 製法に 叩^ 延べと いふ 技^が ある。， これ は 紐 作， 9 か 又は & ク & で 大ざっぱに 引上げ 
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てから 內 部， (時として 外部 も ある) に 木型 を あて、 叩きのば して 藩 作りに 作り上げて 行く 方法で ある。 だから お^の 翁 物 をの 

ぞ き 込んで 見 ると 波 狀 の. 丸 形 效が內 面 に殘 つて ゐ るの を 見 る。 ノ この 手法 は唐津 ものに 限って は る な い が.、 一 番唐津 に 多い の で 

ある。 袋物の 形に 廣律 では 算盤 玉と いふの が ある。. そろ 盤 玉の 形 \ ^した ものが 多い からで あり、 又胴締 とい ふの は 丸形の の 

にく びれ を 胴中で 作って ある もの をい ふので ある。 形 姿の 上で 變 化の 多 いのは 何 t_」 云っても 向附. である。 これ は、 美 濃 陶の影 

響が あつたから である。， こ Q 影 喪； なしに かくの 如く 多くの 變化は 見られなかった であらう。 扇 面 形、 菊 形、 四方、 六角、 祧形 

, その他 何 形と い へ ない 多くの 形が ある j 唯 前記の 通り 甚本は 0. ク P 仕上げ. であるた め 俯瞰の 變 化よ. 9 も 横から. 見た 變 の 多い 

ものであって、 これに 譚 けの 効果が 加 はって 一層-向 附 としての 美し さ を發. 揮す るので ある。 .  ， ： . 

唐津の ± は どちら かと 云へば 非常に 荒い ものお 多く  。 ク S1 は 難しい，；.' 従って どうしても 分厚な 作と なる。 そこに 又き ^：章 らし 

さが あるので あるが 茶 入 尊 小物の-場合 よほど 達者な，. もので ない と 製作し にくい-。 從 つて 唐 津には 茶 入が 少 いので ある。 尤も 遠 

州に よって 唐 津は用 ひられなかった こと も 茶 入の 發達を 見ないで 了った Q であると もい ひ 得る。 然し 初期に は 幾分あって 重厚 

な 肩 衝が殘 つて ゐる。 織 部 十 作と でもい ふ 感じの ものが ある。 それと M 時に 十 作の 誰かが 來て 怍っ忙 ので はない かと S 思 はれる 

.樣 な 高臺の 制り 方が ある。. 志 野、 織 部に 見る と 间檬の 雄大 豪放な 高臺 作りで ある。 然し これ も， 前記した 如く 手造りの 附；^ 高臺 

- でお ない 事 勿論で ある。 へ ラ使 ひのう まい もの も 多い、 沓 茶碗、 备 鉢の 口の へ ラ使 ひ、 胴 及暖の それ 等 全く 朝鮮 陶工の よくな レ 

得た 力 をうた 力 はしめ る ものが ある。 唐 津陶の 高台に 竹 ふし 高臺及 三日月 高 臺と云 ひ傳べ られ てるる ものが ある。 なる 程唐津 

の 高 臺は竹 の ふしの 如く、 小さな 一 at 臺で .^"竹 ふ し 高臺 の ものが 多い。 これ は 作陶 上 高 臺が竹 の ふしの 如くな つ て ゐ る 方が 都合 

力.， 'ゝ ので. 口 クロで 仕上. けて 了って かち 釉 藥 を 掛 ゆ る の に 」 の 高 臺 を つ か ん で 藥 がけす るので、 > ^ しと なって るれば 指 か 

、 1  ■  、  ，  - 

ら器^ 力 1 ベ り 落ちる こ ともなく、 從 つて 仕事 も 能率が 上る ために 自然 生れた 丰法 である。 案外ひくぃ高臺でも竹ふしと^^づ 

てゐ る。 茶碗に 限らす 器物 を 裏が へ しで 唐 律の よさが この 竹 ふし 高臺 にある ことが 約束 かの.. g く 見る 者 を 喜ばせる。 唐、 率の 三 


日月 高臺と いふが ^ ク P できり 取る 時に P ク P の 廻！！ の 調子で 疊 づきが 片方が 太く 片方が 細くな つ； i もの をい ふので あるが、 

窯 跡の 物 原で 見る 破片の 高臺 からこの 三日月 高臺を さがし 出す の は 一 苦勞 である。 V- ま かう した 不出来の ものが 茶人に 喜 

ばれた ので あるが、 唐津の 陶工 はこの 三日月 高臺を 作る に は あま 5 にも 上手で あ つ た爲め 正しい 正圓 の. 高臺は どの. 窯紘 にもた 

や. すく 見出す が、 三 ほ 月高臺 はめった に はさが し 出せない。. 茶人 は 不完全な 美、 佗の 茶器 を， そこに 見出し ケ i ので あらう。 

二  、 陶 ■  ±\  、  ， 

廣 律の 素地 卽ち 陶土 は 全 體荒 目の Co のが 多く、 爲 めに 高臺內 外に 皺 文 を 作 f ことが 唐津の 約束 かの 如くい はれて ゐる T 唐津 

の. りめんし ほハ ぬけて 落る やう 成毛拔 にて はさみ 取なら は 可 取く  一  (II 識錄〕 である ことが 古くから いはれ てゐ る。 これと 反對 

に 「唐 律の 土 至って こまか 成 こし 土也ぢ りめんし ほ あり」 とい はれて あ， U かも こし 土と 迄、 いはれ てゐる 細目の 土 も あるが、 獻 

上 唐 律 以外 こし 土に は 唐津 ではして ゐ ない。 こした 如くに 見える 程 こまかな 土の ことで ある。 この 二通りの 陶土が 唐 津土を 代 

表して ゐる。 唐 津東松 浦 郡と 西 松 浦 郡と では 土質 も自 から 異 つて はゐ るが 一 體に唐 津土は 荒く  P ク 尸 は 引 に く いとされ てゐ、 

る。 素地 を. 3 から 掘 出して その ま、 の 粘土 を 水での ばし 捏ねて 使用した も， ので ある。 他から 土 を 持って 來て 混合す るな どは考 

へ もしなかった。. 從 つて 單 味の 士味 であり、 水 漉 しない 爲めに 小石 も 混って るて 石 はぜ も 自然 生れる わけで、 意識して 石 を 

入れる ので はない ので ある。 だから 石 はぜ 唐津は 面白く 表現され てこれ を 非常に 茶人が 喜 こんだ ので ある。 荒 目の 土であって 

も 唐 津の土 は 耐火 度が 强く粘 力 Ji 富んで ゐ るから 火 度が 上って、 ひすみ が 岀來て も" たれ 下る 事が 少ぃ。 卽ち 腰が 强 いとい は 

れて ゐ^。 尤も 內 田地、 方 ことに 小 山路 窯の 如く 腰の 弱く へたる 土 も あるが 稀で ある。 細目の こし 土 かと 思 はれる 如き 土 は 特に 

粘 力が 强く 可成 薄 作に & ク 引され て ゐてぁ 火 度に， 强い。 従って 形 姿に 色々 の 工夫. がな， され K 變 化の 多い 作 口 S が 生れ 萚る 原因 
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一 .  1  二へ  • 

もミ にある ので ある U 素地に f が 多く 火 度に よ？， まる fl, る 事が 多い。 麗脇 14 色して 白 si, と 

溶け合つ だ美 しさ は 他に 見え §津 の 一つの 景色で ある。 なんでもなく 掛けえ た I が 見込 脇に 三角形の S の t らぬ 

カ出來 それが 火に あたって 所謂 火 間 をき り それが 赤く 鐡 色に さえて るる 景色 を 昔 か..^ やかましく いはれ たの も 無理ない こと 

とうな づける。 こんな 所から 火 間唐津 などい ふ 言葉が 生れ 仁ので ある。 1- 體に內 田、 武雄、 黑牟 a 附近の、 素地 は鐵 分が 多すぎ 

て 赤 黑く發 色して 土 味 は 面白くない。 やはり 何ん といっても 岸嶽 系の 胎土は 鐡が燒 けて 薄 赤味に 發 色して 「段と 美し さを增 

す。 素地の よさ は 自然 釉藥の 美し さ を 左右す る ものである。  ■ '  ：  ノ 

： II 一、 釉  藥  . 

■■  - - , 一  -  -  -  . 

唐津. の 釉藥は 土 灰釉と 長石 釉が 基本 をな して ゐる。 長石、 釉に鐡 分の 含有量が 多く そ， れが 還元して 所謂な まこ. 細の ものが ある 

r 朝鮮 北方より 渡った 手法. だとされ てるる。 土 灰 釉は唐 律の ど， の 窯で も 使用され て ゐる樣 に 釉藥の 某； 礎 をな す もので この 土 

灰に 鐵分の多 い 急 は 熱度 I 下によ？ 晝 養, 奚っ I 響 崖、 if な S であえ 土 灰き 成分 12 よって 稷卞 

の 變化 をな す ものである。 これ は 一方に 火， いふ 急 i 下によ？ 變化 1 る もので .5 の 霞で あ？ も 火 度の 高い 所で 

燒 けた もの 低い 温度で 燒は たものと 自づ と出來 上. 9 に變 化の ある 事 はいふ 迄 もない。 唐 律の 麵藥 にもう 一つ 鐵釉が ある。 こ 0. 

鐡釉の 中に 含まれて るる 他の 礦 物質に よって 種々 の變化 をな す。 例へば 天 目 翻と なり 又飴釉 ともなる。  ， 

上の 三つの 釉藥が 唐津の 上藥の 基本 をな す もので- 瀨戶唐 律、 朝鮮 唐津、 黑唐津 等の 名稱 はまと して この 釉藥 の變 化から 名 

づ ぶれた ものが 多い。 又 この 三つの 釉藥 の 2 つの 混合に よって 面白い 變化 を來す もので f 津、 謹 唐 難 は その 變ヒか \ 

ら 生れた 急で 念。 菌8化； I、 まと はさ i2 脸ま よし， によ？ 左右され ま 1st、 燒成 


によって これ は 決， づ けられる。 唐 謂の 塞 はすべ、 て聲り 窯で あ. 5 自然 還元 燒成 となりが ちで あるが かう した 唐 津陶の 如き 深味 

il 味の ある 燒物を 燒く に は 所謂ね らし を 出來る だけ 長時間 かけ て燒 くもので 三. a も四0 も 燒 きつ ヾ ける ので ある。 かう し て，， 出 

來 上った もの は釉藥 もよ く 溶 W 從 つて 釉藥に 深味と ュ I 眛が加 はる ものであって 急激に 短時間で 燒き 上げて は 全く 變 化に とぼ-し 

く 面白味 もな く 雅陶唐 律 は 生れて 來 ない。 - か， して 生れ 一し 來； i 雅陶唐 泳 は 使用 すれば する 程 味 ひ， を增し 美し さ を 放つ もので あ. 

K ？。 これ は 素地の 胎 土に 迄し み 込む 如く 釉藥 がと けて ゐで 使用 すれば する 程 深 が 加， はって 來 るからで ある。 又 一 方 唐 津陶は 

古く は施釉 前に 素燒 をせ すに & ク 卩 仕上げの 上よ く 乾かして、 釉藥 をな ま 掛けの ま/窯 入れす る もので、 その 爲め 素地 胎土と ■: 

釉藥 との 收縮 度が 異 り 所謂 釉藥 にち れが 出來る もので あ > る。， そのため 火 間が 出來 たり 尻 まくりと S ふ 釉薬が 高 臺に迄 流れ ャ 

ぶ 途中で たま. り 一まい 玉と なつ、 てゐ る， ものが 出 またり する も. ので、 これが かへ つて 景色と なり 古 r から 喜ばれた ものである。 

賴藥は 素地 土ど燒 成に よって 變化を 見る もので 釉藥 のよ し 惡しは 勿論で あるが、 細藥の 美し さは 胎 土と 燒 成の 如何によ つて 

決定 づけら れる ものである。 從 つて 繪附の 美し さも M 様の ことが いひ 得る わけで ある。  , ) 

. I  - . 「二」 .ノ  ノ  、-  ,  -  ノ.  / 

繪附 のうま さと 變 化の 多い こと、. 由. HI 然 である ことと は 総 唐 の 一 つの ほ， こりと いへ る.^ どこの 繪附も 唐 律の 右に 出づる 1 

こと は出來 ない と 思 ふ，" 自然 を 友と し、 まづ 手近な 草花 を 手本と して あるが ま、 なる 姿 を 描いて 行った 唐 津の陶 人 は 偉大なる 

自然 兒で あつたと 田^ ふ。 唐津 茶碗に 三羽烏と いふ ものが ある。 茶碗に 三ケ所 烏の 彌ぶ姿 を 描いた ものである 。、夕日に 映えね 空 

を 鳴き 渡る 烏 を單 純な 肇 法で I まいた ものである。 そこに は 何の 巧 もない。 實 にこの 繪は その 器に 合しで ゐる。 見る もの をして ： 

^si の 空 を 思 はしめ る。 I, 器から ぬけ 出して 鳥 は 飛び去る かの 如く 感ぜし める。 こ，、 に 二 個^^唐錄茶碗がぁる。 それに は 達 第に 

. ^^^陶&觀な只とその種類  -、  r  /  r  ,x) 一  七， - く  -, 


唐草つな ぎの 模様が 描いて ある。 單 純な 唐草で ある。 唐 律の 野に ある 草花から 生れた 美しい 模様で ある。 唐草模様 は 中央 アジ 

ャ から 渡ク たもの だ 等と むづ. かしい こと は.. いふ 必要 はない。 彼等が &然 からつ かみ 得た 模樣 である。 その美し さは この 器 を 1 

引立て、 ゐる。 器と 籍と がと け 合って るる。 

驗唐 律の 美し さは 器と 繪 との マ モー f  * 'である。 - それ は 二に。 じて 一 である。 い っの場合でも器にそぐはぬ输は^^，にはぁり 

得ない。 描く 可き 器に は 繪をス けて ゐる。 それ は繪 とい ふより 器の 景色で ある。 火 間で ある。 ： 

唐 fi の 繪附に 二通りが ある。 ■ 一  つ は唐津 陶工が 自然に 猫かん として 描いた 草花 鳥 木 維で あ， る。 他. の 一 つ は 美 濃陶の 影響 をう 

けて 敎 へられ、 亿輸 である。 いづれ も类 しい。 然し 敎 へられた 繪には 利口、 さが ある。 被雜 さが ある。 從 つて その 描く 器に は，； Z づ 

と變 化の 多い 形 姿が ある。 器に M 凸が 多く 臂 ある。 .nz 然 描かれる 場所 も 制約され る。 從 つて 緒に 發達 性が ある。. この 發達 

は； 濃陶 から 來た 手法で あ" p。 想像に よって 描かれた 給 も 生^て ゐる" それだけに 複雜 であり 檢の 種類 も 多い。 この 繪附を 代 

表して ゐる もの は 小山 路講 である。 霞網、 3i 水 風景、 柳に 水鳥、 串阁 子、 檜 垣、 蛇 籠、 松 島 手、 住吉 手、 橋 上人 物、 等々 

つくせぬ 程 種類が 多， い。 と は 云 へ 器 を 無視しての 縫ばない。， 少し 描き 過ぎて ゐ ふと S3 はれる もの もないで はない が。 實に あざ 

やかで ある。 一方 自然.^ ^ とレた 繪は單 純で ある。 草驗が 多い。 實に よく なれ 切って ゐ， て 美しい。 陽春 五月 松 浦 In 方 を步ぃ 

てみ ると 美しい 名もない 草が 萌 えてる る。 仰げば蛾眉山が目の前に迨って，^3る。 秋 はた わ、 に實 つ， 一，！ 柿が 美しい。 雜 草に 交つ 

て 秋の 七草 が^き 亂れ てるる。/ 古い 唐 律の 陶工 も かう した. E 然を 打ち ながめながら 描いた の. であらう。 道 園！. r . 阿房 谷. 讓、 燒 

• 山塞から かう しャた 突し い 総 唐津の ものが- 澤山 出土した ノ  ，  '  ■ 

繪唐津 に ま 何 を 描いた か。 解らぬ 繪が ある。 北 ゆ， 七星 かと H 心 ふ ものが ある。 X 點を 太く 描いた もの も ある。 ャ字 架かな と 思 ふ 

様な もの， も ある。 かう した 繪が 草繪に 交って 藤の 一州 內棄 から 澤山 出土して ゐる。 繪唐津 は その 素地 土 及 釉藥の 調子、 それ 等 tj 

燒の 温度に よって 眞 赤に 鐡が發 色す る， ものと、 黑味 がちに 德上. る 場合と が ある。 よく 燒け たもの は 手で さすって 見る と 象嵌し 


た 様に 驗 6 部分 だけへ コミ "を感 やる。 それだけ 鐵 がよく！ けて 胎 土に 唯 ひ 入って ゐる 0 である。 廣律 は全體 還元 化し やすいの 

で釉藥 は靑味 を.，^ ち 緒 附の鐡 が 赤く 反映して 何ん ともい へぬ 味に 燒け丄 つて ゐる ものが 多い。 二 

"-,  , ノ-. , 

五、 重- さと 觸感  r  ,  / 

燒物を ガラス 越しに 觀賞 する 程^ 氣な いもの はない。 本來 陶器 は 使用して 見て 始めて そのよ さ 美し さが 解る のであって 皿 立 

に 飾る もので はない。 茶碗に しても 血に じても まづ 何ん と 云っても 手に 取って みて 始めて そ-の 奏し さと-よさが 解る。 唐津 陶，^ 

手に つてみ て 第一 に感 する こと は その 量感で つめる。 手に 取って みて 輕 きにすぎ た 場合、 だまされ 仁感を 深く する。. 唐 津陶の 

大事な 要素の 一つ はこの 量感で あつ 七、 重から や^から あと. いふ ことが 大事で ある。 安定性 も そこから 生れて 求る。 或 程度の 

重量の ない 茶碗 は 安つ ぼく 感じ 不安 をいだ くもので ある。 唐 律 陶.^ ら はか.. る 不安 は 少しも 受けない。 そこに 唐津 のよ さが あ 

り， 重々 しい 器 格が あるので ある。 - 一  .—  -,  - 

唐津の 茶碗 を兩 手に いだいて みて t る 量感 を感 か， ると 時に 手の 觸感 のよ さを感 する。 すべ /、する 感も なくさり とて 傳世 

の 茶 宛 まかさつ いた-不安 もない。 ことに展に觸れ仁感じは薄さ^^らくる輕ゃかさもなぃ。 唐 律の 茶碗に は 一 種の 匈が あると 迄 

いふ 人 さへ ある。 これ は 極端な 話で は あ 一る がさ， ついぶ ま觸 さへ も あるの かも 知れない。 の 美しい 斑の ぐい 吞が 唇に ふれる. 暗，. 

の 感觸ま 酉 通で な、 のに は 解し かねる 觸感 とい へよう。 績唐 律の のぞき 筒 向 附を會 席の 盆に のせて 出され. 仁 時、 あやしく も 

多-、  -、.  -  .  ■ 

その 養， しさに 視覺 はう たれる。  . ， 

, ノ  穴、 內 面 美 

唐津 询の觀 賞と その 種類. -  一九 


唐 津陶で 最も 大切な 妻の 對象ほ s 格 口 現れた 內 面の 奏で ある。，， こ s 底 をな す內面 I が f ないで は 唐 II し 

たと はいへ ない ので ある。 基底 相の 美 も、.， 上位 相の 美 もこの 內 面の 器 格から におみ 出る 美 じさで ある。 筆者 はこ、 に 先輩 金 頃 

陶片 氏^ 內面 美に づ いての 語 を >\ つげ 讀者 と共に 唐 津陶の 醍醜味 を 満喫した いと S ふ。  . 

i 物の 應、 高下 を已 れ|き 嫌 ひに ほ S まこと は、 其 人 個の 好みで あ？ 果して それが 正しい 見方で t と は 云 

へない. ので ある。 たと 9 人の 內 i. 九 人が 善い と 云っても その 李 九 人の 見方： £ つ たと すれば 殘丄人 I いと 云 

ふの がま 121。  ■ 物の 善 f 霞 iil される 8S あで はない が、 それが 古陶 器の fiif 尙更 むつ かしい ので 

める。 ひき 陶磁器と 云 はや 霧ェ 管に は 品格の 高い ものと 品格 i しい-^ とが ある 。之れ は 勿讓狀 寸法 S 璧、 色 

；き 調和 等 種 々原因 急る こと ャ 重；^  S 以外に 說明 の出來 ない 舊に云 ひ盡し 得ない ある も. の、 品位と 云 ふか I と 

ま 力 愈に對して| 頭が下る^^^氣持1さぅしたものの作用でもぁるのでぁる。 き」 そ 名器の 持つ 內 酉が 人 を感 

/動 させ 引付ける 力で t う。， §內5 は 51 もな く 難の 反映で あず 見る 人に より 各 i 感 8 度が f もので あ 

る， し.. S でもう つす I が 歪んで ゐれば 歪んで ず t がぞ ければ 正しく 映 やる ので ある。 見灵 の， と 云 ふの 

はミの 事で ある。 此の 内 I は 何に よさ f 急で f きか。 卽ち これ こそ 作者の 眞心を 打ち込んだ 魂の 顯 現で なけ ス 

ばな らな い。 作者の 眞心を む. 精神力 は II うて 舊物 にも 彫刻物に も必 J 映すな の. J る。 私が If 多く. 

の 陶工の 中に 技術 も 達者 なれば 頭 も 鋭い 5 がきが、 营 陶工の 造った 作品 は 唯 鋭い ばかり 5? 拿うな もの ま 出て 

こなし X 霧 A 者で あるが 人格に？ 私が 言 敬服す SH が あ？ 此の； Q 作品に は 犯す 参 I 格と 品位， に 

あって 頭の 下 f，t。，. 霧 は醇燈 上の 白熱 化した 氧 i 成される ので あま & 陶工の 精ず 鬵， される かに 

きれえ i?ini.  も t さお やう に管錳 いても， 現 はれ f  ？ 貨，， ミ 


唐津 陶ひ觀 賞と そ Q 種類 


は a6 ろしい まで 確かで ある 。今日 名器と して 金 欄に 包み 二重 三 熏：鄭 重なる 箱に 入れて 茶室で 絕讃 される 價數萬 金の 茶ス 茶 

碗 水 指 等 も 名も無い 一 陶工の 作った 雜 器の 下手物の 中 かふ 而も 戰國 忽忙の 血生臭い 時代に 大茶 入が 此の 精神力の 內面美 を 見 

出して 珍 童し；，！ ものが 多い， ので ある。 古 唐 律に は 作者の 銘 もなければ 印. f ない。：， 古 唐津の 陶工 は 己の 作品が 後世 かく 迄 珍重 

される こと を豫 期せす、 おそらく 夢想 だ もしなかった に 違 ひない。 .3間 に § の 遷り變 り m 外 何等 變化も 刺戟 もない 谷簡の 

茅屋でた^良然を友として自然にまかせゅる，ゃかに陶車を迴じて，內面美豐か^^器物を作っ.仁ものでぁらぅ。」 ' / 

この 無我の境 地に 作 陶三睡 に 入り 得た 陶工 は 立派な 內面 豊かな 器 格の ある もの を 生んだ ので ある。， I 吾々 もこの 陶工と 同様な 

無我： Q 體. 地に：^. てせ 陶の美 を 把握せ ねばならない。 ■  ,  _  f  ,  -  \  一  :■、，，  .  ■: . 


一 戶ニ樂 三唐津 又は 一 樂ニ获 三 唐 律と 昔から よく 茶人に いはれ てゐて 吾が 唐 律が 早くから、 伦パ さびの 對 象の 茶器と して 

重く 用 ひられて ゐ たこと は 入の 知る 所で ある。 それだけに その 種類 も 多く 又 最近 は 種々 の名稱 の， もとに 何々 唐 律 Qi- び 名が つ 

けられて 分類され てゐ る。 爲 めに 非常に 煩雜 となって 來 たうら みが あるが それだけ 作品 上の 種類の 多い 事 を 物語って ゐざ とい 

ふこと が出來 よう、 さて そ _ ぶ 等の 種類に 就て r 々出來 る 限りの 說 明を附 する 前に これ 等の 名稱 がいつ 頃から 生れ 如何に 發展し 

たかと いふ 經路 をた どって みるの も あながち 無駄な ことで はない と 思 ふ。 

そ もく 唐 津陶が 陶磁 史上い つ f 分から 記錄 にしる されて あるかと いふと、 これ は 何ん といっても 古い 茶會の 記錄- 卽. ち 茶 

會 記に 出て ゐる のが 最初であって 然. OA, れは天 正 時代の 茶會 記に は 一 つも 見當ら や" 慶長 七- 八 年の 織 部の 茶會 記に 最も 多い 

ので ある。  .  ...  . 、 ■ . .  、 

. ,っ I  /  . 

古 織 14 傳慶長 御 尋誊に は  ...  ,  —ノ 


慶長八 年お 月 之 朝 ， 織 部所に て . 

一、 氷 差 唐 窜燒置 合て  • 

(  ^  \ 

一 , 茶碗 唐津燒 

慶長 十二 正月 十プ日 不時 夜食 織 部所に て 

 手水 之 間 に 唐 津の水 差 一 ,-. 

慶長 十二 正月 十五 日 之晝不 特之會 I, 

一、 からつ 皿に く ぢらレ  >  みるへ て 膳に 有 

慶長 十三 六月 六日 之 朝  , 

織 部 風 爐之數 寄、 盆に て 被 立候覺 - . 

………水 こぼし 唐 律燒、 .  . 

古 織 全書に  /  . . - 

.慶 長 八 年 ヒ月廿 三日 

一 一 、 唐 津花入 ，  ， \ 

- 慶長 A 年 三お 十日  一  , _,, 

.. 1 、 唐 津足有 御水 指 ^  、 ： 

慶長 A 年 四月 廿日 朝に  . - 

一 、 ちゃわん 唐津燒 - . . ■ - 

, ■ 慶長 凡年厕 月廿- 五日 

. 唐 律陶 の激赏 とその 種 戴.  \ 


, 一 、 唐津燒 すじ 水 指.，  • ，ハ . 「 ..， リ  , 

慶長八 年 十月 五日  ，、  •  .  I  , 

1 、 水 指 唐津燒 1, 1  ■  ,、  ■  I  ■  \ 

,, 1、 唐津燒 水 さし -—  .,/.  、  .  '  ■  -  ノ 

一 、茶碗 唐 律燒に  , . - •  」 . 

一 等瀨戶 茶碗、 信樂水 指に 混って 唐 津燒が 多く 織 部に よって 使用され て1ゐ るの を E る。 慶長七 年 以後 相當 茶器が 唐津で i か Co 

て 中央へ 持ち 來ら された ことが 次の 文獻 によっても 知ハ 事が 出来る。 -  . ノ 

. 古 織傳睿 に 「ン \：  ,  -  ノっ  、 . 、  \  [ 

(慶長 九 年 十二月 十 If 一日)  .  ： 

、©ッ 時  . -  , メ  く  . 

、 春 田 文左衞 門へ  -  -  ； , 

色々 御菓子 典 出 申 候 取寶共 道具 持參 候て 鄭覽 是 より 町 を 御 見物 被 成 1^  -  V  - 

寺 林 町  一 L 一 ァ唐津 水 差 御 見 化 候 テ春田 ほしき かと 被 仰 候 間 久好其 儘 水 差 を 取 中々 春 田 一一 や-る 事と てハ無 之.. 

とて ぽ 嚷 組. 合て 取て、 久好晚 の 茶 湯 一一 開 候？？  >  .  、、■  . 

これ は奈良 松屋 久 好の 古 織傳睿 中に ある 記事で 面白く、 a, の當 時の 樣子を 物語 < つて ゐ ると 思 ふ。 取賣 共と 云 ふの は 道具屋の 事 


で當 時相 當み、 茶道具 商が あって 唐津燒 もこ- れ等 商家に よって 多く ぁクか はれ スゐ たこと が 解る。 久. 好に よって 少々 誇張 ざれて 

はるる か 織 部ば 一見して それが 唐津燒 なる 事 を 直感して ゐる こと は 織 部と 唐津 との 關 係の i かった こと を 裏 づけて はゐ な.^ た 

らう か。 同書に 舟 越 五 郞右觀 門永景 への 織 部 sfitE  , 、、八  ノ  / … 

風呂 一一え 水 さす、  1 唐 津燒手 弦 口 あるのに てと ある。 i  - ' 

當 時手附 水つ ぎの あった こと もン」 むにて 知れる。 織 部に. よって 瀨戶 1 同様 茶會に 多く 唐 津燒の 使用され 仁 事 を 知る.，. - 同時に 

これ 等の 記事が 唐津燒 の文獻 上に 見る 最初の もので あつ そ * それ 以後の 當 時の 日記 類に 少し づ、 散見して ゐる。 彼の 細 川三齋 

によって 生れ.^ 上野 燒も當 時 盛に 燒き 始めて 居， 9、 三齋 入洛の 度 毎に 土産と して 上野 燒と 同時に 唐 津燒. ^持ち 來ら された こと 

は當時 姻戚 關係 にあった 吉田 神社 Q, 宮司 吉田兼 見の 弟で 吉田神 漉 院の僧 梵舜の 曰 記に 見る ことが 出来る。  . 

——  ^ 

梵舜 記慶長 十一 年 六月  、 .  , 

十 141 日 壬 子 天， f 夕立 雷鳴 …… 次 越 中殿ョ タカ. ラ津皿 三十 茶碗 一つ 給 也  , 

と あ hs 又鹿苑 寺の 有名な 胤 林 劝尙. の 日記 隔： 冥 配 は 近世 茶陶 史料と して 今後 大いに 注目 さるべ きもので あるが、 寬永 十二 年よ 

り 寬文八 年に 渡る 三十 八 年間の 長き に 渡り 京 窯 を 中心に 他 窯の 製品に 至る 迄の 記事が 隨 所に 見出せる ので ある。 その 中から 唐 

津關 係の 記事-を ひろって 見る と 正 保 四 年頃， より 今 利燒の 茶碗、 鉢 等が 多く 出て 來 るが ま津燒 として-は 
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力 あり 當時 今^！^ カ斷然 多くな つて ゐるゅ ほ 唐律燒 として 上記 記 まされて ゐ る。 ；. ；  1 

かくの 如く 多くの 記錄を 見る と 瀨戶、 信樂、 備前 等の 茶器に 間々 見う ける 「モト 信樂」 とか 「古き 備前」 「古 瀨戶」 とか 當時ー 

, にて 古い 信樂 とか 備 前と か瀨戶 とかが あっても 「古き 唐津」 とい ふ ものが r つも 見られな いこと を 注意せ ねばならない。 これ I 

は 織 部 の茶會 記に 一 つも 唐 津の便 用 を 見ない こと、 共に 朝鮮 征左 以前に 唐 律燒の 生れて るない 一 證， 左と なり はしない だら 一 

うか？ (唐 津燒 Q 起源に つ-いて は 拙稿 唐津燒 起源 參照願 ひ 度し) 「古い 唐 律」 として 名の 出て るるの は 上記 3 記 類よ ち 可成 I 時 eQ 降った 延. 一 

寶、 正德噴 以後の，， であって、 三 菩提 院宫御 記 中 延寳八 年 七 二月 十四 3 の條に 辛津水 1」 と 出て fee り. 又 正. 德四年 御 道具 1 

代 請 取 帳に 、「古，， 唐 律 晩鐘 茶碗〕 と 出て るるの が.^ 見で ある。 然し この 時代 前後に 記 錄に殘 る 唐 律が 1 二.^. る をれ は 是閑唐 律 一 

として 名の ある 唐津 茶碗で ある。 これ は 厘 沙門 堂 門跡の 茶 友で 光傥 とも 親交の あつお 高野是 閑：^ 特に^ 用して 居 だ 唐 律 茶碗 を) 

- 後人が 是 閑の 名を附 して 是閑 唐津と 呼んだ.^ の. である。 唐津 茶碗に 名 稱の附 され 殘る， 記錄の 古い ものと いへ よう。 尙 今日ず 名 一 

な 中 尾唐津 もお そらく. この 是閑唐 津と軌 を 一 つに した もので あら； つと 思 ふ。 なぜ なれば この 雨 茶碗 は 全く 同一の „ ^虱で あり、 一 

_间 時.^ v:^ 一 品 製作であって 今日 唐津 茶碗 中 i な ものと なって ゐ るので ある。 これ 等の 茶碗 は 當時古 唐 律と 要んだ ので まぶく  j 

.  一；、 -  .  一 .i 


唯單 に唐津 茶碗と いはれ てゐ たもので あつ， たらう と 思 ふ。 それが 元祿頃 元の 所持者の 名 を 冠して 是閑唐 律 尾 唐津、 x, 名 づけ 

たもの ゼ、 それによ つて 古 唐 津の意 を 表した ものと 考ヘ もれる。 當時 元， 頃の 書物で 諸道 具 類の 記載 t」 最も 古い と^れて ゐる 

萬寶 全書、 古今 和漢 諧 道具 見知 鈔中 唐津め 項に，，  ：  -' 

r 唐 律 拳 物 之 拿 肥前國 なり、 茶き、 水 指、 水 こぼし、 花 生、 鉢、 とく ト i ぎ 有 其 中に か；；. 茶碗 花 生 レ重寶 之 物 有 云す 

出て ゐる。 こ， の 頃^なる と 古 唐 律の 名稱を 多く 見る 様になり 古 唐津を 貴んだ 様子が， よく 解る ので ある。 藏帳 として 有名な も 

の，. 中で 古 織の 直系で ある 小 堀 遠州藏 帳の 中には 廣津は 一 つも 見つからない。 これ は 遠 州 その 人を考 へる 時うな づける 事で 遠 

州 七 謹と いはれ てゐる もの、 中に も 唐 律 は 入って ゐな いこ， とに よって 彼の 好みが 織 部と 如何に 相違の ある ことか を 語 つて ゐ 

る 然るに 時代の 下った 土星- 雲 洲の藏 帳に は 多くの 唐津を 見る ことが 出來 るが 現在 傳世 品と して 雲 州藏帳 中の 眞藏究 及 秋 夜 

の銘 ある 一一. 碗 だけが 殘る のみで 多くの これ 等の 名器の 行方 は 知る^ もない が、 眞藏院 及 秋 夜 二 碗に 見ても 不味 公の 好みが 2^..-、 

引いて 當 時の 唐津 もの、 觀 賞の 觀點， を 知る ことが 出來 よう。 今 こ G 兩藏 帳から 唐津 もの を ひろって 見る と夹の 如くで ある。 

土 還家藏 器目錄 茶碗 Q 部 、-- ノ  <  -  .  I 

.ー、 J5  flj^s: 有 箱 書 附十左 衞門殿  ，  ふ- 

一， 唐 律 松 浦 箱 誊附十 左 衞門殿 
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薩 摩島津 公に つかへ 畫家 として 有名な 木 村 探 元が 口述した 「白鷺 洲」 の 中に.  ，  ：， 

, s: 上 因幡 殿 之 寺， 澤志 摩守樣 より 被 下 候 繪唐津 の 茶碗 別而 かたき 出來 に て 繪も有 之 i  、..  • 

ある。 この. 「白鷺 洲」 は寶曆 年間に 書かれた ものであって 繪唐津 の記欽 とし 最も 古い ものと いへ よう。 次に 檢唐津 として 

松 平不昧 公の 選 著になる とい はれて ゐる 古今 名物 類聚の 中に 只 一 點  ，， . . 


九、 茶碗の 部 ， . 

一 、 賴唐津  • -へ 


と ある。 名物に 選ばれて f ものであって I 津 として 記錄 it ので ある。 尤も 古く 育 家に ある の 茶碗 は 太閤 名 

i 二て S 陶工に 燒 かしめ 初代 教 I 仲に 土産と して 賜 はった ものと なって t か 記錄 として 傳 つて は ゐなク ■  I  - 

rifiiifit 時代が 相？ つて それ 零 古いと si とかの i によ 

： つて きれ 又 I に 所持者の 名 を f る 様になつ S である。 寶 麿 頃に なって 始めて 奥 is 稱が f、 文化 文政 頃に なつ 

て賴 ^ま霍唐津 の 名稱 が 散見す る 様になつ たので ある。 然し. si で I 古く t 呼びな されて ゐて實 に 古い 急へ 

て" る IV 根拔 とい はれて f 名稱 はいつ I ら 生れ、 t なる もの を や よん g であら， か。 少しく 文獻を あさつ ず 


を 加 へ てみ よう。 

n  ニー 


\ 廣き 直で？ の 奥 il 州 墓の 上野、 高 取、 Alifiifi^ 籠の 奧薦. 

は 古 唐 f の？ の S  I 作 を 名 づけず のと 5q 囊麗 S て舊ぃ P 「白 i」 におて き。. 

.  ノ  .  .  /  二 九  / 

の觀赏 とその 雜蔑 ,  ：  ：  - 


〇 一 、 右咄の 內に奧 高麗と 被 s はい s 成 事に 候 哉と I に 奧の奧 高麗 ビ て井戶 などの 類に て 候 都の 方に て囊を 熊"，， 

と 申 靈て都 Q 物は最 f 秦故古 帖管ど 暴 碗茶 さ璧 はや は I 川； -5? は田舍 細工 gl に 有 之 候 唐 

津 など は其奧 高麗 人 を寺澤 殿御 つれ 被 成 候 其 燒手故 殊の外 上方， にて は 賞^ 仕 候 由 き 

ぶ -  - - 

木 村 igs£ 於て 最も 著名 i 家で あ？ 元？： 六 £ilui」 狩 野 探信§ 【艾备 永 四 年.？ 量 富 の 

號 I つて f  。 露 年間 囊庵 |5隱と 號 して 自適 ズぁ i しんだ 。「白 霸」 は臭久 峰： si? の 談話 を 

錄し たもので，， のって 茶 事、 燒物、 美術、 文 學に關 する 探 元の 豐 富な 観賞 論が 記載され てゐ る。 この 探 元の 話は實 にう がった 說 

で 傾 聽に價 す ，言ら く尝麗 とい ふ f 彼に よって 始めて いはれ， g ではない かと §れ る 零 t  。唐 f 井戶系 とし 

で. I な あ I り、 血 SQK 人 I 澤囊？ SS 伐 a 節つ れ歸っ 51 づ かせ 燒，？ ず？、 そ S を奥篇 

といった ものと 解釋出 求る のであって、 後世 奧 高麗 を 朝鮮 又は 満洲の 製品 だとした 說の 如き は燒 物を實 際に あたって 研究 ノな. 

かづた 空論と も晃 る！ H^? である。 元祿、 寶曆頃 迄 は相當 古實が 忠實に 守され てるた 様に S は.. る。 .  r 

〇 唐 I ず は奧醒 とい >r  ssf  II へ 唐人？ 54iil さと 云 ふ、 土 は 唐 ま 土 也 この i つて こ 

, , ま か 成 こし 土 也ず め t ほ f  、茶 擎 I て I み 有、 香 害く し 平目に？ n 證は ま眞 白なる， し i 錄.) ： 

この 雷寫 本で あ？ 京 f 囊 一驚？ 未 まずれ S ない 1前後進事ょ| す f」s 交 § 後の ものと 考へ 

て 間違 ひない 零き <^。 全 f  f て 實に忠 sl,^5 上 ま sil にこ S 眞 面目に I された 書物 を 他に 兒 

ズ 相當 立ぎ プ" 目 利の 錄し たものと いへ よう。 こ Q 臭 高麗の 記事 は 筆者の 云 はんとす る 事 を 云って くれて ゐる樣 で 唯 蛇足と. 


して 附け加 はへ るに 過ぎない。 筆者の 見聞で は 奥 高 翼に は. K 略 二種 ある 樣 である。 一 つ は I この 鑑識 籙の 示す 樣に土 至って こま 

かなものです リメ ン しわが あり 全體 小ぶ りの もので 深く、 割に 高臺が 低い。 釉藥は 全體白 味を帶 びた ものが 多い が燒の 工合で 

は 地 はだ 赤味の 爲に枇 把 色が、 つた 黄 味の もの も ある。 全體 小ぶ りで 深く まとまって ゐる。 もう 一 つの 手の 奧 高麗 はこれ と は， 

反對 に大， ぶりで、 ロ邊 開いて. 居り、 井戶 ねら ひで、 探 元が 述べた 如き ものである。 土に は 色々 あるが、 ねつと り 力ば， 9 の ある 

ものが 多く チリ メン しわが 少ぃ。 - 高臺は 高目で あり、 全體 どっしりと した 感じで ある。 -, - 

. *b 奥 高魔ト 云フ. ハ 高麗 人來リ テ唐津 -1. テ燒シ 故 一一 高麗 ョ タ奧ト 云フコ トナリ i 道^ 蹄)  . .  , 

, 0 惣作 造り 高麗 物の 、解く にて 見事なる ものな り、 ■ 藥白 茶色 薄 赤 之 色 少し 靑味 出來も ぁゲ、 土 も 古唐津 造りぎ ぐ， 5 と 結構な り 

一 品 の 物に て 高臺作 も 違 ひ 見事なる ものな り 格好よ き 茶 碗 は す くな く大ぶ りな る 茶 碗 あ り 、 見 事な れ共大 の 方 は少 し 下 品 

なり (山 越 伊三郎 覺書) ■ ' . 

、 

•  —  广 

山 越 伊三郎 は嘉 永年間 京都 押 小路に ゐた 道具 商で 實に目 利だった とい はれて るる だけに この 奧 高麗の 記事 はう がった ものと 

, い へよう。 「大 ぶりなる 茶碗 見事 なれ ども 大の方 は 少し 下品な り」 として： „ ^て當 時の 好み をよ く 表して ゐて 小さぐ まとまった も. 

のが 好まれ 反 徵に大 ぶりな もの は 下品^り と 下位に おかれた ものら しい。 現代 吾 令 はこの 大 ぶり 茶碗に 唐津 のよ さ を 多く 見出 

して ゐて慶 長、 元 和 時代 古 織に よって か、 る 茶碗 ひそ 賞美され た ひで はなから うかと 想像し Jf! るので あさ。：  ^ 

ノ  -  .  >  ノ 

〇 唐津燒 高麗 左衞門 -1 始. ベ 臭 高麗 ト稱ス .， A モノ ハ 朝鮮， 忠淸邀 ~ 西北 -ー 唐津 監ア， タ唐ノ 船 付 一一 テ， 此地ノ II. 物ナ ソ、. 土. 藥ヲ 見.. 

ルー 一, 朝. セン ナ， タ、 古 唐 律ハ 似 テ，， 違へ. リ  < 陶器 考)  ：■ マ.：..  ； ヽリ 

唐 ー舞陶 Q 觀赏 と： そ Q 種類  ^  H -■ ' 
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, 〇奧 高麗 トイ フ へ 文^ ョタ天 正 年間- i 一 ズ製ス ル所ノ 者 ナタ、 此際點 茶 盛-一行 ハ レ人 高麗 ノ 茶碗 ヲ 珍愛ス ト雖ド モ 舶載ノ 乇 ： 

ノ少 クシ タ得易 カラ ズ 故-一 唐津 一一 於- プ 模造せ シ ム 後世 之ヲ奧 高麗 トイ フ奧 ハ 往古 ノ義 一一 シ え 古キ 麗ト云 ハ ン ガ如シ 陶膚 

稍 密ユシ テ釉色 枇粑實 ノ如ク 又 靑黃ノ モノ， ァ 9 '是モ 亦 臺輪ノ 内-一敏 紋 アル ヲ以テ 良 トス (ェ藝 志 料) 

〇奧 高麗 は 満洲の (撫 順と 本溪湖 間) 方面の 陶器であって 肥 前 唐 津燒と は 能く 似て ゐる。 八 九 百年 前の 品と 思 はれる。 土 味 ♦ 

, は 硬い 方で 土 は 細かく 鈷 いらし く 見えた が 肥 前 唐津は 非常に 鬆砂質 土であって 至極 造り 難い。 高麗 熊 川 茶碗と、 や 茶碗の 

類 は 土はサ クイので 造り 難いので あるが この 奥 高麗 茶碗 は 造り 易く 見えて ゐる。 火 度 は 同じら しい。 朝鮮 京 城に は 所持 人 

が. 大分 ゐぉ。 (泥中 庵 蔵 六) 一. ノ  、 

陶器 考の田 內梅軒 は 奥 高麗 は 朝鮮 ものと 解したら しく この 說が嘉 永. 以後 明治 大正と 相當 ひろく 根 强く傅 承され たらしく 時々 

奧 高麗 は 朝鮮の どの 邊で 出來 たもので すお と 云 ふ 質問に 驚く ことがある が、 陶器 考の 力に 今更、 驚異の 目 を はる 次第で ある。 泥 

中 庵 藏六は 近代の 名工と して 知られて 居る が、 唐 ®- に關 しての 鑑識 は寳に 一 風變 つた 見方 をした もので 赏際！ i 見て 歩い 仁人， た 

ゆに 吾々^ この 說も 奇異に 感ゃ るので あるが 藏六 氏の 鑑識 は畫 家が 古畫を 鑑定す るに 似た 一 うらみが ある。  _  . - 

米 斗  i  .  ,  -  ； 

, 〇ー、 古 唐^も 少し 端 そり 也 土 こまか 成香 臺： g 様 俗に 米 かしの 手と 云 ふ、 土 か ハらけ 色で ァ 少し 狐色 か る、 ちりめん 志 は 

香臺の 中に 有 外に 無 之 (鑑識 錄) ノ  -.  -  ■ . 

〇 肥 ま 唐津、 古 唐 律 極 古 キヲ云 米斗ハ 茶家醉 古襍)  I  i  y  . 

〇 米 斗 トイ フ パ 元せ K 年間 -ー製 セシ所 ノ老ナ タ陶廣 -i 薄 釉ヲ施 ス而テ 潤澤ナ シ 古へ コレ ヲ 以テ. 斗：： 直ト ス ト 云フ說 、ノ 非ナ ソ其ノ 


故 ハ其狀 r ナラ f 产 ヲ以テ 其ノ然 ラデル ヲ知ダ 唯 米 ヲ斟- ヌル ヲ以 テ名ト ナス メミ (エ藝 志 料) 

-  ■ , -、 

米 斗、 米 量と も 書く、 古 唐津： の 一 手で あり 奧 高麗の 大 ぶりな もの 一,^ 含まれて ゐる樣 である。 傳敢 品で 昔から こ.^ 力 米 可り で 

あると 云 ひ 傳へ. た 茶碗に あまり 出合 はない。 誰も これ こそ 米 斗り 茶碗 だと 云 ひ 切れる 人 はお そらく ふノ るまい。 聞いても いつも 

みいまい な 裏が 多い。 二三の 古い 商家 U 尋ねて 見た が 答へ る 人 はな かづた。 鑑識 籙時 代に は 米 かしの 手 卽ち米 斗. 9 の 手と 俗に 

云づ仁 ものが あったら. しく，、  士は灰 鼠色で 少し 赤^が あり、 ちりめん 皺が 高毫內 にある が！^ に は い， と 述べて ゐる だけで 全 

體の 整形 その 也 知る 由 もない が 古 唐津の 一 手で ある ことに は 間違 ひない 樣. で， ある。 ェ藝志 料！.^ は 陶膚に 簿釉を 施す と 云って る- 

る ご..^  で 要 を 得ない。  茶 家 醉古襍 あたりから 唐 律の ごく 古い ものが 米 斗り だと 云 ひ 出してから ェ藝志 料 は 元 寧 年間に 迄?^ つて 

ゆき 觀古圖 說は米 を 量った の だから 「多ク "茶碗 ノ大 ナル物 斗^」 であると、 分らない ま、 に 想像した に過ぎないと 思. ふ。.. と 

にかく 今 m 箪者は 寡聞に して 傳 世の ¥1 とし 亿米斗 茶碗に 出會 はない 以上、 かう いふ. S であった らうと 愈 像す る 他 仕方ない 

と： r や-う 奧高 麗 の 二手で あると 信す る だけで ある C  ,  に 

根拔，  i  ： , - 

ノ こ に 至って はさつ ばう 分らぬ とい ふより 仕方ない。. 價がづ けて 高い ものと か、， 根がぬ け 仁 様に 高臺が 低い ものと か 全く 

仁 わい もない 話で ある。 ェ藝志 料 は， 「建， 武 ヨリ 文明 年間-至 テ製ス ル所ノ モノ ナタ其 質 白 土ァタ 赤土 ァタ輸 色" 鉛色 一一 シ ープ臺 

輪 ノ內縮 網 ノ皺ノ 如ク纈 .1  一！  土質 ヲ露 シテ. 釉ヲ施 サズ」 と 述べて ゐ るが、 釉藥、 貽 土から 考へ ると 結局 奧 高麗に 含まれて 了 ふ 

やうで ある。 鑑識 錄は 根拔に 就て は 何等 述べて ゐ ない。 他 書に も 全く 見當ら ない。 筆者 はや はり 奥 高麗の 二手であって 或 時代 

に そ の 一手 を かく 呼んだ の で あら ラと？ 5? へて ゐる。 -  /  ~  .  ノ 

,  ぉ谁陶 の觀贫 とそ^ 稀 類 I  1  . 


朝鮮 唐津 

〇1 朝鮮 唐津 とい ふ は 白き 藥飛び に有體 朝せ ん燒也 (鑑識 錄) 

.〇 朝鮮 カラ ツー ニー 手 アジ 土藥ト 2 朝鮮 ノ モノ， アジ 朝 セン 陶ナ リ唐 津土 朝鮮 藥 アジ 朝 f 津ャぉ ナジ 和訓 同 シキュ へ 一一ず 

一 ッ-) シ タ , 也 (陶器 考)、 ： ： 

〇 駕秦ハ 天正ョ 4 永年間 i ビま、 产所ノ モノ ナタ 朝鮮 ノ土 及釉ヲ 用え I 一一 於 テ製ス 土質 15 シテ 靑白ヲ 雜へタ 

ルナ マコ 藥ヲ 流布 ス水壺 護 盆； 一 多ク 茶碗 ラ稀 ナリ (ェ藝 志 料」 

〇世_ー  朝鮮 唐 津ト云 物ず 唐 津ノ肩 y  5 タレ ノヲ 云フ 之シ， ニー 種ァリ 朝鮮 5 於 テずシ 物-一 維 作-一 似タ 二目 方 重 クシ 

テ. 土 固 シ又唐 ま於テ 作？ シ物 5 鮮作 £ タルつ 少シ 目方 輕シま 少シ締 ラズ此 作 人、 ぁ吉ノ 朝鮮 f  ノ 時同國 ノ^ 

唐津 _ー  ずテ 製作 グ タレ ノ物ト 思 " , ，ァ " I ク 囊燒 一一 比スレ バ 藥ノ  5 別種 _ 一  ま 色 一一 流 レア，， テ 光澤 多 シ S 古 i 

. 以上 の 文 f 見る と ssf  一 li に とら はれて ゐェっ は I 他ば」 I と 云 ひ 或は f 朝 1 で t とも 云って ゐ. 

る。 古く 水 指の 一手に 朝鮮 水 指と いふ I の、 內 側波狀 のた， きの ある、 f 輕ぃ飽 又は 薄 が、 りの もの をよ く？ 

ける、 $ といって い， 程 朝鮮 水 指と なって ゐる。 朝鮮と 考へ たものに 違 ひない が 明らかに 唐 i である。 藤のお 又 ま， 

の ものが f ずし i 鮮 Q 作意から 朝鮮 產と考 へ たの も 無理 t ぬと 思 はれる。 少し 大きい 袋物 は？ 內 M 木 響た . き 

のめし. になって. いる。. 薄 f.i い 朝鮮 傳の 手法で ま。， 霊 は I 又は 木灰 f 味の もの も あるが、 多く はこの 篇に 白の 

碧釉が 流し：？ & にし のが 多い。 壶、 I 等 は I しで 輪應： ^ない。 茶碗 皿 等 5、  msf 


朝鮮 唐津も 廣義の 意味で 上野、 高 取、 八代、.，萩又は朝鮮產^9ものもぁらぅが、 狭義の 朝鮮 唐津 は唐津 生れ 1 手し かない わけ.. 

で あ る。 朝鮮 飴釉 に^たる 鐡釉 を 基 調 し て それ に 白の 長石 釉を 流しが けした る もの を 云 ふので ある。 土質 は 窯に よつ て 幾分 

違 ひが あるが、 槪 してねば りのある 延び 一 P 土で、 岸嶽 帆柱 皿 屋窯及 珍の 山、 藤の 川內、 燒 山と それらの， 分 窯の 產 である。 

瀨 戸崑津  、  -. 

〇 瀨. 戶唐 律、 唐津の 瀨戶に 似た る を 云 ふ广茶 i 全 蹄)  •  、 .  、 

〇、 一 瀨. 戶唐津 ク唐津 の 竈に， て燒、 黃瀨戶 の. 藥を かけた， る也大 クワン 入 也白藥 あり 此 時分の 黃 瀨戶藥 はは. や 黄に あらや 白し 

此 土 あらき 故せ かい 底の 所 土 ほ つれ あり (鑑識 錄) 

〇 瀨戶唐 津惣體 薄茶 白色に て 賈入藥 な， 9、 白 薄茶 色 ざん ぐり 土 あらし 作 は 尊 常なる もの 深き なりの 茶碗 すくなく 中 平の 方 多 

し、 茶碗 目 あ， 9 かひら ぎ も あ， 9  ( 山 越 覺睿)  /  „.  ノ 

〇 瀨 戶唐津 ハ 應仁ョ リ天正 年間 - 至 一 ズ製ス ル所 ノ.. 者 ナリ尾 張. ノ瀨戶 ノ徹水 ヲ用ヒ ダ故ユ 此ノ名 ァリ白 土  -ー  シ ーァ 白色 釉ヲ 濃- II 

施 セタ故 II 龜紋 ノ劈痕 甚シ- (ヱ藝 志 料) ， ，  ，  一.  ，..，  . 

, 瀨戶 唐津に 二種 類が ある。 一 っは市價，^^非常に高ぃ皮鯨^手でぁ.9他の 一 つ は 本手. 瀨 戶唐津 とい はれて ゐる ものである。 皮 一 

鯨の 手 は 平目で 淺 く高臺 小さく 引し まって るる。 この 高臺の 小さく 瀨戶天 目に 共 通した 感が ある 所から、. 又釉 藥の 黄白 味 や は 

らか な點、 土 味 は 荒 いがや 1| ら かな 點 等から 考 へて 瀨 唐 津は瀨 戶出來 だと 考 へ る 人 もめ ふ樣 である ノ が てれ は 一 槪に云 ひ 切 

れ ない。 唐 津陶で 一番 今もって 不明な の はこの 皮 鯨の 瀨 戶唐津 である。 唐津 かも も瀨戶 から も發 掘で 出て 來な いもので. 今日 判 

然とい 切れないの である。 これに 反して 本手 瀨戶 唐津は 岸嶽諸 窯から aw 土して ゐ るので 判然と 唐津陶 の」 種で あると 云 ひ 切 

唐津陶 Q 觀賞 とその 種類-.  /  三 五： ノ  , 


れ るので あるが、 同じ 本手の ものに も 二 無あって、 皮 の 手に 似た 土の 白く や はら かで 小ぶ りの 平目 茶碗が あるが、 これ 等 は 

皮鲩 手，. 5 黨で 生れ I- ものら しく 末に 發見 されないで ゐる。 瀨戶唐 津に繪 の ある ものが ある， 平目の 茶碗に は 見かけな いが 

筒形の もの、 猪口の たぐ ひに 維附の ものが ある。 ¥9 上り は黑 いものが 多い。 この 手 は 小 山路 窯から 僅かで はあった 出土し 

た。 岸嶽詣 窯から 出土す る f 唐 津の胎 土 は 荒 目で 非常に 竪ぃ。 釉藥は 美 石に 灰の 混入した 厚味の ある もので 岸嶽 特有の 竹シ 

ダ 灰お 交って ゐて燒 上りに 所謂 卯の花と 稱 する ものが. 現れる ものが あ-^、 窯變 して 紫色 を呈 する もの を ま、 がける。 「土 

き 故せ か、 底の 听. 土 ほ つれ あ h こ と ある もの もま、 見かける。 - 土が 堅く あ、，^ ぃ爲め 底と ロ邊 部に めくれが 出る ので ある。 つみ 

重ねの 目 あと は 三つ又 は 四つに 限られて 居る 様で ある。. 今後の 窥跡 調査に よって 皮鲩手 もやが て は 明かと なる f 其 か 求-る， であ 

らラリ 雲州藏 帳に ある 瀨戶唐 の 「時鳥」 及 「冬お」 南 茶， 碗 共き ズ もので ーぁづ たらしい が 上の. 部に 入れられ 不睹 公に よって 大 

, 切 にされ て 居た もので あ-るが Z 現在 不明の この 二 碗 も その 如何なる 手の ものであった か.? る-田 もない， 

,  一  ノ  .  I  .  ,  , , 

に  ■  ,  - 

繪唐津  、 ，  , 

〇 脅廣 律の 手 香 臺念頃 也 薄 作 も， 有 土少荒 E あり 靑 藥白藥 はなし 形 こも かへ 形.^ -も有 香蔡半 形，^ も あり ^ 香臺も あ.. -土赏 

. し |2 "はなくても 籍唐 i; の 手 也 (鑑識 錄)  ,  - \ 

〇 繪废錄 ハ 慶長 年間. 以降 ノ モノ ナリ 茶碗 fi 盆 等の 雜器多 シ 其 質 赤土 一一  シ テ 靑黃黑 ヲ兼 ネタ賴 ヲ施セ タ最- モ潤澤 ァタ繪 ハ草畫 

： ナリ (工 ま 志 料) つ  .  ：  . 

っ奧 高麗 米量リ - ー麁ナ ル畫ノ 有〃 ヲ世 一 一 畫 唐津ト 云、. へ 《N 其畫色 ハ 黑色カ 又 "黑滕 チノ 栗色 ナ リス 觀古 闞 說〕 , 

、木 村 深 元の 「白^ 洲」 ！ i 總唐逮 の 記の ある こと 及び 古今 名物 額 考レ繪 唐， 誰 茶獮が 名物と して 記 錄に殘 るへ」 と は 前章で 述べ た. 


が綣唐 律の 優秀品 は 何ん と 云っても 茶碗より 壺、 向附、 皿 類に 銘 品が 多い。， 壺 では 口 縫の 色 刷の^ 光 氏 藏の壺 が 日本一つ だと 信 

じて. ゐる。 壺-^しての均整のと_れた又それに對しての繪附の美しさ、 傳 世が 作った におみ の 美し さは 他に その 比を見な いも^ 

である。 向附 肌に も し-い 唐 津陶が ある。 ことに 當 時の 雜 器の 中に すぐ、 れた餹 唐津が ある。 雄渾な 肇 致と 云 ふより. 可憐な すな 

ほな 筆致 は- ffii 識 になぐ り 描きして， ある ものに 實 にくみつ くせぬ 味 ひが あ， る。 志 野、 織 部に も 貧しい 作の 繪が あるが 声 § の繪 

？ IE 然び、 のび や-かで、 揚 粗な， 繪は 他に 見られな いと 思 ふノ李 朝の 鎗に^ かほ どの 美し さは 見られない。  に： 

三 島 唐津、 '  ノ  ， . ，： 

〇 唐津 はけ 目是 、- 繪唐津 の藥立 にて/ 藥色藥 なち はけ 目 あ. 9 火 卷りも あり 香毫 に璧. か、 る 土.^ し 荒 方 也 形 こも かい 形 も あ，. y 

入 鑑識 錄)  . ■ , ： ' 1 - 

,ー  \ 

. 0 香合 水 指 茶 入 向附皿 片口 等 色 や 來 あ-り 三 薺 も あり (SS 覺き.  i  . 

-ノ  --  ■  - 

, , 白の， 匕駐釉 を^ 毛 目に した もの 又は 白釉を 象嵌した もの 又は 刷毛目した あと を 線 彫した もの 等で ある。 慶長 初期から 一 部の， 

窯で 燒 かれて ゐ たので あるが、 一 代燒の 古い ものに 似て 混入して ゐる ものが 多く 箱に は 唐津三 島と なって るても ごれ は 八， 

も だと 稱 する 人が ある。 唐 庫 刷毛目、 唐 津三島 を 知らぬ からで ある。 傳 世に は 水 指の 類が 多く、 茶碗の 古い もの は あまり 見 か. 

けない。 然し 土屋藏 帳に 唐 簿三島 茶碗と して 有名な ものが 記錄 されて ゐる こと を 見る と 古く. は 三 島唐津 茶碗 も相當 尊ばれた も 

のと 思 はれる。. 推 %峯 窯、 大草野 窯 あたりから すばらしい 三 鳥 _<ネ 碗が 生れて ゐ るが 他鎮 名稱で 傅って ゐ るので あ ら うと 思 

ふ。 土 あら 目で、 高臺 迄釉藥 のか、 つて ゐる ものが 多い。 水 指 も. 同樣板 興しと なって ゐて底 迄 釉藥が 掛けて ある ものが ある。 

爲 おに 土 味が 十分 刹 明し にくい。 色目 は靑 味を帶 びた 鼠色が 多く 古い 八 代 燒とー 寸 見分けに くいものが ある。 時代の 降った 推 

. ： 唐津陶 の觀ま と， その 種類， ；  /  \  _  一一！ 七 


0  津 

三 八 

の峯 又は 內田 應で燒 けた もの は 八 代で 多く 通って ゐふ。 「象嵌 もの は 八 代燒」 と 云 ふ 一 着 板に 雲 三 島 は その 雷 をう， i 

れ たうら み 力 ある。 鐡釉で 刷毛目 をした もの 鐡 刷毛目と いふ もの を ま、 見かける。 

掘 出し 唐津  . 

、  ... 

〇 菌ト名 ックレ ノち火 候 度 5- キ； 歪ミ 5 缺損 スレノ 者ァ， I 工人 コレヲ 不用 ノ者 トチシ 土中 5  メシヲ li. ァ掘出 

シ ずコレ ヲ賞シ f 名ト、 ナス ff ノラ 元 ヨリ 埋マ ザレノ 者モ此 ノ器ト 同種 ナレノ ，皆 掘 出シト 名クビ 5  (ェ藝|) 

0 世 5 出 |津ト 云ず 古 I 新， キモず 土色 白 ク藥ノ  I 綠， 一 ffi ク 5 此ノ 雷、 ン ノラず 畫ヲ 見レ. 

二 千年 ョジ： レノカ 前 一一ず シモ ノト 見ュ. - 掘 出， シ唐津 ト云ハ 文化 ノ比掘 出セケ ト云フ s.i  ■ 

7  一  V 

以上の 如く 「陶器 考」 以下 I 出し 唐 g 置す るの を 見る Q であつ.. て 文化 文政 頃の 奮に は 見られない。 これ I 律 1 \ 

im. それに 商家が 便乘し T 裏 ぁ营 零り、 遂に il 掘に 囊展 し、 發 f のこぶ 

る i おも f と i 零る 樣 になつ 5 出しの 手と 呼ばれ f のが 生れる 檨 になつ g で f  。昭和 f  ipM^ 

iif  ilil こと i がーつ， の 「環し 唐津」 lii であ ttiyuu 

iiiii ま ー し！  i 環き 記錄 iiHiur 

當 時として f  S さった ので f う 。堀 出し 豪き 銘直 かぎ もの は 大槪小 f の雜 器で、 

茶の g 茶碗で はない。 多く 東 松謹醫 窯、 阿 I 窯、 推の 雲、 燒山窯 等の：， のが 多い。 tinK 

. 獻 上唐逮  ；  , 


唐 5 主 代 さ 渡って 獻 上物と して f せず？ 特 SI 後 露 St 簾 P 獻.， 上物と して 唐 5 茶靈 

零 御用と し it めず 9 であ？ 秦量風 r& の 印 5- 象 fs は I あで ある。 fm 

靑 味の ある 齧で 胎土 こし 土の 細目で 白い もので ある。 在 まの 囊燒 から はよ ほど 離れた 京 S 霸のあ f ので， 一 見 化 

燒に もまが ふ ものが ある。  、  ヽ 

f の 外 「石 はぜ 鬆」 「i 津」 「土 井秦」 まある が 古く は i な ものに あっか はれて 居. -I 代に な？ やかましく 云 

はれ 出した ものが 多い。 最 igs 名稱 28 を 受けて 新に 出來 sf あり これ f まと？ 次に 記す る こ，？ f。  ■ 

石 ほ ぜ唐津  V  ノ 

幕 妻から 明治に かけて 近代 こ 掌 SPI され 出した の は 他 I 物に 類を 見ない 點、 又は 石 はぜが 一つの 大きな 景色 

だと 云 はれ 出レ て、 赤 iil 非常 I 價を 呼んで liis となり、. 秦 ss 名物と 迄な つたので ある。 槪 しご - 

小ぶ りの 引し ま， つた 茶碗| ず 大きく 石 S 中 管 5 み 出して f さで ある。 こ Is 碗 は f 體すぶ 、  i 

の もの： s いが、 石 は？ Q あ 5 大し Kil 値 づける、 あで はない と 5。. 京 s 代 二 代 耕 山 あずに こ gi」 を 

ねらって 作った ものが ま。 窯 入 前に 石 を わ ざと胴部 に 嵌め込んだ ものである。 不自然な 作 を 時 々見かける ことがある。 

斑唐津 

これも^ 茶人 間に やかましく 雷れ 出した あで、 こ Q5 も 二種 ま 零 ま。 一 つ は 三角 s? 小鉢 又は 茶碗に 使 . 

用され て f  、 作窘 多い きで ヘラ 描 S が あ Ai.li。Jsf 環 文字 直 かけ I はや はま 2si と鐵 

飴釉と I 掛に して f も？ 會。 土. 味 5 ら かく 白 碧 f 温かみ の， 所 t 茶人に 非 言 高く 評價. 具て きもので 
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ある。 然し この 手 は 未だ どの 唐津の 窯から も 出土せ す、 從 つて 唐津 研究者から は 唐津燒 である 事に 疑問 を もたれて ゐる。 他の 

一 つ は 岸 嶽讓及 他 一 二 窯から 出土.^ た 白^ 透 釉に珪 酸 灰の 加 はった 白斑 上りの もので 鐵飴釉 の 自然 i 、？ < つ.^ もの も あ. る。 茶器. 

は 少く雞 器が 多い。 ， 斑 のぐ ぃ吞 とさ はがれて ゐる もの 又近來 斑唐津 茶碗と して 骨 t ばれる ものが これで， ある。 岸嶽 帆柱、 皿屋ノ 

大 川原 窯 等に 出土して ゐる。  -  > 

t  一 

齊 唐淨、 黉磨津  . 

この 手 は 唐津の 至る所で 燒 成されて 居る。 靑黝釉 の 透明な ものが 厚く か、 つ^もので 還元 焰に 近い i 度に 迄 達した 燒の もの メ 

である。 黃唐律 はこれ が や > 熱度の 下った 中性 焰 又は 酸化 销で燒 上つ. U もの \ じ/ 一  方 はく すんだ 透明 靑味を もち r 方 は 枇把色 

の 透明な 黃味を 持つ。 古 瀨戶棒 塞 そ Q 维で燒 成された 黃古 瀨戶釉 からこれ 等の 名稱 が出來 たもので ある ノ岸嶽 諸 窯の もめに # 

しい 色の 作品が ある。 ノ  V  . 

黑 唐津 

この 手に 二種 ある 樣 である。 一 つ は 一 ^透明 黑釉、 卽ち鐵 分に マ ン. 力 ン の 含まれた 黑 釉の燒 上った もので 火 度の 强弱 によって 

天 目色に も なれば 飴色が、 つた ものに もなる ので ある。 今一 つ は 長石 白 化粧 釉を 下ぬ. 5 した ものへ 前記 黑釉を かけた もので 黑 

斑害津 とで もい ふ 可き もので あらう。 (蛇蝎 手唐津 とも 一 14 つてる 人 も ある。) 前者 も 後者，. 期 唐津に 多く 品種 も 多い。 內田系 

の祥 古谷 窯と 古奈 甲の： y 窯に 主として 燒 かれて ゐる。 傳世 品に 相當 多く、 在來 薩摩燒 だと 云 はれて 居た もので あつ. U が、 以上 

の 窯 P  發掘 によって 明かに 唐 津で燒 かれて ゐた 事が 證 明され たので ある。  ,  • 


これ は 最近 筆者が 名 づけた ものである。 唐 津陶で へ ラ 又は 釘樣の もので その 胎 土に 横線 又は 繪を 彫りつ けた ものであって、 

ごぐ 少 いが、 これ を 代表す る ものに 岸 嶽飯洞 甕 窯より 出 土， を 見に 大ぶ， りの 茶碗の 洞 部へ 檜桓 様の 横線 を 雄渾に 彫りつ けた もの 

が ある。 ロ繪 ニニ 頁 はこの 代表的の 傳世 品で ある。 彫られた 上へ 鐡飴釉 を 流しが けして ある 場合 も ある。 水 指 又は 花 生に 繪を 

彫りつ けて ある もの も あるが-三 島 唐 律の 如き 象嵌で はない。 水 指、 花 生で は 藤の 川內 窯から 又岸嶽 から も 出土す る j  . 

この 呼び名 は 最近 唐津小 山路 窯發掘 調査 以來 筆者が 各 づけた もので、， この 窯に 限らす、 少 くも 瀨戶美 濃との つながりの 直接 

的で 深い 卽ち古 織の 意識、 想 意が 反影して 生れた 唐津 もの を かく 名 づけた 次第で ある。 古く 古今 和漢 諸道 具 見知 鈔の織 部の 項 

に 「瀨戶 織 部、 唐津織 部と て 二通 有」 と 出て 居り 又 永 未氏藏 の. 筆寫 本に 「唐 津織部 茶 入 云々.」 と 出て 居る ので あながち 筆者が 

名 づけた と は 云 へない が、 小 山路 「駕發 掘 を 契 期と して この 手が やかましく 云 はれ 出した ので-改めて かく 名 づけた 次第で ある。 

綺唐津 あり 彫 權唐津 あり 又 黑唐津 にも かく 呼び名 される ものが ある。 (く はしく は 「美術 ェ藝 J 第二 十五 號熾部 廣津參 照の こと) 

以上で 古く 名 づ けられた 唐津の 名稱及 近代 名 づけら れた 種類に ついて またる もの をつ くした と 思 ふ。 今後の 發掘 調査と 文獻 

によって 意外の 發見を 得 、又 新なる 名稱も 生れて 來る こと、 思 ふ。 . ： . 

尙、 京 唐津、 美 濃 唐津、 萬 古唐津 等の 名稱の ものが あるが、 すべて 唐津 作なら ざる もの は 記入す る 必要 を 認めない ので はぶ 

、こ 0  I 

- 唐津陶 Q 觀賞 とその 種類  .  四 1  , 
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茶 盌  ヾ つ . 一 

■  .  し  - 

唐津 の茶怨 はや はり 「石 はぜ」 に 魅力 を 感じ. るし、 思 ひ 出 も ある。 大正 六 年と 云へば まだ 二十代の 若年で 董賈の 端くれに 籍ー 

を 置いて はゐ たもの、、 ホテ ルの 廊下 トン ビ、 骨董 渉りの 外人の 客 引に 專 念して 古 伊 萬 里 錦 手 もの ゃ蒔繪 もの 乃至 支那 陶磁の； 

綺麗 もの を對 手に して ゐて 「お茶」 など はさら に 知らす とい ふ 境涯に あつたので あるが、 それでも 修業の ために 東京 行が 許さ A 

れて 天下の 「赤 星. 入札」 を見學 する ことが 出来た。 この 入札に 古 唐津石 はぜの 小 服 一^が あった。 當 時の 目 錄を 出して 見る と 一 

石 はぜ 面お しし まリて 愛すべき 茶 §1  I 

と 印象 を 書 入れて ゐ るが、 これ を林樂 庵主 人が 一， 萬 二 千圓で 落札して、 同 入札の 鎌 倉 彫義經 香合と 共に 永く 秘藏 したので、 そ 一 

の 後 時々 主人の 愛撫に 相 俘して 親炙した ものである" この 茶盌は その後 「大正 名器 鑑」 にも 收载 された ので 今 も 時折 は それに 一 

よって 面影 を 您び思 ひ 出 を 新に する ことが 出來 る。  -  一 

小 服の 茶盌に 大きな 石 を 嘴んで ゐる處 が この 「赤 星 石 はぜ」 の 身上であった。 轆轤の 作り 檨、 釉の なだれ、 廳 から 高 臺へか 一 

けての 强さ等 もさる ことながら、 「茶 味 深甚」 と 謳 はれた 唐 律 茶 Icl 中で も * きり、 としまった 小 服の、 喫茶 後に うち 返し 見る 一 

「石 はぜ」 のけし き は、 いく 度 見ても 見飽きせ ぬ 奥深く 初 印象の 昧ひを 益々 高める ばか， D であった。 この 一 碗 は その 後藤田 耕 一 

雪 氏の 切望に 逢 ひ、 否み 難い 破目に 陷 つた 樂 庵が 「値で 斷 はる」 手で 「五 萬圓 ならば」 と 吹き かけた ところ、 豪快な 耕 雪 氏 は. 

もの、 數 ともせ や 云 ひなり に 召し上げ たので T 賣 りも賣 つたり、 買 ひも 買うたり」 と 京 童の 口の端に か、 つて 世の 取沙汰と な 一 

茶 陶唐津  四 五  . 一 


つたが、 結局 この 茶 怨の傳 來に色 を 添へ る こと なった ばかりで、 賣 つた 方の 負けと なった 樣 なの は、 すでに 二人とも 故人と 

なった 今では 單に 一 場の 物語に 過ぎぬ、 この 茶盌 今な ほ 藤 田家の 秘藏 にある であらう か。 

大正 名器 鑑を 鰌く と 「赤 星 石 はぜ」 の 次に 丁度 同じ 頃 合の 1 碗が 載って ゐる。 これに も 殆んど 同樣の 箇處に 大きな 石 はぜが 

あった。 大正 十三 年 六月 L2 名 古 屋で吹 原 氏の 入 礼に 出た ものであるが、 これに は 一部の 茶人が 毛 嫌 ひする 「入 齒」 .11 ロ緣に 

鱗 形の 破れが あって それ を紛繕 ひした もの 通稱 —— . があって、 その他 班 も 多かった が、 ロ徑で 二分 大きく、  • 高臺も 心持ち 大 

で、 前者の や、 端 反り 氣 味な 形な のに 對し てこれ は 碗 形であった ために、 少々 ゆったり と 大きい 心 持が したのと、 負けない 位 

の大石 はぜが 魅力 を もって ゐ たので、 その 入 礼での 買物 を 相談され たお 得意に す、 めて 何としても 買って 貰 ひたく 思 ひ、 礼 を 

スれ さ せて も 貰 つたので ある。 不幸に して これ は 落 礼に 及ば や 他 へ 逃げた ので そ の 後 愛撫の 緣に惠 まれ やに 終った。 

唐 律 石 はぜとの 緣 はこれ 限り かと 思った のに、 その後 茶箱 入の 小 盌を不 計 も 入手す る ことが 出來 た。 これ は 石 はぜの 箇所に 

石が 飛び出して 仕舞って その あとに 白い 上釉が 玉に なって 溜り、 ロ緣の 一 箇所が 自然に 土が 薄く ほ つれと なった 處が 見所と な 

つたと いふ 變な 愛嬌 者で ある。 唐津 は由來 とりつくろ ひの ない 無骨者で ある。 石 はぜ や、 かせ や、 火變り や、 土の； ち くれや、 

三 a 月高臺 や、 腰高い 土 を 見る 處ゃ、 すべてぶ ざ， まなと ころ を 佗びに 叶 ふとして 茶人に 見出され 愛されて 來てゐ るので、 嘗て 

もさる 名 だた る愛陶 美術史 學 者から 『唐津 は 野蠻な ものに 見える. I 殊に 朝鮮 役 後 連れて来られた 陶工 達の 境遇と いふ 背景 を 

思 ふと たまらなく 悲しくなる ので— この 淋しい 心 持と 野 蠻の氣 とが こん がらが り 襲つ て來 るので じっと見て ゐられ ない』 と 

まで 排戳 を喧 つた 唐津 である。  -.. 

この 物の 數 でもない 小 碗— これで も 茶 陶唐津 の 一 員た るの 資格 は あるが— につな ぎ を もとめて、 爾來 1J? はぜの 本格的な 茶怨 

に親眤 する を 得て ゐる。  ： 

その 一は 端 反 形、 總體蒼 さび 色の 茶盌 で、 久須見 疎 安 書附の 箱に 納まって ゐる。 その ニは疵 だらけの 凄い 面魂 を 持った 茶怨 


豔 


であるが 故に、 「永き 日 を 御影の 里に. 石 刻む」 と 石工に 身 を やつして 世 をし のぶ 「彌陀 六」 と 一世の 俳 茶人 雅俗 山 莊の逸 翁に よ. 

つ て銘 ぜられ たもので ある。 そして また その 三 は 總體靑 味 —— 老蒼 • 蒼 古の 釉 肌に、 赤味 I 漉 茶 • 濃褐色の 大きい 土， を も 

つ、 古 唐津の 堂々 たる 茶怨 で、 その 名 「踞 虎」 がその 體を表 は， せる ものである。 これに も 小さい が 石 はぜが ある。 そして この 

茶盌は 心持ち 反った 口 端が 所謂 I 玉緣」 で， 厚み を 持ち 含みが あるの は. * 筆者が 指摘しょう とする 「石 はぜ」 の 病弊とまで は 

云へ ないか も 知れぬ が —— その さ、 やかな 缺點を 持たぬ もので. これ はこの 茶盌が 古作で、 作られた 石 はぜで ない 故で あるの 

. であらう。  .  .  ■  ,  - 

元来 石 はぜ は 窯の 中、 で 燒成中 偶然に 出来た のが— この 「踞 虎」 の 場合の 如く— その 起り に は 違 ひない が、 かべ 並べた てた 茶 

怨の それ は、 かく あれ かしと その 効果 を 晩って 石 を 嵌めて 轆轤 を 挽いた ものである。 であれば、 石 はぜの 茶盌は 唐津の 茶怨中 

でも 最も 技巧的な ものと 云 ふ 事が 出來 よう。 石 を 嵌めて 挽いて、 石が 柘榴の 笑み割れた やうに 土から とび 出る やうに 火 度 を 上 

げて燒 く、 ので あらう と 想像す る —— 技術 上の こ と は 皆目 わ か らな い の で あ る が —— 0 それで 石 はぜの 茶盌 は 堅い ので あらう 

と想^^水する。  ノ  、  . 

一井 戶ニ樂 三唐津 (ま， U 國燒 本位で は 一 樂ニ萩 三唐津 ともい ふが) と 謳 はれる 茶^の よさ は >  その 茶怨の 茶の 喫み 工合の よ 

さ を 云った もので、 この 喫み 工合の よさと いふ もの は、 茶盌 がぼう や， 9 と燒 けて ゐて、 あた，.^ の柔 かなこと から 來る もので あ 

る。 素地の 燒 成に 於て、 土の 中味が 鬆 立ち 氣 味に なって、 その上 を 可な り 厚みの あ-る 釉が覆 ふ ものが 卽ち この あたりの よさ ノ 

柔らか さに 該當 する ので ある。 自然 土の 堅く 燒き締 つた もの は 中味の 湯 茶の 熱さ を 直 地に 外に 傳へ るので、 このよ さの 規準に 

は 宛て 嵌まらな いので ある。 石 はぜ ある 唐 律の 茶 怨は槪 して 堅く 燒き締 つて、 肌 冷たい 感じが する。 手取り は 重い。 それ は 胴 

から 底 へ かけて 土が 厚い からで ある。 その 割に、 これ は 轆轤の 挽き 加減に よる もの か、 上半 ロ緣 にかけ て 次第に 肉薄と なって、 

ロ緣 では 極めて 薄くな つて ゐる のが 常で ある。 それ 故 掌で 支 へ る碗體 から 熱 を 感じる ことの 尠ぃ 代りに、 ロ緣 から 茶 をのむ 唇 

茶陶 接.， 津  四 七  . 


唐津  -  K\ 

の 感じに 强 すぎる 恨みが ある。 果して 「石 はぜ」 は 「三 唐 律」 の條 件に 宛て 嵌る もので あらう か、 ？ K- に 疑問に 思 ふの はこの 貼 

である。 然しながら 槪 して 景— 眺めに 乏しい 唐 律の 茶怨 にあって は 石 はぜ は 唯 一 無上の 景 であり、 且つ 他の 茶^に 見られない 

特徵 であるから、 茶人が 採 上げて 唐 津茶怨 中隨ー の 愛， 嬌者 として 持む 上げた のに も 肯定され る 理由が ある,  , 

思 ふに 「三 唐津」 の條 件に 叶 ふ もの は、 石 はぜな ど 茶人の 愛玩 を 意識して 作った 茶盌の 時代よりも 一時 代 上った 「古 唐津」 

と 呼ばれる 一群の 茶 盌に當 るので あらう。. これに は  ,  . 

こ め はかり  ね ぬけ  おくごう らい  - 

米 量 根拔 奧 高麗  • 

などの 名 稱が古 來の茶 書 * 陶 書に 見え、 それぞれ その 名の 起源 も 想 察されて はゐ るが、 いづれ も 茶人の 心覺之 程度の 名稱 であ 

つて、 唐 津を考 へる 上に さして 力 ある ものと は 思 はれな. い。 殊に 「奧 高麗」 に は 種々 の臆說 があって、 朝鮮で 燒ぃ たもの、 滿 

洲で燒 いたな どと も 考られ たらしい が、 今では 唐 津で燒 いたとの 說に歸 一 して ゐ るし、 現物に 見ても これ は 動かぬ ところで あ 

らう—， 

古 唐津の 茶蕴. で 有名な ものに 「中 尾」 「是 閑」 「眞 藏院」 などが ある。 「中 尾」 は鴻池 家の 秘藏 にあり、 一 見の 榮を sbr ゐ ない 

が、 某氏から それの 鑑賞 直後 『出來 の 上下 は 云 ふ 迄 もない が 「中 尾」 もこの 手の 唐津 で、 姿、 大きさ- 土、 作 振り も 全く これ 

だ。』 と 示された 一 盌は 箱に 古 唐津米 量と 張 紙の ある もので、 それによ つて 會 得する ことが 出來 仁ので あつたが、 世に 奧 高麗と. 

して 傳 はって ゐる 茶盌も 畢竟 この 手 一 連の 古唐津 である。 その 着目すべき 特 徵は總 じて 大振り ffi^ 目端 反 形で、 1 言で 盡せ ばか 

らもの 熊 川 茶盌の 形で ある。  .  \  , 

「眞 藏院」 は不昧 公の 愛蔵した もので 雲州藏 帳に は 上 之 部に 左の 如く 登載 きれて ゐる。 .  ， 

眞藏院 古唐津 (箱 臭 高ら い) 大川淸 右衛門 (細 川 三齋公 ノ寺眞 藏院) 安永 伏 見 屋十枚  ？  -學 

卽ち 「古 唐津」 に 並べて 「箱 奧高 らい」 と あるの は、 もと 奥 高麗と 傳 へられた この 茶 怨を不 昧公は 古唐津 なりと 極めた 證 左で. 


ある こと は、 1^ に 満岡忠 成 氏に よって 指摘され 仁と ころで あるし、 大川淸 右衛門 は 前の 所藏 者で、 註記の 示す もの は 眞藏院 の 

傳來、 さらに 細 川三齋 由緒の ものと も 想像され るので ある。 それ 以下 は 安永 年間に お出 入の 道具屋 伏見屋 がら 代金 鈒十 枚で 納 

めた ものなる こと を 示す. ので ある。 これ 以外 「眞 藏院」 に 就て 記す 資格 はない が.， 満岡 氏の 實見記 (获. 唐津— 「日本人と 陶器」 い に 

よれば  -  . 

こし 土、 稍 小振り 深 目で、 長石 釉 のか、 つた ま出來 

參 

なること が 知られる。  > 

不昧 公の 雲. 州藏 帳を檢 すると 唐津、 奧 高麗に 左の 數盌が ある。  -  , 

深ぶ； れ G 奧 高麗 京 三 井 宽政 伏見屋 銀 一一. 一枚 (位 金 五 百 雨) •  . 

眞藏院 4 出-  . . 

相 生 古唐津 靑出來 寬政 竹屋喜 助、 伏見屋 五十 兩 

. 秋 夜 古唐津  文化 伏見屋 十 枚，  .  _ 

冬 月 瀬 戶唐津 キズ カス ガイ 打 箱 黑柿金 嵐 く 淸見關 の浪の 上に 時雨て はる.. - 冬の 夜 Q 月 谷貞 三百 兩  、 

時 鳥. 瀬 戶唐津 大 I^v  (郭公) 書付 上 總屋助 右衞門 五十 兩  に 

これによ つて 昔 は唐津 の茶怨 といへば 古 唐津、 奧 高麗、 そして 瀨 戶唐津 までが 茶人の 選に 入つ ので、 これが 「三 唐津」 の範 

圍、 "叱. つて 石 はぜ 乃、 至 これから 觸れ やうと する 朝鮮 • まだら 。黃 • 白 • 繪— 唐津の 如き、 云 はば 小乘 的な 茶怨は 問題に ならな 

かった ものと 知るべき である。 . 

古 唐 津茶怨 の槪念 を滿岡 氏の 言葉 を 借， 9 て 要約す ると 『端正な 熊 川 形の 大振りな 茶盌 で、 長石 釉が か. -り、 土 は 鬼子 岳 土、 

酸化 焰扇 成の 所謂 赤 出来で、 唐津目 利口 傳に 佳し とする 「土 か はらけ 色に て 少し 狐色 か、 る」 もの』 である 譯で、 奧 高麗に あ 

nr し 

. 茶 ft  律  ■  , 一四 ブ •  + 


^津ー  . 、  五 〇  j 

つて は 『小振りが 悅 ばれた 樣 である』 とい ふ。 『中 尾唐津 は、 端 反りの 大振りな 茶怨 で、 姿 端正、 丈け や、 平目、 火 度の 加 1^ ニー 

て 土 や、 和ら か 目、 高臺 重厚 正調』 と あれば、 これにて 說 明は盡 きる ことになる。  一 

「目 利口 傳」 中奧 高麗 • 古 唐 津に關 する 項 を拔萃 する。  一 

一 唐津の 古き は奧 高麗と いふ、 唐 津の奧 に 窯 ぁリ、 是へ 唐人 來て燒 く、 是を奧 高ら いと 云、 土 は唐津 Q  土 也、 此土 至て こまか なるこし 十； 也、 ちりめん しぼ あり、 一 

条怨 3, & にて つぼみ 有、 香合 ひくし 平目に 付く、  口 藥立は 色々、 眞 白なる 藥 なし、 はた そり (圃 有)、 香合 土 を a る、 內 ちりめん しぼ あり、 (唐津 貫入 は龜 甲、 萩 一 

賞 入 は 唐松の 樣也)  に-  -  - ふ 

一 古 唐津も 少し 端そリ 也、 土 こまかな リ、 香合 同樣、 俗に 米 かし Q 手と いふ、 (圖 有) 此所. (ロ緣 を 指して) 藥 はげ 有。 土 かほら け 色に て 狐色 か M る、 ちりめんし 一 

ぼ, 台の ft に 有， 外に 無 之  、：  一 

瀨 戶唐津 は、 ふところ 廣く端 反り形の ものと、 開いた 平茶盌 とが あるが、 前者 を 本手と 稱 して ゐる。 前揭 雲州藏 帳の 「冬 月』 

は 本手に 屬し 不味 公の 愛玩 を 得たら しく 思 はれる。 瀨戶 唐津の 窯に 就て は. その 名稱 にこ だはって 「瀨戶 か、 唐津 か」 と 論議 1 

された ものであるが、 これ も 今日で は旣に 過去の 問題と なって 唐津 窯の 所産に 間違 ひなく、 満岡 氏に 引用 (前 出) された 私 藏寫^ 

本の 目 利口 傳 にも はっきりと 「瀧 戶唐津 は 唐 律の 窯に て燒 く」 と ある 位な もの を どうして その 論 謹が なされた ので あらう か。 一 

目 利口 傅 はさら に說 明して 云 ふ。  . 』  一- 

黄瀬 戶の藥 を かけた る 也、  大 かんに う 也、 白藥 あり、 此 時分の 黃 瀨戸藥 はは や 黄に あらず、 a し、 此手土 あらき 故せ かい 底の 所 土 ほくれ あり  一 

瀨戶唐 津の平 茶盌は 多く 口 緣を鐵 粉で 塗り、 恰も 黑ぃ 覆輪 を かけた 樣に 見える。 この 白 釉に黑 筋の 被った 處の 色目 を 見立て 一 

て 「皮 鯨」 と稱 へ、 專ら 茶人 愛玩の 的と なって るる。  -. 一 

繪唐津 とは鐡 粉で 草畫の 文様 をつ けた ものである。 この 草 fjl 文様お 多く 繪志 野の 文様と 通 ふ ものが ある 事が 指摘され てゐー 


る。 そして 志 野 • 織 部 を 含む 美 濃 古 窯の 製品が 古田 織 部 Q 指導に よる ものと して、 それらの 槪稱 を. 「織 部」 とする のが 適當で 

あると 提唱す る 人が、 さらに p んで 多分の 相似 性 を 持つ 故に、 繪唐津 を も その 「織 部」 中に 包含して 考 へて 然 りと いふ 新 說を 

揭げ たこと はきく とも 古陶 關心者 をして 瞠目せ しめ 仁 事で あらう。 ... 

それ は それと して 繪唐津 の茶盌 は、 沓形、 俗に 「算盤 玉」 と 云 はれる 塩笥 形、 筒形な ど、 總 じて 元からの 茶盌 ではなくて、 

黃瀨戶 の 茶盌同 樣向附 乃至 火 入と して 生れた もの、 轉用 がその 大部で あらう と 思 はれる ので、 茶怨 として はこれ を 例外に 考へ 

こ、。  - 

然しながら 繪唐津 の茶怨 全部が 轉 用品で あると あながちに 斷 じられ ない こと は、 現に 大正 名器 鑑 所載の 藪 內家藏 菊桐紋 茶^ 

の 一 例に I！ 化ても 明らかで あるし、 目 利口 傳に 左の 記载が ある ことによ つても 短見 ま I- 斷が 謹まれる ので あるが、 たく 槪念を i ベ 

たものに 過ぎない。  -  .. 

緣唐津 の 手 香 台 念頭 也、 薄 作 も 有、 土 少し 荒 目な リ、 靑藥 e 藥は なし、 形 こも かへ なリも 有、 香ムロ 半月形 も あり、 常 ムロも ぁリ、 土 重し、 絡はなくて も緣唐 

0 手 也  -  . 、- 

通例の 1^3 津、 緣 ある も 無き も 有 • 青 藥 はなし、 こも かへ 形 も あり、 平たい も あり、 土な し、 荒め 砂 を ふくむ 

そろばん つぶの 形 リは緣 唐津の 手な リ  , 

これで 見る と r 繪唐津 の 手」 を 一 種別 立て、、 「鎗が 無くても」 この 手と いふ もの を 鑑別すべき であると いふ 意味ら しいが、 詳 

ら かで はない。 

金 原 陶片氏 Q 編 募に か、 る r 檢唐 津鑑赏 圆錄」 によって 敎へ られ ると ころに よると、 桃 山 t- 代に 於て 旣に 茶怨 として 生れた 優秀な 綺唐津 茶 盌が少 からず ある こと 

が 明らかで ある。 これによ ると、 筆者の 速斷 はいよ くこれ を且ル 正しなければ ならぬ。 但し これが 古來 茶に 1^ 上げられる こと の少 かった こ とも 亦事赏 である こと 

は 間違ない 樣 である。  ... 

茶 陶唐津  五一 


唐津，  五 二 

斑 唐 津に沓 形の 茶怨 とい ふ ものが ある。 茶人の 好む 斑 唐 律の 厚い 釉が か、 つて ゐて、 而も 形 は 織 部 切 形と 考 へられる 沓 であ 

るから、 茶 家の 垂涎、 渴 仰に 値 ひする ものである。 沓の ほかに 割高 台で 端 反 形の 小怨も ある。 石 はぜ 同樣、 茶 意識 を 多分に 持つ 

ものと は、 善惡雨 面の 解釋 から も 云 ふことの 出来る もので あらう。  ： 

白 唐津、 乃至 唐 津白釉 の茶盌 とい ふの は、 上記 斑 唐 津の變 態で あらう と 思 はれる。 小 振 b 端 反 形な ど を 見かける が 多く ある 

ものと は 思 はれない。  . 

唐津黄 釉茶怨 とい ふ ものに、 形 は 筒形 乃至 小 深い 端 反 形で、 總體 黄色 勝ちの 褐色 窯變の 流れ 釉で覆 はれ、 一見 肥後燒 または 

高取燒 かと も 感得され る ものが あるが、 高台 疊附の 土 を 見て 唐津 なること が 納得 出來る 一手が ある。 

. その外 「唐津 はけ 目」 「唐津 三 島」 などの 茶盌も ある 事 は、 本 を 見て 始めて 啓發 される 處で、 唐 n: の 茶 怨には どんな ものが あ 

るで あらう と 指折り 數 へた 時には 一 寸思ひ 浮べ 得ない 種類で ある。 元來が 唐津は 朝鮮 傳の 窯で あ-るから、 刷毛目 も 三 島 も 乃至 

雲 鶴 風の 象嵌な どが あっても 不思議 は 無い 害で ある。 これら は 土に よって 唐津と 見分けられる 時 は、 珍 物と して 一 層 茶 家 を 喜 

ばせ る もので., めら う。 

^津 はけ； H 是 は綣麼 津の藥 立て か、 藥色藥 也、 はけ 目 有、 火 替りも あり、 香ム 口に 藥か X る、 土 少し 荒き 方 也、 形 こも かへ 形 も あり (目 利口 傳) 

「日本 陶瓷 史」 によると， 唐津— ニー 一 aig . 刷毛目 は元祿 以降の 製で あると いふ。  • 

以上で 茶怨の 大要 を盡 した かに 思 はれる。 唐 津茶盌 に 就て 目 利口 傳の 記載 中、 前 出 以外の 分 を 玆に轉 記して 參考に 資する こ 

とに し； i い。  . 

1 こまかき 手の 唐津 とい ふ 一 派 ぁリ、 藥靑も 白き も 有、 此香古 竹の ふし 多し、 内に 火 間 あ ひ、 是を 上品と す、 此 手に 繪麼津 も あり、 土ぬ めり 有  ， 

1 唐津 Q  土 は 狐色の やうなる よし、 ちリ めんし ぼ 香 台の 内に あり r 外に はなき も Q なり、 萩の こし 土と 11： じ檬 なれ ども ■ 萩 は 銀ば り 有、 唐津 はか はらけ の ごとし 

一 荒土の 街津土 至て あらし、 緣も ぁリ、 香ムロ 半月 も ぁリ、 宗且 時代の も Q 也  . 

1 律の ちリ めんし ぼ はぬけて 落る やうな リ、 宅拔 にて はさみ とるならば 取られべ き 也、 萩な ど のち リ めんし ぼと は S ふ 


X  旨 

,  - •  、  . 一 

R 指 ま 朝鮮 唐津、 黑白の流れ釉がかぃ^-か^^，"に景色を成したものにしくはなぃ。「古唐津」 その 肩に 「江 戶」 と 書き足した 

古い 同 箱に 入った 水 指が あつた。 唐 津の稱 へ は 多い が 「江戶 唐津」 とい ふの は 未聞に 屬 する からこれ は 常識に 從 つて、 「江戶 で 

購っ たもの」 乃至 「江 戶藏 在中」 位に 解して を かう。 形 は 《1 形と でもい ふか、 獨樂胴 形の 下部に 壺 形の 底 をく つつけ 仁 やうな 

同一 tj^ 形で、 丸形の 天 は 一文字で 可な り 巾廣の 緣を殘 して 丸い 口をつけて ゐ た。. 大 體白釉 のと ころへ 一 ケ所 海鼠 釉が 流れ それ 

が 胴の 締 つた 處 から 下へ 蛸の 足の やうに 擴 がって ゐた。 面白い 景色であった が、 流 釉の窯 變は內 部に 於て 一層 甚 しく、 千變萬 

化內側 ー體の 景色で、 よし 「これが 內外 代って ゐ たらな ァ」 と 嘆 じられ たもので あるが、 かう した 窯變の 面白さ は 得手して 內. 

部に ありたがる もので、 これ は 窯 中の 火加減に よる 現象で あらう と 思 はれる。 寸胴 形の 水 指で 上下 白 黑段染 になった 頗るい き 

好みの 水 指が ある。 手、 口の 附 いた 湯 次 形の もの や、 平水 指 も ある。 また 飴釉の 斑に なつた もの も ある。 長 角の 釣瓶と いふの 

は、 長方形で 二等分した 一方 は 共 土で 箱な りに 覆 ひ、 一方 だけ 切り開いて 通 はせ る やうに した もので 1 角ば つた 手 力そ^ 

中央 境目に 寸 けられて ゐる。 この 角張った 大きい 箱 形 をよ く燒 いた もの だと 思 はせ る ものであるが、 疊附の 一文字 平らで あ 

るべき 底 は 四 ii の 貝殼 跡を殘 して 流石に 浪 うって ゐる。 貝殼 燒はー つの 手法で 貝殼 を 伏せて 四方に 置き、 その上へ 器物 を载せ 

て燒 いた もので、 嫁 着 を 防ぐ 手段で あるが、 貝殼の 縞 目が 底土に のこる ところ を 賞美され てゐ る^ 

元 f 朝鮮 唐 津の類 は 最も 意識して 燒 かれ^ 茶陶 である。 水 指と 云 ひ 花 生と 云ひ德 利と 云 ひ、 相 當頭を ひねって 形造り、 釉挂 
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けした 苦心の 跡が 歷々 指摘され る。 た、. -窯變 のみ は 火の ェみ であるから、 思った やうに はなら や、 思 ひがけぬ ものが 出來 たこ 

とで あらう と 思 はれる。 外面に 出て ほしい 流れ 釉が內 部に のみ 現 はれて ゐ るの は その 適例で あるし、 また 長 角 釣^の 水 指で 同 

趣 同大の ものが 获燒 にも ある こと は * 茶人の 好みの 切 形が その 生みの親 である こと を 物語って るる。  . 

唐 津の水 指は槪 して 朝鮮 唐津の 手で あると は 云った が、 古 唐津の 大きい 堂々 とした 水 指 も 稀に 存在す る。 頸に て 締めら ，0、 

胴 張り 裾 ひろがりに 据り、 篦目 地文が あり、 耳が 附 いて 多く 靑 黑色釉 がか、 つた 姿 は 黑革緘 を 鎧 クた山 法師の やうな 趣きが あ 

る。 古 伊賀、 美 濃 伊賀、 古備 前の 水 指に これと同じ 趣の ものが あるから、 恐らく 同時代 (桃山時代 中心 か) の もので、 朝鮮 唐 

津の 手よ. 9 先行す る ものに 違 ひない。 - 


.E  三.  - 

花 生 も 朝鮮 唐津の 手が 寵兒 となって ゐる。 耳附、 ロ締、 寸胴な ど 姿 も いろいろ では あるが、 釉 がけ は 極った やうに 口から 肩 

へ かけて 流して ゐる。 黑. 飴色の 上へ 白 を かぶせた やうな 形で-、 その 白 藥が變 化して 海鼠の 七色— と 云った やうな 色々 を 表現 

する。  .  ， . . ， 

尤も 黑釉 一色の 花 生 も あれば、 たまに は 繪唐津 の 花 生 も 見かける。  . 

朝鮮 唐津花 生の 一 流に は德 利が ある。 何れ 元は 酒屋の 通ひ德 利に 生れた ものが その 窯變の 面白さ を購 はれて 花 生に 出世した 

ものと 思 はれる. が、 後に は その 出世 を 追 ひかけ て 花 生の ための 德利も 造られた ので あらう。 てれ は傳 世の 現物 を 見れば 明らか 


である。  , 

德 利の 小形、 二 三寸の もの は 皆 振出しに 出世して ゐる。 なんばき びの 皮で 作った 栓 をして 貰って、 茶 籠 入の 小 菓子 入、 或は 

待合 席の 湯 盆の 上に 香 煎 入の 容器と なって 珍重され る。 形 は 小形で も 中々 馬鹿に ならない 高 價に成 上って 堂々 たる 大花 入の 壘 

を 摩すば かりで ある。 朝鮮 唐津と は釉藥 による 特徵 であって、 目 利口 傳 に-は . 

朝鮮 唐 律と いふ は 白き 藥飛々 に 有、 體 朝鮮 燒也 - 

朝鮮 唐 津是も 唐 律の 窯に て燒き 朝せ ん藥を かける、 白藥也 

と 書いて ゐる。 然し 土 を 仔細に 見る と 二通りあって、 唐 津本來 の 重い 土と 朝鮮 様の 粘り 細かく 輕ぃ 土と が 見分けられる。 釉は 

どちらも 趣に 變り はなく 見へ るが、 總體觀 の 品位 は 唐 津本來 の 土の 方が 優る やうで ある。 -, 

又 花 生の 變り ものと して 舟 形の 釣 花 生が あった。 これ も 朝鮮 唐 律の 手で あるが、 作 は 頗る 鈍で その 鈍な ところに 雅味 を 感じ 

るて いのもの であった。 土 物の 舟 花 生 は、 樂燒に 長次郞 作と 傳 へる もの も あるから、 いづれ 茶人の 好みに よって 特製され ぶ も 

ので あらう。  , 

4 

鉢-向 附 .  ノ 

次 は 食器で ある。 食器に 於て 目立って 多 いのは 云 ふ 迄 もな く 繪唐津 である。 然しながら 古來茶 家に 珍重せられ、 從 つて 價値 

の 王座 を 占める の は 「割 山椒 向附」 ではなから うか。 これ は黑 鼠色 釉 乃至 靑 鼠色 釉の古 唐 津に屬 する 手で、 三 葉と も 云 はれ 

. 茶陶 唐津.  ，  五 S  . 
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る。 切れ目 をつ けた 花瓣形 三方 開きの 向附 小鉢で 割高 臺が 約束に なって。 ゐる。 これ も 古い 茶人の 好みで あらう。 萩の：！： 品と 時 

代の 先 後 を爭ふ ものである。 

鉢で は 目立って 片口が 多い。 古 唐津、 石 はぜ、 繪 唐津、 口紅 (鐵 粉の 口 緣塗附 であるから ロ黑で 紅と 云 ふ は當ら ない が) 等 

種々 の 手 を 網羅し、 槪 して 土 厚く、 高臺 低く、  口 大きく、 形 は 歪んで ゐる。 水に 濡らして 水 保ちの よい 處 から、 香 物 鉢と して 

用 ひるの が 定型と なって ゐる。  "一 

この 総 _1 "津の 片口 を 茶 盌に用 ひて 名物 5! なった ものが ある。 銘を 「放 駒」 とい ふ。 今一 つ 片口の 口 を かき 取って 詰め 繕った もの を r 蔡駒」 と名附 けて ゐる or 口 を 

取った」 から 「つなぐ」 で、 口 を その ま、 にした もの を 「放れ」 と 酒 落れ たもの だとい ふ。 

片口の 鉢 は本來 日常 用に 生れた ものの 登用で あるが、 兹に 「斑 唐津 三角 鉢」 とい ふ 大物が ある。 織 部 好の 沓 鉢に 似た 不等 邊 

三角形の 鉢で、 各 側面に 篦 による 筋搔 きがあり、 片身當りに白釉と飴釉がか/^り、 若干の 窯變が ある。 底 高臺は 白けた 土 見で 

高 臺內に 「王」 字の 押印が ある。 さして 多數 在る 品と は 思へ ないし、 また それ故に こそ 高價な ものであるが、 所見に よる 何れ 

も は 大同小異 同 趣で ある。 これ は 片口 やその 他の 唐津 鉢の 所き と異 り、 茶人の 好みになる 特製品と 推せられ る。 さる にても 一 

例に 見た 箱書附 Q 「柳 川 織 部」 とい ふの は 何 を 示唆す るので あらう か 4 學 者の 所 說が伺 ひたい。 

し，  ■  ： ,  一 

-斑 唐津— 朝鮮 唐津 との はじめは 甚だむ つかしい が、 二者 を 混同した としても さして 不都合で あると は 思 へ ない I の 手 鉢 は、 

上手 物と して 作られた 立派な 茶陶 であるが、 食器 を 云 ふとき これ を 見の がす こと は出來 まい。  .  . 

繪唐 律の 向附は 筒形の もの ノ平 形の もの、 さまざまあって、 燒 きも 厚手に て- 柔か いもの、 薄手に て 堅い ものと 種々 あり、 い 

づ れも鐵 粉の 草畫 文が 附 けられ、 その 文様が 美 濃 窯の 志 野 や 織 部と 同 趣の もの 多い こと も 指摘 せられて ゐる。 その 內の いくば 

くが 或は 茶盌- となり、 或は 火 入に 轉 用され る こと も 人の 知る ところで ある。  ，  .、  • 

唐津 に， 德 利が ある こ， i はこの やうな 原始 土燒窯 本來の 目的物と して 當然 であるが、 酒呑 猪口が 特に 珍重され る こと は、 唐津 


本來 の茶盌 によ， > 性格 力 fpil をもう まく 飮 ませる ことによって 亦當然 であらう。 その 多く は 瀨戶椿 手、 黃 瀨戶、 志 tb、 同等の. 

ぐい 吞 である。 1 頃鐡道 驛賣の 茶瓶に 附屬 した 唐 律 窯茶吞 が數奇 者に 取. 9 上げられて、 その 出來と 三日月 高臺を 愛でられ たに 

見ても その 一般が 知られる ので ある。 


茶 入-香 合  .  ， 

以上 茶陶 ともての 唐 津を思 ひつく ま、 に 擧げて 書いて 來 たが、 元より これに 盡 きる 唐 律で もなければ 茶陶 でもない。 現に 茶 

盌の項 を 書き終って から 數日 後、 懷に 入れて 珠玉， とも 愛玩したい 樣な斑 唐 津の小 服と、 世に も 不思議な. 黃唐津 の 筒 茶^に めぐ 

り 逢って その 奇緣に 驚喜した ことで ある。 . この 二つの 印象 は 是非共 追記し なければ なるまい が、 今兹 に、 茶陶 として は 第 一 位 

であるべき 茶 入と そして 香合に ついて 何ら 觸れ てゐ なかった 事に 心附 いた。 

さて 唐 律の 茶 入に 就て は 思 ひ 出が 無い。 薄茶 器に 轉 用され た 繪唐津 の小壺 など はあって もこれ は 本式の 茶 入で もなければ、 

き やきの 程度 を 出ない 雜 器で しかな. いもので ある。 - 

大正 名器 鑑を 繰る と 不味 公の 「思 河」 と 小 松 侯の 「松 山」 の 二つが 名物 茶 入と して 載って 居， 行衞 不明と して 今 1 つ 「玉 

簾」 の ある ことが 別記され てゐ る。 要するに 唐 津は茶 入を燒 くのに 不適 當な もので あつたので ある。 遠 州 以降 諸侯の 國燒 窯で 

は 我れ 1 に 茶 入を燒 くこと を 競った ものであった。 適當 なる 土の 無い 處 では 土 を 移入し、 技工の 未熟な 處 では 策 を 講じて 專ら 

茶 入を燒 いたと 云 はれて ゐる。 かくして 燒 かれた 茶 入 は 諸侯のお 國 自慢と なり、 自己 保全の 音物と なつ ので ある。 それ 故 也 

茶 陶唐律  . <  ffjt  . 


. -0  律  五八 ， 

の 窯藝は ともあれ、 茶 入に 關 する 限り は何處 の國燒 でも 凡そ 似たり寄ったりで 獨自 性に 乏しい 同類項で ある。 この 情勢の 中に 

あって、 古 窯で あると 同時に 純 朝鮮 系に 屬 する 唐津窯 では、 その 立場 を 矜持して 茶入燒 成に 獨&な 立場 を 取って 動かなかった 

ので は あるまい か。 かう いふ ことが 名物 茶 入と して 遺って ゐる 例に 見ても、 土 重く、 厚作で、 釉 が、， 9 の 鈍重な ところな どか 

らして 想 察される ので ある。 或は これ は 伊賀、 信樂 乃至 伊部 茶 入の 程度に も 達しない 。「頗る 不調法な 面白さ」 からする 筆者の 

思 ひ 過し かも 知れない が、 どうも 朝鮮から もの は茶盌 までで  >  されば こそ 唐 律と 萩に は古來 さした る 茶 入が. 無い の： U と、 結果 

論から して 斷 やる のは尙 早で あらう か。  -  . 

香合 も 亦數少 いも. の、 一 つで ある。 記憶に 浮ぶ もの は、 長方形 棧 蓋の 宫 形で、 その 蓋の 甲に 半月 彫で 光悅 好み 半身の 鹿 を 表 

はした もの、 俗に 「一 葉」 と 呼ぶ 木の葉 形の 棧蓋 ものな どで ある。 いづれ？ &靑 鼠色に 白い 上釉 のか 、つ；，！ 風の 色 合で ある。 ど 

うせ 器用な 細工 ものに 適しない 唐津 であるから 香合 Q 少 いのも 自然の 數 であらう。 されば こそ その 香合 Q 價 値は實 質よりも 遙 

かに 高く 購 はれて ゐ る。 一  . 

、  ■ 

, 唐津 のよ さ. - 

さてもう この 邊で 「茶陶 唐津」 の締 括り をつ けて 見たい。 一 口に 云へば、 成り立ちから して 朝鮮に 近かった 唐津窯 は、 文祿 

役 後故國 工人の 移入に 力 を 得て 一層 朝鮮 風に 進んだ のであった。 朝鮮の 日用 熟練工の 無雜 作な、 無意識的な il 術 か、 作り 飾り 

のない 天衣無縫の やきもの を 燒 いたので ある。 唐津 のよ さは 要するに 野放しの よさで ある。 そこに からもの 茶^の よさ を傳承 


したから こそ 茶人の めがねに 叶った ので ある。 美し さはあって も、 雅趣 はあって も、 それ は 決してと りつく ろ つた 美し さで 

も、 意識して 作り上げた 雅趣で もない。 これが 一茶 人の 意 圆んた 佗び、 寂び に 合致した ので ある。 時世が 下って 工人が さか しら 

になっても、 唐津に 在って はよ く 保存され た 傳統は 破綻 をまぬ がれた 樣 である。 されば こそ、 前に 例示した 「意識して 作られ 

た 茶陶」 の いくつか でさへ 決して 鼻 もちなら ぬ 程度にまで 成，.^ 下る ことなく、 今日にまで 愛玩 賞美 を 維持し 續 けて るので あ 

る。  ， ， ■  ■  - 

最近に 見た 斑 唐 律の 小 服 茶盌の 如き は 恰も この 適例に 屬 する もので、 外が 白釉で 中に たっぷり、 黑釉が 溜り それが また 內側 

面から 外側の 一 部に かけて 美事な 海鼠の 幕釉 となって 流れ か、 つて ゐる。 釉 がけが 如何に 無雜 作に なされた かが、 腰高の 土 見と 

內 側面に 現 はれた 様に 長い 楔 狀の火 間によ つて 示されて ゐる。 高臺 をつ まんで うつ 伏せに 茶怨を もち、 ざぶ りと 釉 につけ、 上げ 

際に 仰向けて、 中に すく ひ 上げた 釉を ぐるりと 手 を 廻し 加減に 內 面に 行き渡らせ ざま、 さっと 餘りを あけ 捨てた であらう 手際 

を、 今 見る やうに 生々 と 見せる 釉が かりで ある。 土 見の 處に點 々釉の 飛沫が 散って ゐる ではない か。 そして 高臺 から 腰へ かけ 

ての 土 はき ちんと 約束 通り 「狐色」 に 赤味 を帶 びて よく 燒 けて 居り、 高 臺內に は 生々 とした 土の しぼが 見られる。 茶！ SI の 丸味 

はぐつ と 寄せられて 小判形の ロ緣 をな して ゐる。 これ は 云 ふまで もな く 作意の 歪みに 違 ひない が、 かくする ことによって 完全 

の 平凡 さから 救 ふこと が指圆 せられた ので あらう し、 か、 る 小 服 茶 盌の當 然として 茶 籠に 仕組まれる 時、 長方形の 容器に 適合 

して、 而も 他の 道具 を 詰め 合 はせ る 便宜に も 叶 ふ 様に 考案され たの だら うと は あながち 筆者の 思 ひ 過し とも 斷 じられ ない ので 

ある。 今 一 盌は黃 唐津の 筒茶怨 である。 總體 が綠を 少し 含む かと 思 はれる 濃 さ. 加減の 黃 色かん にう ある ビ . 'ド P 釉で それに 表 

裏ニケ 所に や /- 廣ぃ幕 狀の辰 砂の 濃 赤色が 出て るるので ある。 內面茶 溜は黃 一 色で あるが、 周圍 はぐる つと 簾狀 をな して 辰 砂 

が 流れて ゐ るし、 外側 裾 廻りの 釉溜 にも 1 連の 辰 砂が、 あるかな いかの 様に めぐり、 その上に うの ふの やうな 海鼠 釉 がかす か 

に點滅 して ゐる。 高台 は 極く 薄 作りで、 內 面で 削り 上げた 樣な片 匁に なり、 土は燒 けち れた 様になって 殆んど 見えす、 高台 

—— 茶 陶麼津  .  >  五 九 
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內 にも 辰 砂が 岀てゐ る。 外側 ロ緣 近くに j ケ所小 ほ つれが あるが、 古疵な ので 眞 くろに なって 土 を^ ふす ベ もない。 1 見して 

これ は 黃瀨戶 の 1 種 かと 思 はれた ので r 瀨戶 でせ う」 と は 云った もの、、 つぶさに 見れば 唐津 である。 新 昧を湛 へた 色調で は 

あるが 決して 新ら しい もので ない ばかり か、 卓上に 斑 唐津の 茶怨と 朝鮮 唐 律の 逸物の 花 生と 並べ 置いても、 堂々 ひけ 目 を 見せ 

.  ,  一 

す たじろがない 面魂 は j 通りの くせもの ではない ことが 感じられた。 藏 者の 新收品 でさる 茶 家 愛藏の 茶箱に 疵 ものの 祥瑞箱 茶 

盌と入 子に して 入って ゐた ものであると いふ。 

思べば 何 かで 「黄 唐津」 の 記錄を 讀んだ ことがある がと、 それから 心當 りの 唐 津文獻 を 片端から 引き 採が してやつ と 見附け 

出した のが 左に 抄出す る 小 野 賢 1 郞 氏の 記述で ある。 この 上 は、 世の 唐津學 者と 共に この 1 邦 M を再檢 する ことの 近き を 望み、 

そこで 確認 されれば 所藏 主と 筆者の 喜び はこれ に 過ぎす、 又 本稿 を 綴った 意義 も自 から 生す ると いふ ものである。 

 最も 私 を 驚かした もの は 黄色 釉の 1 手であった。 卽 ち文祿 元年よ， 9 三年 頃燒 かれた 飯 胴 甕 古 窯の 發掘 破片 及び 一 個の 

傳世 茶碗で ある。 この 手の もの は 今更ら しく 私が 驚く のがお かしい かしれ ない。  (中略)  . 

それ は 瀨戶の 椿 窯 や 瓶 子 窯 その他に 見ら る、 黃瀨戶 と 同じ 釉色 である。 黃と いひ 條：： くら か 暗 灰色 を帶 び、 釉は 透明で、 釉 

の； i まり は 正に r 瀨戶黄 瀨戶」 である。 卽ち 「美 濃 黄 瀨戶」 の ざん ぐり した 土と ちがって 堅微 な瀨戶 黃瀨戶 そっくりの 土で 

あり 釉 である。 釉 際の 鐡 分を呈 した 赤色まで 瀨戶の 夫れ に 類して ゐる。  (中略) 考 へて みれば 瀨戶 でも 唐津 でも 古い 時 

代に は 之れ だけの. 釉が 掛けよ く、 燒 きょかつ たの だ。 黄色， 釉は 或る時 代の 釉 であった の だ。 その 時代の 釉は. 黄色が 便利で あ 

り、 且つ 喜ばれた にち が ひない。 人の 好まない 釉、 人に 迎 へられない 釉を わざと 掛ける わけがない。 黃瀨戶 と 地方 別の 名 を 

以て 呼ぶならば 肥 前の 飯 胴 甕 窯の もの は 宜しく 「黃 唐津ー と 呼 ふべき である。 (「黃 律と 朝鮮-お 津」— 小 野 資 一 郞氏— 茶わん 第三 四 就— 紀 

行 唐津の 1 曰 • 古 館 氏蒐藏 所感—)  ■  ~  .  ' 


要するに 唐津は 茶陶の 中に あって はヮキ 役であって、 どう 見ても シ テに 廻る もので はない。 茶怨 にしても 漢作 名物 茶 入に 伍 

して 堂々 と 用 ひられる もので はなく、 濃 茶 を 練られる こと はあって も 草庵の 佗び 用で しかない。 薄茶 用に しても 蔭に ま はる 替 

茶盌、 茶 籠に 忍ばす に ふさ はしく、 むしろ 獨悅 茶人の 伴侶と なる 場合が 多く、 また それが その 役所な ので ある。 花 生の 場合に 

あって はまた 伊賀 • 備 前の 列に 入って 比肩しょう とも 思 はす、 佗び 茶人が その 用 ひ 場所に あて 嵌める の をお いっと 待つ 唐津で 

/める。 鉢なら ば 金襴 手、. 祥瑞の 引立て 役に 凰って 始めから 香 物 鉢と 忍從 する。 茶人よ どうか 火 入の 灰 を 洗って、 それで 客に お 

茶 をす、 め、 當 世の 唐津 はこれ だとい ふやうな.，， こと をし ないで ほしい。 火 入に 生れた もの は 火 入で ある 時 こそ 一 番美 しいので 

ある。 .  -..  - ,  , 

, 唐 律 は、 竹の 花 入に 一 段の 愛着 を 感じる 茶人の 膝下に あって 親 まれ 愛される 宿命 を 持つ もので， ある" - 


ち 


金 

原 
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燒 勿の 代名詞 を 東で 瀨戶 物、 西で 唐津 物と 言 ふ。 瀨戶と 唐津は 起源 も 古いが 假に 國燒の 番附を 作るなら 東西の 大關に 瀨戶と 

唐津を 選ぶ であらう。  • 

唐 律の 傳說 起源 は 神 功 皇后 三韓 征伐の 折り 三韓の 三 王子 を 入質と して 連歸 り、 其內の 高麗 小次郞 冠者に 小 十 冠者 村で 製陶せ 

しめた こと、 尙 下って 齊明 天皇の 朝に 唐津灣 頭の 山麓に 窯 を 築き 高麗 風の 大形 茶碗 を燒 いた こと、 が傳 へられて ゐる。 &傳說 

に對し 大正 十 年より 調査 を續 行して 來 たが 遺慽 ながら 信賴す 可き 文獻も 遺蹟 も發 見す る こと は出來 なかった。 偶々 數年前 鬼子 

嶽 と唐津 市との 中間 鬼嚴 村で 耕地整理の 時 鬼子 嶽古唐 津と異 つた 青磁の 茶碗 皿 等が 多く 出土した。 其內 に 重なって 燒 付いた ま 

ま Q 破片が あつたので 此所を 中心に 探査した が窯址 らしき もの は 何等 發 見し 得なかった。  . 

ェ藝志 料 や 陶器 類 集 は 唐 津燒の 起源 を 元 享年 間と 記して ゐ るが 此說を 確認す る 古文 獻も又 否定す る 古文 獻も發 見す る ことが 

出來 なかった ので、 其 後 も 元 享說を 其， 儘に して 來仁 ので ある。 凡そ 史の閽 明 は 正しき 文獻と 遺蹟の 採 究精檢 に據ら なければ 其 

眞相 をつ かむ 事 は 困難で ある。 故に 現在 更に 翁實な 文書の 發 見出 來 ざる 限， 9 遺 fffi の 精檢が 目下 唯 一 の 尺度で は あるまい かと 思 

ひ此 意味に 於て 永年の 古 窯發掘 研究 を 基礎と し 重ねて 鬼子 嶽 城主 波 多 家と 海外 關係を 考察して 玆に唐 津燒の 起源 を 室町 初期 時 

代と 私考 を發 表する 次第で ある。  ン 

古 唐 津とは 室町 初期 時代より 室町 中期 室町 末期 桃 山江戶 初期 時代 迄の 製作に 磁器の 影響 を 受けて ゐ ない 作品 を 言 ひ、 唐津と 

古 唐津窯 址槪觀  六 五  . 


は江戶 初期 時代より 江戶 中期 江戶 末期 時代 迄の 製作に 磁器の 影響 を 受けし 作品 を 筆者 は 言 ふ。 なほ 鬼子 嶽を 現在 は 岸 岳と 書か 

れてゐ る。  .  - 

岸 岳 古 唐 _ 津  _  . - 

延久 元年 (八 百 八十 餘年 前) 渡邊 綱の 曾孫 渡 邊源太 判官 久は鎭 西 領の爲 め 京都より 遣 はされ、 肥 前 國北松 浦 郡 御厨の 庄賀 

治屋 城に 居 を 定めた。 久 より 松 浦 小 源 次 正 松 浦 好 松 浦 源 四 郞直松 浦 源 三淸と 代を經 て、 淸の 三男 源 次 太夫 持 は 波 多の 地に 封ぜ 

られ、 寛 元三 年 (七 百餘年 前) 鬼子 嶽に吉 志 見 城が 出來 た。 持より 波 多 駿河守 親 波 多 伊勢 守 好 政 波 多 丹 波 守. 橘 好 久波多 信 濃 守 

好敎 となり、 天文 十三 年 (四百 餘年 前) 波 多 家相 續に 就て 同族 間の 不和と なつで 內 部が 亂れ 始めた。 此間 三百 年が 鬼子 嶽の最 

も 全盛時代 とも 言へ よう。 前記 源 次 太夫 持に 統 一 せられて より 其 勢力 は 益々 盛と なり 單に北 九州に 止まらす 朝鮮 支那 遠く は 南 

洋 方面 迄 も 手 を 伸ばし 或は 交易 を 行 ひ、 或は 侵寇を もす るに 至った" 歴史で 言 ふ 倭寇 は 之 を 指す もので あらう。 倭寇 卽ち 鬼子 

嶽 住民が 朝鮮の 北境 を 侵掠し 仁の は 恐らく 高麗 末の 頃より と考 へられる。 丁度 此 時代 は 我 國の足 利 義滿將 軍 時代 卽ち 室町 初期 

時代に 當 るので 鬼子 嶽領に 朝鮮 北方の 文化が 移入され 朝鮮 北方 系 陶工の 渡來 したの も此 頃と 思 はれる。 永 祿八年 (三百 八十 餘 

年 前). 鬼子 嶽波多 家 は 有 馬 家の 藤 童 丸を迎 へて 嗣 となし、 波 多 三 河守鎮 となった。 其 後永祿 十二 年に 有 浦の. 亂元龜 二 年に 名 護 

屋の亂 があった。 天 正 元年 同族 大川野 日 在 城主 鶴 田 因幡 守 勝と 戰ひ、 鎭 敗れて 濱崎 附近の 草 野鎮永 方に 通れた。 鎭は草 野に 引 

入りて 數年 留まった が 佐嘉龍 造寺隆 信の 女 を 娶り龍 造 寺の 力 を 借り、 天 正 五 年 (三百 七十 餘年 前) 再び 鬼子 嶽 城主と なって 還 


住した ので ある。 天文 十三 年より 此の間 三十 年 製陶の 不振 は 勿論 或は 陶 業の 中絕 した 事 も 想像され よう。 鎭は好 清と 改名し 

ち 文祿 元年 豐臣 秀吉 ffi 韓の役 を與し 三月 軍 を 朝鮮に 派し 肥 前國名 護屋に 國內の 大名に 命じて 城 を 造り 自ら 四月 此 地に 屯して 

三軍 を 指揮し； r 而 して 三 河 守 好 淸は鍋 島 直 茂の 軍に 屬し、 韓土 深く 順 天 山まで 攻 進し 將卒の 半 を 失 ふ 程惡戰 苦闘した が、 寺 

澤志摩 守の 讒言に つて 秀吉の 不興 を 招き、 文祿 三年 (三百 五十 餘年 前) 好淸 朝鮮より 歸陣 する や、 小川 島に て 秀士！ I の 命を傳 

へ 常 陸 國佐竹 義宣に 預けられ、 秀吉は 波 多の 領地 を沒收 した。 此時 城下 は 悉く 兵燹に か、 つた。 鬼子 嶽 落城と 共に 幾多の 陶工 

も 離散し こ、 に 鬼子 嶽窯は 全く 廢 窯の 止むな きに 至った ので ある。 一  \  , 
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_ 岸 岳 古 唐 津窯址 (九き  /  . , 

飯 洞 甕 窯 東 松 浦 郡 北 波 多 村 大字 帆柱 字鲇歸 ■  ノ  一  ,  ,  ：  ■  - 

唐 津緣山 本 驛で岸 岳 線に 乘換 二十 分に て 終點岸 岳驛に 着く。 驛を 出て 左に 鐡砲町 を 過れば 稗 田 八幡宮の 前に 出る。 右に 陣ノ 

平 山 左に 岸 岳 を 望みて 尙十 二三 丁 進めば ニー 一一 戶の 農家が あって、 1 番奧の 家が 藤 川 安之助 氏 宅で ある。 此 所より 更に 左り 桐. 

盤 越しの 雜林 山道 を溪 流に 添うて 十丁餘 登れば、 鮎歸官 林道の 分岐 點に 着く。 此 附近より 道端に 種々 の藥 草が 點々 と 繁茂して 

ゐ るが 昔時 城主 波 多 家で 栽培せ しもの が 野生と なった もので あらう。 官 林道 を 右に 五丁餘 行けば 溪 流の 會 した 御茶 ノ 水が あ 

る。 此麗 水の 溪 谷に は 三 四十 年 前 迄茶碾 曰が 數 個あった と 土地の 古老の 話が あった。 道路の 左に 杉林が あって 此の 中に 鈑洞甕 

の 窯址は ある。 今尙此 附近の 地名 を 土地の人 は 飯 洞 甕と 呼んで； Q る。 飯 洞の 言葉 は我國 でも 各地で 使用され て ゐて其 源 は 飯 洞 

甕 に= 甚づ くもの. ではない かとの 說が ある。 唐 津燒古 窯址が 現在 迄 判明して ゐる內 では 飯 洞 甕 窯が 最古の 窯で あらう。 故に 唐津 


燒 創業の 窯と も 言へ る。 此 窯が 世間に 衆知され たの は 昭和 六 年であった。 之より 先 數年前 筆者 は 波 多 家の 記錄と 遺蹟と を 調査 

して 岸 岳の 七 窯 址を發 見して ゐた。 其 頃 迄 は 破片. を 採集す る 者 もな く 破片 は 表面に 露出し 靑 苔が 破片 を 覆て ゐて 生の 儘の 姿で 

あった。 其 後 も 岸 岳が 筆者 を 招いて ゐる やうな 氣 持ちが して 月に 二三 回 は 必す岸 岳の 山に 入った。 それが 數年續 いたので 岸 岳 

驛 前の 茶店で は 不思議に 思って ゐた。 昭和 六 年會橋 藤治郞 氏が 唐津燒 研究に 來 たので 同氏 を 岸 岳に 同伴した。 其 時 肥 前 作陶會 

理事 連 も 同行した が此時 朝鮮 北方 系の 割 竹 式 唐津燒 最古の 窯址 である ことが 新聞に 發 表せられ、 其 後 研究家が 全國 から 績々 來. 

る やうに なった。 

窯 は 西北よ， D 東南に 三寸 勾配に て 登り、 總 長さ 五十 四 尺 餘橫の 內面七 尺 餘で八 室に 區 切られ、 ， j 番 下の 小 室 は 焚 起しの 小 窯 

で. ある。 一室 ごと は 下部の 右 横に 焚 口が 付て おり、 器物 も此焚 口より 出し入^し、 器物の 積 座 は 少し 高くて 之より 天井 迄 は 四 

尺餘 りで ある。 オン ザ ンの穴 は 四五寸 角の もの 七ケ所 又は 八ケ所 付て ゐて、 築 窯に はト ン \ ィ (耐火 質の 粘土 を 角 に 固めた 物. - 

等 は 使用せ や 粘土の みを以 つて 窯の 形に 築き あげた ものであって、 所謂 割 竹 式 窯で ある。 普通の 登 窯 は 饅頭 を續ぎ 合せた やう 

になって ゐ るので 連 房 式 窯と 言 ふ。 割 竹 式 窯 は 形 狀が竹 を 二つに 割って 伏せた 形に なり、 一 室と】 室の 仕切 壁が 竹の節に 當っ 

て天井は蒲錄形に^^ってゐる。 目下 天井と 兩 側と 仕切 壁の 一部 づ\ が殘 つて ゐ るが、 むしろ 奇蹟と 言 はねば ならない。 大體古 

窯址の 形が 現存して ゐる もの は 時代の 新しき 窯 ほど 殘 つて ゐ ない。 古い 窯に 限り 窯 床な ど 形を殘 して ゐる。 之 は 時代の 古き ほ 

ど 山間に 築 窯され 時代が 下る につれ 便利の よき 場所 を 選ばれた 結果、 便利の よい 所が 早く 開墾され し 故で あらう。 出土す る 破 

片に より 造られし 器物の-種類 を 見れば、 壺、 德利、 油壺、 權鉢、 ドラ 鉢.、 平 鉢、 片口、 茶碗、 皿、 中發 口、 グイ 吞等 である。 素地 

は 小 砂 を 固めた やうな ざらざらの 土で 釉藥 は黑綠 色釉、 .1^ 白色 釉の 二種で あるが、 僅かの 天 目釉も ある。 窯の 焚 方と 火 廻りの 

關 係で 多少 釉 色の 變 化した 器物 もあって、 いづれ も 小さき 强き罅 入が 釉の 1 面に ある ものである。 先づ壺 より 述べ て 見よう。 

^1|の製法は轆轤の上で叩き伸べ造，りでぁる故、 底 は 板 付で、 器の 內 面に 靑海 波の 様な 形が 無數殘 つて ゐて、 緣は 二重に 折 曲つ 
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てゐ て、 緣の 上面に は 釉藥が 施して ない。 又 耳が 付いて ゐる 破片 も 出土し ない が、 傳世 品に も 耳の ある 壺 はない ものである 3 釉 

藥は 黑綠色 だけと 言って よく、 非常に 薄肉に 造られて ゐて 時代 離れの した 形狀は 古拙 味 を 充分 發 揮して ゐる。 德利も 叩 伸べ で 

造られ 形狀が 高さに 比し 胴が 大きく 口 造り は 喇叭 形に 厚目に 出來て 普通 唐津德 利と 稱 する ものと は 大分 頸が 全體に 大形で あつ 

て、 黑 綠色釉 のみで 轆轤の 上で 篦で 簡單に 模様 を 肩の 所に 付けて ある。 油壺 は壺德 利の 薄肉に 比べ 鈍重に 厚く、 轆轤で 造られ. 

て 黑綠色 釉が德 利の 如く 底の 全部 迄 施して ある。 摺鉢は 轆轤で 厚く 造られて 櫛 目の 形が 大きく 荒く 引か れてゐ て、 ドラ 鉢 は 

叩き 造りで 緣が 二重に 返り 黑綠 色釉が 施され、 平 鉢 は 轆轤 造りで 灰白色 施釉が 多い。 此 窯の 片口 は 叩き 造 り で 大形の もの 多 

く、 淺 手に 出 來てゐ て緣の 下に 穴が 開き 其の 所に 手造りの 大きい 上向いた 口が 無造作に 指で 押し付けられて ゐて、 黑綠 色の 釉 

が 薄く 施されて ゐる。 茶碗 は 初期 程 大形に 造られて ゐて、 緣 反り は餘り 見受けない。 そして 作 行 も 上手で 薄い 黑綠釉 である。 

皿の 形狀 は丸緣 ナブ リ緣 突立の 三種 類で 緣 ナブ リが 非常に 大まかで、 釉藥は 黑綠色 灰白色の 二つで 中 猪口 は 灰白色の 四方よ せ 

の形狀 である。 グイ 吞は 厚く 小形であって、 高臺が あり 黑綠 色釉 灰白色 釉の 二種 類と なって ゐる。 飯涧甕 窯の 末期に 鐡藥で 草， 

花や 鳥 等 を 極めて ぞんざいに 描いて 灰白色の 釉を 施した 皿 中 猪口 等が 出來 仁。 之が 繪唐津 の 創始で ある。 そして 後で 僅で は あ 

るが 型紙 を 使用し 型紙の 上から 鐡藥を 引て 草花の 模檬を 出した 繪唐 津の緣 ナブ リ 皿が 出 來て 居る。 其 破片が 同じ 場所より 出土 

した 壺德利 は高臺 がな く、 皆 平で ある 故に 貝 を 目 砂の 替 りに 用 ひて 燒き、 又 貝 を 器物の 上緣に 挟み 其 上に 器物 を 乘て燒 い； i の 

で 貝の 跡が 殘 つて. ゐる。 ■ 茶碗 皿 等 は 初期 は 貝高臺 であるが 後で 目 砂 を 使用す る やうに なり、 最後 期に は 灰白色の 釉を三 ケ所四 

角に 剝ぎ 土の 玉 を 置き、 其 上に 器物 を 重ねた 重 燒も出 來てゐ る。 又 窯 道具に 大小の ト チン 圑子ト チンが 使用され 大物の {4! 間に 

小物 を 積みて 替し積 をした もので、 棚 積 や 又 帽子 積 をした やうな こと は 無い ものである" 高 臺の切 方 は 普通 丸、 三日月、 竹の 

節 等で あるが 古き 程 高 臺の切 方 も 了 寧で 器物に 對し 高さが 低い やうに 作られて ゐて、 高臺の 中央に 篦 で取殘 しの 土が ある もの 

と蜷 尻と あつて 蜷尻は 鉋 目が 大きく 製作が 粗雜^ 結果 出來 たもので あるが、 此の ざん ぐり した 調子 を 茶人 愛陶家 は唐津 縮緬 皴 


、 


と稱 して 喜んだ ものである。 

帆柱 窯 東 松 浦 郡 北 波 多 村 大字 帆柱 字 帆柱 谷  ,  . 

飯 洞 甕 窯で 述べ た 藤 川 氏 方より 駒 鳴 峠道 を 丸 尾 溜池の 左側 十丁餘 登れば 分岐 點が ある。 こ  で 左に 帆柱 越し 山道 を 三丁餘 登. 

れば 左手 檜 林の 山腹に 窯の 松と 言れ て ゐるニ 本の 大老 松が 立って ゐて、 其內の 大き か 方の 十 間餘り 上手に. 窯址が ある。 窯 は 三 

寸 勾配で 六十 尺餘り 南より 北に 登って ゐて窯 式 は 朝鮮 北方 系の 割 竹 式で 目下 兩 壁の 一 部が 殘 つて ゐる。 品種 素地 窯 器 は 飯 洞 甕 

窯と 同一 であるが、 釉藥が 黑綠色 灰白色 は 僅少で 製品の 九 割 以上 は 不透明性 海鼠 釉 である。 我國 でも 此の 窯が 海鼠 釉 製作の 創 

始窯 では あるまい か 器物 は 一 般に斑 唐 津と稱 する ものであって、 又 朝鮮 唐 津と稱 する 器 も 此の所で 始めて 生れた ものである。 

系統 は 朝鮮 北方 系に 相. 違ない が 飯 洞 甕と 異 つた 別の 陶工が 渡來 せし ものである 事, 想像され るの は 器物の 形狀の 全く 異 つた 點 

である。 壺が 李朝壺 形に 出 來てゐ る こと、 德 利が 飯 洞 甕より 頸が すっと 小さくな つて 一 般に古 唐 津德利 形と 稱 する 形に 出來て 

口 か 小さくな つて ゐる こと、 茶碗の 緣が 外に 返って ゐる こと、 緣 ナブリ 皿に 篦を用 ひて ナブ リを 付けて ゐる こと 等で ある。 茶 

人に 喜ばれる 斑 唐津、 朝鮮 唐津の グイ 吞は此 窯で が 一番 多く 造られて. 0 て、 高 臺の內 部 だけ 削り取った グイ 吞、 高臺の ある 碗 

形の グイ 吞、 碗 形の グイ 吞に 口を付けた 片口 グイ 吞等も 出 來てゐ る。 又繪唐 津壺の 破片 も 僅少 出土した。 

瓿洞甕 上 窯 東 松 浦 郡 北 波 多 村 大字 帆柱 字鮎歸  ， 、  - 

飯 洞 甕 窯より 右上 手に 四十 間餘 登れば 杉林の 中に 窯の 兩 壁と 窯 床が 所々 殘 つた 窯址が ある。 此の 窯 は 明治 二十 年頃 迄 飯 洞 甕 

窯より 完全に 殘 つて ゐ たが、 其 後 窯の 側に 小 炭坑の 坑口 を 開いた ので、 其 時 大部分 破 壌され たと 當 時の 炭坑に 關 係した 老人よ 

り 聞かされた。 此 所の 上手の 方が 桐ノ木 盤と 稱 して 波 多 家で 桐 ノ木を 植林して るた 場所で、 左手 岸 岳 中腹に 十丁餘 登れば 御茶 
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園 原に 出て 御茶 園 原に は 今 も 茶 樹の大 梂が廣 い 場面に 殘 つて ゐる。 此 窯の 下部 は 山道 を 切 取った 土手に 出て ゐる。 そして 道の 

横が 溪流 であるが、 川 向 ふの 岸 及 山裾から 澤 山の 破片が 發 掘され た。 之 は 元々 溪流は 山裾の 方 を 流れて るて 道 も 其の 方に あつ 

たの を 後で 改修され た 結果で ある。 釉藥陶 技 窯 具 等 は 飯 洞 甕に 大體 同じで あるが、 素地に 砂 氣が少 くな つて ゐて 粘土 分が 多く 

なり、 作 行が 全體に 厚目に 出 來てゐ る。 そして 窯の 勾配の 關係か 焚 方に 依って か 製品が 中性 燈 になって 黑綠色 釉が黄 味 を 持つ 

たもの、 灰白色 釉が白 味 を 持った ものが 多く、 器物に 軟 味が 充分 ある。 嘗て 小 野 賢 一郎 氏が 唐 津に來 た 時 又 井上 吉次郞 氏が 發 

掘した 時も此 窯の 出土品 を 見て 之 は黃瀨 戶に對 する 黃唐津 だと 言って 喜んだ。 唐津皮 鯨と 言 ふ緣に 鐡藥を 付け 廻した もの はこ 

> で 始められて ゐる。 繪唐津 の 模様に 染色 模様より 取った と 思 はれる 圖 案の 破片 も 出土した。 そして 特筆す る 事は此 窯の 出土 

品に 茶器の 破片が ある ことであって、 篦を用 ひて 鐡藥で 模樣を 付した 耳 附水指 鐡藥を 流し； i 大形 茶碗、 又は 篦を用 ひて 模様と 

なし 腰 を ふくらした 大 茶碗、 四方 寄の 茶碗 等が ある。 此 窯の 創業 は 飯 洞 甕 窯の 後期に 出來 たもので あらう。 一 

岸 岳 皿屋窯 東 松 浦 郡 北 波 多 村 大字 稗 田 字 杉 谷  。 ， 

， 稗 田 八幡宮より 左に 駒 鳴 舊道を ニ丁餘 行けば 灌漑 用水 道の 石 溝が あって、 是 より 雜木 林の 山 を ニ丁餘 登れば 大樫 林の 中に 窯 

址は ある。 窯 は 西より 東に 三寸 五分 勾配で 五十 四尺餘 登り、 岸 岳 古 窯 中で 最も 勾配の 強い 窯で 現在 は 窯 床が 僅かに 殘 つて ゐる 

のみで ある。 品種 釉藥陶 技 窯 具 等 は 殆んど 帆柱 窯と 同 1 で、 素地に 帆柱 籠より 粘土 分 多く、 又 製品に 素地の 燒締 りが 充分で な 

いやう である。 釉藥の 海鼠 釉と鐡 藥とを 交叉して 施釉 せし ものが 多く、 派手な 色調 をな しむし ろ 凄味の ある やうに 釉 色の 出た 

ものが ある。 朝鮮 唐^の 振出しが 多く 造られ、 各種の グ ィ. 吞も 多く 特に 斑唐津 朝鮮 唐 律の 茶器が 此の 讓で 造られて ゐる ことで 

ある。 茶 入れ 水 指 等の 破片 大形 茶碗の 破片が 出土し、 又 傳世品 も 此の 窯の ものが 多い ことで、 此の 窯の 近くに 御殿 坂と 言 ふ 地 

名が あるが 此 所に は 吉志見 城の 主要な 人物の 屋敷が めった 場所と 言ひ傳 へられて 居り、 窯の 製品と 關係 があった ので はない か 


とも考 へられる。 此の 窯の 未 期に 耳 付の 壺又德 利に 黑綠 色釉の ものが 出土し、 繪唐津 の 破片 も 僅かに 出士 する い そし. て此 1 

帆柱 窯の 分 窯と， 見る のが 妥當 であらう。 江戶 末期に 小 笠 原 家は薩 摩島津 家の 依頼に 伎って 此古窯 址を發 眉し^ 土 品 を島津 家に 

多く 送った と 言 ふこと である。  _  - 

、道 納屋 谷 窯 東 松 浦 郡 相 知 町 大字 上 佐 里 字 道 納屋 谷 • ，， ；  . 、  , ： 

筑肥線 山 本驛と 伊万里 驛 との 間ぶ 佐 里驛が ある。. 同驛 より 北に 帆柱 越し 道 をん 丁 餘奧に 行けば 平 松の 留池 こ， 達する。 池の 右 

「\  -  -  ■ 

岸 を 通って 北  一 丁餘 登れば 右手の 雜术 林の 中に 窯址が ある。 窯 は 南より 北に 登り 上部 は 完全に 近き 程殘 つて 居る が、 下の 方お 一一 

1： 明 しないので 窯の 長さ を. 1 る ことが 出來 ない が、 岸 岳 窯の 內 では 最も 長く 登って ゐる 窯と き 像が^ 來る。 此 窯の 製品 は 三分 

の 二 程が 黑綠 色釉 灰白色， 釉で、 三分の 一 が 海鼠 釉 であって、 品種 素地 陶技等 は 飯 洞 甕と 帆柱と 二 つ のさが 合體し た感 がす 

る。 故に 双方 Q 窯が m 〔來 てから 後に I 出来た 事 は 充^ 伺 はれる，。 そして 比の 窯に 於て 繪唐津 が 完全に 完成され たと も 言へ る。 繪 

-唐^ 傳世 品の 名器 は 此の 窯の ものが 多い。 .i 猪口、 向 付、 茶碗 等に 種々 ^狀が 生れ 特に 天 目の 釉を 施した 茶 入 又 唐物 天 目 象 

碗 を 模倣した 茶碗 等 茶道具 專 門に 造られし 破片が 多く 出土す る。 深 筒 茶碗、 半 筒 茶碗 も此， の 窯で 始めた とも 言へ る。 グイ 吞は 

黑綠色 灰白色 海鼠 釉の 三種あって 始めの 作 行 は 古拙に 出 來てゐ るが 末期の グイ 呑 は 灰白色 釉が 薄く 素地 も 形狀も 調子が 低くな 

つ てゐる ものである。  ■  ■  . 

東 松 浦 郡 相 知 町 大字 上 S! 里 字 平 松  - ：  ： 

道 納屋 谷 窯で 述べ た 平；^ 溜池の 左岸 を歡れ ば， 池の 南岸 草原の 丘上に 窯の 上部の 床が 少し 殘 つて ゐて， 大部分 は 溜池 工事の 時 

破壤 されし ものである。 大體 製品の 作. 行 は 道 納屋 谷 窯に 等しい が、 素 成に 鐵分 多く 含有せ る 粘土質 L4 富んだ 素地 だ W に 窯 歪の 
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製品が 多く 出來 てるて 燒 成された 素地. は 赤 黑く火 肌 を 見せて ゐる。 其 結 杲餘り 長い 期間に 渡って 燒 成されし. もので はなく、 1  逸 

納屋 谷 窯の 分 窯と 見て 差 支べ はない もので あらう。  , 

--  つ； 

岸 岳 大谷窯 東 松 浦 郡 相 知 町 大字 佐 里 字 長 原  , 

筑肥線 西 相知驛 より 線路 を 越え 大谷長 原 道に  一 丁餘 入れば 丘上に 炭坑 用水 タ， ンクの 跡が あって、 此の 下手が 窯が 登って ゐた 

所で. ある。 三菱. 5^ 坑開坑 後 今より 四十 年 餘り前 窯 跡 又 物 原 迄 全部 切取り 他に 運搬され て、 今 は 跡形 も 無い。 然し 大谷 窯の 口碑 

は傳 へられ、 又 切取り 事の 人夫に 出た 土地の， 古老 は 破片 窯 道具 等澤山 有った 事 を 話した。 筆者が 發 掘した 破片 は 作 行が 道納 

屋ハ <i 風の 灰白色 釉を 施した 素地の 目 細い 蛇 目 積の 皿で， あった。 蛇 目 積と は 釉藥を 轆轤で 內部を 五分 幅餘 りに 削り取って 其の 

上に 重ね 積した もの を 言 ふ.^ 岸 岳 驚に は此 窯の 他に 此の 手法 は 見受けない。 道 納屋 谷の 分 窯と 思われる。 ， 、 

小 十 官者寨 東 松 浦 郡 切 木种大 川 內字小 十 官者、  、 _  ■ 、 

唐津 市より 切 木： t に 行く 縣道を 一 里餘 登って 行：^ ば？ 竹 古場で ある。 是ょり 右に 十 丁 膨谷を 下れば 山間に 十二 三戶廣 家が 點 

在した 小 十官者 部落に 着く。 其內に 庄屋 を 代々 勤めた 力石 彌巿氏 宅が あり、 同氏 方より 一 rh 餘 手前 左の 方， 丘上の 竹林 中に 窯址 

が. める。、 窯 床の 所に 燒け 土が 赤く 見えて ^て 北より 南に 登って 居. 9、 竹林 を發掘 すれば 陶器の 破片と 窯 器で 锹が 入れられない 

程で あ， 力。 陶技は 飯 洞 甕 上 窯と 等しい が、 地が 目 細く 非常に 燒締り 古唐津 中の 最も 堅き 陶器で 灰白色 釉の 器物 は 一 見 半 磁器 

の感が あり、 又 素地 中に 含まれた 小さき 鐡 分が 釉を 通して 所々 に 見， え、 其 多き もの は 胡麻が 出た やう. である。 皿 は 多く 三四ケ 

所 土の 玉 を 置いた 重燒 であり、 灰白色の 繪唐 律 も 來てゐ る。 元 來唐津 地方で は此 窯の 製品 を 小次郞 燒と稱 し、 神劲 皇后 時代 

に出來 たやう に 言 はれて lin たが、 其當 時と は 何等 關 係の 無き 全く 岸 岳 飯 洞 甕 上 窯に 等しき 破片が 出土す るので ある。 此地は 田 


某氏 方に は 祖先 岸 岳より 來 つて 窯を燒 いた 記 錄が傳 へられて 居た と 聞いた ので、 同家 を 再三 訪れ、 調査した が 遂に 其 記 錄を發 

見す る こと は 出^なかった。 又 太閤が 名護屋 城に 在陣の 折、 白 鷲 山の 麓に て、 茶器 を燒 かしめ たと 言 ふ ことがあ るので、 猜分 

探究した が、 今 だに 發見 する ことが aw 來 ない。 多分 太閤の 名 護屋城 御^ 窯と 言 ふの は 此の 窯 を 指す のでない かと 思 はれる。 そ 

れは名 護 屋本營 より 三里餘 で、 此 窯より 1 里 餘の有 浦 地方 迄 各 大名の 陣屋が 有った からで ある。 小十官 者. 窯より 山麓 を Jtnig, 

丁餘 奥に 行けば 谷 田の 中に 六尺 角餘， CM^ 土 をし で.、 其 上に 朝鮮 風の 石塔が ある。 之が 古ぐ より 地方の 人に 小次郞 冠者が 墓と 言 

ひ傳 へられて ゐる。 上部に 少し 彫刻が 有る のみで 文字， が 無い ので 釗明 しない。 y  , - 

一  m 

珍 ノ山窯 佐 賀市西 堀端  - -,.  —：-  . 

賀鍋鳥 家の 居城 榮 城の 西 堀端 船 木 右 馬 之 助 氏 宅で、 昭和の 初 頃 住宅 改築 工事の 土工 中、 屋敷より 德 利油壺 茶碗 皿 等が 多く 

發 掘され た。 それより 此 附近に 窯が あった 事が 判明せ しもので あ. る パ德 利、 油壷 は 朝鮮 唐津 になって るて 朝鮮 唐 津德利 振出し 

では、 此 窯の 製品が 茶人に 最も 喜ばれる。 そじて 德 利の 朝鮮 唐津. に 綠靑の 銅 を 流した ものが 多くあった。 肥 前で 銅 を 使用し，^ 

のは此 所が 創り であ t9。 又 上手の 土瓶 や 水 指 等 茶器 も 造られて ゐて 茶碗 皿 等に は 驗唐津 の ものが 多く、 皮 嫁に 大部分な つて ゐ 

る やうで ある。 茶碗 皿の 素地 は 白 味 を もった 荒 目の 土で あるが a 德利、 壺 等の 素地 は 目の 城い 赤い 軟 味の ある 土で、 下部に 全 

く 釉藥を 施して ない が、 藤 ノ^ 内の 德 利に は 下部に 施釉 しでな # にも 大方 灰 水 を 引て あって、 又 素地が 全く 異 つて ゐる もの 

である 3 窯の 有った 場所 を 川原 小路 說と 龍き 寺 小路 說も あるが、 元來肥 ili 方で は 燒物を 造_る 所と 炭坑と を 3 と 言って るる。 

珍ノ  と は燒， を 造った ので 33 た 言葉で はないで あらう か。 肇者は 其 頃 之に 對し 文獻を 書き留めし 物 を此稿 を誊く 迄に 探した 

が 見出す ことが 出來 なかつ， たが、 多分 鍋 島 直 茂 公の 御 夜 物語りではなかった かと 思 ふ。 榮城 築城の 時 陶器 製造所より 近いの 

で 城 tS が える 故 松 浦 村 地方に 移 窯 させし と慶 長年 頃の ように 思 はれた。， 時代 は 龍 造寺隆 信が 女 を 波 多 三 河 守 好 清に 娶らせ 鬼 

古唐津 11 址敏 翳， ■ .  ：  .  1 ,  i 


子 嶽に天 正 五 年 好 淸を還 住させ，. 天 正 七 年 鶴 田 因幡 守 を武雄 後藤 家に 預けし 故、 多分 其 頃 鬼子 嶽の 陶工が 佐賀に 行って 開 窯せ 

しもので、 慶 長年 迄に 此窯. は燒 いた もので， あ， らうと 思 ふ もの， である。 大阪 地下 鐡 工事の 時 淀屋橋 附近の 土中より 出土した 朝鮮 

唐 津の德 利 fol: 留 所の 陳列に 出品して あるの を 見た。 之 はや はり， 珍ノ 山の 製品であった。 珍ノ 山の 天 目 釉飴釉 等 は 他の 古唐津 

に 見ない 程軟 味が あって 奏しい I。 そして 茶碗、 皿 等の 高臺 中の 削りが 廻轉が ゆるやかで 蜷尻， の 廻轉の 数が 他の 古 唐 津の镜 0, 數 

より 多く 形が 付いて、 ゐる ものである。，  ■ -  ' 

.  ，-?  ■  - 

■ , . 寺 き 古 唐 津へ ノ.  '  ■  .  .  • . 

文祿 三年 秀吉の < 鬼子 嶽吉志 見 城 沒收後 寺 澤志摩 守廣， 高 は、 波 多 三 河 守に 代って 此の 領地 を領 する に 至った。 秀吉 病歿し 世 は 

德 川の 時代と Ji り、 文祿 役で 鍋 島 家 松 浦 家に 從ひ 渡來 した 鮮人 陶工 は 肥 前の 各地に 窯 を 築， き、 盛んに 陶器 を 造り 出した。 又 諸 

、  、鲁-  " 

圃の 大名 も. 歸陣に 際し 競 ふて 陶工 を 伴ひ歸 り、 各々 藩內 にて 陶器 を燒 かしめ たので、 國を 擧げて 製陶 熱 は 愈々 高ま， つた。 是が 

我 國 窯業の 劃期的 時代と も 言 へ るで あらう" 士ゅ摩 守 領主と なるや、 陶器の 本場 唐津 地方で 此 製陶 熱の 高き 時何ぞ 目許して 居よ 

う。 早速 唐 津燒の 復興 を SJ? り先づ 陶工 を 優遇し 仁ので， ある。 鬼子 嶽の 戰亂 により 鬼子 嶽窯を 逃. れし 陶工 は 大部分 唐津 地方で 農 

業を營 んでゐ だので、 寺澤 家の 唐 津燒復 與獎勵 に 依り 慶長元 和 寛 永の 間に 幾多の 窯 は 其領內 各地に 開かれ、 所謂 唐津燒 全盛 時 - 

代 をつ くった。 之 等の 諸 窯に よって 燒 かれた もの を 寺 澤古唐 津と言 ふ。 志 摩 守 は 始め 居 を 波 多 三 河 守の"^ 館 德須惠 田 中の 館に - 

居住し、 舞 鶴 城 は慶長 七， 年 起 H, し慶長 十三 年に 變ェ 移住した ものである。 廣高寬 永 十 年 卒去し、 -ニ代 寺 澤兵庫 頭 堅 高 所領 天草 


め亂に 依り、 正 保 四 年 a 匁した ので 寺澤 家の 唐津 領主 は 終り を つげ； i ので ある。  ， . —— 

一  、-  I 

寺澤家 庄屋 對遇ノ 事 ノ-  ,  、  ノ  \  /,  -  :■ . . 

一 御廣間 へ 召 シ出サ レシ 節 , 慰 庄屋 r 御， 廣間 へ 着座 脇庄 ，屋ふ 板 敷緣侧 へ-入 リ込ミ 燒物師 鯨突繾 ノ柄師 力 末座 一一 着席 スべ キ定ナ 

ノ  小 松 家 系 譜 _  ■  ..  、  — 

小 松 三位 中 將資盛 五代 孫 小 松 安左衛門 春 盛 小 松 安太郎 秀盛武 雄 後藤 家へ 五百石-二 ァ被 召、 出 小 松 重 之 允 1*^ 盛 小 松 盛 之 允 小 松 盛 右 

衞門小 松 源 吾右衛門 小 4 ゅ彌 八郞爲 盛.^ 松 重 太， 郞晴盛 小 松 勘 三 郞小松 重 左 衞門小 松 勘 太 郞小松 杏兵 衞小， 松 助 之 允 小 松 主馬 之 亟祐. 

へ  % 

•  一  ノ  , 

天 正 年中 後藤 家 改革 -1 付 浪人 ト相成 松 ：賺 郡 山形 邊 -1 罷在其 砌顔燒 -ー テ系圖 並 武真燒 仕 候 其後慶 長年 中 ョ タ 武士 ヲ i  メ 川原 村 

-ー テ窯燒 二， 相 成 渡世 仕 候 小 松 源 太 右衛門 小 松 源 之 允. ~  ,  , , 

元 和 年中 椎峰山 -ー 移， 小 松 彌吾右 衞門小 松 助 右衛門 寶 永年 中椎峰 9^ 落 - 一 付 住所 不定 享保 年中 ヨリ 立 川 村 -1 住居 相 極 窯 燒仕候 小 

松榮 八" 明 和 五 年 マ デ憲靖 仕 候 得 共 其 後 相 止 .i- 候 小 松 彌四郞 小 松 勘 助 小 松桂藏 ， .，  ； . , . . 

水 野 和 泉 守 (忠光 y 樣 御代 文化 十一 年戌ノ 犬 月系圖 御調 御座 候 節覺睿 寫シ指 上申 候 ，  . - 

文政 改元 寅 八月 十八 寫之  \  , , 」  . ， 

古唐津 窯. 垭概觀 ：  .  ., セ 七.，， へ 


唐  1&  .  ...  -  f  /  七 八 


寺,； }n 癀津 fi 時代 表 


1 

道 
園 
窯 

大 
川 

原 
窯 

jI 歩 

山 

下 
窯 

山 
上 

窯 

田 

'代— 
窯 

平 
[I] 

上 

なさ 

ア "ヾ 

泣 
6- 曰 

m 

窯 

樘 
ノ 

谷 
窯 

山 

瀨 
上 

窯 

HI 

瀨 
窯 

；， 

お £  jl 

！: 

山 ： 

御 

坊 

谷 

窯 
, (1) 

同 
上 

m 

上 

壅' 

屋 
ノ 

谷 

窯 

同 
上 

同 

同 

ヽ， 

上 

- 同 

( 

上 

！ nj 

、 

1 

江 ， 
尸 

初 •: 

m  j 

- 

本- 
部  ― 
小 
/II 

,內 
窯 

金 

石 

原 

廣 
谷 

窯 

藤 
ノ 
川 
內 
上 
窯 

藤 
ノ 

內 . 
窯 

阿 
房 
谷 

山 ； 1 

椎 
ノ 

峰 
下 
窯 

椎. 

ノ 

'峰 

m 

椎 
ノ 

峰 

上 

金 
石: 
原 
西 
. 窯 

金 
石 

原 

'東: 

窯； 

牟 

田 
ノ 

原 
窯 

同 
1 

同 . 
丄 

(3) 

'同. 
上 

—1 -，、 

江 ！ 
ヌ ： 
'初 ； 
期 , 

'ダ 


寺 澤古唐 津窯址 (二士 一一 窯) 

山瀨窯 東 松 浦 郡 濱崎町 大字 山瀨字 上山瀨 、  .  , .  く， 

, 唐津線 相知驛 より 伊岐佐に 岀 でノ  二十 五 丁 餘來れ ば 松 翻 地方での 勝地 見歸 りの 瀧が ある。 是 より 官 林道の 溪谷 をつ 仁って 1 

里 登れば 下山. 瀨に 達す 一る。 尙 十五 丁餘 登れば 十五 六戶點 在した 上山瀨 部落い い 到着す る。 此 部落 ぼ 佐 賀郡小 城 郡 東 松 浦 郡の 三 郡， 

に 降る 分 水 頃に 近く、 夏 51! 寒さ を 覺へ相 知 町に 出る にも 二 里 半、 濱崎 町に 出る にも 三 里の W を 降りる ので ある。 それで 郵便 は 

もこ-より、 電報 も 配達 出來ぬ 僻地で ある。 窯 跡 は 部落の 中央より 右に 五 丁 登った 官林 防火線の 側に 窯址は ある。 品種 陶技は 岸 

岳 道 納屋 谷 窯に 等し けれ 共、 大體 器物の 全部の 形狀が 小さくな つて ゐる。 素 \ 地 は 目 細の 白色に て 古 唐津中 最も 粘 力 Si く、 鉋 

目の 後と に は高臺 中に 無 數の龜 裂が 生じて ©3 り、 發掘 破片の 多 方が その やうで ある ノ繪 唐津 及び 黃味を も つ た 透明 釉も ある 

が、 海鼠 釉を 薄く 施せし ものが 最も 多く、 それが 窯變に 依り 多種多様 になって 異彩の ある 美しき ものである。 此窯 では 深手の 

グ<  ィ吞は 出土 しないが、 碗 形と 中間の グイ 吞は 多く 造られし ものである。 創業 は 岸岳沒 落の 陶工が 此 山奥で 開 窯せ しもので あ 

らう。  «  -, 

山 瀕上靠 東 松 浦 郡 濱崎町 大字 山^ 字 上山瀨  .  ,  - . 

山瀨 部落 中央より 分 敎場迄 五丁餘 登り、 同分敎 場の 右上 手，  一丁の 雜木林 中に 窯址が ある。 お 種 素地 釉藥陶 技 窯 具 は山瀨 窯と 

-. 古 唐津窯 址概觀 . ■  ,  ,  七 九 - ■ 


一廣... 律，  -.  _  ,  , 八 0 

同 一 であ-つて、 山瀨 窯の 分 窯で パめ る。 山 瀨燒の 口. 碑に は 岸 岳 ii り 逃げ込んだ 陶工め 其， 子の時 代 迄 驚 を燒， いた^ 言ひ傳 へられて 

ゐる。 山 瀨燒は 創業より 廢窯迄 ほとんど 變 fta. なく、 文，祿 役 後の 製品に も か，. - わらす 文祿 前の 岸 岳 古 唐 まの 樣 である。 之 は 

地が あまりに も 山奥の 邊 避な 爲め 里との 突涉が 少な かつお 故と も 思 はれる ので ある。  ■ '  . 

檐ノ 谷， 窯. 西 松 浦 郡 南 波 多 村 大字 高瀨字 攄ノ谷  、•， ， ：  , 

伊万里より 唐 津縣道 を 池ン i: を 越し 井手野， 宿 を過卞 て、 ニ里餘 り來れ ば高瀨 である， 此 所より 右に 谷間 を 縫って 十四 五 丁 行 

けば、 谷の 頭に 五六 戶の 墟ノ谷 部落が あり、 同所の、 浦 田 對藏氏 宅の 境 內及裏 w 一  帶 が窯址 である。， 品種 は 鉢 茶碗 皿 等で、 白色 

の 素. 地 で 、 岸 岳の 素地よりも 目 細で 軟 味 が あ る 。 透 明釉を 施した もの も 僅 あ るが 海鼠 釉と 海鼠 釉の 器物に 掾に鐡 藥を廻 ら せ .； ) 

も Q- が 多い。 榼ノ谷 は 鬼子 嶽^ 城の 晚三河 守 好淸の 夫人： £ 初に 隠遁せ し 所と 言 はれ、 始めて 住した 土地 を 家； N 谷と 呼んで 

ゐる。 此 部落 は lii 月に 餅 を 煮て 食 はす、 大根 牛蒡 は 削り 一 土 良し、 歲取 りの 魚 は 必す嫋 を 用 ひ、 麵が 無い 時 は 手に入る 迄 歲を取 

ら ない 習慣が 殘 づてゐ る。 此地 古老 池 田. 仁 左 衞門氏 は 落人と して 此 所に 來た。 正月に 大根 牛蒡 を. 切る-匁 物が 無くて、 刀で 削つ 

て 食べた 故 、又 餅 を. 煮る 道具が なかつ. U ので、 燒：； て 食べた 故に、 之が 慣例と なって ゐ ると 話した。 . 

泣 早 山 窯 東 彼 杵郡折 尾 瀨村三 河 內免前 田 多々 良 *  '  '  \  -/ 

佐 世 保線 三-河 內驛 よ， 9 三河內 山に 向って 十丁餘 行,、 三河內 山の 入口で 左に $  丁 入れば、 丘上の 畑地に 面、 し， て 福 本 重 治 氏 宅 

が あり、 同 宅の 右上 手 畑地が 窯址 である" 品種 陶技 は、 岸 岳皿屋 窯と 同じく 素地 は鐵 分の 多い 目 細であって、 海鼠 釉を 施した 朝 

鮮唐津 である。 此窯は 後で 附近： に 文 祿役渡 來鮮人 陶工の 窯が 出來、 文 磁器の 窯が 有 田に 出來だ ので、 高 臺の中 迄 施釉， ず^ょう 

になって おり、 其 後半 磁！ _| の 製品と 鍵り、 巖 後に は染 付の 白磁 を燒 くように 變 化せし ものであって.、 草綠色 をした 三 河 內靑^ 


は此 所で 始められて ゐ右。 そして 此窯 陶工 は 鬼子 嶽 落城に 依り、 同族 平 戶松浦 家 をた より 同 領地 內に遁 まて 開 窯せ しもので 

ある。 i 遠隔の 地に 岸 岳 系唐歡 窯^ 因 をな して 後年、. I ノ峰 窯の 中 里 茂 右衛門が 三^ 山 杉林に 開 窯し、 又元祿 年間 椎ノ峰 崩れ- 

の 陶工 は 三河內  a;  に 多く 入って 來 たもので ある。 ■  -  . 

KI. 山上 窯 東 松 浦 郡 相 知 町 大字 平 山上 字 攄ノ谷 .  .  に  , •. , 

唐津線 相知驛 より 南方に 1 里餘 行けば、 平 山 下部 落で あ. る。 更に 八幡 岳 船 山岳. 向.. ふに 見て 登れば、 二十 了餘 ^ して 平 山上 

溜池の 所に 達する ノ 池の 上手 嚴木 道に 出る 山道 Q 側が 窯址 である。 製品 は 叩 伸べ 造. y の 透明 等； 綠色釉 を 施した 古， 拙 味 豐な壺 が 

.  ヽ-  ヽ  I  » 

多く、 岸 岳壺の 末期の 2? と 同一 である。  —  ■  *ノ-  ■  ：  -  ノ 

田 代 窯， ぼ 松 浦 郡 大川村 大字 東 田 代 字 甕屋. ： 、■  /  \  一  ,  - 

筑胞線 肥 前 長野驛 より 伊 萬里縣 建に 出で、 此 所より 八幡 岳に. 向って 田 代に 1^ ぐ 道 を 二， li^Ti 登れば 部落の 入口に 松 尾 重 氏 

邸が ある。 同家の 前方 谷川 を 渡って、 水車 小， 屋の 右、 上手 § が 窯址 である。 製品 は壺 片口 茶碗 皿 等で、 鐵分 多き 粘土質の 素. 

地に、 透明 黑綠 色釉を 施した 雜 器が 多い。 然し 大壺 め傳世 品に ほ 雅味の ある 岸 岳より <  長 手の 高さが 伸た 見事な ものが あつ 

た。 創業 は記錄 にある 如く、 慶長 初年 頃で 七 年間で 廢廳 となった ものである。 ： . + 

ノ 

燒 山上 窯 西 松 浦 郡 大贝村 大字 川原 字燒山  ノ，，  ,  .  .  、  _  ： 

肥 前 長野驛 より 伊 萬 里 縣道を 西へ 川原に 行けば、 左の 山麓に 溜池が 三ケ所 ある。 いちばん 東の 溜 泡より 東南に 五六 十 間 登つ 

た 松林の 中に 窯址が ある。 製品 は壺 片口 茶碗 皿、 等で、 素地 は. 鐡分を 含んだ 粘土質で、 黑綠 色釉が 施されて ゐ る，。 叉 繪唐津 も 多 


く 造られて ゐて、 花の 模樣に は 見る 可き ものが ある。 ■ ,  ,  -  , 

*  二 

嬈山下 篛西松 浦 郡 大川村 大字 川原 字燒 山， " i  /, . -  ： 

塞 址は上 窯に 行く 溜池の 東北 岸の 畑地に あり、 窯の 下部 は 溜池の 岸に 少し 見えて ゐる。 此窯 では 綺唐津 の 草花 模樣 より 更に 

樹氷 又は 天體 文様 等 を 描いて、 画 案の 資料 を 豊富に し、 新ら しき 鎗唐津 を 開拓し ようと 努力せ し 形跡が 35 土の 破片に 依って 充 

分 窺 はれる もので、 傳世品 は 素地 釉藥の 調子 阿房 谷 窯に よく 似し ものである。 -  ■  , 

a 屋ノ谷 窯 西 松 浦 郡 大川村 大字 川原 字 甕屋ノ 谷，、， . . ■  -,  ■ 

燒 山上 窯より 東北へ 五 丁餘、 他. 田正賴 宅の 直ぐ 上手 竹林 中に 窯址が ある。. 製品 は燒山 窯に 等しく、 特に 大鉢 は此 窯の 得意 

とせる もので、 大 鉢に 勇敢に 松 を 描いた もの は、 椎ノ峰 窯の 大 鉢に 柳 を 描いた 繪唐津 と 匹敵す る 見事な ものである。 創業 は燒 

山 窯の 分 窯で あり、 時代， も 一 寸、 b- り、 ^1成め器％が燒山窯ょり少し低火度で燒締りが弱ぃゃぅでぁる。 

■  *  ヽ  ：  ノ. 

大川源 窯 西 松 浦 郡 南 波 多 村 大字 大 川原 字 樅 ノ木谷 . ■  -  . 

伊 萬 里より 唐 津縣道 を 北 r 二 里 弱に して、 井手野の 宿が ある。 同宿の 端よ， 9 東へ 七 八丁、 山麓に 農家の 散在す るの が大 川原- 

の 部落で，  ある。  部落の 上手、 山 ひ条六 氏、 3n. 甚太郞 氏の 裏. w、 雜木 林の 中に 窯址が ある。 此の 窯 は 攄ノ谷 窯が 移 窯せ しもの 

で、 製品 は攄ノ 谷と 同一で ある。 が 素地が 砂 変り の 目が 荒く、 一見 岸 岳 潮 鮮唐津 に 見 ゆれ 共 器物の 高臺が 全體に 小さく、 岸 岳 

よりも 劣って ゐる ものである。 此の 窯 一の 陶工が、 椎ッ 峰に 飛んで 行つ 仁と 傳說が あ， る。 , 、 .  . 


道 園 li 西 松 浦 郡 松 浦 ：^^ 大字 提川字 道 園  . ，  ， ' ； 

肥 前 長 野驛の 北方 約 十 T 提 川の 田 代 彥三郞 氏 宅の 裏 谷に 面せる 山麓の 松林 中に 窯 跡が ある。 . ^窯の 名 は 桃 山 時. 代の 繪唐津 の 

窯で は 有名で ある 故、 大方の 茶人 愛陶 家に 知 ちれて ゐる。 素地が 岸 岳よりも 砂 目が 細くな つて ゐて、 全 體に作 行が 薄手に 出來 

てゐ る。 高臺の 中央に、 鉋で 取り 殘 しの 土が 少し 高く 出て ゐ るの. が 多い。 そして 此 窯が 繪唐津 の 爛熟期 を 代表して ゐる こと も 

想像され る。 圆 案の 多種多様と 描いた 筆致の 强 ぃ線實 に、 驚嘆す る 程、 進歩せ， しもので ある。 製品 は 鉢、 向 付、 猪口、 茶碗、 

皿 等： 多い が、 • 又 茶器 も 多く 造られ、 水 指 天 目茶 碗、 天 BL 釉茶 入、 そして、 向 付に は 種々 の 形狀が 生れ、 .i: に 深 向に は 優秀な も 

の 多く，、 いづれ も 1 園 一流の 綺唐津 鐵藥の 力 シケ仁 美しい 色 を 3:1 して ゐるも 0 である。 此の 窯の 土 品より 考察 すれば、 . 岸 岳 

道 納屋 谷 窯に いちばん 近く" 同 窯の 5 に 依り 慶長 年中 開 窯せられ しもので あらう。.  ，  > 

御坊 谷 篛 西 松 浦鄹， 松 浦 村 大字」 提川字 御坊 谷  ， .： . 

道 園 窯 1 の 左手  一 丁餘の 所に 窯址が ある。 道 園の 分 窯と 見て 差 支へ なく、 江戶初期時代迄燒成され、 .最後に刷毛目，3^;の製 

品 ち 一 ，^11ー つ てるる。 逾 0 章 は .Z  ^§ 寧と 拳 し い ：ぶ 、 素 地 が 沾 土 誓， 多 く 尙 手 に 造 ら れ て ゐ て 、 >i 行 に ぶ く 鞴 も 豫 さ が な く な つ て 

ゐる。  -..  -  - 

■  ，-  ,  V 

阿房 ノ谷窯 西 松 浦 f 浦 村 大字 藤 ノ川內 字 阿房 ノ谷 I  . 

ノ 

, 筑肥線 公浦驛 より 北に 二十 丁餘 行けば、 藤 ノ川內 部落で ある。 同 部落より 南 波 多 村 笠 椎小麥 原に 通す る 阿房 谷 を 七 八丁 登 わ 

-. ま、 左 S 丘上の， 加 地が 窯 ±1 である。 製品 は 繪唐津 の 鉢 皿 茶碗 猪口 淺向 付が 多い。 此の 窯の 繪唐津 異形 淺向 特は圆 案形狀 優秀に 

、！'  ,  に  一  ， 

古 唐津議 址槪觀 -.  八 三  、 


して、 下部 p 肉 付 厚く、 繪唐津 の 窯で も 有名な ものである。  ...  •  . 

籐ノ 川內窯 ja 松 浦 郡 松 浦村大 ぁ藤ノ 川， £ 藤 負ケ谷  '  . 

藤ノ. 川內 部落より 椎ノ， 道 を 行けば、 直ぐ 右側が 丘上に なって ゐて、 山 口 伊助 氏、 山 口 音 次郞氏 宅の 裏 細 地が 窯址 である。 

品種 は德 利、 油 壺、. He: 口、 茶碗、 皿 等に て、 素地に 鐵分 多く、 目 細の 粘カ强 きものに て、 透明性の 釉藥は 下部に 流れ 付いた も 

の 多く、 朝鮮 唐 律 ゆ 德利は 底 部 板 付で 下部の 方に は  1  施釉 してない が、 灰 水 を 引で ある 。又 繪唐律 も 多く 出 來てゐ るが、 其模樣 

は 極めて 簡單 な. もので、 半 筒 茶碗が 多い ようで ある。 • そして 長石 釉の 白色の 美しい 釉 色に 皮 鯨の 半 筒 茶碗 は、 又 格別の ものが 

ある？ 特に 此. の 窯. は 茶器 を 多く 造って 居る 事で、 水 指、 掛花 入、 茶 入 等の 朝鮮 唐津は 見事な も ひで ある。 \  . 

籐ノ川 內上黨 西 松 浦 郡 松 浦 村 大字 藤 ノ川內 字 狩 家. V 谷， ■  \  .  、，  • ， , 

サ i ノ川內 窯の 少し 上手 畑地が 窯址 である。： 此窯も 前後に 出來た 窯で あつ. て、 製品 は 同 1 である。， そして 茶器に 優秀な 物が 特 

に 多い 。此. の/窯の 方 一が 燒 成げ 期間 長く 殘 つてる て、 後で 刷毛 唐津も 少し 燒 いて 廢 窯と なって ゐ る。， ， 

金石 原 廣谷 窯 . 西 松 浦 邵松浦 村 大字 中 野原 字 廣谷ノ  ノ  ,  、  ■、  に . 

筑肥線 金石 原驛 より 西北へ 一 五 丁餘、 窯觀音 山， 4d 越して 西方の 段 々畑地が 戴、 址 である。 製品 は 藤 ノ川內 窯に 等しく、 朝鮮 唐津 

の德 利が 主として 造られて ゐる。 素地、 耐火 度 低き 爲め窯 歪 多く 出で てゐ て、 餘り 長く 燒成 する 高 $  く廢 窯と なって、 他に 移 

窯せ しもので あらう。 、  •  . 


牟田ノ 原 窯 西 松 浦 郡 松 浦 村 大字 中 ノ原字 牟田ノ 原 .  . _  -、 

金石 原驛 よ..：. 東南へ. 十二 三 了 行けば、 熊 野權現 社が ある ド 基 暴 谷 池の 左 丘上 野原の 中に 窯址 が-ある。 此窯は 藤 ノ川內 窯 か、 ■ 

廣谷讓 かよ. り 分 窓せ しもので あらう。 斑 唐 津の德 利油壺 茶碗 皿が 造られて ゐて、 朝， 唐津 になった もの も 僅か^る。 素地，、 餘； 

ゲ 白色に なって 藤ノ. 川內赛 よりも 維 味に 乏しく 味が 少ない。 そして i 唐津は 透明 釉 下掛 I して、 其 上に 失透 性釉 お施して 出 

來 て^るが、 此の §1 になって 双方の 釉を 混合して 斑 唐津を 造った ようで ある。 • , 、 

*  -  、■  f 

金石 原 東 HT 西 松 浦 郡 松 浦 村 大字 中 ノ原字 金石 1^  .  -  >  ,  -  、  ノ 

金石 原驛 より 北 二 丁、、 川 本. &1 吉氏 宅の 東方 丘上の 畑地が 窯址 である。 製品 は油壺 茶碗 1 等であって、 始めは 不透明性の. § 

唐津 式に 施. 釉 して ゐ るが、 間 も，. 無く 銅釉を 全面に 施した 器 を 多く 造って ゐて、 金石 源 靑藥と 云 ふの は此 所の ニケ 所の 製品 を 一一 f 

ふ ものである。 そして、，. 神佛 用の 祭器が、 此の 窯で 多くつ くられて ゐる ことが 特に 目に付く。 此の 窯 は 刷毛目 唐津 まで 燒 いて 

ゐる。 1ノ  \  ,  ,  ：ノ. 

金石 原 西 窯， 西 松 浦 郡 松 二 P 村 大字 中 ノ原字 金石^  ■  —— 

東 窯より 谷 を經て 西の 丘上、 段.^ 畑の 所が. 窯址 である。 此 所の 製品 も 東 窯と 同じく 靑藥が 特色で あ. つて、 始め 天 目 釉の蓋 付 小 

壺を 多く 造って 居る。 そして 刷 81S; 迄 窯は續 いて ゐる ものである。  •  I  ； 

椎ノ峰 上 窯 西 松 浦 郡 南 波 多 村 大字 府招字 椎ノ， 峰  - _ 

伊 萬 里より 唐 津縣道 を 北へ 一 里、， 池ノ 峠で ある 峠を越して 間も無く 右手の 山間に 椎ノ峰 部落が ある。 同 部落の 上手 二 丁，： 上 

.S 津窯 址槪觀  八 五， 


多々 良の 山麓 畑地が 窯耻 である。 此の 窯 は 元， 和 二 年、 大 川原 窯、 此の所に 移 窯せ しに 始まり、 原料に 惠 まれし 結果、. 松 浦村大 

川 村. 又は 武 1^ 村 方面の 陶工 此 地に 集り 盛大に なつた ものである。 緒 唐津柳 繪の大 鉢、 又は 茶器に 秀れし 作品 を 造って ゐて > 

今迄 述べ も 古 唐 津古窯 中 最も. 多量 製 産 さ- $し 窯で， ある。 _  '-  . 

椎ノ峰 中 窯 西 松 浦 郡 南 波 多 村 大字 府招字 椎ノ， 峰ノ  ,  ノ  , . 

上 多々 良 窯の 下手  一丁、 中 多々 良 山の 雜木 林の 山腹が 窯址 である。 此の 窯 は 始め 黑綠ぉ 軸の 茶碗 皿の 雜物を 造つ にが、 後で 

麈壺摺 鉢 を， 造る やうに なった。  リ ：  I  ..  -  .  I 

椎ノ峰 下 窯 西 松 浦 郡 南 波 多 村 大字 莳招椎 字ノ峰  . . 

, 中 多ケ良 窯址の I 更に 下手、 俗に 高麗 神と 呼ぶ 山麓が 窯址 である。 此の 窯で は 上 窯 同樣； i 繪唐津 等 種々 の 形狀の ものが 造られ 

たが、 特に 三 島 象嵌 手の 水 指 や 茶碗 等 は 上手の 物が. 多く、 變 形の 花瓶、 朝 歸唐津 に 出来た もの、 其 他 茶器が 多く 造られて ゐる。 

肥 前 地方の 茶人が 古 椎と言 ふ 器物 は 上 蒸 下 窯の 作品 を 言 ふ. ものである。  ， .  ； 

、"-  -. 

本部 小川 內窯杵 島 郡 若木 村 大字 本部 字 山 崎 ノ  . 

小川 內筑肥 線 松浦驛 より 南に， 棚 川 宿 を 通って 十四 五 丁 行けば、 本部の 宿に 達する。 嚴敎 寺の 附近より 武內村 馬 渡に 通す る 村 

道 を 行く こと 二 丁、 道路の 左側 大 古場 負 吉氏 宅の 裏山 畑地が 窯址 である。 製品 は 透明性 黑綠 色； グ> した 茶碗 皿、 グイ 呑が 多く、 

繪唐津 も 多く 出 來てゐ て、 待に 李朝壺 形の 1 唐 津壺： i 見る ものが ある。 此， の 地 は 元 波 多 家の 領地に て、 分 城の 有りし 所に 

て、 製品の 作 行、 武內 地方の、 ものと は 全く 異， 9、 岸 岳の 製品に 近く、 突立の グイ 吞等は 武內. の 窯に はなき もの. である ノ 


征韓 役の 際 鍋 島 藩の 國老 後藤 家信に 從ひ、 渡來 せる 鮮人 陶工 宗傳ー 黨 によりて 創業せられ、 武雄を 中心に 諸 窯の 製品 を 言 ふ. 

源 賴義が 勇 將七騎 の 一人、 元 河 內國坂 戶_ ^の 人後 藤內章 明は撿 非違 使制官 代， 42 人と な h、 肥 前 塚 崎 (武 雄) の莊を 領有し だ。 

之が 武雄 後藤 家の 初代で ある。 其 子 政 明に 至って 地頭 職と なり、 元 永年間 (九 百餘 f 前) 塚 崎に 御船 城 を 築きし が 次の 助 明、 

又 黑髮山 下に 住 吉城を 築造した。 天 正 年間の 後藤 家の 領地 は 東 は 小 城、 南 は 塩田 嬉 野、 西 は. 有 田 早岐日 宇、 北 は 伊 萬。 里、 そし 

て 筑前早 良 郡の 一部 を 合せて 十二 萬 石であった。 後藤 家信、 天 正の 末年 秀吉に 龍 造 寺 附屬を 願 ひ 出で、 秀吉は 願の 通り 許可し 

た， 此時迄 は 領地 は 其 儘であった ノ 家信 朝鮮 歸陣 後より 次の 茂 綱の 時代に 渡， 5、 順次 領地 を 上 地した が、 最も 上 地の 多かった 

の は 島 原 錄後寬 永の 末 頃 鍋 鳥 御 一一 一. 家 創設の、 時であった。 陶磁器に 關 係の 深い 有 田 伊 萬 里 鄕の上 地 は 家信の 晩年で、 慶長 年間 G 

事であって、 元 和 八 年に 家信 は 本 去せ しもので ある。 慶長 四年往 吉狨 より 武雄 御船 城に 移轉 して- 今迄 ニケ 所に 城が あつたが 

一 ケ所 となし、 慶長五 年後 藤 姓 を 鍋 島 姓に 改める に 至った。 拔て 後藤 伯耆守 家信 は鍋氣 直 茂に 從 ひて 文祿 元年 征 韓の途 に ^4- り、 

轉戰雄 名 を擧げ て歸陣 し、 其際韓 土の 陶： ェ宗傳 を 始め 相 當の人 數を帶 同せ しもので ある， - 始め 東 川 登村內 田に 住居 を與 へ、 陶 

ェは此 居所で 三ケ 所の： 窯 場 を 造って 陶器 を 造り、 間も無く 武內 村に 良 土.^ 求めて、 多くの 陶工 は 內田山 黑牟田 山に： 移動せ しも 

ので、 武內 村で は 多数の 窯が 出來 た。 そして 元 和 二 年に 有 田に 白磁 製 出される や 宗傳の 未亡人 は 九. 百 餘人を 引 連れて 有 田の 稗 

古場へ 移轉 せし ものである。  • 

古 衝律窯 概觀 1  .  八 七 . 
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1 • 百 婆 仙の 碑 交 萬 了 妙泰道 婆之墙  ，  , .  . 

曾她 不知 姓名 高麗 深海 人文 祿初 本朝 攻 高麗， 歸河 後藤 家信 頗命糞 大考妣 11 廣福別 宗從來 ぼ 在 門前 蓋 有 年 矣信公 命々 己能 之 幸 得 蒙 

恩賜 内 田 瓶開陶 i 游地 自作 I 名 怨香爐 乃捧信 公.， # 別 宗和尙 到 今 寺 僧 謂 之 新 太 郞燒元 和 四 年 十月 二十 九日. 歿法號 天 室 宗傳曾 娥訓子 得 

1^. 道 而後 拾 內田來 稗 場 黑髮山 秀白土 玉 堆以爲 天賜 陶地 由是 家居 高麗 人 等 悉賴恭 以明曆 二 年 三月 十-日 卒壽 九十 六呵 淑容嶷 狱揚且 

顔！ 4 垂 眉有充 it 兹， 孫 尊 德常稱 百 婆 仙 惟 #1 公 婆 實是皿 山 始祖 也 祖父 平 左， 衞門 法名 宗海以 業 天 振 家 聲生ニ 男 七 女 伯父 宗 光生 男 投 

廣福薙 落 先考 湛丘 三男 許 仙 與皈佛 中子 力 家事， 外 曾孫 三人 爲僧. 不是 先祖 善 因 所 致 乎仙攣 緇素 來裔立 石 浮 屠 一基 之 次 迺記ロ 實伏願 

障 雲 忽盡心 圓明遠 垂蔭孫 葉 繁榮： <  ,  ,  ！  ：  _ 

寶永 ニ已酉 三月 十 HI 兹 五十 年  - - 

ノ  \  ： , .  祐 德 t 法 比 立 .絕1^ 實 仙 . 敬 白 

、 ^  武雄古 唐津塞 時代 表  ノ  .  .  -  ,  一  . 
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武雄古 唐 津窯址 (三 十 四 窯) 

內田 天神 窯 杵島郡 東 川 登 村 大字 永 野 字內田  .  ,  . 

武雄溫 泉 町より 長 崎 街道 を 南へ 一里 行けば 永 野 部落 あり、 舊 街道に 入って 二 丁餘の 所に 內田 天神 社が あって、 社の 少し 手前 

右谷に 溜池が ある。 ^池の 堤防の 右に 窯 床が 殘 つて ゐる。 此窯は 武雄古 唐津の 創業の 窯であって、 宗傳ー 黨が武 雄領內 で先づ 

此の 地方に 集&せ しもので ある" 土地に 傳說 として 數百 人の 高麗 人が 住居し、 又 西 光寺と 言 ふ 寺 もあった と 言ひ傳 へられ、 西 

光寺の. 地名 も殘 つて ゐる。 製品 は 茶碗 皿 等で 黑綠 色釉を 施した 素地に 鐡 分の 多い 赤 黑ぃ火 肌 をした もので、 此の 窯 は武內 村に 

良 土を發 見して 移 窯せ しもので ある。  -  . 

內田 皿屋窯 杵島郡 東 川 登 村 大字 永 野 字內田  . . 

內田 天神 窯より 西に 天神 社 を 過ぎ 三丁餘 行けば、 大 山路 部落に 行く 道が ある。 此道を ニ丁餘 行けば 皿屋 であり、 溜池の 直ぐ 

下手 畑地が 窯址 である。 此窯は 天神 棄の 次に 出來 たもので あって、 此 地方に 住居して ゐた鮮 人 陶工の 大方 は武內 地方に 移 窯せ 

しが、 此 窯は殘 りて 製作 を續 けし ものである。 製品 は 片口 茶碗、 皿、 向 付 等 を 造って 居. 9、 特に 繪唐津 の 製品で は武雄 古唐津 

中の 最 優秀の 窯と 言って 過言で はない。 現在 茶人に 用 ひられて ゐる向 付 は、 此 所の 作品が 一番多い やうに 見受ける。 そして 累 

座の 附 いた 繪唐津 火入れ は 大方 こ、 で 出た もので あり、 香爐 等に も 種々 の 形狀、 繪模樣 を 描いた もの も出來 た。 此 所の 高麗 祌 


と 言 ふ 韓人 墓 は 街道より 三 丁 許り 山奥の 山腹に 三尺 餘りの 長方形 自然 石が 建てられて あり、 その 頭部が 烏帽子 形に 斜に 成って 

ゐて、 碑 面の 右方に 寬永 元年と 記され、.. 左方に は 十月 二十日 施、 王 敬白と 記されて ある。 そして 中央の 奉の 宇の 下に 建立 ス池春 

石 升 己 禪定尼 伏 詐若祖 也と ある。 、  ，  ， . 

栲野 甕屋窯 杵島郡 東 川 登 村 大字 祷野 字甕屋  .  、 

武 雄より 嬉野 街道 を 一里 半 行けば 袴 野で、 田の 中に 貴 船 神社が ある。 社の 少し 先より 右に 入った 所が 甕 星で、 同所の 中 尾 卯 

之 助 氏 宅の 裏山が 窯址 である。 內田 地方に 來た 陶工の 甕師は 先づこ 、 に 窯 を 築いて 甕 製作 を 創業した。 そして 折靈 ねの 緣の 重 

き 叩き 造りに 黑綠 色釉を 施して 古拙な 壺を 多く 造って ゐる。 此 より-小 田 志 方面に 多くの 甕 窯が 出來、 次に 肥 前 各地に 分 窯 さ 

れし ものである J  - 

大草野 窯 藤津郡 塩田 町 大字 南 大草野 字 山ノ神 

，野 貴 船肚の 前より 更に 日出 城 長 谷 を 過ぎて 一 里餘 行けば 市 原が あり、 之より 左に 入りて 大草野 川 を 渡り 南大草 野の 山腹に 

一軒屋が ある。 同家の 前 畑地が 窯址 である。 內 田の 陶工が 武內に 行った の も 多い が、 南方に 良 土 を 求めて 行った もの も あら 

う。 此の 窯 は 其內の マつ である。 製品 は 片口 茶碗、 皿 等で、 繪唐津 の 皮 鯨に なった ものが 多い。 そして 白 土 象嵌 は 古唐津 中の 

最も\;4^れた窯で ハらぅ。 水 指 茶碗 等に 三 島 手 風に 出來 たもの は 古拙 味 深く、 ことに 高 臺の味 は 何とも 言 へ ぬよ い 調子 を 持って 

ゐて、 種々 の 茶器が 多く 造られし ものである。 此所 にも 寬永九 年頃の 墓碑が 殘 つて ゐた。 

內野^ 下黨 藤 津郡嬉 野 町 大字 內野字 內野山  ，  . ，  ， .  * 
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唐津，  ：  九 二  * 

嬉野 温泉町の 西北 才丁 餘、 佐 世 保 行省營 パス 道路 を 行けば 內野山 部落が あり、 右側の 丘上に 高麗 神の 窯の 松が 目に付く、 窯 

の 松 は 二 本より なって ゐて 見事な 老松で ある。 、直ぐ 上手が 古窯址 であって、 茶碗 皿が 透明 釉を 施して 多く 造られて 居， 9 皿 は 重 

燒が 多い。  . 

、-  , 

內野 山上 窯 藤 津郡嬉 野 町 大字 內野 字內野 a:  • 

下 窯の 西方 道路 を 越して 山麓の 方に 登って 行けば， 二丁餘 にして 畑地の 窯址に 行く。 製品 は 下 窯と 同一 である。 元 來內野 窯 

は 天 正 十六 年 開 窯と 言 はれて 高麗 神の 石祠に 刻み、 之 を 建立せ し は 明治 九 年と ある。 然し 筆者 は 之 を 信じない。 慶長 三年 鍋 島 

直 茂征韓 役より 歸陣の 頃、 我國 に渡來 せる 陶工に て 相 源 金 源 及 外 一名の 者、 內 野に 來て開 窯せ しと 言 ふ。 出土の 破片より 見て 

も 之 を 信す る ものである。 相 源の 墓碑 は此 所の 高 尾 山 半 腹の 墓地に 高さ A 尺、 巾 二 尺 一寸の 平面なる 大 墓碑が あり、 表に 淸譽 

妙 霞と 心 月妙讀 とが 並 記され、 右に 寛 永 十七 庚 辰 八月 十三 日と して、 下に 相 原 宗左衞 門 尉と ある。 之が 相 源 夫婦の. 墓碑で あ 

る。 筆者 は內田 居住の 陶工が 此の 地で 開 窯せ る ものと raa ふ。  - 

永 尾 窯 杵島郡 中通り 村 大字 犬 走 字 永 尾  - ： 

武；^ より 西に 十五 六 丁、 西 谷： t を 登れば 中通り 村で ある。 峰より ニ丁餘 行って 右の 山麓に 二 丁 行けば 高麗 人と 呼ぶ £ 上に 窯 

お 力 ある。 製品に は 片口、 茶碗、 皿、 鉢、 グイ 吞 等が あり、 繪唐津 も あるが 鐡繪が 少し 薄い やうで ある。 大 體に黑 綠色釉 灰白 

色釉が 多く、 下手物が 多く 造られて ゐる。 而 して 此永 尾の 陶工 は 神 六 山 を 越え、 大村領 に 陶器 窯 を 築き、 永 尾 山 を 起せし もの 

である。  . f  , 


一位 ノ樹山 窯 杵島郡 中 通リ村 大字 東 眞手野 字 內田山 _  .  • 

佐 世 保線 三 間坂驛 より 唐 律に 通 やる 縣道を 北へ 一里、 眞手 野の 宿より 更に 東へ 十 丁、 山間の 谷間に 內 田の 部落が ある。 同 部 

落の 入口、 千 人ケ原 溜池の 直ぐ 上手、 內田 山村 道の 左側、 小高き 傾斜面の 畑地が 窯址 である。 製品 は 茶碗、 皿 等が 多く、 天 目 

釉、 黑 綠釉、 繪唐津 等で 雜 器が 多い。 東 川 登村內 田より 移 窯せ しもので ある ノ  . 

葦 ノ谷窯 杵島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 內田山 ■  - 

一位 ノ樹山 窯より 東方 約 半 丁、 內田 村道の 左側、 山 口和 吉 氏の 屋敷が 窯址 である。 製品 は 一位 ノ樹山 窯に 等しき ものである。 - 

古 屋敷 窸 杵島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 內田山 

葦ノ谷 窯より 更に 五 丁、 村道の 左側 丘 地が 議址 である。 茶碗、 ， 皿 等の 雜器 であるが、 繪唐 津の圖 案に 大分 異色 ある 進 步を見 

せて 居り、 種々 の 珍ら しき 模樣を 描いて ゐる。  •  -  . —— 、 

金山 谷 窯 杵島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 內田山  ，  - 

古 屋敷 窯の 直ぐ 前方、 內田 谷の 南側 谷間が 窯址 である。 製品 は 古 屋敷 窯と 同じで ある。 

小 t. 前 窯 件 島 郡 武内村 大字 東 眞手野 字 內田山 

古 屋敷 窯の 東方 約 二十 間、 村道の 左側 丘 地が 窯址 である。 此 窯の 名は數 度の 大發 掘に 依り、 發掘 品が 全國に 散った 結果、 S 

間で 充分 承知 せられて ゐる。 繪唐津 の 茶碗、 皿が 最も 多く、.， 素地 粘土質で 作 行 薄く、 釉藥 灰白色の 黑味强 くして 又鐡の 繪藥が 

古 唐津窯 址概觀  .  九 一 1 一 


、 


黑々 として ゐるも ので ある。  、 

-  .... 

ホ峠奧 窯 杵島郡 武內村 大字 眞手野 字 內田山 

小！ i 前 窯の 東方 十五 間、 村道の 左側 丘 地が 窯址 である。 此窯は 刷毛目 象嵌の 窯であって， 古唐津 刷毛目で； i 此所を 筆頭と す 

る。 古拙に して 優秀な 物で ある。 又 象嵌 も大草 窯と 劣る こと はない が、 素地 高臺の 味が 少し^って ゐる 。象嵌 刷毛目 大 鉢の 見- 

事な ものが 多く 造られて  ゐ  る。 

古 那甲ノ tjfi 杵島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 平 古場 

內田 村道と 黑牟田 村道との 分岐 點、 丘上の 畑地が 窯址 である。 茶碗、 皿 等が 多い が、 天 目 釉の天 目 形 茶碗 も 造られ、 又 碗 形 

の グイ 吞に天 目釉を 施した 破片が 多く 出土す る。 普通 は 灰白色 又は 黑綠 色釉が 多い が、 簡單な 草花 繪の繪 唐津も 造られて ゐる。 

杉 ノ元窯 杵島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 平 古場  . 

古 那甲ノ 辻の 丘續き 直ぐ 東方 黑牟田 道に 面する 丘上が 窯址 である。 製品 は 皮 鯨に なつ わ h 茶碗、 皿 等が 最も 多い やうで ある。 

祥 古谷 議 杵島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 平 古場 .， . .、 .  . 

杉ノ元 窯の 直ぐ 東方の 谷間が 窯址 である。 始め 此 窯で 造られた 長石 分の 多い 釉藥を 施した 繪唐津 向 付、 皿 等 は 古拙に して 優 

秀な ものであって、 繪唐津 の 繪も種 々多様に 出 來てゐ る。 皮 鯨の 片口 等の 出 來は申 分が なく、 此 窯は沓 茶碗が 多く 出 來てゐ る 

ことで 世間に 知られて おり、 沓 茶碗に は 二重 掛けの 天 目 細と、 無 釉の面 を 多く 顯 して 鐯釉を 振り掛けた 物と が ある。 茶碗の 高 


臺外こ 王土の 替 りに 土の 足 を 付けて 重燒 せし 物 多く、 此 手の 傳世品 は 皆 此足を 取る 時 素地 迄 取れて ゐ るので 足蹟が 少しく ぼん 

でる る ものである。  ， .  - 

山 崎 御 立目黧 、杵島 郡 武內村 大字 東 眞手野 字 黑牟田 山 

平 古場より 黑牟田 山の 入口 道路の 右側 山麓が 窯扯 である。 製品 は 皮 鯨に 刷毛で 模様 を 付けた 繪唐 津の大 鉢が 多い が、 小物 も 

少し は 出 來てゐ る。  - . 

黑牟田 高麗 窯 杵島郡 武內衬 大字 東眞 手^ 字 黑牟田 山 

內田 谷と 背 合せの 北の 谷が、 黑牟田 山の 陶器 山で ある。 同 山の 中心地 點 村^の 右側に 野 田 番次郞 氏、 野 ロ卯吉 氏、 松 尾 某氏 

有の 登 窯が 直ぐ 目につく。 此登 窯の 位置が 昔の 窯址 であって、 西側の 小高き が 物 原に なって ゐる。 此 窯で 最も 多く 造らし 

れま 茶碗で ある。 そして 其 茶碗 は 天 目釉を 施し、 長石で 白い 模様 を 描いて ある。 此 技法の 製品 は 古唐津 では 此窯 丈け の 製品と 

*  一  ■  1  ■ 

言って よい。 ， .  .  " 

*  一 

七 曲 窯 杵島郡 武內村 大字 西 眞手野 字 廣古良  一 

黑牟 田の 陶器 部落より 若木 村に 通す る 村道 を 縫うて 行く 事 四 五 丁、 道路の 左側 畑地が 窯址 である。 製品 は 茶碗 皿で 皿に は 

緣 ナブ リが 有り、 作 行 古拙に して 皮 鯨に なりし もの 多く、 黑牟田 山で は 最も 雅味に 富んだ ものである。 

錡谷寫 杵 島郡武 村 大字 西 眞手野 字. 廣古良 

古 唐津窯 址概觀  ，  九 f*- 


七 曲窯址 より 二三 丁 上手、 錯 谷の 南側 山腹が 窯址 である。 鉢、 茶碗、. 皿の 雜器 多く、 繪唐津 の 皿 又 錯釉を 施せし 皿が あり、 一 

づれも 重ね 燒 である。  .  ： .  一  一 

猪ノ 古場 窯 杵島郡 武內村 西 眞手野 字猪ノ 古場  -..，.  」 

眞手 野宿の 北方 約ャ 丁、 猪ノ 古場 溜池の 北側 崖 上の 伊勢！ t 場圑三 氏の 宅地 及び 裏山が 窯址 である。 製品 は 繪唐津 も 僅かに あ 一 

るが、 黑綠 色釉の 茶碗、 皿 等が 多い。  一  一 

姥ガ原 窯 件 島 郡 武內村 大字 東 眞手野 字 上古 賀  一 

眞手 野宿より 東南 十四 五 丁の 所に 姥ガ 原の 部落が ある。 同 部落の 山手、 山 口 十吉氏 宅の 裏山が 窯址 である。 製品 は 皮 鯨の 茶 一 

碗、 皿の 小物 多く、 素地 薄 作で 又 比較的に 輕ぃ感 がする ものである。  j 

字 土 ノ谷窯 柠島郡 武內村 大字 東 眞手野 字 宇 土ノ谷  _  -  一 

姥ガ 原の 東方 約 五 丁、 宇土ノ 谷の 登り口に 溜池が ある。 其 溜池の 直ぐ 下手 松林の 山麓が 窯址 である。 製品 は 茶碗、 皿の 雜器ー 

が 多い。  _ 

.  I  ,  —ム 

長 吉谷窯 枰島郡 武內村 大字 眞手野 字 長吉谷 _  -  .  ,  _  J 

宇 土 Z 谷 溜池より 內田 谷に 通す る 谷間 傳 ひの 山道 を 縫うて 登る 事 五六 丁、 山道の. 左手 谷 頭の 原野が 窯址 である。 製品 は 宇 土 一 

ノ 谷と 等しい が 少し 厚味に 出来て 釉藥の 調子が よい。.  j 


安田 原黑 II 袢島郡 武內村 大字 眞手野 字 多々 良  „ 

眞手 野宿よ， 5 北に 縣道を 越して 六 七 丁の 所に 安田 原 部落が ある" 部落の 古川 治兵衞 氏の 家の 前 畑地： が窯址 である。 製品 は 天 

目 形に 天 目釉を 施した 小形の 茶碗が 多い ので ある。  .  . 

山中 窯 ノ谷下 窯 杵島郡 若木 村 大字 川 古字 山中 

武雄驛 より 北に 朝日 村 川上 繁昌 を 通って 一 里 行けば 朝日 村と 若木 村との 境界 をな す戶坂 峠が あって、 峠の 一 軒 茶屋より 縣道 

を 更に 北に 行けば 料理屋が あり、 料理屋の 前より 武內 村黑牟 田へ 通す る 山道 を傳 つて 行く 事 五六 丁、 左手 雜木 林の 緩やかな 山 

麓が、 窯址 である。 製品 は 壺.. 片口に、 鉢、 茶碗、 皿、 グイ 吞 であって、 作 行 は武內 村の 窯と 同様の ものであるが、 轆轤が 非常 

に 良くて 器物の 土の 伸べ 揚り が氣 持ちよ いもので ある。 繪唐津 の 鉢、 刷毛 書きの 繪唐 津大鉢 もよ く 造られて ゐる。 武內 村より 

山 を 越して 開 窯せ し 黑牟田 山 系統で ある。  .  .  . 

戸別 當窯 杵島郡 若木 村 大字 川 古字 山中  .  /  . 

戶坂 峠の 料理屋より 縣道を 北に 五 丁、 道路の 4^ 側 岩 谷 助 作 氏の 一軒家より 更に 左に 山道 を 行く こと 二三 丁、 右手の 山裾、 左 

手の 畑地が 窯址 である。 製品 は 茶碗、 皿、 摺称 等の 雜 器が 多い。  ： 

一  。 

鞍壺窯 西 松 浦 郡 松 浦 村 大字 中 野原 字 寺/谷 

寺 澤古唐 律で 述べ た 金石 原の 東部 落 山形の 宿より 右へ 西本願寺 派 西 念 寺の 前 を 通り 行く 事 約 八丁、 此の 附近 一 帶 を寺ノ 谷と 

. 古 廢津紫 址概觀  九 七，. 


言 ふ。 寺ノ 谷の 東側 山麓が 窯址 である。 製品 は 灰白色 釉天 目釉の 茶碗， 皿の 雜 器が 多い。 

後家 困窯 西 松 浦 郡 松 浦 村 大字 中 ノ原字 寺ノ谷 

鞍壺 窯の 西 一丁、 西側 山麓が 窯址 である。 製品 は鞍壺 窯と 同じく 雜 器の 窯で あり、 武內 系が 山 を 越して 此の 地方に 開 窯せ し 

ものである。  - 

^簞荐 裏 fi 西 松 浦 郡 松 浦 村 大字 提川字 村 分  - ； 

松浦驛 よ， 9 北 五六 丁の 所が 村 分の 部落で ある。 此 所に 明 尊 寺と 言 ふ 古刹が ある。 寺の 裏山に 窯址が あり、 天 目釉を 施し； 

形. の 天 目茶 碗で ある。  -  - 

i: 房 谷 下 窯 西 松 浦 郡 松 村 浦 大字 藤 ノ川內 字 阿房 ノ谷 _  ,.•  ,  • 

藤 ノ川內 より 南 波 多 村の 笠 椎小麥 原に 通 やる 山道 を 登る こと 七 八丁、 阿房の 溜池より 二三 丁 上手、 國見 岳の 山麓が 窯址 であ 

る。 製品 は 茶碗、 皿 等に て 粗 雜な繪 を 描いた 繪唐津 も 僅か あるが、 上 窯と は 全く 別 系統の 窯で ある。 朝， 人 ァボク なる 者此所 

に 窯 を 開きし 故 阿房 ノ 谷の 地名と なった と 言 ふ 傳說が あり 雜 器の 窯で ある。  - 

市 若 屋敷 窯 西 松 浦 郡 大川村 大字 川原 字 甕屋谷  . 

寺 澤古唐 津甕屋 各 窯の 直ぐ 南 向 ふ雜木 林の 山麓が 窯址 である。 土地の 古老 は 此の 窯の 製品 を 阿蘭陀 燒と言 ひ、 又 窯址の 西南 

山裾の 上に 阿蘭陀 墓と 稱 して 天然 石 を 三つ 四つ 集めし 所が 二三 ケ所 あるが 何等 文字 もない ので 利 明し ない。 窯址 より 破片、 を 見 


れ ば武內 系統と は 異なった 朝鮮 系の 壺德利 等で、 叩 伸べ 造り、 そして 無 釉の樣 に 見え. る 薄き 黑綠 色釉を 施して あり 燒締り 力 

弱、 やうであって 壺等 は呂宋 系で はない-かと 思 ふ 程で ある。 器物 0, 緣等 にも 指で 押し付け 仁繩 目の 文様が あり、 釉の 薄き 繪唐 

津の皿 等 も 少し 出來て 居る。 朝鮮 系で は あるが 系統の 異 つた 陶業 地の 者が 渡來 して 創業せ しもので あらう。 , 

梅 ノ坂窯 西 松 浦 郡 大川村 大字 大川野 字 梅ノ坂 

甕屋 谷窯址 より 東方に 眉 山 を 登れば， 十二 三 丁來た 所が. 5 の 中腹で ある。 其 杉林の 中に 窯址が ある。 此の所の 製品 はや はり 

壺德^ は 全く 一  若 屋敷 窯と 同じ ものである。 然し 此の 窯の 製品に は 和 蘭 陀燒と は 言って 居ない 破片より 見れば 一 若 屋敷の 分 窯 

と 見る 可き ものであって、 黑綠 色釉を 薄く 施せし 茶碗、 皿 等 も 出 來てゐ る。 和 蘭 陀と言 ふこと が 何より 生れし か、 一若の 製品 

がお の 寒と 異り 無釉に 近く そして 薄手で 其 上燒締 りが 充分で ない 爲め 全く 異 つて 見えた 結果で、 其 言葉が あるので はない かと 

HS はれ、 之に 對し 何等 文 獻も發 見す る こと も 出来ない ので ある。 


多久古 . 唐 津 

建 久ニ年 多久， 平 太郞宗 盛は此 地に 来りて 梶峰城 を 築き、 其 後代に は 十二 萬 石 を 領有す るに 至った。 然るに 永祿七 年、 多久上 

野介宗 ^ は 龍 造寺隆 信と 戰ひ 敗れて 遂に 舊多久 氏 は 滅亡せ しもので ある。 而 して 隆 信の 弟 和 泉 守 長 信、 此地 を領し 一 萬 餘石を 

與 へられ、 後年 龍 造 寺 姓 を多久 氏に 改めし ものである。 慶長 三年の 末、 鍋 島 直 茂 歸陣の 際、 鮮人李 參平を 佐嘉榮 城に 帶 同し 

古 唐津窯 址概鹳  .  ... 九 力." .s- 


唐  津  .  . ー〇〇  も、 

た。， 李 參平は 征韓の 役 鍋 島 軍勢の 道案內 役と なり、 尙 糧秣 運搬に 至る まで 我 箪の爲 に 少なから や 便宜 を 計りし 者 故、 此儘 彼に 

賞與を やって 韓 土に 殘し 置かば 如何なる 危害 を 加 へられん も 計り 難く、 直 茂の 恩命に より 李參平 は多久 安順の 軍勢と 共に 同船 

して 我國 に渡來 せし ものである. 佐 嘉に來 た 參平は 姓 を 金 ケ江三 兵衞と 日本人の 姓に. 改め、 多久 安順に 預けら る、 事と なって 

多久に 送られた ので ある。 安順 は 彼が 韓土 にて 燒物を 造って 居た こと を 聞き、 早速 其 製作 を 試む 可く 命じた ので、 城の 西方、 

岡の 一角に 窯 を 築いて 陶器 を燒 いた。 それより 西多久 村に 叉 窯 を 築いた。 之 等 を 多久舌 唐 律と 言 ひ、 尙大 川內村 地方の 古唐津 

の 作品が 系統が 判明 しないが 多久 系と する 事に した。  一 

金 ケ江三 兵 衞由緖 之 事  - 

金ケ江 三. 兵 衞ト申 者元來 朝鮮人 -1 テ 往昔 日峰檬 朝鮮 御 陣之節 三 兵 衞儀於 彼 國御道 案 內申上 於 御 陣中 身命 ヲ擲抽 忠節 候 歸朝之 

節 被 □□ 御 聞 候 者 彼 ノ闕之 御 導 等 仕 候 末 口 付テ者 高麗 人 共. ョ リ 害-一 逢 候 モ難斗 依 之 御供 被 口 召 具 由 被 口 仰 出 其 節 長 門 守 安順 同 

勢內々 召 連 渡海 仕 候 右 之 者 李 氏 II テ 御座 候 得 共 金 江 島. ノ 者 1 一 付 在 名字 相唱 へ 金 江 三 兵 衞ト被 召 出候處 言語 ヲ モ 不通 萬 事 御， 國風 

-ー 不移合 一 同勢 內召連 候 由 緣有之 長 門 守 へ 被 相預於 此方 モ 同然 之 振 合 一 1 付彼國 _ー  於- ァ何ノ 產業ヲ 仕 罷在候 哉 相. 尋 候處燒 物相營 

罷在候 由 申述侯 一一 付 先以テ 私領女 w ト申所 一一 テ燒 方試サ セ候處 成程 相 應ノ燒 物致來 候付テ 所々 -1  一一 ノ燒方 相 整 候へ 共 十分 ノ土其 

外 辨利無 之 候 一一 付 テ長門 守 ヨリ 請 御意 燒物試 之 蒙 御免 許 候 故 御 國中燒 物 土 見 巡リ於 所々 燒方相 整 候內於 有田鄕 最上 ノ土 見出 候 

|ー  付同鄕 上白 川 ト申所 へ 致 住居 燒物仕 立 段々 繁昌 仕 唯今 I 一  ハ 所々 復山ト 相 成御國 產之隨 一 ト相成 候 儀 金 ケ江三 兵 衞勳功 I 一  御座 

候 右釜燒 開基 之 由緒 ヲ以テ 車 御 蓮 上 被 差 免 置 境目 土 代々 干 今 子孫 之 者 持 來罷在 候 扱 又 三兵衞 子供 孫 共 代々 口口 繁昌 數人 一一 罷成 

候 -1 付 美 作 守茂银 代々 -1 至リ小 扶持 著. 申 由 緖之者 共 II 付テ其 節兩人 ョ リ刹物 等 ヲモ相 渡 シ置キ 持 傳罷在 候 右 之 通 以前 ョ リ 格別 

ノ 筋目 Ij 付 三兵衞 子孫 之 者 共 今以， グ厚ク 申 附置キ 候 右 之 通 御座 候 以上 (文化 二 年 多久家 古文書) 
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古 唐津窯 址槪觀  一 〇 一 


. 唐  津  -  一 〇 二 

唐人 古場 窯 小 城 郡 多久村 大字 酉 ノ原字 梅 野 ，  / 

. 唐津線 筋原驛 より 南へ 縣道を 一里 下れば 多久象 代々 の舊 城下であった 多久の 町が 今 は 寂しく 存在す る。 同町の 南方 約 五六 丁 

の 所に 西ノ 原の 共同墓地が ある" 同 墓地の 西側 雜木 林の 丘上が 窯址 である。 此窯 は李參 平が 多久 安順の 命に より 最 所に 窯 を 築 

いて 試みし もので _ぁ り、 素地に 鐡分 多く 赤色 を呈 して ゐて、 靑黃 色の 釉を 施せし 茶碗、 皿の みと 言って よい。 ，.  . 

一—^  . 

高麗 谷 窯 小 城 郡 西 多久村 大字 板屋 字 山 口  \ 

多久 町より 杵島郡 若木 村に 通 中る 縣道を 西へ 約 一 里餘 行けば 山 口と 呼ぶ 山村に 出る。 同村の 溪 流に 架， せる 檀ノ木 橋 西側 一 帶 

の 畑地 及 宅地が 窯址 である。 此窯は 唐人 古場より 更に 良 土を發 見して 移 窯せ しもので あって、 此 所では 種々 の 作品が 本格的に 

造られて ゐる。 特に 前に 餘. 2 造らなかった 繪唐 津の繪 付が 大方の 作品に 行 はれ、 向 付 皿 等に は 待に 灰白色の 釉を用 ひし 優秀な 

繪唐津 が あり、 又 多久唐 津の沓 茶碗 は此 所で 始められて ゐて、 刷毛で 胴の 外部に 模樣を 入れて ある 軟 味の ある もので、 其 他に 

茶器 も 出 來てゐ る。 -  -  - 

市ノ瀨 高麗 窯 西 松 浦 郡 大川內 村 大字 市 ノ瀨字 谷 馬 米 

伊 萬 里 町より 三 間 坂に 通 やる 縣道を 約 一 里、 更に 右手 村道 を 二  丁 行けば 市ノ瀨 山の 陶器 部落に 出る 部落の 西南 約 四 丁、 溜池 

の 直ぐ 上手、 俗に 高麗 神と 呼ぶ 丘上が 窯址 である。 製品 は 鏞唐津 多く、 草花の 模様 秀 れてゐ て、 特に 大 鉢に は 見事な 作品が あ 

る。 素地 釉藥も 初め 頃の ものに は 雅味 深き もの 多く、 後期に は釉面 平にな りて 雅味が 少なくな つて ゐる。 

ほ 谷 1 西 松 浦 郡 大川內 村 大字 吉田 字牧  -  , 


伊 萬 里 町より 三 間 奴に 通す る 縣道を 東南へ 平 尾に 行き、 同所より 右に 大川內 山に 達- It る 里 道 を 進んで 一 里 餘來れ ば 大川內 山 一 

の 登り口 正 カ坊に 着く。 之より 右に 十丁餘 登れば 牧 山の 部落で、 牧 山の 北 麓、 櫸 谷の 入口、 林 梅次郞 氏の 裏山が 窯址 である。 一 

.  ： 一 

製品 は 片口、 大鉢 等の 古拙な 繪唐津 が 多く、 茶碗、 皿 等 も 僅か 出來 しもので ある。  . 一 

正 力 坊裏窯 西 松 浦 郡 大川內 村 大字 正 力 坊字正 カ坊裏  .  一 

大川內 山 入口より 北西 約 三 丁、 俗に 正 カ坊の 裏と 呼ぶ 丘上の 畑地が 寵址 である。 製品 は櫸谷 窯と 大體 同じ ものである。 一 

權現谷 窯 西 松 浦 郡 大川內 村 大字 大川內 山 權現谷 ，  .  一 

大川內 s: の 人家の 巢 つて ゐる入 口より 左に 俗に 權現 谷と 言 ふ 山腹の 畑地に 窯址 ほめる。 此 窯で は繪唐 津の圓 案に 新ら しき も 一 

の 多く、 又 向 付、 中 猪口 等に 形狀の 異なりし もの あ. 9、 繪唐津 として 進步 せし 作品が 多い。 そして 韓人 墓ど稱 する ものが ー复 

あって、 屋根 冠り の 五 尺 許りなる 平面 碑であって 慈父 道 秋 靈位寛 文 九 年 九月 十九 日 玆母妙 住 尼 萬 治 三年 八月 十五 日と 記されて 一 

ゐる。  ■  , .  一 

小 樽 窯 西 松 浦 郡 有 田 町 小楼，  , . .  一 

上 有田驛 より 南へ 窯業 試驗 場の 裏  一丁、 道路の 右 畑地が 窯址 である。 製品 は靑 黄色 釉を 施せし 茶碗、 皿の 小物の みと 言って 一 

よく、 古唐津 では 末期の 作品に 屬 する ものである。 ：  ソ  1 

古 IS 律 窯址槪 觀  10 一二  . 一 


唐津  ， . . .  ー〇 四 

平 戸 古唐津 /  _  . 


平 戶松浦 氏 は 鬼子 纏の 波 多 氏と 同じ 松浦黨 である。 文祿 元年 四月 松 浦 鎭信は 兵 三千 を 率 ゐて釜 山に 上陸した。 そして 彼 地で 

苦戰 奮闘して 慶長 三年 十二月 鎭信歸 陣の際 連れ 歸 りし 韓人、 平戶に 上陸せ しもの 百 一 一 十五 人と 稱 せられて ゐる。 住居 を 平戶城 

下、 今の 高麗 町に 定めさせ 其內の 陶工で 金久 永、 S 關、 引 等が 主なる 陶工で あつたと 思 はれる。 鎭信は 城下より 三 里餘を 離れ 

し 安満 嶽の 山麓に て 窯 を 築かせ、 製陶せ しが 良 土に 惠 まれす、 多くの 陶工 は 伊 萬 里 地方より 有 田地 方に 土 を 求めて 又 三 川內山 

地方に も 窯 を 築いて 製陶した。 之 を 平 戶古唐 津と言 ふ。  ノ 
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唐津  _  -  一  〇 六 

KH 尸 御茶 碗 窯 北 松 浦 郡 中 野 村 大字 山中 免 字 紙 漉 

平戶 城， 下より 南西 三 里、 高 曾 根 川の 上流、 紙 漉 部落の 谷 村 喜 太郞氏 所有の 雜木 林の 山麓が 窯址 であるつ 此窯は 互關が 渡來後 

始めて 創業せ しと 言 はれ、 白色の 素地に 白色の 釉を 施して あり、 普通の 製品 は 罅 入が あるが 火 度 強く 燒締 りし もの は 一見 磁器 

と變 りがない。 平戶松 浦家賣 立の 時 白色の 大平 鉢が 出た。 其の 箱に は慶 長の 年代が 記して あった。 之 は 確に 中野燒 であり、 磁 

器と 言った 方が 當然の やうな ものである。 此中 野燒の 磁器が 巨關に 依って 確に 慶長 年代に 燒ぃ. U 事が 判明 すれば、 李參 平の 元 

和 二 年 磁石 發 見よ，^ 古くな り、 -我國 の 窯業 史 にも 異變が 生す るので ある。 大體 始めに 兹で 造られし もの は 金 海風の 厚手の 抹茶 

碗が 最も 多く、 又 飴釉を 施した 茶 入 も 多い。 茶器 を 目的に 燒 かれし ものと 言って よい。 

原 明 窯 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 原 明 字 本 谷  , 

佐 世保鐡 1 線路に 沿 ふて、 佐 賀縣と 長崎縣 との 境界 地 點に原 明と 言 ふ 部落が ある。 同所より 線路 を 踏切って 更に 畔道 を 東南 

へ 二三 丁 行けば 龙大な 草原の 丘に 出る。 此處 が窯址 である。 片口、 茶碗、 皿 等が 多く、 古拙な 鐡繪の 縫 唐津は 片口に 見る 可き 

ものが ある。 特に 高臺の 無い 糸 切 ま /> の 碗 形 グイ 吞は此 窯で が 最も 多く 造られし ものである。 

,  . -  ノ 

天神 ノ森窯 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 南 川原 字 南 川原 

佐 世 保線と 伊万里 線との 分岐 點 より 南方  一丁、 南 川原 道に 入りて 右に 天 満宫が ある。 社の 裏山が 窯址 である。 製品 は 茶碗 皿 

の雜 器が 作られて ゐる。  -  .  , 

小物 成 窯 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 南 W 原 字，^ 物 成  . 


南 川原 道の 左手 畑 及 杉林の 丘上が 窯址 である。 製品 は 小物の 茶碗、 皿で、 簡單 な繪を 描いた 繪唐津 の 破片 も 出土す る。 

,  .  . 一 一 

南 川原 天 目 窯 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 南 川原 字 上 南 川原 

天 滿宫の 前 を 更に 南へ 南 川原 道 を 五六 丁 行けば 柿右衞 門の 窯の ある 部落が あって、 同所の 西南 丘上 竹林 中に 窯址が ある。 製 

品 は 天 目釉を 施せし 茶碗、 皿 及高臺 付の グイ 吞等 である。  -  ノ  - 

is ハノ迂  ーノ窯 西 松 浦 郡 曲れ 村字淸 六ノ， 辻  ソ 、 

鐡道佐 世 保線と 伊 萬 里 線との 分岐 點 より 伊 萬 里 線に 沿 ふて 縣道を 北へ 約 十 丁餘、 農家の 點在 する， 邊， 9 を 淸六ノ  ri;^ と 言 ふ。 線 

路の 東側 島 田淸八 氏の 裏山が 窯址 である。 鉢、 茶碗、 皿、 向 付 等 を 作って ゐて繪 唐津も 多い が 特に 此， 窯に て 鐡釉を 半面 施し、 

灰白色 釉を 半面 施した 片身 變 りの 鉢 皿が 多く ある ことが 目に付く。 此 窯で 片身 變りは 創始され たと 言っても よいで あらう。 

清六ノ  ニノ 窯 西 松 浦 郡 曲 川 村字淸 六ノ， 辻  - 

一 ノの窯 直ぐ 西南 鐡道 線路 酉 側の 雜木林 及 畑地が 窯址 である。 1 ノ 窯の 分 窯に して、 製品 はーノ 窯と 同一 である。 

下向 原薰 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 向原 字 下向 原 

黑牟田 山の 西方 約 十 丁、 鐡道伊 萬 里 線 藏宿驛 の 東方 八丁、 下向， 原大 溜池の 直ぐ 下手に 當る 丘上の 原野が i 址 である。 製品 は 

茶碗 皿の 雜 器が 多く、 餘、 り 長く 燒れた 窯で なく 奧の 方に 移 窯せ しもので あらう。  ,  . 

古 唐津窯 &徵觀  ro 七， 


ホ 溝上黧 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 向原 字 上向 原 

伊 萬 里綠の 分岐 點 より 北方 約 六 丁、 山麓の 村 を 小 溝と 言 ふ。 小 溜池の 上手 山麓が 窯址 である。 製品 は繪 唐津、 天 目釉、 黑綠 

色釉の 片口、 茶碗、 皿が 多い。 此 窯の 素地 雅味 深く、 又 作 行の 調子、 此の 地方 古 唐津窯 中で^ 優秀な 窯と 言って よいで あらう。 

ホ溝中 窯 西 松 浦 郡 曲 川 村 大字 向原 字 上向 原 

上 窯の 直ぐ， 下手 小 溜池と 大 溜池と に 挾まれた る 丘上が 窯址 である。 作品 は 上 窯より 劣りし 雜器 のみと 言って よい。 小 溝の 丘 

の 上に 二 反步餘 りの 平面 地の 山 畑が ある。 こ、 をビ. ク 屋敷と 呼んで ゐる。 そして 麓に 古堂 ありて、 引さん を祀 つて あると 言 ふ 

が、 何等 確定す る 文獻も 無く、 又 御 本體は 上部の 細くな りし 立體 石に て 何等 文献 も 無い。 傳說 にば 小 溝 窯の 鮮人 陶工の 頭領で 

あつたと 言 はれて ゐる。 

_ 外 尾 出 窯 西 松 浦 郡 有 田 村， 1^ 字 外 尾 字 丸 尾 

有田驛 より 北に 三 丁餘、 丸 尾部 落の 北 裏山 丘上 窯址 はあり、 製品 は 維 器の みと 言って よい。 

山邊 S  一  ノ窯 西 松 浦 郡 有 田 村 大字 黑牟田 字 黑牟田 山 ■ 

有 田 黑牟田 部落 內捤 原貞ー 氏 陶器 工場の. 直ぐ 西北、 山邊 田と 稱 する 丘の 西方 傾 新 面の 畑地が 窯址 である。 製品 は黑 綠色釉 

灰白色 釉を 施せし 茶碗 皿、 高臺の 有る 碗 形の グイ 吞等 である。 •  •  一 


. ^邊田 ニノ 窯 財 松 浦 郡 有 田 村 大字 黑牟田 字 黑牟田 山 

一 ノ 窯の 右手 南面せ る 傾斜面の 原野 並に 細 地が 窯址 である。 製品 は 1 ノ 窯と 等しい 。里 H 牛 田の 丘の 上に 頓 六さん と稱 して 高 

麗 神を祀 つた 所が ある。 此 地方 鮮人 陶工 中の 頭領 格であった 者ら しく、 小字の 地名に も頓 六と 言 ふ 所が あり、 此 丘の 頂に 登れ、 

ば 屋根 形の 冠に て 三尺 餘の 石塔が 祀られ て ある。 表面に 金山 大人と 刻んで ある。 

小 森 谷 窯 窗 松 浦 郡 大山 村 大字 大木 字 廣瀨山 

廣瀨山 部落の 西方 約 三 四 丁、 俗に 小 森 谷と 呼ぶ 谷間の 山麓が 窯址 である。 製品 は黑綠 色釉、 飴色 釉 等の 小物が 多く 雜 器の や 

，つで ある。  , 

權現山 窯 西 松 浦 郡 大山 村 大字 大木 字 廣瀨山  .  ■  • 

廣瀨 山の 花輪 權現 社の 裏手 小 松の 密生せ る 山裾が 窯址 である。 製品 は 小 森 谷に 等しい。 

廣瀨向 窯 西 松 浦 郡 大山 村 大字 大木 字 廣瀨山 _  ■ ： 

廣瀨 山の 入口 共同墓地 ー帶 が窯址 である。 製品 は權現 山と 同じ ものである。  . 

柳 ノ元窯 東 彼 柠郡折 尾瀨村 大字 木 原 免 字 柳ノ元 

佐 賀縣と 長崎縣 との 境に ある 古里 部落の 一 軒 家、 尾 崎 利康氏 宅の 前面 畑地 及び 雜木 林の 傾斜面が 窯址 である。 製品 は 繪唐津 

黑綠 色釉、 灰白色 釉の 無地で 鉢、 片口、 茶碗、 皿 等で ある。 此の 窯 は金久 永が 燒 いたと 言 はれて ゐる。 そして 此 所より 北東 二 

. 古 唐 津窯址 ^觀  .10 九 


三 丁に 前ノ 平と 稱 する 墓地に 一 基の 碑が あ， 9、 高さ 四 尺 五 寸位巾 二 尺五寸 位の 平たき 自然 石に て 上部に 梵字が 大きく 刻まれ、 

其 下に 宗金及 妙 永と 並んで 記されて ゐる。 金久永 夫婦の 碑と 土地で は 言ひ傳 へて ゐる。 

葭ノ元 窯 柳ノ 元の 東南 四 丁餘の 山麓が 窯址 である。 製品 は柳ノ 元と 同一で あるが、 此 窯の 製品 全體が 粗雜の やうに 見へ るの. 

である。  > 

0 

地蔵 ノ 1^1. 窯 東 彼き 郡 折 尾瀨村 大字 木 原 免 字 木 原 山  - 

木 原 山の 橫石臥 牛 氏 宅の 裏 畑地が 骤址 である。 製品 は 繪唐律 多く 皿 は 薄 造りに て 三方に 蘭の 花 を 描きし ものが 多い。 木 原 山 

では 此窯 だけが 古唐津 であって 最初の 窯で ある。  . ノ 

牛 石 窯 西 彼 件 郡 折 尾瀨村 大字 牛 石 免 字 下 牛 石  、  ； ： 

三， 拘內驛 の _ 南方 約 十 丁、. 稗 古場 皿 山に 通す る 新 道路の 直ぐ 左手、 岡 崎 忠雄氏 宅の 前方 丘上の 原野が 窯址 である。 三河內 地方 

で 泣 早 山に 次ぐ 古い 窯であって、 繪唐 津の大 鉢、 皿 等に 古拙な 雅味 豊な 作品 多く、 特に 天 目釉を 施せし 沓 形の 茶碗 は 茶人が 最 

も 喜ぶ 上作の ものが ある。  ， ，-.  -  . 

永 尾 山 高麗 窯 東 彼 件 郡 波 佐 見 町 大字 永 尾 鄉字永 尾 山 —- 

永 尾 山 本 登 窯の 直ぐ 東側、 陶山 神社 下、 岩 永 善藏氏 宅の 裏山が 窯址 である。 此窯は 件 島 郡 永 尾 窯より 移 窯せ しと 言 はれ、 小 

物の 雜 器が 作られて ゐる。  -,  , 


弓 田 鳥 越 窯 東 彼 杵郡波 佐 E, 町 大字 弓 田 字 鳥 越 ， -  一 

有 田より 波 佐 見 街道 を 行けば 村 界に岩 峰が あり、 同所 岩 下 茶屋よ， 9 東へ 小道 を 迎れば 弓 田 部落に 出る。 部落の 入口、 山 ロ久ー 

太郞氏 宅の 裏山が 窯址 である。 製品 は 繪唐津 も 多少 あるが 雜 器が 多い。  ，  .，ー 

. 一 

村 木 不動 佐 上 窯 東 彼 梓 郡 波 佐 見 町 大字 村 木鄕字 不動 佐  ■ , .  >  .  一 

村 木 國民學 校より 西. 北 五 丁、 左手 丘上に 下 窯が あり、 直ぐ 下 窯の 右手 雜木 林の 山腹が 窯址 である。 製品 は 高臺の 高い 小形の； 

茶碗 皿が 多い。  .  -  一 

.  - \  一.  \ 

衬木山 仁田窯 東 彼 件 郡 波 佐 見 町 大字， 村 木鄕字 不動 佐 .1  .  ^ 

木 原 道の 右手、 俗に 山の 谷 堤と 呼ぶ 池の 左手 雜木 林の 山麓が 窯址 である。 製品 は 上 窯と 同じ。  一 

土 師ノ尾 窯 北 高 來郡諫 早 市 大字 小 栗 面 字 土 師ノ尾  -  \  ■  ノー 

諫早 布よ， り 江 ノ浦縣 道 を 約 一 里 行けば 土師 \ 尾部 落に 達する。 更に 十丁餘 行けば 山 口 峠に なり、 峠の 登り口に 中道 橋が ある： 

之より 右に 約 一 1J 入れば 山麓の 雜木林 中に 窯址が ある。 ^の 窯 は諫早 家に 付いて 渡來 せし 鮮人 陶工の 開 窯で あるが 窯 數が少 い」 

故 平 戶古唐 律の 部に 入れし ものである。 壺 片口 鉢 茶碗 皿 等に て黑 綠色釉 又は 飴色の 釉で作 行 は 厚味で 素地に 鐡分 多く、  土地の 一 

人に 道 珍 燒と言 ふ 傳說が あ" 9 ので 鮮 人が 道 珍と 言 ふ 者で あつたと 思 はれる。  一 

、  ^ 

古廣 津業 址槪觀  ： 一一 一  一 


一 、、陶 技 上より 觀 たる 起源 考  一一 五 

一 一、 土質、、」 其の 特徵 について  ：… ：：：：：：  ニー 一一 

三、 轆轤と 其の 作 振りに ついて  ……  一一 一一 五 

四、 釉の 種類 さ 其の 性狀 について  ：.i  …丄 

五、 形狀 ビ文檨 につい て  一四 九 

六、 唐津 竈に つい て  「：：  i 一 

—— 附 唐津竈 測量 圖 —— . , 


一、 陶技 上より 觀 次る 史的 考察  ； 

凡そ 我國の 文化 は古东 直接 或は 間接に 外 邦 諸國の 影響に より 發 達し、 その 最も 大 なる もの は 支那 及 朝鮮の 隣邦で あ トン、 殊に 

我 陶藝の 分野に 於て は その 顯 著な ものが ある。 淳化 力に 富める 我. 國民性 は、 いっひ か 模倣より 脫 脚して 而も その 水準から 遙か 

に 超越し 全く 日本化 された 幾多の 貴い 傳統 が殘 されて ゐる。  -. 

唐 津燒に 於ても 又 同 暴に、 直接 朝鮮の 影響に 據 つて 創業し 國燒中 殊に 茶陶 として 冠絕 せる 地位 を 占む るに 至った。 特に この 

唐 津燒の もつ 雅致 掬す ベ きその 風格 は、 對 外的の 影響に 據っ たも、 のと は 謂へ、 深奥に その 源流の よさ を 把握し つ、 も 日本的 個 

有の 香の 高い 優れた もので あり、 このよ さが 何に よって 如斯淳 化され 生長せ しめられ たかは、 必竟此 地方に 於け る 天惠の 豊富 

な 原料と、 我國 のみが 世界に 誇り 得る 茶道の 恩澤 であり、 又 過 速度 的に 發展 を遂" たこと も 天與の 動機と 善導の よろしき を 得 

たからで、 いは 、く 順風に 帆を擧 げた 形と でも 謂 ふべき であらう。 

唐津 は古來 朝鮮との 交渉が 頻 りで、 遠く は 神 功 皇后の 三韓の 征 擧に始 り、 現在 此 地方に 於け る 幾多の 遺跡と その 傳說 は、 何 

邊 まで 眞實か は 別と して 全く 荒唐無稽な ものば かりで も あるまい。 乍 然斯 かる 往古の 事柄 は 本 編に 於け る 唐 津燒と は 何等の 關 

聯も なく 間 題に する 要 もない。 夫 以降 平安、 鎌 倉、 室町、 桃 山へ と 次第に その 交渉の 度合 も活發 化された こと は當 然の歸 結と 

いはねば ならぬ が、 扱 この 唐 津燒が 果して 何時の 時代に 何の 動機に よって 其の 陶技 ザ齋ら され、 此 所に 創業せ しかに ついては 

案外 的確な 資料に 乏しく、 傳說は 勿論 諸 記錄の 示す ところの もの も、 多く は 我田引水 的に 都合よ く 中途で 改編され たもの が 多 
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以上の 諸說は 夫々 因る ベ き 見解に よって 其の、 王 張 を 明に されて はゐ るが、 猶 幾多 檢 討の 狳 地が あり 輕卒 に斷定 すべきで はな 


■  M  M  1 j  .1、 

く 全面的に 信賴 すべき ものがない。  . 

鬼子 嶽の 豪族 松 浦黨は 3 旣に 鎌倉時代に 於て 通商 貿易 を 開き、 又 倭 冠 は 足 利 初期に 於て 小船 乍ら も 陸地 沿 ひに 勇猛に 其の 勢 

力 を 海外に 遠く 侵略の 手 を 伸した と傳 へられる。 唐津と 朝鮮と は 散在す る 島々 を 足場と して 海路の 安全性から も 通商、 且雯略 

上に も 地の利 を 占めた ことに 相違 あるまい。 從 つて 彼我の 交渉が 頻りにあった ものと して 何の 不審 もない が唐津 燒の陶 技が 杲 

して 何時 此 所に 移入され たかに ついては 未だ 確た る 定說が 樹立して ゐ ない。 

, 大體是 迄の 研究 諸家の 發 表に 據れ ば、  . 

、金 原陶片 氏の 元 享年 間 說、. 水 町 和三郞 氏の 弘和、 元 中說、 佐 藤 進 三 氏の 文祿、 慶長說 の 三說が ありこれ を 要約 すれば . 


去 今年 ， 

約 六 二 〇 年 前 

約 五 六 〇 年 前 

約 三 五 〇 年 前 
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、  •  一 

筆者の 本 編に 於け る 擔當面 は 主として 唐 津燒の 製作 技法に 就て ゾ あり、 斯 かる 史的 考 證に對 して は餘り 觸れる こと を 避けた 一 

い。 se 々敢て 若干 言及す るの 要は その 擔當面 を 詳述す るに 當り陶 技の 系統、 樣式、 窯の 形式、 作 振り 等に 於ても 夫々 その 時代 一 

の 相が 反映す る もので あり 觀察上 自ら その 必要性.^ 生やる からで ある。  ^ 

唐 津堯の 起源 並に 變遷の 時代 を 的確に 知る 上に 於て 最も 遺 慽な點 は、 其の 古 窯 跡が 肥 前 一 圓 から 長 崎に かけ 頗る 廣範圍 に 一旦 一 

り、 無 救の 窯 跡が 古くから 發 見され 又、 長期に 亘 つて 屢々 多くの 人々 が相當 量の 發掘 をな し來 つたに も 拘らゃ 唯の 一片 も、 年 一 

代 在銘の ものが 出土して ゐ ない 二と である。 史實. の 究明に 方って は 古記 錄の 示す ところの もの も 勿論 重要で あり 且 手が、 りの 一 

道に ま. Acs な、， が 要は 物の 實體、 實相を 正しく 見極める ことが 何よりも 肝要で あり、 又 的確で あり 得る、 假へ 年代 在銘の もの i 

が 出土 しないに しても、 自ら 出土 陶には 各 時代の 相が 表現され て ゐる箬 であり、 此 問題の 闡明 は、 秩序 ある 而も 徹底 じた. 古 窯 一 

跡の 發掘 こそ 解決 上 唯一の 鍵で あると 信す るノ  -  J 

況んゃ 猶未發 見の ものがない とも 斷定 出來 ない。 唐津燒 最古の 窯と いはれ る 鬼子 嶽飯洞 甕 並に 帆柱 窯 以外 猶 時代 を 逆る 程の 1 

ものが 假 にあり とすれば 根底から その 起源に ついて 再 檢討を 要する こと、 ならう。  .  一 

jiL 然 現在のところ 一 應さ うした もの 、ない ものと しての 假定の 下に 慎重なる 檢討 をな すより 他 方途がない。 M 前記の 三 說中ー 

金 原 氏 は 過去 十數 年に 亘 つてな された 多くの 古 窯 跡の 發掘 についての 功績 は實に 偉大な もので あり、 實 際の 物に ついても 觀察 

が 最も 廣 いので 從 つて 同氏の 說には 十分 傾倒して 然るべ きで は あるが、 實 際の 出土 陶の實 相から 受ける 感覺は ■ 倒 底 我 鎌 倉、 彼 一 

の 高麗と いふ もの を 感受し 得ない。 ，  ^ 

佐 藤 進 三 氏の 近年 唐 津諸古 窯 跡の 發掘 によって 從來 出土の もの 以外に 新に 茶陶 としての 所謂 本格的な 多数の 優れた もの を發ー 

見され、 之 等の ものより 受けた 稗 益 は 之 亦 犬なる ものが あり 史實 並に 物への 觀察も 新しい 視野 を 以て 新 說を發 表されつ 、あつ 一 

て、 斯界の ため 欣快に 堪 へぬ。 同氏 は 從來餘 り 顧みられなかった 唐津に 於け る 織 部の 作風に 着目され、 殊に 小 山路の 如き その 一 
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代表的の 窯 跡に 力 を 注がれ、 索 ひて は 其の 視野 を他陶 にも 及ぼされ 物の 實相を 以て 說述 されて ゐる こと は 何よりも 雄 辯で あり 

誤りがない。  ... 

筆者 は 最近 頗る 不備ながら 織 部 燒に對 する 一 考察 を 「待 問 編」 として 發 表し 世の 識者に 問 ふところ あり、 (siiit JAi "  .^) 

織 部燒、 が 世間 周知の 分野に 止ら すして、 從來志 野と 呼ばれ、 黃瀨戶 .V いはれ 來っ たもの も 織 部で あり 且唐 津燒に 於ても 又文祿 

慶 長の 頃に 於て 古田 織 部の 墓範の 下に 作られた ものと 思 はしき 一 見して 織 部の 共通 的な 風袼を もった 唐律燒 も廣義 に解釋 して 

當然織 部燒に 包含 さるべき ものである こと を 指摘した。 

此點に 於て 筆者の 織 部燒考 と、 佐 藤氏の 唐津燒 起源 考とは 一 派 通す る ものが あって 意を强 ふす るが、 佐 藤氏の 唐 津燒の 起源 

が 全面的に 文祿 以降に 時代 を 切り下げる 說 について は猶檢 討の 餘 地が あり はせ ぬかと 思 はれる。  _ 

金 原 氏 は 鬼子 嶽古 窯が、 文祿 三年 波 多 家の 沒 落と 俘に それ 以降 廢絕 に歸 したと 述べ ら れてゐ るが、 この 說に對 して は 鬼子 嶽 

諸 窯から 出土す る もの、 實 相より 見て、 餘り にも 文祿 以後に 於け る 古 織の 香の 高い もの、 優 品が 多い 點 から 見て 信じ かねる。 

寧ろ、 水 町 氏說の 如く、  二 旦廢絕 した ものが 再び 慶長 初年に 復興した ものと 觀 るべき が妥當 ではなから うか。 

唐 津燒が 文 祿の役 を 一 契機と して 大轉換 をな して ゐる こと は糙 かに その 出土 陶の 面から 觀て爭 は. れ ぬ事實 であり 又、 此 契機 

こそ 唐津燒 がー 大 飛躍の 基 をな した ものである。 顧みれば 實に 天與の 好機と も 謂 ふべき で、 唐津 燒の此 機に 築かれた 健 實な甚 

礎 は、 纏て 豊富な 磁土の 發 見と 俘に、 伊 萬 里 磁器と して、 染 付に、 又赤繪 にまで 著しい 發展を 遂げる に 至り、 九州 陶磁が 今 H 

在る こと は 畢竟 か、 る惠 まれた この 千歲ー 遇の 好機あって のお 蔭 だと 謂へ， よう。 

乍然、 古田 織 部が この. 祿役を 逆る 天 正 十五 年 旣に秀 吉に從 つて 九州へ 出陣して ゐる こと は 同年 卯月 九日まで 秀吉が 諸將に 

與 へた 朱印 狀の 中に 「古田 織 部 頭」 と あると ころより 推察され (松 下家 古文書) 同年 十月 朔 日に 開かれた。 秀吉が 満天下に 號 令し 

た 盛事、 北 野の 大茶會 に は 無論 この 織 部 も 驅せ參 じた も. ので あらう と 思 はれる。 又宗滿 日記 天 正 十五 年 十月 十二 in の條 に、 利 

攀 . 


休、 幽齋 と共に 織 部 は聚樂 第內の 數寄屋 で、 博 多の 豪商 神 谷 宗湛を 客と して 茶會を 催して ゐる ことよりも 推察され る。 _ 一 

當時 古田 織 部の 茶人と しての 地位 は 旣に第 一 流で あり、 この 宗湛 との 親交 は 纏て 彼の 好尙の 上に 具現 せられた 多くの 異國情 一 

趣 は 海外 事情に 精通せ る 宗湛を 通じて 彼の 旺溢 せる その 才氣を 以て これ を 十一 一分に 攝取 すると ころがあった もので あり、 この 一 

影響が 如何に 犬で あつたか は 織 部燒の 全貌から 受ける 異國 趣味に よつ ノし 十分 理解され ると ころで ある。  r  .1 

扱 織 部が 最初 九州 入り をした の は、 ~ この 天 正 十五 年の 卯月から 九月に 亘る 候であった とすれば、 長く 見て 約半歲 間で ある。 ： 

この間に 於て 彼が この 唐 津燒に 何程の 關聯を 生じ たかを 知る 何の 手が、 り もない し、 又當 時の 唐津 燒の狀 態が どんな もので あ： 

つた か、 鬼子 嶽の諸 窗が波 多 家の 沒 落と 伴に 一 旦廢絕 した ものと すれば、 この 天疋 末年に 近い 頃に 於け る 唐 津燒も 鬼子 嶽に於 一 

て 朝鮮の 陶技 その ま、 に燒 造し つ 、あつたと も 想像され るが、 此 時に 於け る 織 部と して は 自らの 好尙 によって 燒 造せ しむる ほ 一 

どの 餘裕 もなかった であらう し、 又 岀土陶 の 面より 觀ても 此頃旣 に 織 部が 實 際に 關與 したと も 思 はれない 點が 多い。  j 

唯玆 に唐津 燒に對 する 槪 念と 異國の 風趣に 接して 何物 かの 構想 を 得た であらう こと は 容易に 想像し 得られる。  に 一 

矢張り 實 際に 唐 津燒が 一 大轉換 の 動機と なった もの は 文祿の 役で あらう。 此機會に於て從來の朝鮮陶技そのま/- の唐津燒^^ 

茶道に 立脚して よくこれ を 日本化して、 發展を 具現した もの は 正に 古田 覼 部の 功績で あり、 當時利 休旣に 逝き、 利 休 なきあと 一 

は 茶の湯の 第 一 人 者と して 又 一 面 大工 藝家 として 一 世 を 風靡した この 古田 織 部が、 豊 太閤に 從 つて 肥 前名 護屋 にまで 出陣し 來ー 

つたこと が 實質上 大きい 素因 をな して をり、 此 古田 織 部が、 籾 度の 文祿 役に 於て は、 後備 衆の 一人と して 同 城 東 二の丸に そ OS 

部下 百 五十人 を 指揮し、 在番 衆と して 此 地に 止り 朝鮮へ は 渡らなかった、 此 時の 肥 前 在 動 は 約 一 ケ年 半と いはれ る。  一 

此 間に 於け る 彼の 動静に ついても 詳か でない が、 朝鮮に 於け る 戰況は 頗る 有利で 破竹の 進擊 による 相次ぐ 戰捷の 朗報に 士氣 i 

軒昂たる ものが あり。 又 其 反面に は、 出征の 將士に 引かえ て 名 護 屋在陣 衆 は 無聊 を 慰む るに 汲汲. たる 有様で、 能、 假裝 行列 i 

他樣々 な 催が 行 はれ、 彼の 山里の 庵 は 勿論 茶の湯の 盛大だった こと も 察する に餘り あり、 從 つて 古田 織 部が 當時 茶と 陶藝の 得 一 
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意の 分野に 存分の 手腕 を 振った ことが 容易に 想像され、 唐 津燒が 漸く 發展の 途上に 乘 出した の も 凡そ 此頃 のこと であらう。 

筆者 は 今度 古 窯趾の 調査から 步を此 所 名 護 屋城趾 に 進め、 天主 臺に 立、 ちて 海洋 を大觀 すれば、 脚下 は 丘陵 起伏す る 二 里餘に 

亘る陣 營趾、 馬 渡 島 加 唐 島 を 隔て、 壹岐、 對 島が 遠望され、 朝鮮半島が 幻影の 中に 浮ぶ、 其 昔 五十 萬の 大軍 を叱咜 した 英傑 秀 

吉の 偉業が si ばれる と 同時に、 今度の 大平洋 戰の慘 さ を 想 ひ 合 はせ 坐ろ 感慨無量の もの を 禁じ 得なかった。 

次期 慶 長の 役に 至って は、 戰況必 やし も 我に 利 あらす、 その 一部 は 可な りの 苦戰を 舐め、 殊に 太閤の 薨去と いふ 大きい 衝搫 

を， つけて、 前 役の 如き 戰捷の 法 悅に醉 ひ 遊與に 耽る こと も 恐らく 不可能だった かも 知れない がと に 角、 茶道と 陶藝の 發展に は 

却って 前 役に 於て 拓 いた 堅實な 端緒に 實を 結び、 完全な 軌道に 乘じ たこと 思 はれる。 前後 七ケ 年に 亘る比 間の 古 織の 動静に 

つき 識る由 もない が、 出土 陶が 最も これ を 雄 辯に 物語って ゐる。 - 

織 部 燒は美 濃に 於て 創作され 著しい 發展を 遂げた が、 この 唐津に 於ても 又 其の 分家 同様に 繪 唐津、 彫 唐 津は志 野に 通じ、 黃 

唐津は 黄瀨戶 に、 黑唐津 は黑織 部に 餘り にも 共通して るる。 

美 濃と 唐 津とは 活眼 を 以てすれば 餘り にも その 共通 點の 多い のに 驚く、 陶藝は 其の 地方、 地方の 原材料の 相違と、 古 來の傳 

統的 習慣の 結果、 容易に 拂拭 する ことの 出來ぬ 地方 的 特色が あり、 玆に 於て 美 濃 は 美 濃、 唐津は 唐津の 特色が あり、 生命が あ 

る譯 であって、 一貫した 一つの 風格 は その 時代の 趨勢と 優れた 好 尙の然 らしむ ると ころで ある。  . 

繪唐津 は 李朝鐡 砂に 酷似し、 鐡 砂の 技法が 一 旦唐津 で 咀嚼され、 鎗唐津 となった ものが 美 濃の 志 野に 及ぼした ものとの 見解 

も 理論 上 一 應 成り立たない ではない が、 それにして は 當時旣 に 美 濃で は 旺んに 志 野を燒 いて をり、 いは 志 野 全盛時代と でも 

いふべき 時代で あり、 これ を證據 だてる ものと して 大萱 窯で 窯 出土の 「あやめ 手黃瀨 fij の 破片に 「文 祿ニ年 八月 刻銘」 「文 

祿年 ー亥- 銘」 の ものが あり、 この 「あやめ 手 黄 瀨戶が 志 野と 併行して 燒 造され てゐる ことから して その 年代 は 志 野に 在る と 同様 

の解釋 が出來 る。 又 假に旣 に 文祿. 以前に 唐 津の飯 洞 甕 窯 や、 道 納屋 谷 窯の 繪唐津 中 最も 上作で 而も 古い 手と 思 はれる ものが 燒 


造され てゐ 仁と するならば、 現在 その 古窯趾 から 出土す る ものに 餘り にも 織 部 好みの 優 品が 多い ことが 不審で ある。 殊に 志 野 

に 近似の 縫 唐 津ゃ彫 唐 律の 如き 一目して 明瞭な この 織 部 好みの 作風が、 文祿 以前の 唐 津燒の 情勢から 見て 出土す るの は 不合理 

である。  -  -' 

故に 斯かる 1- 部 好みの 作風 は、 蓋し 美 濃の 志 野が ー步 先行し、 文 祿の役 を 契機と して 唐 律に 及び、 東西 兩 窯に 始めて 類似の 

ものが 生れる やうに なった ものと 思 はれる。 彼の 有名な 御所 丸 茶碗に しても、 當然、 古田 織 部の 好 尙に據 つて 生れた もので あ 

る こと は 論 を俟， 一 しない。 のみなら す この 御所 丸 は、 朝鮮 產を 以て 敢て本 歌と した もので もな く、 古 織の 創案 をして、 朝鮮に も、 

美 濃に も 又 唐 i; にも 夫々 其 地 に 適す る 地 方 特有の 陶技上 に 考慮が 拂は れ て 、 白 無 地 も あり 黑 も あり 黑 刷毛 も あり、 樣 々 な 御所 

丸を發 註した ものに 相違ない。  .  - 

文祿、 慶 長の 頃に 於け る 瀨戶燒 は その 勢力が 大部分 美 濃に 傾いて をり、 前記の 如く、 黃 瀨戶. - 瀨 戶黑、 志 野な どの 大部分の 

茶陶 全盛期であった。 しかし 當時靑 織 部 系の もの はま だ 生れて ゐ なかった と 想像され る。 この 靑織 部が 媒て 創作され た その 窯 

こそ、 唐津 から 其の 構造 を 取 入れた もので あり、 現在 久尻、 元 屋敷 窯と して 殘る古 窯 趾は其 昔 唐 津竈を 始めて 築造した 景延の 

窯 所で ある。  • .  ,  - 

此元 屋敷 窯の 築造 年代に ついては 明かで ない が 此窯趾 出土の もの 及 略 同時代と 推定され る 久尻窯 所 f 一と 思 はれる ものに 年代 

在銘の ものが ある。  •  一 

一 、 慶長十 年 六月 五日 . 鐡描銘 扇形 向 付  名古屋 g 川 勘 一 郞氏藏 

一、 慶長 十七 年 熱 田 大神宮 九月 吉日 加萌 左右 衞門 寄進 仕 候  ， 

, 刻銘， 總靑釉 獅子 香爐 
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以上の 二 點は靑 織 部 盛期の もので あり 猶、 

一 、 元 和 八 年 五月  . 鐡描銘 燭臺 破片  _ 多 治 見 工業 學校藏 

右 は 盛期 を 稍 降る 手の もので あり、 之 等 を， 綜合 的に 推察す るなら ば、 美 濃に 於け る 最初の 唐津竈 築造 は、 慶長初 乃至 中年に 至 

る 間に 於て なされた もの、 如くで あると 謂 ふこと が出來 よう。  ，， - 

現在 泉 町 岡 田家に 遺る 古文 害に ， >  ... 

- 「獺 戶大竈 燒物並 唐 津竈取 立 之來. H 書」  . . 

なる ものが あり * その 耍點 を揭 ぐるならば  -  . 

0^ 或 時唐津 より 森 善 右衛門 ト云フ 牢人當 時 先住 一 閑和尙 -1 內緣有 テ被參 折節 筑後之 被竈燒 物見 物 シテ惜 哉 大分 火、、 力 損ルト 

云フ時 一一 筑後是 ヲ聞テ 何ソト 唐 津竈樣 鉢燒樣 如何 問 彼 ノ仁答 へ テ 用鉢ヲ 能々 見 分 シ テ燒樣 委細 相傳被 1- ト 云 フ 依是  ー|, 彼 仁 

歸國節 同道 -1 テ僕ー 人 連 レ彼ノ 地 へ 行 竈 ノ用鉢 燒樣ヲ 念 比 口， II 相傳シ テ歸 リ先ッ 屋敷 之內チ 一一 竈 場 ヲ定メ 四方 高壁ヲ 掛其ノ 

內チ 一一 竈 打 ッ也是 ハ餘竈 之 者 II 爲 秘密 之ナリ 云々  . 

とあって 此 窯の 築造に よって 生産の 經濟 を意圆 したば かりで なく、 純 酸化 焰 による 銅 呈色の 靑綠 色釉卽 ち靑織 部が 創作され 

たこと は實 にこの 唐津 竈の 恩 惠と謂 はねば ならぬ。 又 この 唐津 竈の 築造が 瀨戶 地方に 於け る 登 窯の 嚆矢 である。 

唐津 地方と 瀨戶 地方との 陶技 上の 交渉 は 前記の 記錄の 示す ところの 牢人森 某に よって 始めて 開拓され たもの か猶其 以前より 

して 交渉が あった もの か、 全く 不明で あるが、 昔時の 交通 關 係より して 差 程 頻繁であった とも 考 へられな いが、 とにかく 窯 だ 


けは慶 長年 間に 於て 漸く 始めて 美 濃、 否瀨戶 地方に 其の 構造が 傳 へられた もので あり、 唐津に 於て は 1 體其當 時 を 逆る こと 何 一 

時の 頃から して 此 窯が 存在した ので あらう か、 唐津燒 では 創業 以來 この 形式の 窯に 據っ たもので ある こと は 疑ふ餘 地な きと こ 一 

ろで あり、 慶 長より 過去 何十 年間と 燒き續 けて ゐた としたならば、 遠隔の 地と は 云へ 風の 便りに でも 專 門の 陶工の 耳に 入り そ j 

うな ものと も 思 はれる。 獨 り瀨戶 地方の みに 止ら す 今少し 他 地方 へ も 早く 傳播 しそうに も 思 はれて ならない。 斯 かる 問題 も 唐 一 

津燒の 起源 を檢 討す る 上に 於け る 一面で はなから うか、 窯に ついては 後 章に 於て 詳述す るが、 唐 津燒中 最も 特異な 存在 は、 帆 一 

柱 系の 斑 唐 律と、 帆柱 窯 及 飯 洞 甕 系の 叩き 手 唐 律と である、 (因に この 二種に 屬 する もの は 他 窯に も あるが 槪ね 低調で この ニー 

窯が その 源流 を爲 して ゐる)  一  ...  、 一 

おの 二つの 陶； K は、 全々 別個な 系統の ものである ことが 直感され ると 同時に 決し そ 此事を 見逃して はならぬ。  ^ 

斑 奢津は 朝鮮 北方の 陶技 であり、 且 其の 創業が、 他の 唐 津燒中 壓倒的 多數を 占む る 織 部 系の 茶陶 とは傻 かに 時代が 一 步 古い 一 

とい ふこと は、 この 陶 技が 卽 ちその 窯と 伴に 移入され、 最初から 唐津燒 はこの 形式の 窯に よって 燒 かれて ゐ ると いふ 事で ある。 一 

玆に 宜上宭 津燒の 陶技を 極めで 大まかに 分けて 見るならば、 この 斑 唐津の 手と、 叩き 手 唐 律と、 他 は茶陶 中心の ものと 大； 

體 この 三種に 分類す る こと： a- 出來 やう。 そこで 最初、 鬼子 嶽に 齎らされ たもの は 何であった かとい へば 私 は 卒直に この 斑 唐津； 

であると いひ 得る。 叩き 手 唐 律 は、 朝鮮の 甕 造りの 叩き 手專 門の 工人に よって 作られた もので 餘 り多產 的で はなく 主流 を 爲しー 

. ^い^^き であい、 稍 時代 を 隔て、 出發 したが 非常に 過 速度 を 以て 進展し 唐 津燒の 全域に 亘 つて 旺 んに燒 造され-たのが、 ！ 

織 部唐津 である。 斑 唐 律の 窯 は 北鮮の 形式で ある 割 竹 式で 隔 室が あ， 9、 叩き 手 唐 律の 甕專 門の 窯 は隔 室の ない 隨道 式で ある、 一 

(窯 第一. 圖參 照) 隨道 式の 形式 は 割 竹 式よりも 古い もので、 窯の 形式から 観れば 叩き 手の 方が 古く も 感ぜられ やう、 しかし 乍 一 

ら 現在 この 隧道 式 窯が 唐津に 見當ら ない ばかりでなく、 燒 造の 規模より 見ても 叩き 手 は 極めて 僅少で あるから この ものが 先驅ー 

となつ； i と は fa はれない。 斯様に して 考察 を 進めて 行く と、 結局 斑 唐津の 技法が その 窯の 形式と 伴に 唐津に 於て 燒 造の 火蓋 を 一 
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切り、 入 混った 陶技も 各々 別個な 窯 を 築造す るの 煩を敢 てし ないで：！ 便宜上 皆 この 割 竹 式の 窯 を 利用して 燒ぃ たもので、 旣設 

のこの 窯の 形式に 據 つて 委く 成功した ことによって 強いて 別個な 形式の 窯 を 築造す る 必要が 起らなかった からで ある。 

織 部 好みの 茶陶を 中心とし たもの も 恐らく 述 上の 意味で、 唐 津燒の 窯の 形式 は專ら この 割 竹 式に 據っ たもので あり、 征韓の 

役に 於て 連行した 陶工に は 各地 方の ものが 混用し 從 つて 窯に 於ても 本國 で用ゐ たものと は 多少の 相違が あり もす るが、 この 唐 

津 竈の 構造に 於て は、 鐡砂は 勿論の こと、 染付、 辰 砂な ど を 假に燒 くと しても 決して 不可能で はない。 必す燒 き 得る ので ある。 

が 然し、 技術 は識 つて ゐても 適當な 原料の 發 見され なかった ことな どに 支配され 燒き 得なかった もので あらう、 染付ゃ 辰 砂 

を 燒く窯 は 僅かに 天井の 構造-が 異る のみで 些 して 變， 9 はない。 (第二 圖參 照)  - 

假 にこれ を 逆に 考 へて 見るならば、 最初、 若しも 南鮮 系の 陶工が その 技法 を傳 へたと すれば 或は 北方の 陶工 達 も その 窯に よ 

つて 斑 唐 津を燒 いたか も 知れない。 かう した 考へ方 は 決して 不自然で は あるまい。  -、 

とに 角、 唐 津燒の 窯の^ 式が 最初から この 割 竹 式に 據 つたこと に 於て、 何よりも 先に この 斑 唐 律を燒 いた こと はこの 窯の 形 

式が 實證 して ゐる。  - 

扭、 先驅 した この 帆柱 窯の 作品が 北鮮 會攀燒 に似て をり、 會寧 燒の陶 技が この 帆柱に 移入し， たものと の 說は旣 Lf 一  般の 常識 

であり、 一 應定說 の 如くに なって ゐる。 乍然會 箏燒が 果して 何時 時代から 燒 造され てゐ た. f のか、 又 その 初期の 作品が どんな 

調子の もので あり、 時代と 伴に どう 變遷 し. U かな どの 事柄に ついては 不幸に して 同地 方に 於け る 古 窯趾の 調査 も 不十分で 現在 

詳か でない、 筆者の 識 る範圍 では、 この 會寧燒 なる もの は 初期の 帆柱 窯の 作品 どころ か、 同系の 唐 津燒中 稍 時代の 下つ； i 手の. 

もの 程の ものであって、 決して 初期 帆柱 窯の 源流と して 合點の ゆく ほどの もの を 曾て 見た ことがない。 . 

帆柱 籠， S ち 声： 津燒 創業 期の 作品の 系統が 北鮮 系の ものた る ことに 於て は 異論の 餘地 なきと ころで あるが、 會寧所 產の此 手の 

ものが 帆柱 窯 初斯の ものに 比し 極めて 低調で あ， 9、 殊に 帆柱 窯 初期の 作品が 決して 酸化 焰燒 成の 白 海鼠で はなく、 均、 汝 窯に 


も 匹敵す る鮮 かな 天靑 乃至 月 白に 通じ、 而も 其の 作 振りに 於ても 雅致に 富んだ 調子の 高い もので 而も 壺類 など は 多 く 紐 造り 

で、 之 等の 作風から 見て 北鮮の 何邊 かに、 この 源流と なった 窯 所がなくて はならない 猶。 此 手の 所謂 均 窯 凝の 作品が 決して BE 

發 的な もので はなく、 此 窯の 初期の もの は 還元 焰で この 呈色 を 目標と して 造られた ことが 明かで ある こと をつ けお へ て おき，， 

拔か うし ^ た 帆柱 驚 初期の 作品 を靜 かに 觀 察する につけて 想起され るの は、 熱 河に 於け る 金 代 (南宋) 遺跡 山 3 土の 頃 品で ある 

此 手は舊 満州 國立 博物館に 汝窯 として 多くの 列 品が あり、 宋均 窯と 呼ばれる 手の ものと 比べ て 其の 素地が 粗 面で „ ^振り ま槪 a 

無雜 作で 靑味月 白の 地 釉に紫 乃至 紫 紅色の 斑 文が ある ものが. 多い、 この 斑 文は釉 裏に 銅が 着 彩され た 結果に 據る こ， ，0 は 勿論で 

ある。 帆柱 初期の 作品に はかう した 銅 呈色の 斑 文 は 全々 受けられない が、 其の 素地 や 作 振り 釉 調に 於て 頗る 共 逋點が ある。 

熱 河 出土の 此 手の ものが 果して 汝舊窯 所產の もので あるか、 或は 満蒙の 地域 內で燒 造され たもの かに ついては 檢討を 要する 

が.、 満蒙 地方に 於け る 古 窯 趾には 意外な ものが 存在し 近來 その 研究の 步が 進められつ、 新しい 發見も あり、 現在 此 手の ものに 

ついては 猶 調査 不十分で 明かに されて ゐな いが、 或は かう した もの も その 窯 所が 存在した ので は あるまい か. - 均、 汝の陶 技が 

朝鮮に 傳 はると すれば 何の 理由が あって 南部 及 中部に 傳 はらす して 北鮮の 而も 東岸に 此 技が 傳 はった もの か 不審で ある。 唐津 

燒 初期の 陶 技の 源流 を 採る に は 先 以て：^ ム鮮 地方の 古窯趾 にっき 十分な 調査が 必要で あり 其 結果に 據ら ざれば 明白で ない が、 玆 

に參考 資料と して 筆者 所持の 一 片の 陶片を 紹介して おきたい、 これ は 曾て 筆者が 支那、 満鮮 の陶業 視察の 途次 (昭和 十 年 六月) 

京城舊 朝鮮 總督 府中 央試驗 所に 於て 割愛 を 受けた もので. - 此陶片 は 同所に 於、 て 原料 調査の 目的の 下に 鮮內 各地に 派した 師の 

或 一 人が 採集せられ たもので、 同 技師の 語る ところに 據れば 明かに その 採集 箇所 は， P 窯趾 である ことが 推定され る。 

所 は 咸境北 道 鏡 城 朱 南面 三鄕 洞で 朱 南炭抗 より 四 里の 奥地で、 更に この 陶片が どんな 調子の もの か を 若干 玆に說 明して おき 

こ、。. 
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器物 は單 純な 稍 深 目の 徑四寸 三分、 高サ 一 寸 二分 五 厘の 皿で、 稍鐡 分の 含有した 砂 目 土で 其 作 振り は 厚目 作りで 高臺際 だけ 

が 丸 カンナ (へ. ラ) で 削られ、 竹の節 高 臺で高 臺內は 丸味に 削り 中高 (臍) で、 釉調は 優れた 還元 焰の均 窯 風の 鮮 かな 月日 靑 

色を呈 した 乳濁 釉で、 外面 は 下半身 高 臺共土 見せで その 士味、 作 振り、 釉 調の 凡てが 實に 帆柱 窯 初期の ものに よく 似て ゐる。 

舊滿 博の 列 品 熱 河 出土の 汝窯 ものに 比し • 銅の 着 彩に よる 紫 紅 斑がない。 而も この 朱 南面の 作品が 三ケの 目に よって 積 重ねの 

朝鮮 式 匣 詰 法に 據り厘 鉢 を 用 ゐてゐ ない 點に 於て 特異性が ある。  . 

肇者 は當時 官職に 在っての 出張 旅行で、 日數 にも 限りが ありこの 朱 南面に 心 索 かれつ、 も遂 現地の 調査 を爲し 得なかった こ 

と は 實に殘 念で ある。 これ は單に 一個の 陶片 に過ぎないし、 而も 他人の 手に よって 採集され たもので、 これ 以上 現地の 狀 に 

ついて 語る 資料 を 持ち合せな いのは 遺慽 であるが、 この 朱 南面の 作品が 餘り にも 帆柱 窯 初期の 作品に 酷似して ゐ るのに 驚く、 

これ こそ 唐 津燒の 本 歌と して 十分に 首肯し 得らる 、もので 到底 會箏燒 の 比で はない。 

朱 南面 は、 鏡 城、 淸津の 港に 近く 通商 貿易の 關聯 性から も 案外 か、 る 東海岸の 奥地にまで 或は 倭 冠な どの 手が 伸びて をり、 

陶 業國產 を意圖 して その 工人 を 引 連れて 帆柱に 創業した もの かも 知れない。 

幾度 も 繰 返す やうで あるが、 帆柱 窯の 初期 は 決して 酸化 焰燒 成の 帆帶 黄白色の 海鼠 釉 ではなくて、 優れた 還元 焰の均 窯 風の 

ものであった こと を 十分に 識 つてお く 必要が ある。 元來 この 還元 焰は 其の 焚 方が 至極 困難で あり、 初めの 中 は 還元 焰で 目的 を 

貫徹し やうと した もの、 とかく 酸化 焰 になり 勝の 結果、 その 釉調は 白色の 乳濁 失透 釉 となり 纏て はこれ に 甘んじて 遂に 酸化 焰 

に 移行した その 經緯 がよく 窺 はれる。 . .  、  _ 

酸化 焰に墮 した 結果 白 海鼠の 斑 唐津が 創作され たので ある。  、： _  、 

斯うした こと は 瀨戶燒 の 初期に 於ても 同様に 支那の 靑磁を 目標と した もの 窯の 形式に もよ る こと 乍ら、 優れた 還元 焰が. 意 

の 如くなら す焰 はと かく 酸化 焰に 傾き、 素地 及釉 中の 鐡分は その 酸化 作用 を 受けて 自然 黄色 調を呈 し、 躲て はこれ に 甘ん やる 


の 結果 遂に 「黄 瀨戶」 なる 一 手が 創作され るに 至った のと 全く 東西 好 一 對の實 例で ある。  - 

釉 の性狀 について は 別項に 於て 詳述す るが、 この 乳白 釉 (白 海鼠) は、 唐 津燒が 我國に 於け る 最古の ものであるが、 其 時代が 

文祿を 逆る 凡そ 何時 時代に 當て 嵌る か は 盲斷を 許さ や 重要 且 難問題で あ ふ、 慎重に 檢討を 要する、 猶 帆柱 窯 初期に 次て 古い 手 

と 思 はしき ものに 叩き 手 唐 律が ある。 この 叩き 手 は 帆柱 窯 及 飯 洞 甕 初期の 作品に 優れた ものが あり、 道 納屋 谷、 皿屋 谷の 諸 窯 

にも 及ぼして ゐ るが 槪 して 低調で あり、 素地 も釉も 若干 相違して ゐる。 帆柱 窯の 初期の 一 部の もの を 除いて は 凡て 巧な 轆轤 作 

,5 ばかりで あるのに. 此手 のみが どうして かかる 非 能率的な 操作 を敢 てした もので あらう か、 現今の 鑑賞 家 は その 作 振りの 特異 

性 を 尊び 陶藝 作家に 於ても 又 轆轤 は それと して 別個な その 作 技に 興味 を 感じ 其の 作 技が 試みられつ、 ある も、 當時 〇 自然の 狀 

態から 考察す る. ならば、 恐らく 轆轤の 出來る 工人が 何ん のために 敢 てこん な 仕事 をす る 必要が あらう か.. この 叩き 手の 作品 を 

港ら へた 陶工 は その 系統が 全々 異っ たもので あると 私 は 信す る。 この 技法 は 現在 猶 朝鮮に も 支那に も 昔の ま、 に傳へ て をり、 

叩き 作りし か出來 ない 甕 や 鉢ゃ壺 類な どを專 門に 作って ゐる 陶工 達で、 此 技法 は 全く 特殊な もので 之 等の 陶工 は 勿論 轆轤 を 廻 

して 乍る こと を 心得て はゐ ない。 飽くまで この 仕事に 慣れ 切って ゐ るから 叩き 作りに 限って は實に 巧みで ある。 叩き 手に 慣れ 

た 工人に 轆轤が 出來 ない と 同様に、 轆轤に 慣れた 工人に は 又 此の 叩き 手 は 難 かしい。 叩き 手 は 半ば 紐 造， 9 の 技巧が 加味され る 

が、 製陶の 初期に 於て 轆轤の 發 達して ゐ ない 頃に 於て は 立體の 大物 を 引伸す に 困難な ために 行 はれ 仁 紐 造りの 技法と は 別で あ 

る乍然 最初 は 全く 別個な 夫々 の 分野 をのみ 護った 工人 達 も 同じ 場所で 朝夕 業を倶 にす る關 係から 互の 長所の 一 父 流 は 或 程度 爲さ 

れる やうに なった かも 知れない。 叩き 手に 用 ふる 土 は 特に 粘 力が 必要で あ， 9、 自ら その 原 土の 性質に 於ても 出 發點を 異にして 

ゐる ことが よく 判る。 飯 洞 甕 窯に は此 手の 優 品が 多く 若し 此 手の 方が 帆柱 窯より 一 步 先行した とすれば、 それ は 窯の 形式が 當 

然甕專 門に 燒く隨 道 式の 隔壁の ない のがなくて はならない が、 現在 此 種の 窯が 遺存 して ゐな いので 明かで ない。 

次に 飯 洞 甕 窯に 壓倒 的に 多い 靑唐津 (焰の 性質で 黃唐津 ともなる) は 一 見して 美 濃 窯に 於け る 「ぐ ひ 吞手」 黃瀨戶 に 近似し 
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た釉 調で ある。 靑ぃ色 合から 黃 色調に 纏て 鉦 鉢 風の 黃瀨戶 風の 作 振りに 移って 行く 狀態は 鋒 濃瀨戶 の瓷器 手から 「あやめ 手」 

に 移行す る狀 態に も 似て ゐる此 種の もの、 中で も その 最も 初期に 屬 すると 思 はしき もの は、 案外 時代 も 古く 帆柱 初期と 伯仲の 

間に 在る かに 感 する もの も あるが、 4^ 手の 釉が 可な， り 長期に 亘り 利用され 新 古に 胯 つて をり^ として は 所謂 並釉 とで もい ふべ 

きもので 多く 利用され てゐ る。  - 

唐 津燒か 茶道の， 上に 立脚し. て燒 造され る やうに なった の は 決して 足利時代に 於け る我國 初期 茶道の 上で はなく、 畢竟 文祿、 

に 其の 端 緖を拓 き、 慶長、 元 和の 頃に 於て 最高潮に 達した ものと 思 はれる。 我國の 茶道の 初期に 於て は 茶器と して 用 ゐられ た 

もの は 支那 產か 若しくは 國燒の 唐物 寫 しで 自ら 一 定の 制約され た嚴 E な 姿の もので あり、 第 一 茶碗に 於て は 主として 天 目茶 碗 

が 用 ゐられ て ゐる。  . 

此點に 於て 唐津燒 にして 眞に 唐物 寫 しとして 肯定の 出 來る天 目茶 碗 を 造った かどう かを檢 討せ ねばならぬ。  . ， 

唐津 窯に 於け る 天 目茶 碗 中 最も 上作と 思 はれる もの は、 道 納屋 谷 窯の もので あらう、 - 形態 も 端正で 唐 律 燒の個 有の 技 癖 も 

尠ぃ、 乍 然高臺 の 作 振りに 於て 第一、 高 臺內の 削り 込み 深く、 台 先端 薄く、 釉 のかけ 方 重厚なら や 規律に 乏しく、 天 目茶 碗 そ 

の ものから して は、 唐物 眺 ひの 意圖は 汲み 得る も、 これ を 瀨戶棒 系 及 美 濃 窯 初期の ものと 對 比しても 遙 かに 唐物との 懸隔が 甚 

しく、 又燒 造の 時代から 見ても この 道 納屋 谷 窯が その 時代にまで 溯り 得る とも 思 はれない、 しかし 唐津に 於け る 天 目茶 碗 中で 

は 最上 位に 置かれる もので あり、 其 他 道 園、 明. 尊 寺、 金石 原、 安田 原に 至って は 問題に ならぬ。 下手で、 織 部 末期に 近い. 美 濃 

大 平の それに 似て、 天 目茶 碗と しての 用に 供せられ 仁 ものより は、 攀ろ 日常 雜 器の 分野に 入るべき もので、 その 形態の 上に 僅 

かに 天 目の 名殘 を.^ むる に過ぎない。 ■ .  . 

要するに 唐 津燒を 斯うした 陶 技の 上から 解剖して 見る と、 其の 地方 的歷史 ゃ記錄 とは必 すし も 一 致す る もので はなく 大體繰 

返して これ を 要約 すれば 次の 結論に 達する と 思 はれる .  . 


一、 唐 津燒は 朝鮮 北方の 陶 技の 直輸入で あり 窯の 形式と 共に 帆柱 窯に 創業した こと  . 

一 、 初期 親柱 窯の 作品 は 還元 焰の、 汝、 宋均 風の 天靑、 月白瓷 である こと 

一 、 窯の 焚き 方が 還元 焰 から 次第に 酸化 焰に 移行した 結果 遂に、 帶 黄白色の 海鼠 釉の斑 唐津が 創作され、 此の 系統の 釉の我 

國に 於け る先驅 をな した こと  -  - 

一、 叩き 手 唐津は 最初 朝鮮の 叩き 作り 專 門の 工人に よって 造られ、 轆轤の 出來る 工人と は 別個な 存在で ある こと 

一、 灰 釉の靑 唐津も 酸化 焰に 伴れ て黃 色調と なり 黃唐津 と 呼ばれる 黃瀨戶 に 通す る ものと なった こと 

一、 唐 津天目 は 道 納屋 谷 窯 を 最上と し、 之 を 唐物に 比すべ くもなく、 瀨戶の 唐物 寫し にも 劣り 所詮 足 利の 初期 茶道の 用に 供 

せられた と は 思 はれない こと.  _  /  , 

一、 繪唐津 を 中心とした H 本 的 作風の 茶器 は 文 祿役を 契機と して 端緒 を拓き 所謂、 織 部唐津 がその 樞 軸を爲 して ゐる こと 

一 、 織 部の 好尙に 基いた ものと 推察され る 所謂 織 部 好みの 風格 を もつ 作風 は 美 濃 窯を甚 點 として こ/ -唐津 にも 及んだ こと 

一 , 綺 唐 律 は、 李 朝の 鐡 i^、 美 濃の 志 野の 陶 技が 交々 唐津に 於て 風土 化され 彼我の 交流が 濃 かなこと 

一 、 茶器と しての 意 園の 下に 於て. 燒 造され たもの は文祿 以降の ことで、 文祿 前期に 於け る 請 作 は槪ね 日常 品で あつ， 一 i. こと 

一、 文祿 以前に 於け る 古 窯 は 鬼子 嶽に， 限られ、 その 燒 造の 規模 は些 して 大 なる ものではなかった こと 

一 、 此 地方の 對 外交 渉が 歴史の 示す ところに よれば 可な り 古いに も不拘 出土 陶の 實體に は餘り 古い 時代相 を 感受し 難い こと 

一、 創業 年代 は 輕卒に 之 を斷定 すべきで はない が 彼の 高麗 我が 鎌 倉に 通す る もの は 毫も 認められな いこと . 

一 、 朱 南面の 陶 技が 必 すし も 直. f に 南宋に 通ぜ や、 又 帆柱 初期の 作品が その 燒 造の 規模が 僅少で ある ことから 推察して 均 窯 

風の もの/ -燒造 期間 は 案外 短期間で あり 畢竟 李 朝、 我 室町 も 中期 を 下る ものと 推定され る こ，^ 

而 して 唐 津燒の 全體に 潜んだ 朝鮮 的 技法 は渡來 工人の 傳統的 習慣 性の 顯 はれで あり、 最も 特異性の 著しい もの は 帆柱 初期の 
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均 窯 風の 手と 叩き 手で、 他 は： 全く 日本的の 香の 高い もの ば か り で ある、 奧 高 麗 や 熊 川風の 茶碗 は 朝鮮 風で は ある が 之 等の もの 

が 朝鮮に 於け る 自然 的な 而も 生產 的な もので なく、 御所 丸 同様に 或は 我國に 於け る 茶人の 好みが 彼 地に 注入され た 結果に よつ 

て生產 された ものに 類す ると 見る こと も出來 やう。  ： 

茶 陶の樞 軸を爲 した もの は 織 部唐津 であ， 9  ノ陶 窯の 地方 的 特異性 を發 揮せ しむる こと は 寧ろ 好尙の 力で あり 之 を 好 尙の甚 本 

として 十分に 把握し、 而も 藝術 としての 根幹 を爲す もの は 決して 末 稍 的の 陶技 ではなく、 一目して 織 部と いふ 强ぃ 風格に 感動 

される その 力 こそ 偉大な 藝の 力で あり、 古 織の もつ 斯うした ェ藝的 才能 は、 美 濃に 於ても、 唐 律に 於ても、 又 丹 波、 信樂、 備 

前 等の 諸 窯に も 及び 實に 新しい 感覺を 示して をり、 糙 かに 當 時の 新 典ェ藝 ともい ふべき であらう。 . 


二、  土質 VI 其の 特徵 について . 

凡そ 陶土と しての 條件 は、 粘 力、 耐火 度、 色調、 收縮 率な どで ある。 乍然 形が 出來て 燒締れ ばよ いとい ふ 程度の ものなら ば 

地球上 凡そ 土の ない ところ はなく、 唯 燃料が あって 燃 燒裝置 さえ あれば 製作 技法の 如何によ つて 可能で ある。 . . 

成形に 適 當な 粘 力が あ，.^、 耐火 度 も あり 收縮 作用 も 餘， 0 極端で なく、 而も 其の 色が 白い ものと なると 何處 にも 產出 すると は 

限らない 、故に 古來 製陶の 發 達した 地方 はこの 諸條 件に 叶った 陶土が 產 出される ことに 因る。 

近代 は坏土  (成形の 出來る やうに 調製した 土 を 云 ふ) の 調製が 丁寧に な、 り 幾 種類 かの 原料 を水簸 して 用ゐら れてゐ るが 初期 

の もの は 大方 單 味の 而も 自然の ま /- の もの を、 乾燥 させて 碎き水 を 混和す るの みで 若干の 砂粒 や 石 粒が 入って ゐても 平 氣で直 

ちに 成形に 供した ものである。 (磁器 は 別で ある) 土 物 (陶胎 ) は餘り 土の 處理が 丁寧 だと、 本 來-の 土 味の よさが 却て 失 はれて 

面白味が なくなる ものである。 

元來 粘土 類 は 永年の 間に 岩石が 風化 作用 を 受けて 雨水に よって 注 積した もので、 第三紀 層 中 層 部 をな し、 古 生 層の 邊緣に は 

木 節 粘土、 白 粘土 を產 し、 花崗岩 地 帶には 蛙 目、 高陵土 を產 する のが 常で める。 上層 部 は 砂礫 を 混へ 又 鐵分を 多く 含有す る。 

+ 唐 津燒に 用 ゐられ た 粘土 中 最も 其の 特徴の 顯 著な もの は 鬼子 嶽 帆柱 窯 を 中心として 多く. 斑 唐 律に 用ゐ ちれた 手の もので、 極 

めて 荒い 恰も 砂 を 固めた やうな 感じの 粗 面の 土で、 一 寸他 窯に は 類例 を 見ない 特殊な 持 味の ものである。 岸 岳 古窯趾 附近に は 

花崗岩 を 産出し、 其の 花崗岩が 瀨戶 地方に 於け る 如く 大粒の 挂砂を 介在して をら す、 雲母 も餘 りない、 この 花崗岩が 風化 作用 
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をう けて 分解し、 蓄積し； i ものが この 粘土で、 現地に 至れば 原石から 粘土 化する その 過程が よく 窺 はれる。 從 つて 瀨戶 地方の 

娃 目 粘土の 如き 大粒の 珪 砂が なく、 大體 その 粒子が 平均して をり 砂 目で あり 乍ら 微分 子 を も 多く 含有して ゐ るので、 相 當粘カ 

も あり、 全々 水簸 する ことなくして 成形に 好適の ものである。 其の 粘土 層に よりて 酸化 鐡の 混入の 多少が あり、 燒成 結果に 於 

ける 土色 は 燒成焰 の 性質に よりても 左右され これ を 一概に 決し 難いが、 槪ね淡 黄白色、 乃至 茶褐色 を呈 し、 此 種の 粘土が 古 窯 

趾 附近の 山野に は 所々 露出して をり 採掘に は 比較的 容易で ある。 

乍然 同系の 粘土に しても 其の 場所に よって 若干 づ、 その 質に 良否の 差が あり、 又 其の 粘土 看に も 厚薄が あり、 注 積され る 四 

圍の狀 態に よって、 鐵 分の 多少、 粒子の 荒 細、 粘 力の 差異 等が あるが 槪ね その上 層 部 及 下層 部は鐡 分の 含有量 多く 一層 砂 目で 

粘 力 乏しく 中 層 部は站 力に 富み 鐡 分も尠 い。 *  -  .  . 

帆柱 系の この 砂 目 土 は大體 好適の 燒成 範圍は SK  8—10  (li。c)-li。c) と 思 推され.^ 燒締 りょく 收縮率 も餘り 過大で なく、 重 

さに 於ても 砂 目 だけに 比較的 輕ぃ、 帆柱、 皿屋 谷の 斑唐津 のよ さは 實に此 粘土あって のこと で、 この 粘土， の 特質が 自然 その 轆 

轤の作 振りに 釉 調に 凡て 特殊な. 味と 感覺を 表現 させて ゐる。 . . ：  ， 

同じ 斑唐津 でも 山 瀨の土 は 質が 頗る 織 密で鬼 角釉調 も、 落着き を缺 き、 轆轤の 作 振り も 固く 餘 情に 乏しい。 

斑 唐 津の陶 技と 此の 砂 目の 岸 岳 粘土と は 切り離す ことの 出來 ない 絕 好の 調和で ある。  ノ.. 

繪唐 律に 用 ゐられ てゐる 粘土 は 飯 洞 甕、 道 納屋 谷の 如く 可な り 白い 手の もの も あるが、 槪 して 鐡 分が 多く、  <fa 有されて ゐて 

その 色調 は 赤裩色 乃至 鼠色で、 質 も 密で燒 締りも 堅い。  . 

叩き 手 唐 律の 土 は 帆柱 初期の もの を 除いて は大低 一層 緞密で 頗る 粘 力に 富み、 恰も 飴 交趾に 匹敵す る もので、 從 つて 厚手に 

作る と 切れ 易く、 素地 中に 氣孔が あると 兎角 米 煎餅の 如く ふくれ C フク) が出來 るので 叩き 手の 技法が 兩 面から 叩いて 素地 を 

締める の は 整形 以外 斯うした 役割 を も 果す譯 である。 ：  ， 


國燒中 瀨戶の 祖母 懷 とか 志戶呂 などの 土 も、 ふくれの 出來。 る點に 於ても よく 似た もので、 この ふくれ は、 熱の 急 昇した 場合 

に 於て 最も 多く 出东る もので、 釉 なり 素地の 表面が 早く 嫁け、 素地 中の 氣孔 から 空氣が 逃げ 得られす 粘 力 過多の 粘土に 限つ-て 

起る 現象で ある。 

輸送に 不便な 昔の 窯 所では 大抵 その 素地 土 や 釉藥の 原料 も 附近の 山野 に^て 之 を 求め 決して 遠隔の 地より 取 寄せるな どの こ 

と はして ゐ ない。 そこで その 地方、 地方に 於け る 地質の、 相違から 特有の 土質に 異 つた 特長が あり、 瀨戶は 瀨戶、 唐津は 唐津、 

伊賀、 信樂、 丹 波な ど 夫々 の 持 味 ど 地方色が 遺慽 なく 發 揮され る 陶器の 味 は實に この 土 味が 根本で あ、 り、 從 つて 陶器 を 作る こ 

と は 先 以て その 土の 吟味 こそ 最も 肝要で あらねば ならぬ。 

繪唐津 の 土 は 槪ね鐵 分が 多い ので、 素地の 呈色 は 褐色 系の ものが 多い が、 小 山路の 如く 還元 性の 窯で は 鼠色と なり、 又 飯 洞 

甕 下、 窯 道 納屋 谷 窯の 如く 相當 白い 手の もの も ある。 小 山路の 繪唐津 は 美 濃の 高 根 山の 唐津織 部に よく 似て を. 9、 飯 洞 甕の も 

の は、 志 野 織 部、 繪織 部に 近似して ゐ るが 矢張り 美 濃 は 美 濃、 唐 津は唐 津の何 處か爭 はれぬ 特長が 潜んで ゐる。 

唐 津燒の 土が 總體に 粘 力に 富んで ゐて、 作り 易い こと は その 轆轤の 作 振 を 見ても よく 窺 はれる。 飯 洞 甕の 白 土での 繪唐津 は 

鐡繪の 調子が 釉 上に 浸み 出て、 鐡 砂の 色と 素地の 白 さの 鮮さ もさる こと 乍ら、 總 體に鐡 分め 多い 繪唐津 の 有色 素地の 靜 かな 沈 

默の 中に 落着いた その 地味な 風格に は 掬 愛すべき 味が ある。  し , 

又 自然に 含有す る鐵 分に も珪酸 質、 酸化 質、 硫化 質種々 異 つた 性分が あって、 夫々 その 釉を 透して 作用せられ、 灰釉、 靑磁 

其 他の 透明 釉は 勿論の こと、 支那 產の天 目茶 碗の 如き ものにしても 單に その 釉 のみでな く 素地 中に 含まれる。 鐡及鐵 以外の 例 

へ ば満 俺、 チタン 等に よつ て 支配され る こと も識ら ねばならぬ。 

帆柱 窯 初期の 均 窯 風の 色調に しても 此の 素地 中の 鐡 分が 其の 呈色の 上に 重要な 役割 を もつ もので あり、 古染付 や、 古 赤繪ゃ 

古 九 谷な どの 磁器に しても その 華麗な 裡 にも 落着いた あの 枯淡な 味 は 一 面 その 素地に 含有す る 若干の 鐵 分が 然 らしめ てゐ ると 
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も 謂へ よう。 吳州 赤繪の 如きに しても、 眞 白い 素地に 化粧 かけ もな く、 單に赤 繪の繪 付 だけだった としたら 頗る 妙味の ない も 

のとなら う。  、  ■ 

この 鐡 分の 含有量と 更に 其の 土質の 耐火 度の 如何によ つて 燒締 り、 色調に も變 化が あり、 道 園、 內田、 南 川原 邊 りの もの は 

頗る 堅緻に 燒締ケ 赤味が 多い が 同じ 窯の もので も 窯內の 場所に よって 火 度の 强 弱と 燒成焰 の 性質が 異る ことによって、 樣々 な 

變 化が 起， り 1 槪には 決ん 難い。  -  . ： 

靑唐津 と 黃唐津 は 素地 も釉も 同じ もので あり 乍ら 火 度の 强 1^ と， 焰の 性質で その 釉調は 勿論 素地の 色調、 締り、 重さな どに 相 

違が 出來、 靑唐津 は 堅く、 黃唐 津は軟 かい。 一 

害津 |H は 總てを 通して この 土 味に 魅力 を 感ずる。 又 その 釉 のかけ 方が 特殊な 朝鮮 唐津ゃ 叩き 手 を 除いて は 大部分の ものが i 

ぬ- 5 釉 、ず-、 け) でな く、  土 見せで ある だけに 猶 其の 土 味を觀 賞す るに 絕 好の 作 振りで ある。 古く 本土に 渡來 した 朝鮮の 陶工 

ffj も、 初めは 北鮮、 後に は 主として 南鮮と 地域的に も 異り從 つて 其の 陶 技の 上に も 夫々 の 異色が あり、 原 土の 發見 にも 從來使 

ひ 慣れ； 2 土に 匹敵す る もの を 山野に 求めた もので、 北鮮の 陶工 は 砂 目の 粘土 を、 南鮮の 陶工 達 は 鐡砂を 中心としての 目標に 合 

致す る もの を 又 甕 作りの 陶工 は、 粘 力 過多の 叩きに 都合の よい もの を 夫々 專門 的に 多年の 間に 訓練され た 眼 を 以て、 異 國の而 

も 限られた 地域 內に 於て 好適の もの を發 見した こと は 大きい 功績と いふべき である。 ■ -  , . 
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會 寧 面 五 洞陶窯 見取 圖  廣州郡 南 終 面 分院 黑陶黑 青 測 圖 


驪州鹿 北 内面 五 鶴 里陶窯 實測圖 


三、 轆轤と 其の 作 振りに ついて ノ 

唐 津燒の 轆轤 は、 朝鮮 系の 蹴 轆轤で 其の-回 轉は 水引 (s^iwr) は 右 廻り、 削り は 左 廻 である。 瀨戶、 美 濃 地方に 多い 手 轆轤 

は、 水び き、 削り 共 右 廻りで、 手 轆轤 は圓 盤の 周邊 にある 穴に 短い ステッキ 樣の棒 先 を 押 込んで 手で 廻し、 廻 轉が停 北 すれば， 

又 これ を絕ぇ ゃ反複 して 作る、 、蹴 轆轤 は その 構造が 作品 を 作る 上 盤と 足で 廻す ための 下 盤との 二 段の 圓 盤で 組立 てられた 構造 

で、 廻轉 は專ら 足です るので、 手 轆轤の 如く 回轉 のために 作る 手 を 取られる ことなく、 又 可な り 大形の. もの を 作る にも 足の 力 

こそ 要る が、 便利で ある 手 廻 轆轤で は 大物の 場合 ほど 力が か、 り 回轉が 直ぐ 停止す るので、 作る 轆轤から 挽 臼 樣の綱 引&ク ひ 

に顿を かけて 挽き 手 助手 を 使 はねば ならない 作る ものと この 挽き 手との 呼吸が 合 はない とう まく 出來 ない もので、 近來 は回轉 

を 動力 化す やうに もな つたが、 蹴 轆轤 は その 點に 於て 頗る 便利で ある。 然し 手 廻 轆轤に 慣れる と 蹴 轆轤 へ は 容易に 轉 向し 難 

く、 蹴 轆轤に 慣れた もの は 又 同様に 手 轆轤が 出來 ない ものである。.、 

微轆驢 に 熟練 すれば 神經の 命す るが ま、 に 手足 は 緩急よ ろしき を 得て 無意 11 に 働く、 不慣 なう ち は、 作る 方の 手と、 週す 役 

目の 足と が なかなか 一 致しない もので、 足に 氣を とられないで 自然に、 無意識の 裡に 足の 活動が 伴 ふやう になれば しめた もの 

である。 

唐津 11 の 轆轤 は 總體に のびのび として ゐて實 に 巧い、 土の 關係 にもよ るが 初めの 水び きの 際に 於て 腰の 邊 りから 決して 必要 

以上の 厚味 を もたせないで、 削り 仕上の 際に 高臺が 辛うじて 出來 る範圍 に、 糸 切し (气 ピれ) (心 藁で 作る 細い 燃 糸) 糸底の 土 
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も 多くつ けない 過 剩な肉 取 (厚味) をつ けないた めに 削りで は、 ホン ノ高臺 際 だけ を 僅かに 削りと る だけで あと は、 泥 目 (の"， 

た 目) のま /- の 作り 放しで ある。 厚手に 作って 削りで 厚味 を 適當に 減す る 作 振りに 比べる と、 實に 轆轤に. i が あり 冴えが あり. 

器物の 內外 共に、 手指と 轆轤の 蓮 動作 用が よく 窺 はれ、 殊に 古 唐 律の 如き 土 物 は 多く 削って 仕上た ので は 全で その 轆轤の 妙味 

は 消失して しま ふ。 泥 目の 味が 唐 津燒の 轆轤の 高臺 削の， 冴えと 相俟って 生き生きとした 感じ を與 へ てゐ る。 斯うした 轆轤の 持 

味 や 風格 は 朝鮮 ものと 全く 共通した もので、 唐津 以外で も 朝鮮の 轆轤の 影響 をう けた 土地の もの は 略 同様で 殊に 古 萩に は實に . 

唐津： i よく 似た 作 振りの ものが 多い。 

李 朝の 作 振り は 土 物 は 勿論の こと、 堅 手に しても (磁器 質) 土 物 轆轤の 習慣から、 其の 作 振り は 土 物と 變 りがない。 堅 手 は 

その 素地が 堅微 であり 餘り 厚手に なると 重味が 加 はるのと 切れ 易い 等の 關 係から 次第に 薄手に 削る やうに なった ので あらう。 

轆耱 によって 其 作 振りが 相違す るば かりで なく、 轆轤に 附隨 した 其の 製作 用具が 異る ことによって 自然 作品の 趣に 變 化が 出 

來る もので、 例へば 水び きの 際 土 を 伸す のに は元來 手先の み を 以て も 十分 可能で は あるが、 又單に 手先た けよりも 手先より 以 

上に 便利な 用具と して £」 及篦が 用ゐら れてゐ る、 篦 (sw? 乂ら) iwfs^ ば 側 f の は 正確な 形の-もの を 作る 場合 多く は 磁器に 

用 ゐられ てるる が、 土 物 は 槪ね篇 を用ゐ ないで コテ のみで 作る。 この コープの 形が 瀨戶 地方の 手 轆轤で は 角 コーズ (ば ま?」 fIS 形) 

を. 用ゐ蹴 轆轤 を 用ゐる 地方で は 恰度 手の平の 如き 形の 平コテ 第ミ面 iD を 使用す る。 この コープの 形から して 器物の 內 面の コ 

テ アト (茶 溜 等- 1- 見タ テル) は 勿論 總體の 形の 作 振が 約束され るので ある。 井戶 茶碗 や 根 津の長 崎 堅 手の 如く ー氣に 伸びた あ 

の 轆轤 目の 妙味 は 平コテ によって 始めて 可能で あり 又 セト黑 や、 志 野の 作 振りに は、 角 コ-プ に據ら ねば 出来ない、 各地 共古來 

の 傳統を 現在に 繼 承して 作られて をり、 地方 地方に よって その 轆轤の 形式と 拌に 製作 用具が 異る ことによって 同じ 織 部 好みの 

瀨戶と 唐 津とは その 風格に 於て 一 聯の もの. であり 乍ら 何 處か作 技の 面に 於て 唐津は 唐津、 瀨戶は 瀨戶の 特長が 自ら， 顯 はれて ゐ 

るので ある。  . 


新う した 作 按の說 明 は 到底 筆舌に て は 了解し 得られす 一 見に 如く は.；^  く、  V, 殊に 肇 者の 如き 拙文 を 以てして は 表現し 難い、、 i 

解 さ 照-  ,  ノ  . 

高臺の 削りに はと かく 土 物に は 素地 土が 無雜 作な ために 砂粒が 混入して をり、 ^のつ いた 切れ味， ひよ いもので は 引つ か、 つ 

てう まく 行かない。 そこで 松の木の 皮 肌で 作る 木 小刀 (r カタ ナ) や. 竹篦を 使用す る 向 も あるが、 唐津燒 では、 古 來金篦 (細 

長い 1^ 金で 作る) を 曲げた だけの 匁， のっかない 丸 カンナ (： ^みン そじ， が竹篦 を用ゐ てるる やうで ある。 . 

この 「丸 カンナ」 に^ をつ ける こと は禁 f, である。 一面き つ 鈍刀で ある ことが 必耍 で、. 匁が ついて ゐ ると れ K1 み 適ぎ て 

趣きが 出ない のみ か、 素地 中の 小石 や， 砂粒に 引か、 つて 思 はしく 行かない、 ー體土 物の 魏リ は、 磁器質のもの^^は異り可な，c^ 

軟 かい 裡 に處理 せねば 乾く と 頗る 硬く， なって 刀が 潜ら なくなり、 始末に 困る もので、 削る 高臺が 手指で 歪曲す る 位の 時分に す 

れば 容易に 任意の 操作が aj 來る。 硬くな つてから 削る と 自然 作 行 も 硬くなる，  /  . 

パぼり 加減の よさと、 この 削る 用具の 緩 かに 曲げられた 鈍刀と が 相俟って、 唐津燒 の特徵 を遺慽 なく 發揮 させ 縮緬 敏も、 竹の 

、節 も蜷 尻、 三日月 臍 等 も樣々 な 特異の 表現が 自由自在 である。 . この 緩 かに 彎曲した その 曲り の 局ぎ と 同き- に 伴 て 器， 勿 

に當 てるこの 丸 カンナの 角度との 關. 係、 一 寸 した 手の 添へ 方 如何によ つても 高臺の 形が 樣々 な^ 趣に 作う 出される。 

• 削る に は先づ 器物 を 轆轤の 中心に 固定せ ねばならぬ、 固定させる に は、 共 土で 作った 削り 臺 へし ぬ) の 半乾きの もの を用ゐ 

糸底の過剩な土を削.c^とり順次に高臺を削り出す多少その順序に於•て相前後するとしても、 丸 カンナ を 以てすれば. 自然 竹の節 

高臺 になら * さる を 得ない。  .  ノ，.  - 

高 臺內の 臍 も- 蜷尻 も、 丸 抉 も、 高臺 先の 三日月 も、 屈澤 なき 無雜 作な 操作 を 繰 返す 中に 一寸し.^ 蓮 動作 用で 樣々 な變ヒ が 

\ 生れ t 意識の 裡に 現れた、 かう した 各 檬の變 化 は然ら 躍動して をり、 意識的に したの は 何處か 硬直した 姿と なって 妙味が 缺け 

る.  - 
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三 H 月高薹 にしても 故意に しょうと す 4； ば 削り 臺に 固定した もの を は すして 中心から 若干 やらせ る. ことによ つ て 出來 得る 

が、 自然に すれ. U 結果の もの や、 敢て. やらせす とも 高臺の 中心 から ホレの 1 廻轉で 削り とられた、 削り 工合 を 見る と 槪ね三 

ヶ月 形に 近い ものと おり、 之 等に 於ても 決して 故意 12 したので は、 その 趣きが sj 〈る。 ~囚 はれ， 二心 を 以てすれば 必 すその 結果 は 

囚 はれた 姿と しかな り 得ない， 操作 を 十分に 呑み込んだ 上で 何ん の屈托 もな くす る 仕事から 始めて 妙块 J の 溢れ た も のが 生れ 

る。  - - . ： 、 / 

削り 加減の 素地の 硬軟 は その 素地の 素質に よりて 決せられ、 磁器 は 硬 目に 土 物 は 凡て 軟 目に 處理 する ことが 肝要で ある。 同 

じ 磁器 質で も、 初期の もの は 大體土 物の 習慣から 相當軟 かい 時分に， 處理 されて をり、 李 朝の 磁器 もの や、 有 田 磁器の 初期の も 

の は 矢張り 削りの 要領が 土 物の 、障 勢で、 其の 名殘 りが 認められ.. る。 .  ^ 

, 縮緬皺 は 粗 面な あの 岸 岳 粘土に この 鈍刀 を 以て • すれば？ 必ゃ現 はれる 自然の 現象で ある。 極めて li 密な 土に この 鈍刀 を 以て 

すれば、 吸 付き 易い ので、 小ヒ" が出來 る、 .w 瀨の 如き それで ある。  •>  /, 

美 濃 ものに は、 つけ 高臺 や、 足付きの ものが 頗る 多い が 唐 津には 殊んど 見受けられない、 これ は 美 濃 曉 に は 型 物が 發 達し； i 

が 唐 津には 型 物がない からで.； める。 全く この 型偷§ 無に 墓 因して ゐ ると. い へ る 美 濃の-志 野 や 織 部に は 唐 i; 以， 14 に 異風の 形狀 

が 多く、 その 異形 は 大部分の ものが 型に 據っ たもので、 一 旦 轆轤で 水び きした もの を 様々 な 型 鍵 い) に 嵌めて 叩 

き 任意の 形 を 作る が此 場合、 -水 びきの ま、 では 底面が とかく 厚手で あり 型に 打ち込んでも 密着 しないので 大體 平均した 適當な 

厚さば 削って から 型に嵌める ために、 糸底 は厚昧 僅少と なり 従って、 高， 臺を 削り やける 餘 地がない ので、 丸底の ものな ど は そ 

のま、 では 形 も 不安定で あり、 遂足 をつ けたり、 吏に 土 を紐狀 にして せ Iff をつ け 足したり する。 斯様に 梨 を 利用して 作る. か I、 か 

法が 盛んに 行 はれた ことによって 必然的に 生れ-た 技法で あるが、 織 部 ものに は 型 もの 以外に もこの つけ 高臺 や、 足 付の もの、/ 

多い こと は、 初めに 必耍. H 餘儀 なく 工夫して 行った この 技法が 媒て 習慣 ともなり 又、 作意に も 興味が 生れ 必耍 以. 上に 之 を應用 


唐津燒 中、 特に 織 部 好み、 の 作品に は 美 濃の 織 部と 共通した 異風の 形狀が 可な り 多い が、 殆んど 型； たよらないで、 J 轤でー り ( 

大部分の ものが 軟 かい 時分に 指先で 曲け 込んだり 開，， かせたり して 造り、 稀に は 指先 だけで はう まく 行かない 部， 分に は 筵 を吏づ 

て變形 させた ものが ある。 (ナブ リブ チ)  /,  ,  一  、ノ 

總體 的の 感覺の 上で は 極めて 通す る ものが あり 乍ら？ 其の 作 技の 面に 於て は 矢張り 地方、. 地方の 固有の 傳統. 的 習 僻が あって 

異色 を發 揮して ゐる點 も 興味が 深い。 -  /,  - 

i5 津 と美 濃と は 最も 織 部との 關聯 性に 富んで ゐ るので この 作 技に ついても 多く 彼我の 差 や、、 交流に つい： で屢々 述べ 來 つたが. 

今一 っ顯〉 著な 作 振りの 相違 點を 擧げ るなら ば、 美 濃の 織 部 茶碗の 高臺 作りが 大部分の ものが、 御所 丸に 似た 手 造， 9 風の. ソギほ 

しで、 御所 丸 は 一見して 多角形、 織 部 茶碗 は 大體圓 形に 作り出されて はゐ るが、 矢張り 緩やかな. 多角形 をな して をり そ， の 高臺」 

作りの 技法から 見れば 變 りがない- 唐津 にも 御所 丸 風の もめ 及沓 形が t が、. 一 つと して この ソキ 出しの 技法 は亍 ま， e ヒゐな 

い。 沓形も 美 濃 もの ほど 極端に 曲げた ものが 尠 なく 大抵 は單 純な 隋圓 形で、 高臺は 悉く 轆轤 削.，；， である。 ， 

美 濃の 沓形 茶碗の 高臺が 斯様に 轆轤に かけないで 手造り 風に 何が 故に： V キ 出し 作り を 旺，， ん にやった もの かにつ いても 可^ か 

の 理由がなくて はならない、、 圓 形な： らぬ沓 形が とかく 轆^ 削りの 上. おは 固定 (f わ.；^) が 不十分で 静り 難いので 遂に この 手 造 風. 

のソキ 出しの 技法に 據っ たもので あらう。 - y  . , 

-又美 濃の 織 部 系の 茶碗の 多くの ものが その 緣 先が 大抵、 吞 ロは內 方に、 雨 側 は 外方に 向って， 篦の 切， 込が あるが、 唐津 ものに 

は餘り 斯うした 技巧が 加 へられて ゐ ない。 緣先は 皆 摘み 皮で 丸く 摘まれて ゐて 素直な 緣 作りの ものば かりで ある。 - 

緣先を 摘み 皮で 外側 r 折り曲げた ひねり 返しの 作風 も唐津 ものに は 極めて 多い。 尙唐、 m ものと い へば 倣 T 作の 石 ハゼを 連想 さ 

すなが この 石 r ゼも 自然に 土の 中に 混つ E3 たものと 故意に 嵌め込ん だもの ふ は 直ちに 刹斷の 出来る もので、 凡そ 後世の 倣 造 
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で 故意に 石 を 嵌め. 込んだり、 强 いて 三日月 高臺 にしに り、 殊更に 縮緬皺 を 出したり した もの ほど 嫌味な もの はな， 

に 括弧 內 の 右平 假名 は瀨戶 地方、 左片 假名 は唐津 地方に 於け る 製陶 用語で ある。  ， 


四、 -釉の 種類と 其 0 性狀 について  ：  ノ 

1 、 乳濁 性 iK 透釉 (斑 唐津) /  、  -  、  \ 

此釉 は、 支那に 於け る 均、 汝、 我國に 於け る 白 海 卽ち 白获、 卯の 斑、 丄野、 小 杉，、 高 取、 相 馬、 松 代 等の ものと 同種の も 

. ので、 そ { ^乳濁した 失透 作用 は釉 中に 多量に 含有され る珪酸 分の 然 らしむ る 現象で ある。 その 珪酸分 は珪石 藁灰、 粗 灰 等の 使 

用に より 此 種の 釉が 得られる が、 斑离 津の釉 がその 珪酸分 を 何に よった か 確言し 難い：：^ 調合 法の 傳說 から 見て 恐らく 藁灰，！^。 

- よつ； i もので あらう。  <  -、  -  ノン 

t の珪 酸の 作用に よって 乳濁 失透 性 を 生す るが 單に 藁灰 其 他の 挂酸 は單獨 にて は 頗る 耐火 度が 強く 到底 熔融し 難いが 他め 調： 

合 物との 共融點 によって 始めて 釉 として 成り立つ ので あり、 土 灰 及 長石、 粘土質の 原料との 調合 比の よろしき を 得て 出來 るが、 

扱 その 長石が， 古い 時代に 於て 今日の 如く 純释の 長石 を用ゐ たか 否かが 感問 である。 長石： J. も 種 ふ 其 性分の 異る ものが あり E 長 

石、 一 加里 長石、 曹達 長石、 珪酸質 長石 等に より 其の 釉の 調合 法に も 考慮 を拂 はねば ならぬ。  >  -. 

筆者 は 古い 釉の 中には この 純粹の 長石 を 使用せ す、 素地に 用ゐた 粘土 類 や、 岩石の 風化 物な どが 意外に 多く 利用され て をり 

はせ ぬかと、 ，tt の釉 調を觀 察して よく 考べ させられ、 曩に 拙！^ 織 部考に 於ても 同様の 私見 を 述べた が、 この 唐津燒 の， ぜ- 期に 於 

. ： &る釉 にも さう した ものが 可な り ある 様に 思 はれる。 この 斑 唐 律の 耕に しても 必ゃ しも、 長石 を 用ゐ、 これに 藁灰 及 土， 灰 を， 配 

会した ものと は 限らな-いと 思 はれる。 運 今では 釉と 謂へ. ば 長石が 基本で あると いふの が 一 般の 通念で あり 常識で も あるが 古い， 

唐 津燒陶 技の. 考察 .、  一四 一 


0  ^  .  一  m 一 

手の 釉に 限って は 斯うした 常識 を 以てして は その 釉調を 得る に 不可能な ものが 相當に 多い ので はな かもうかと 思 はれる もの：^, 

,ぷ める こと を 事ろ 識ら ねばならない。 一 應 酷似^ 夂釉と 思 はれても、 眞の その 味 ひが ホ ン の 紙 二 首； の 差で あるが、. 眞に その 釉調 

を 味 ひ 得る 面から 觀 察， するならば、 大きな 差で あり 似て 非なる ものにし かならない；。 、  , 

斑 唐 津の釉 も 斯うした 根本の 問題から 大いに 檢 討せ ねへ はならない。 

扱 此釉は その 施釉. が 重厚で ない と 味 ひが 乏しく 薄く かければ、 透, 釉 とな 卜 乳濁 性 も 失透 狀態も 得られない 。此 種の 釉を白 

素地に 用 ゐても 還元 を 以てすれば 其轴 中に 自然に 含 ま れる 微量の 纖. 分に より て 微かに 靑 色を帶 がた 釉調 を呈 する が、 素地 中 

に鐵 分が 含有され た 場合に 於て は 其の 鐵分 は珪 酸に 富んだ この 釉の， 性分 を 通して 珪酸鐡 化し、 呈色 は顯 著と なり 帶紫 乃至 美麗 

一 な天靑 色を呈 し、 宋均、 月 白、 舊汝 風の 釉 調が 得られる。 又こう した 還元 焰に 於て 素地 中に 濃厚な. 鐵 粉が 含まれて るた とすれ、 

ば、 其の 鐡 粉の 色調 は 恰も コ \  ト でも 混入して ゐ るかの 如き 藍靑 色を呈 する、 二 木 均 窯な どの？ K 靑釉を 仔細に 觀る とよく 斬 ，ひ 

した ものが 翻 中に 散在す るを發 見され る 一な あらう。 宋胡錄 の 畫付を 見-て も 恰度 吳須 でで も 描かれて るる かの 如き 色調の ものが 

、 よく 見受けられ るが 、同様の 結果で 釉 中に 珪酸 分が、 多い ことに 基因して ゐ る。 .  ... 

均 窯の 天 靑色は その 釉 中に 油が 混入す るた めに 發色 するとの 見解 も ある やう だが、. 時に銅を混1.<;,せ中，；0も天靑色は：^^の失5^ 

釉の胜 質に よって、 必然的に 發 色し 又 銅が 混入 すれば 還元 焰 によれば 當然紅 乃至 紫 紅色 を呈 する ものである。 , 

, 乍然 其の 燒成焰 の 性質が 一とた び 酸化 焰ぇ なれば 決して 素地に 鐡 分が 含有され てるても 天 青色 は 得られぬ、 帶黃 乃至 白色の 

■ 乳濁 失透. 釉卽ち 白 海鼠 釉 としか ならない。  . ,  つ 

旣に稿 初に 於て 唐津燒 の陶技 上より 見た る 史的 考察に 述べ た 如く 帆柱の 斑唐津 は、 最初 は 還元 焰 による 均、 汝 風の • もの を 目 

的と して ゐた もの、、 燒其 上の 困難から 遂に 酸化 燈に墮 した 結果 遂に この 白 海鼠の 斑 唐 津が此 所 帆柱 窯に 創作され たので あ 

る。  ,  、\ 


美しい 天靑色 も、 乳 ■ の 如く 白い この 斑 唐 津の釉 も 毫も 其の 性分に 變. 9 はない。 唯 その 焰の 作用 一 つで ある。 窯、， 窯、 焰、 焰、 

實 に陶藝 の祌祕 的な 面白さ はこの 焰の蓮 動作 用で ある。 この 釉は 流動 tei に 富んで をり、 この 流 勳性を 巧に 應 用した ものに 皮録 

や 朝鮮 唐 律が ある。 前者 は 器物の 綠 先に H< 目釉を iM 重 かけする ことによって 緣 先から 器 體の內 面に 向. つて 流動して、 簡素な 裝 

飾 技法， たが 氣持 のよ いものと なり、 朝鮮 唐 律 は 二重 かけの 面 を 更に 大きく 廣 くして、 乳白 釉の泡 和 作風 をして 天 目釉を 海鼠 状 

に變 化せし. めて ゐる。 若し は， 天 目釉. ^下 かけして 乳白 釉を上 かけと するならば、 梅 嵐狀は 一一 層顯 著と なる が 色調 は 沈み 勝と な 

り， 黑 味に 乏しい 色調と なる。  ，  、  , 

-會  - 

この 斑 唐： 律の. 乳濁 性 透釉が 用 ゐられ たの はこ. の， 皐子嶽 帆柱 窯が， 我. 國にサ がける 最古の もので あらう、 瀨戶 窯に 於て は此 種の 

釉の發 見の 動機が 旣 に無釉 時代に 於て 與 へられて ゐ なが 广っ應 用に 至らなかった、 それ は 例の 山坏小 杯を燒 くに 器物の 底面に は 

银殼を 敷き 目 砂の 役目 を も 果して ゐる (赚 lllf  J は) がー， とたび 自然 釉が 流れ込めば 扱 灰 は 却って 其の 共 融度を 助成す る こと 

になり、 玆に 乳濁した 釉が 出 來る。 又 器 面に 藁灰が 附着したり 素地 中の 挂 酸と 化合した りした 場合に 於て 一部に 此 種の 釉調を 

呈 する 屢々 かう し V- もの を散晃 す^が、 此 種の 釉を 意圖し 調製して 應 用す るに 至らす、 瀨戶 窯で はす づ と 時代 も 降って 漸く 春 

宇、 —春 丹な 1 が 北 島で 白 海鼠 (卯の 斑) や 更に 之に 銅 を 混ぜた 帶白 靑色釉 (上野 釉) を 交々 旺んに 用み てゐ るが 之 等 は 唐津、 

上野な どの 他拔の 刺戟に 據っ たもので あらう。  ，  , 

織 部燒に 於ても. 初期に は (美 濃 窯)， 全 ふ 此， 種の 釉は用 ゐてゐ ない、 此釉 中に 銅 を 混和した 所謂 上野 風の 釉も 古い 靑織 部に は. 

全々 見受けられない。 春 古山、 春 丹な どが 多く， 用ゐ て. ゐる に過ぎない。 美濃の，織部には窯と伴に唐津』^^陶技も傳へ てゐるが、， 

その 技法！^ 殆んど 繪唐津 に 限られて をり 斑唐津 は^ 然 影響して ゐ ない。 古 織 部 時代に はこの 斑 唐津の 窯が 廢， 絕 して ゐ たか 或は 

不振であった もの か、 又 織 部の 好 尙に不 .ifi,- つたの か、 .  , 

此， 翁の 性狀 についても、 述 上の 如く 我 國古來 の傳統 からして その 性狀の 中核 を 爲す珪 酸 を 藁、 粗 等の 灰 類 を 以てした ものと 
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麼津， f  •  一. 四 四 

一 應觀 察される が、 然し 乍ら 支那に 於け る、 或は 朝鮮に 於け る此 種の 釉に 果して さう した ものが 用 ゐられ たか 或は， 砂、 挂石、 

其 他 灰に よらぬ 建 酸 質の 原料 を 以てした もの か は 不明で 確言し 得ない。  - 

二、 琉 勡 性 透明 土 灰 (靑唐津 ノ黉唐 濘)  \  i  、 

, 飯 洞 甕 窯に 最も 多い 此 手の 翻 は、 他の 岸 岳の 諸 窯に も ある。 長石に 土 灰 を 加 へれば 相似た 釉が 得られる が、 この 初期の 灰釉 

に 限って 恰度、 瀨戶. W 美 濃 窯の 瓷器 手、 ぐひ吞 手の 黄瀨戶 にも 似た 調子の 高い もので、 前記の 釉と 同樣に 長石 以. 外の 自然 物 を 

以てして はゐ ないだら うか、 純 粹 の 長 石 を てして は 新う した 感じの 釉調は 得難い とも 考 へられる。  、 

- 瀨戶窯 (美 濃) では. 此灰 釉が媒 て， (あやめ 手 黄 瀨戶) にまで 發展し 黃瀨戶 とい ふ 又 新しい 分野 を拓 いて ゐ るが、 唐 律で，， は單 

に 窯內の 位置の 相違が ら靑 くなる ものが 酸， 化して 黄色 調と なった 程度に 止って ゐ る。. 靑唐律 も？ 黄唐津 もとろ りと よく 嫁け て 

釉は 可な り 厚く. か、 り、 黄瀨戶 ゆ 一 あ ふらげ 手」 の 如き ^味の もの は 見受けられない。 ノ  \ 

一二、  ^色 1 ま釉 (卯き 手 唐 津)  ，  / 

、 この 飴色 釉は 大抵 その 釉の 基礎 は 前記 「二、」 \ 同樣に 灰分の 多い もので、 呈. 色劑. として 少量の、 鐡. 分が 配合され てゐ， る、 長石 

• に 灰、 . 酸化、 鐵と いふ 普通の 調合 法に よる 飴釉と は！ 1^ 性狀 を， 異 にして をり" 翻が， V かく 級. 狀 に むらむらと 寄 溜： する 狀 態から 觀察 

- しても 矢張り 粘土質が、 鐡分を 含んだ、 サパ石 に) などから 案外-新 うした 釉 調の 効果が 櫸 られ、 恐らく 初期の 釉 もさう 

した 手近の 原料が 使用され たもので はなから うか、 釉の 飴色の 呈色 も釉 中の 鐵 分と 其の 素地 中に 含有す る鐡 分との 双方から 發 

-,  -- 

色して をり 又 それだけに 傑 味が ある。  .  ,  ■ 

一  - 

, この 叩き 手 唐津は 製作 技法と いひ、 その 釉 調と いひ、 飴 交 趾に實 によく 似て るる。 飴交趾 や、 宜與丁 山 窯の 甕 類、 朝鮮の 水， 

\  '  ,  、、リ - 

甕 類な どの 窯 は 其の 燒成溫 度が 低い. が 唐律燒 のこの 手 は 同時に 燒く 他の ものとの 闘 係つ 上 相 當高火 度に 燒 成されて ゐる點 が異る 

、. が、 製作 技法 は 勿論、 見掛けに-於ても 餘程 よく 似た ものである。 

、-  -  \  ■  一  i 


f 叩きの 作 技の 上から 自然に 內 面に 現 はれる 打 型 p 筋 文ゃ內 面. の 千 階 波風の 文樣が 、へこの 透敏 性の 飴色 釉を 通して 表現され た 

狀態も 又 調和. のよ いもので ある。  r ベ  一 .  , 

四、 長石 質 白色 軸 (繪 唐津、 瀨ー尸 唐津)  ' 

瀨戶唐 津ゃ飯 洞 甕、 道 納屋 谷の 繪唐津 などに 用 ゐられ た釉は 可な， 9 白.：，。 釉に鐵 分の ない と 同時に 素地 中に も鐡 分がない. か 

らで 素地 中の. 微量の 鐵分は その 釉の 性質に よって 全々 表面化さない、 純 粹の火 度の 藏ぃ 長石 を 使用 すれば 透明の 白色 軸と な 

るが、 磁土 質の 原料 を 基本に して これに 媒§ として 若干の 灰 を 添加 すれば 半透明の 白色 釉が， 得られ、， 又珪酸 分の 多い 長石 を 

用 ゐれば 稍 乳色 を 帶んだ 半透明と なる。 瀨 戶唐津 や、 繪唐津 のこの 白色 釉は美 濃の lb 野の 如， >、 長石 單味 \ ^はない やうに S は 

れる强 い 長石 質に 富んだ ものに 若干 土 灰が 混入され てゐる だら う。 素地の 鐡 分と、 焰の 酸化 作用で 釉は枇 把 色と もなる、 これ 

は井戶 茶碗 も同樣 である。 高臺 ゃ高臺 際の 削った 分に 釉の チデレ (力 ヒ- ラギ) を 生やる の は 素地が 粗 面で 氣孔が あり.' 釉が 

密着 しないのと、 、釉 そのもの、. 收縮 作用が， 1^ であるた めに 生やる 製 i: 技術 上から 観れば 缺點に 違 ひない が、 今では 井戶 茶碗の 

觀 賞の 要 點 の 一 つで あり、 又 約束で も ある。 古 唐津の 作品に vf> 斯うした カヒラ ギ 風の もの を 見受ける が これ は- 釉が 完全に 嫁 か- 

切.，^ ぬ裡に 火が 止った 場合に 於て、 特に 多い が 要するに 釉の 密着 不完全と 收縮 作用に よる もので 從 つて： K 縮 率の 多い もの をし 

て釉の 基本たら しむれば 容易に 得られる ものである。  ノ 

五、 透， 明 土 灰 軸 (繪 唐津)  一、  -  ... た 

- 同じ 繪唐津 でも 其の 窯 所に， よって、 釉の 性狀が 若干 づ、 異 り、. 翻の 性質 必す しも 相違せ すと も. 其の 素地、 燒成 温度な どから も 

結果に 於て 相違が 出來 るが 「大體 に 於て 繪唐 津， に 用 ゐられ て ゐる釉 に は？ 飯 洞 甕の、 如き 白い 手の ものと、 少量の 土 灰 を 混ぜる 

ことによって 安定した 土 灰釉、 (A) と、 稍 多量に 土 灰 を 混ぜた 同じく 土 灰釉、 (B) とが あり、 例へば 阿房 谷邊； 5 の ものが 土 灰： g 

—ゾ  ノ  .  ,  , 

A に し、 道 園な どの もの は その B に相當 する 下繪 の鐡. の 文様が、 黑色 となったり、 茶視 色と なったり、 釉 上に 浸み 出たり な 

Si ほ燒^ 技の 考察  , -  ノ 一四 五  ；ノ 


ど 種々 の 變化を 生じ 樣々 な 槍 唐津が あるが、 鐵を. 以ャ 呈色 劑 とした もの は槪 ね、 急 冷 すれば 黑く、 徐冷 すれば 揭色 となる し 又、 

釉の 性質が 若 午珪酸 分， & 混入した 釉の 場合 は鐵 砂の 發 色が 鮮 かで あり、 又釉が 十二分に 熔融す 1<? こ とも 鐡 砂の 發 色を糙 かに 鮮 

かにす る。 道 園 窯の 土 灰釉. (B) は釉の 調合 や 素地が 弱い のか、 窯の 溫 度が 强 いため か、 I 相當燒 過ぎで 歪曲した ものが 多く 又ノ 

鐡. 砂の 發 色が、 揭 色調で 鮮か である ヾ土 灰釉 (A) は鐡の 文様が 黑 くまの 濃厚な 部分 はと かく 沈み 勝と なる。 

小 山路の 繪唐津 は >  特異性が あり 上作で 還元 焰 によ. るた めに 素地， も 鼠色 (淡 墨色). を呈 した ものが 多く 文 樣も漑 して 黑味調 

で釉は 土灰釉 (<o に屬 する。  . -  へ， 

五、 天 目 糊  . 

天目釉の中で釉調の上から又其の作振..^から見でも最も古ぃ手と思しきものに帆柱窯の德利がぁる。 厚手の 稚拙な 紐 造-^ に 

胴 部に は 叩きが 施され 偶々 維 彫の 文様が あり 一 鬼 古瀨戶 にも 稍 似た 業 子の ものが あ， る。 此 手の 釉. 調 は なかなか 調子が 高く、 大- 

萱窯 下窯邊 りの 壺に 近似して をり 釉は 大抵. (だな $s カケ) 總釉で (貝 高臺) これ は 恐らく 飯. 1 甕 初期の 灰 働と 同 檨な釉 中に 多量 

の 鬼 板 (黑シ ヤビ) を 加へ たもので あ g う， 鈑洞甕 窯 之に.^ ぎ 、道， 納屋 谷、 道 園， 明 尊 寺 安田 原な ど 次第に 調子が 落ちる。 而 

して 帆柱 窯、 飯 洞 甕 窯に は 天 目茶 碗は發 見され t るない が 道 納星谷 窯の 天 目茶 碗 は、 他 窯の ものに 比すれば、 格調が 高い が、 ノ 

稿 初に 述べた 如ぐ 唐物 寫 しとして は 作 振りに 尙 開きが あり 、釉調 も餘り 重厚で なく 鬼 毫も 勿論ない。 . . . 

鐵 の 黑色釉 (天 目釉) は それ  1,^ 礎. 釉の 性質 及 鬼 凝の 良否に よって 甚 しく 調子が 異る もので あり、 又焰の 性質 は 勿論、 燒成後 

に 於け る 冷却 作用に よっても 著しく 變 化する ので、 急 冷 すれば 黑く、 徐冷 すれば 褐色と なる、 黑樂、 興 戶黑、 黑織部 はこの 

急 冷に よる 色の 變化を 巧に 摑 へた もので： 燒 工合 を 見 計つ て 器物 を 挾み 出す とい ふ 極端な 方法に 據 つて ゐ" 力。 唐 津燒に はこの \ 

引出 黑の 技法 は 全然 傳っ. てゐ ない" ， .  ■  ■  _  , .  . 

祥 古谷 窯の 御所 丸黑は r, 天 目轴の 一 重 かけの.^ のと、 - 下 かけに 鐡鑌 (鬼 板) ^みか 若干の 釉を 加へ たかと 思 はれる 强釉を 施 


し、 更に 白釉 (白 灰釉 (A)) を 二重 かけした ものと が ある。 引出 を 行 はすして 黑釉を 得ようと して か 斯様に 色々 な 方法 を 試みて ， 

ゐ る。  \  .  - 

1 重 かけの 天 目 釉は黑 くもなったり、 揭色 乃至 飴色に なったり、 窯， の焰と 冷却 作用で 一 樣には 行かない。 . , 

彫 唐 律 に 配. しレ、 鐵色は 鬼 板に よらないで 天 目 釉が應 用され 又 その他の ものに も 天 目釉を 文様 的. に 靡 M した 作品 も 見受けら 

れる。 ， . I 一：,  , 、  <  . .  、 

六、 軸 下 彩 料と 化粧  . 

唐 律 燒に應 された！！ の 種類 は餘. 9 多種で はなく 槪 して 單純ャ あり、 寧ろ 尠ぃ 範圍に 止り 釉下彩 科と しても 大部分！！ 唐津の ， 

.鐵 鰭に 用 ゐられ た 鬼 板で、 この 天然 鑛 物の 綺具 以外に は 極めて 稀に 銅が 用ゐら れてゐ る。  . . 

一  \  、 

李 朝の 辰 砂、 瀨戶の 黃瀨戶 に は、 骊が旣 に 巧みな 應 用の 軌道に 乘 じて ゐ るのに 此 所では 一向に 應 用され てゐ ない。， 

二  , 

一 體 銅なる § の は纖の 如く 安定 的な もので ない ところ. に 容易に 使 ひこな し 得ない ところが あり、 鈍 酸化 焰 ならば 靑綠 色に、 

優れた 還元 焙 ならば 赤く 辰 砂になる 譯で 赤、 靑の 何れに じて-も 鮮明に 發色 すれば 大いに 舆味も 沸かう が、 中途半端な 焰を 以て - 

すれば 矢 張， 9 發 色を當 然の 結果と して 赤く もなら す、 靑くも なら やで、 汚お らしい 色調と しかなら ない し、 I 發 する 性質 も 伴 

つ て 描いた 文樣も ：• 鐡の 如く はつ. き， 9 表現され ない ので 遂に St 港 度に 終って しまったので あらう、 又 唐津燒 Q 如く 總體 に鐡 

分， を 含んだ 素地で は 畢竟 鮮麗な 色調 は 得られ いのと、 化粧 かけの 方法が、 古 唐 津には 一， 向 行 はれて をらない ために も 因る で 

あらう。 ,  ..  ., 

朝鮮で は古來 化粧 かけの 釉 法が 相當發 達して ゐ るに も不拘 この 唐 律に 其の 技法 を傳 へて ゐな いのは、 鷄龍山 其 倫の 綺三島 や 

彫 三 島、 刷毛目な どの 系統の 陶工で ない。 化粧 かけ をし ない. 鐡砂 などの 陶 技が 主流と なった からで あらう。 唐津 し 九州 陶器 

に 化粧の 技法が 旺んに 用る られる やう； 2 なった の は 後期の ことで、 小 田 志、 黑牟 田、 川 古谷、 內野 山な どの 諸 窯で は 化粧 かけ 
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した 下地に 鐵の 文様と 更に 陶の 靑綠 釉の應 用が 巧に 行 はれ、. 窯 も 純 酸化 焰に 慣れて 銅の 發色 も鮮 かで ある。 然し 之 等の もの は 

支那の 釉裏紅 や 李 朝 辰 砂の 如く 銅 を 緒 具と， P て 文 を描寫 する ので はなく、 釉 中に 銅 を 混した、 所謂 色釉 として 感覺 的に 所々 

にあしら つた もので、 稀に ある この 古 唐津は 銅が 下繪彩 料と して 試みられた 意圖が 十分 汲み とられる が鮮 かな 色調の もの は殆 

んど 見受けられ や、 これ は糙 かに 不成功に 終って ゐる。 -に  ， 

而して釉のかけ方は槪ね突込がけ(ぉ5^び.sカ.ケ) 若く は 柄杓の かけ 塗 り であ、 り、 § き 手 唐 律、. 朝鮮 唐津 の.^ き高臺 のない 平底 

_ の もの は 多く； if 釉 であり、 總釉の もの は 大抵 貝高臺 でめる。 ，柄 杓での かけ 釉は皿 類な ど その 中 かけの 釉が 外面に 流れ出て ゐて 

. ぞんざいな 施釉 振りが 却って 妙味 を 添へ てゐ る。 元來 この 釉 のかけ 方 は 文様の 効果 以上に 裝飾 化の 上で 大切な 役割 を もつ もの 

であり 施釉の 方法が 近世の もの はと かく 神經 質に なり 筆 や 刷毛で 塗った もの も あるが 凡そ 妙味の ない ものである。 施 釉は飽 く 

まで. 無雜 作に、 操作 も 極 自然に 行 はねば 味に 乏しい ものと なる ものである。  .. , 

* つ  、- 

織 部燒に 多い 釉の 塗り 分けの もので すら 決して 筆 や 刷毛で 塗り 分ける やうな こと をせ. す、 构 のかけ 塗 か、 釉 甕に 突 込んで か 

けられて をり、 この 操作の 上から 見ても 近世の 倣 作に は 誤 もが 多く 自然の 妙趣に 於. ての 遮 色が 著しい、 釉の 優劣 は 勿論 その 作 

を 支配す るが 又 斯うした 施釉 土の 操作に ついても 十分な 吟味が 肝要で ある。  - - 


五、 i と文樣 について  ■ . 一 

-.  , 、  ： ： -  . ■ 一, . , 

唐 津燒も その 初， の ものに 於て は、 文樣 に^して は些 して 關心、 が もたれて- ゐな いこれ は その 釉の 性質から も 自然 制約され、 

敢て、 文様 的 技法 を 求む るなら ば それ は 彫刻 的 技法に- 據 るの 外 はなく、 偶々 線 刻 文の 施された もの も， 見受ける が、 古 瀨戶に 於 

ける が 如く 決して 文樣 的に は 見るべき ものがない。 只管に その 單 純な 形態に 對し、 重厚な 斑唐津 や、 灰釉、 天 目釉、 飴釉 など 

-專ら 單色釉 の 應用を 以てして るる。 ， 

文祿年間に於て端を發した織部好みの作風から漸く形狀に文樣にカがp^c^、 一  方陶 技の 發達も 伴って 其の 作風の 上に 全く 面 

目 を 一 新す るに 至った。  - ：  .  - 

文 祿以" 前に 於け る 初期の 作品 は、 其 作風から 觀て 茶器と しての 意圖の 下に 作られた もので はなく、 日常の 食器で ある こと は 

否定 出來 ない が、 朝鮮 陶を 始め 支那 及 南方 近東、 和蘭陀 等の 雜 器が 茶器と して 今日、 高い 地位 を 占めて ゐ ると 同様に、 かう し 

た最 おから 袭な 茶人の 息の か、 らぬ もの、 方が 甸っ. て 優れた 美點を 持った， ものが 多く、 要は その 作品の 力 を 正しく 認識 すれば 

よいので、 唐津 初期の 作品 も斯 かる 意味で、 其のよ さ を 十分 認めて 然るべ きで あると 同時に 又， 一 4 食に 茶陶 としても 役立つ 譯で 

ある。  . 

初期の 作品の 形狀は 總體に ふつく もとした 丸味 を もち 素直で 單 純な もの/は f である。  ， _ 

德利 にしても、 茶碗に しても 皿 鉢 類に し、 て も 凡そ 直 凝 的な 角張った 形狀の もの は 皆無で ある。 强て 直. 線 的と いへば ぐ ひ吞位 
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の もので、 これす らも 多く は. 端 反で あり 穏 かな 形態で ある。 飯 洞 甕 まから 多く 出土す る 黄瀨戶 風の 鉦 鉢 形 は、 黄瀨戶 に比べて 

大體に 背が 低くて 胴 紐がない、 立上りから 更に 開いた あの §^ 形、 輪 花緣、 反緣 になった-.^ のな ど は 全然 見受けられない、， 總 、て 

淺ぃ切 立 形で ある。 . ■  ,  is  「 

繪付 14 好適. の： P 釉が S3 來る やうに なると、 俄然 パ 意匠 力が 著 b く 働き かけ、 形狀に 種々 異風の 變 化が 顯 はれ 又 文様に 力 を 注 

がれる やうに なり、 唐 津燒も 全面的に 所謂、 織 部唐津 によって 風靡され、 玆に 全，.， 新生面 を拓 いた。 _  ,  ~ 

織 部の 好 尙は實 に 創作的で あり 而も 廣く 其の 視野 を 異國、 にも 向けて 大いに 之を攝 取す ると ころあって、 巧みな 胆嚼應 用 力 は 

止まる ところ を 知ら ゆ、 美 濃に も、 唐津 にも 次 おら 次 へ と 清新な 氣 持の 旺 溢した もの を 限りなく 生んだ 唐 津燒の もつ 色感. は總 

體，. に 沈み 勝ちで 地味で あるが 美 濃 もの は 色感が 多. 彩な こと、、 形狀. に 於ても 一 層變 化に 富んで ゐる 仁め に 新興 的な 感 覺が猶 

更.强 C  '  I 

異風な 樣々 な 形 狀は卖 の 意匠が 何から. 出發 した もの か 的確に その 資料 を摑み 難い もの も 多い が、 到底 凡人の 構想し 得. ぬ奇匿 

を 以てして ゐる、 織 部 燒の形 狀の變 化が 美 濃、. 唐津を 通したら 恐らく 何百 種に も 上る であらう、 若しも これに 一 々名 龜を附 す 

ると したなら ば この こと すら 我々 に は 一寸 難事で ある。 

形狀 の總體 から 受ける 感じが 、- In 津 もの は總て 曲線 的で あ. 9、 美 濃 ものに は 直線 的な もめ も 可な り 多い。  に 

. これ は その， 拔に東 酉の 異りが ある ことより 必然的に 起る 結果で あり、 その 最大の 原因 は唐津 篤に 型が； g 用され てゐ ない こ 

とで ある。/ 

\  . '  , , 圍國；  —-  , 

. 此事 は旣に 前項の 作 振りに 於て 述べ h が 型 を 利用す ると 利用 しないと では、 自ら その 變 形の 上に は 一 定の 限度が あって 殊； 

角張った 直線 的の 形 I を 得る に は 困難で ある。 型 もの、 發 達し t 美 濃の 織 部に は、 足 付、 つけ 高臺の ものが 併行して 旺んに 作 

られ たこと は 前項の 說 明の 通りで あり 極め i 然の 結果と いはねば ならぬ。  、 


籍唐津 の 文様に 山野に 自生す 一 や 草花 類 を その 資料と して 描かれた もの か壓倒 的に 多い。 而も、 サ化 とい ふより は 草が 多い、 大 

體に 於て 繪唐津 の 持つ 至極 慎し まやかな その 風格に は 派手な 花よりも かう した もめへ 牽かれ る、 ^ よく 推察 出來 る。 1 

, 鐵唐津 の 繪付は 一 見 稚拙な 如くで >  實は 頗る 括 達で あり 而も 枯淡で、 情趣に 富んで をり、 -肇先 技巧で はなく 全く 心で、 m 

かれて をり 毫も 屈託がない、 意 辰 舞 料に 拘泥した ところ もない、 從っ 一い 何の 花 だか、 草 だか 見 1^ めの つかない もの も 多， い。 

. 自然の 寫生 では あ ふが、 心に 摑. んだ寫 生で 頗る 表現が 端的で ある。， それだけに 忠實な 細緻な 寫： よりも 晃る もの- 心に 迫る 

ものが ある、 文様の 力と その 空間が 又 頗る 有効に 働いて ゐる。 -- -  \  r 

李朝鐡 砂に 二 脈 通す る ものが あるが、 文樣は 全く 日本的で ある、 志 野 は そ. のきの 性狀 から 下賴が 見え 匿れ となり、 又 火色の 

發色 など 様， V な關 係から 又 別趣な よさが あり、 繪唐律 ほど 文様 を主體 とした 観賞と 若干 その 觀點を 異にする。 . 又、 志 野 織 部 や； 

線 織. 1^ は、 文様が 繊細、 であり、 文樣的 力量に 於て この 繪唐 津は實 に冠絕 した ものと いへ よう。 美 濃の 織 部 殊に 慶長 盛期に 於け 

る 諸 作に 於て は 自然の 風物に 據ら ざる 蛇鳞、 市松、 其 他 種々 な 幾何 的 文様が， 旺 んに應 用され てゐ るが 唐 津燒に は 斯うした 紘魏 

の 意匠が 餘り扱 はれ T るない。 畢竟 色 釉の掛 分 や 形 への， 調和 上、 案配され たものと 思 はれる。 織 部の 構想 は 何ん といっても 

美 濃 窯に 於て その 總 てが 實現 きれ、 あらん 限りの 力が 傾倒され、 多 技 を 極め 所謂 織 部燒原 流と しての 內容を 掌握して ゐる。 

鎗唐 律に. 表現され た 文様 中、 略 その 資料が 何で あるか を 窺知 得る もの を 擧げで 見るならば  . - 

矢 散し、 矢 襖、 松葉、 松樹、 松 山、 遠山、 董 * 声.、 檜 垣、 烏、 渦卷、 渦 唐 葉、 藤、 かや、 釣鐘 草.， 蓼、 葛、 蔦、 兎 草、 蔓草、 . 

、 燕 子 花、 慈菰 花、 称、 水引 草、 笹、 枯木、 わらび、. 蘭、 获- 菊、 十字 花、 梅 鉢、 波、.， 小禽、 鶴、 千鳥、 點々、 筋- 黑 刷毛、 

輸、. 放射線、 桁 子、 山葡萄、 柳、 嫣、. 蝶、 點、 II ぎ、 籠， 目、 三ッ 葉、 尾花、 海老、 三 星、 等の もので， 声 か、 萱か、 梁 か は 

判らぬ が  .  に  ■ ； 

禾草類 ゃ單な 草の. 線描の ものな どが 多い。 慮 匠 資料の 何で あるか を敢て 追究す る 要 もない、 かう しね 自然の 風物の 示す 可憐な 
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姿 を 心の ま、 に感覺 的に 美の 要素と. しての 適切な 限度に 最も 有効 適切に 表現した ので ある。  - 

繪唐津 はかう した 筆致に 妙趣 旺 溢し， U もの、， 優 品に 富んで ゐ るが 又 一. 方.。 美 濃 久尻邊 で 旺んに 扱 はれ t 染織の 低 型に 據る刷 

驗も Q も. ある 0  、  V  ■  .  " 

東西に 於け る陶 技の 傳統的 相違から 装飾 技法の 上から 夫々 の 特異性 は あれ ど、 何處か 共通した 風格 を 仔細に 之 を 解剖 すれば 

形狀に 文様に 彼我の 共通 性と 交流の 濃， S さが 窺 はれる 


- 六、 唐津竈 に つ I い. て  ,  , 

一  . 

唐津 燒は總 て、 朝鮮 北方 系の 登 窯で 俗に、 割 竹 式と 呼ばれて ゐる. 形式の もの を用ゐ てるる。 ズ附 S 參照)  一 

. この 窯の 構造 は 恰も 竹を眞 二つに 割って 伏せた やうな 形の もので、 その 竹の節が 隔壁 (間 仕切) に當り 天井 も 各地に 多、 丸 

多、 古 窯 等の 登 窯の 如く 一 室每に 饅頭 型に ならないで、 下から 上まで 一 様の 蒲銻形 をな し、 この 蒲 鉢 形の 隨 道に 間 仕切の 隔壁 

を 設けた だけ ひもので あ， る 1 .  ' 

この 形式の 窯の 築造 は、 山の 傾斜面 を 利用して 最初 長い、 險道を 造， 5 適當な 位置に 數ケの 通煙孔 (5; ン (へ) のつ いた 壁 を 設け 

て區^^るか、 或は これと 反對 に 先に 隔壁 を 構築して おい^から 後に 天井 を總體 にかけ るか、 この 二つの 方法 は その 何れ を以で 

L て も 結果に 於て は變 りがない。 しかし、 築造の 便から 見れば 夭 井の ァ f チを 先に 構築す ると、 元來 背の 低 いかうした 窯內で 

の 作業が 困難で あ h> 、- 後者の 方法に 據る ことが 好都合で ある。 

乍然、 この 形式の 前期に 於て to^ に隔 華の ない 隧道 式の 形式が 存在した その 傳統の 上から 觀 察するならば 恐らく 前者. の 方法、 

卽ち隨 道 式 窯 を 築いて 置いて、 これに 隔壁 を 設ける ことが 工夫され たものと 思 はれる。  , 

隔壁の ない 隨道式 窯 は 今猶、 支那 及 朝鮮に 昔の 形式 を その ま に傳 へて ゐ るが、 窯 詰、 焚 方、 熱の 上昇、 溫 度の 均一 性、 等 

凡ての 見地から 見て、 隔壁 を 設けて 數 室に 分割した 方が 好結果が 得られる。 下から 上まで 通り 拔 けの 隨道 式で は、 下の 焚 口の 

みで は 熱の 上昇が 下方 は 強く 上方 は 弱 性と なり、 不均 一となる のが 當然 であり、 平均 化する に は その 燃料の 投入 方法に も 困 S 
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である、. 宜與 窯に 於け る 如く， 天井の 火 噴 穴からで も 投入す るより 途 はない が、 窯內の 器物 を 損傷させる 虞， れも あ. 9 宜與窯 

の 如く 枝 松 位し か 用を爲 さす これで は 又 決して 高 火 度 に は 熱が 上昇し ない。 

矢張り 適當な 寸法に 據 つて 隔壁 を 以て 區 切り、 室 を 設ける に 如く はない。 斯 くの 如くに して 數 室に 分割され た、 隨道式 窯の 

進化 12 よって 各室 毎に 焚き 上げて は 順次 上方に 焚き 移る ことが 工夫され たのが 卽ち この 割 竹 式で、 兹に 於て 始めて 火力 も 平均 

され 又單室 窯に は異. 5 數 室なる が 故に 餘熱 f: 用に 効果が あり 燃料 經濟の 上に も 頗る 有利な ものと なった ので ある、 圆 面に 示す 

如く 背の 背 も 極めて 低い、 元來 朝鮮で は 作品 を 窯內に 詰める に 全 .J- 匣 鉢 (f 五き を用ゐ t 目 (鎮っ £) によ. つて 器物 を 數個づ 

つ 積 重ね、 窯 內の床 (ほ ^0 が大體 天井と 併行した 勾配 (傾斜) を もって ゐ るので、 鏡餅 檬の敷 土に よって 傾斜 を 調節し つ、 

(瀨 戶の窖 竈及大 竈で は 勾配が 更に 急で この 敷 土 は 馬蹄^ をな す) 順次に 窯內に 詰め 作品の 大小、 高、 低 は 別に 又 細長い 棒狀 

の ックを 利用して 空間の 調節 を n る、 如斯 に して 窯 詰 を 行 ふが 厘 鉢 を用ゐ な. いために 餘り 多くの 作品 を 高く 積み上げる こと は 

危險 であ， 9、 總體に 詰め， た 作品の 背 は 極めて 低い、 從 つて 窯內の 高さ を些 して 高く する 必要 もない ので、 朝鮮に 於け る 窯 もこ 

の 唐 津の窯 も 極めて. その 背が低い、 積 重ねの 目 は 多く 粘土 を 用 るるが この 粘土の 目の 外、 es(ss 膨れ 千) を 用る て ゐる、 朝鮮 

の 海岸線に 沿った 窯 所に もこの 貝 高臺の もの を 見受ける が、 貝の 性質 を 巧妙に 利， ^ した この 貝 目の 技法 は實に 面白い もので あ 

,、  -  i 

る。 又 匿 鉢 を用ゐ ないた めに 自然、 焰は 器物に 直接 綱れ る譯 で、 斯うした 場合 その 素地の 燒締、 色澤、 及釉 調の 上に も 匣 鉢 を 

使用した 間接 焰の ものと は 著しい 相違 を 生やる ものである。  - ' 

燃料の 灰 も 飛散して 附着 すれば 又焰の 性質 冷却 作用に 於ても 直接と 間接と に 於て は 差異 を 生す るからで ある。 登 窯 は 凡て 其 

の^^3i數が多ぃ程餘熱利用の上から燃料が經濟でぁることはぃふまでもなぃが、 匣 鉢 を 使用し ない こと は 又 その 利が 遙 かに 大き 

いので ある。  ， 

元 來窯を 焚き 作品 を燒 ^ 上げる に は、 その 蜜 その も Q が燒 け、 匿 鉢 や、 棚 板 や、 支柱 (ック ) など 所謂 窯 道具の 類まで 


が燒 けなければ 作品 は燒 上らない。 從 つて 之 等 Q ものに 吸收 される 熱量 は實 に. K きな もので、 瀨戶 地方の 窖窯ゃ 半 地上 式の 大 

鼈な ど は、 窯の 全身が 地 へ1 に埋 れてゐ るので 窯 そのものに 吸收 される 熱量 は 又 更に 大きく、 而も 匣 鉢 を 使用して をり、 實際 0 

作品に 要する 熱量 は 三分の 一に も相當 しないで あらう。 

斯 かる 意味から して この 唐津 竈が 燃料 經濟上 頗る 有利な ものた る ことが 實證 され、 織 部燒の 盛期に 於て 此樣式 を 傅へ たこと 

によって 爾來登 窯が 發 達した 所以 は 兹に存 する ので ある。 \ 

-唐津 窯 は その 築造に 當. 5 一  切、 逾瓦樣 の 土塊 (：： ンバ .$) を 使用せ すして 壁の 中心 は 悉く 花崗岩の 切 石 を 用ゐ、 目地に 粘土 を 用.. 

ゐて 構築し、 其の上から 更に 一 面に 粘土 を 打ちつ けて ゐる。 花鬧 岩の もつ 耐火 度 1^ 決して 高く はない が 表面が 粘土に よって 覆 

はれて ゐ るので 案外 熔融して ゐ ない。  •.  • ， ， 

美 濃の 久 尻に 殘存 する 元 屋敷 竈 は 殆んど 地盤の みで 隔壁す らも 失 はれて るるが、 附近に 切 石が 散在し、 筆者.^ 恐らく 若干 は 

築 窯に も 利用され たものと の 推定 はして るた もの、、 今回 唐. 律の 窯 を 調査して 始めて 新く も 大部分に 利用され てゐる こと を 知 

つた。 古 瀨戶の 諸 窯及大 竈に 於ても その 窯の 主として 焚 口 附近に 多くの 切 石が 散在す るのに 對し I 縛の 疑念 を もって ゐ たが 築 

纖 術の 未熟な 古い 時代に 於て は 手近な 斯うした も Q を 高度に 利用した ことに 何の 不審 もない 箸で ある。  、 

-攀， 

纏て 築 窯 術が 發 達する に 俘れ て 築 窯 材料の 上に も樣々 な 工夫が 生れ、 近世：， i 至って は歐 州の 築 窯 法に 倣って 耐火煉瓦 を 多く 

用ゐる やうに なった が、 登 窯 は 勿論、 石炭 窯に しても 複雜で 而も 正確 を 要する 箇所 以外 は 却って 耐火煉瓦で なく 土塊の 不規則 

な 形態の もの 、 方が 頑丈で あり、 締り もよ く體 裁よりも その 實質 上から は遙 かに 有効で あると 思 はれる。 この 割 竹 式の 窯な ど 

も 茶陶は 勿論、. 實 用品の 上に 現代に 於ても もっと 利用 されても よい ものと 考 へられる。 

登 窯 は 次第に 一室 每に 築造す さやう にな. 5 從 つて 天井の 形 は 一 室 毎に 饅頭 形の ァ. 'チが 架けられ、 窯 詰 法 も 厘 鉢 使用 や、 天 

枰 詰めに よって 相當 高く 積 上げられる ェ. 夫が 生れてから、 窯の 背 も 高く、 窯內の 面積 も廣く 次第に 大型の ものと なった。 舊朝 
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鮮總督 府の野 守 健 氏 は 朝鮮 反 浦 面 鶴 峰 里 (鷄龍 山) に 於け る 古窯趾 み. 調査報告 書中 この 鶴 里の 窯の 形式が 現今の. 會寧燒 の 

の 式に 通 やる ものが あり 複 原の 參考 資料と なった と 述べ られて をり、 會箏燒 窯の 測量 II と 次の 如き 說明 を發 表されて ゐる。 

所在地 咸境北 道 會箏面 五 洞  .， .  .• 、 . 

. 土 を 地上に 積 重ねて 細長き 斜面の 高臺を 作り-其の 所に 長サ約 八十 五 尺、 廣サ 下の 方で 四 尺七寸 二分、 先端で 七 尺八 寸 五分、 

平均 一 寸 九分 勾配の 淺き溝 を 造り、 此 溝の 左右の 兩 壁から 粘土 を 以て 弯瞎の 天， 井 を 架け 後方な， る 最高 所の 後 壁に 十四 ケの煙 

出孔 前方の 最低 所に 長 サ約七 尺四寸 五分、 廣サ約 一 一尺 九 寸の焚 口 を 設け、 更に 此 窯の 內部を 隔壁 を 以て 十五 室に 劃し その 

• 形狀が 竹筒 を Vl ッに 割って これ を 傾斜面に 伏せた 形で、 隔壁 は 恰も 竹の節に 當る、 而 して 其の 隔壁の 脚部に 各 七 筒 乃至 十數 

箇の通 焰孔を 設け、 更に 各 窯 前部に 1 箇の 出入口 兼 焚 口、 後部に は 底より 約 二 尺 四寸の 高所に 色 見孔が あり、 蠻 床に は 砂 を 

敷いて ある、 勾配 緩く 通焰 にぶき ため 更に 最高 所の 後 壁に 稍 高き 煙突 を 設けて ある  —— ： 

作品 は 海鼠 風の もの を燒き  ,  , 

, 温度 は (攝氏 ニニ 〇〇) . 、  ,  i  .  .  r  - 

右の 說明 によって 明かな 如く 現今の 會寧燒 窯 は 割 竹 式の 形式で は あるが、 唐津古 窯に 比し 相違す る 主な 點は 第一、 勾配が 頗 

る 緩 かなこと、 第二、 窯の 廣さが 上方 程廣 いこと IP 、これで は 煙の 引き 工合が く燒成 困難で ある。 初期の 割 竹 式の 形式から 

遙かに 遠ざかつ てるる ことが 明瞭に 判る。. /  ' 

唐 律 燒の割 竹、 式 登 窯が 現在 飯 洞 甕 下 窯 及、 道 納屋 谷 窯に 辛 じて その 形式 を 察知す るに 足る 程度に P 存 して をり、 曾て 古 館^ 

が 則 量せられ たる 由に て 其の 測量 圖を 同氏に 依賴 したが 戰爭中 疎開 荷物に 紛れ込ん，  たもの か 行方不明で 再三再四 探索 さ^たが 

遂に 發 見され なかった ので、 筆者 は 遂に 猛暑 八月 中旬 現地」 に 至り、 地元 諸賢の 絕大な 御 援助 を 得て 實地 調査の 結果、 不備 乍ら 

別 Is 如く 其の 實測を 行 ふこと が出來 た。 矢張り 自身の 芋に よって 調査 を 行 ふこと によって 始めて その 貧 際が よく 刹り 古 館 氏 
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の- HI 面が 見出されなかった こ. か 寧ろ 倖で あつたと 思って)。 る。  -., 

塞趾の 現場に 至れば 何分 羊齒 と共に 繁茂す る 樹立の 中に 在-つ て、 單に陶 片の發 掘に のみ 心 ひか， れて 窯の 原型 は發 掘の 人々 に 

よって その都度 破 壌され て、 筆者が 5^ て 十數年 前に 見た ものと は甚 しく 原型 を 失って ゐ るのに 驚いた。 - 

先 づ飯洞 甕 下 窯から 着手し、 . 僅か 乍ら 三ケ 所に 殘る 天井の 一 部に よって 其の 構造が 割 竹 式に 據っ たもので ある ことが 確認 さ 

れる。 この 極めて 僅かに 殘存 する 天井 は 今にも 失 はれそう である。 こ Q 天井が すっかり 無くな， i: ば 割 竹 式の 最大の 特徵が 失 は 

れる譯 で、 この 風前の 燈火 とも 云 ふべき 貴重な この 天井 Q 一部の 保存の 重要性 を 慎重に 考 へねば ならない。 

圆 面に 示す 如く 此窯 では 天井、 隔 ぎ、 通焰孔 (れン \f) 出入口、 地盤、 火床、 傾斜、 胴 木 間、：， 最上 端 部の 火 吹、 窯 詰 法、 等 

は 大體に 於て 明瞭と なった が、 構造、 焚 口、 色見孔 (各室の 火 吹) 等が はっき， 5 しない。  . 

詳細 は圖 面に よって 明瞭と 思 はれる が、 窯の 全長 は 約 六十 尺、 胴 木 間 を 除き 七 室に 分割され、 東南 面して その 勾配 は 天井 約 

三寸 二分 乃至 三寸 三分、 地 I 約 二 寸八分 乃至 三寸 一分、 隔壁 は 一の 間 後 壁、 三の 間 後 壁、 五の 間 後 壁の 大體 この 三 箇所 は 略 そ 

の 原型 を 保ち、 脚部に 在る 通 焰孔は 八 乃至 十窗 でノ橫 式で 次 室の 火床に 通じ (横 さま) 火床 は 水平で、 器物 を 詰める 地盤 は. 勾 

配の ま. -で、 一 段 高く (一 (：I;;§!L) 通焰孔 下端より 地盤まで は 約八寸 乃至 八 寸八分 窯內の 高さ 天井 蒲錄 形の 中心まで 約 三尺 五寸 

乃至 三尺 七寸 五分、 窯 巾 は 下より 上まで 均 一 し、 奥行 は 一 の 間 は 狭く 五 尺 五寸、 他の 六 室 は 約 七 尺 五， 寸 乃至 八 尺 一 寸 である。 

厕木 間に は 五本の 柱が 設けられて ゐ たものと 推定され る 座が 殘り、 これによ つて 胴 木の 焰が 分れて 一 の 間に 昇. 9 通 焰孔と 隔壁 

の 用 を 兼ねて 天井 を 支へ てゐ る。 出入口に は 各室 典 向って 右側に 限られ この 出入口 一 を 詰め 終れば 戶 詰/窯 蓋) され、.. 各 

ノ  \ 力 マ フタ、 

室の 差 木 用 焚 口が 此 所に 當然 設けられる 譯 である。  , 

一 次に 道 納屋 谷 窯で、 この 窯 は 近年まで 前記 飯 洞 甕 潔 以上 殆んど 原型 を 止めて ゐ たもの だが、 現在で は 飯 洞 甕 窯 以上に 破壤さ 

れて 天井 は 少しも 殘> ？てゐ ない、 のみなら や、 隔壁に しても 1 室 も完. 全な も 19 はなく 通焰孔 以下 さえ 失 はれた 室が 多い。 
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この 窯 も その 構造に 於て は 飯 洞 甕 窯と 異る ところがない。 室 數が十 匹 室 に 分 たれ 長さ 約 百 三十 尺の 頗る 長い 窯で ある。 窯 巾 

は 內徑奧 行 共 各室 大體約 七 尺で 高サは r<Hi く 不明で ある。 33 入口 は 飯 洞 甕と は 反對で 向って 左側に 在る。 胴 木 間が 頗る 不明瞭で 

あるが 一 方 飯 洞 塞で 不明だった 最後の 火 噴の 構造が 略 明瞭と なった こと は 非常な 收獲 である。 この 最後の 噴出 口 は 隔壁の 1 

孔 から 直接 外部に 火 煙が 噴出す る こと は 1 面 外部からの 風の 侵入に よって 焰の 引き を 防 害される ために 噴出 孔の 正面に 大きな 

切 石 を 置き これによ つて 火 煙が 別れて 間接に 噴出す る やうに ェ， 夫され てゐ る。 寵の 方向 は 僅か 西に 振った 南 向で ある。 勾配 は 

地盤、 (天井 不明) 及 通煙孔 から 通 焰孔へ 約ニ寸 九分 乃至 三寸 一 分で 天井 こそない が 他の 構造から 見て 飯 洞 甕 窯と 對比 しその 構 

造に 於て 大差がない と 思 はれる。  / 

皿 屋谷窯 は 跡 もな く 全々 その 構造 を 知る ことが 出來 ない が 若干 勾配が 急で あるかに 見える。 猶 鼓に 知りたい Q は 帆柱 業 初 

期の 窯で、 そ Q 構造が 割 竹 式で ある こと は 何等 疑 ひの 餘地 なきと ころ だが、 勾配に 於て 若干の 差が あり はせ ぬかと 思 はれる が 

この 飯 洞 窯、 道 納屋 谷の 二 基の 勾配と その 作品 を 照合して 見る と 焚 方 一 つで 必す しも 酸化 焰に 限らす 還元 焰も 焚き 得られる も 

のと 思 はれる ので 大體 帆柱 窯 初期の 窯 も 大差な きものと 刹 斷 される。 

/  一  — 

今囘の 唐津窯 測量に 當り 炎天下 連日 絕大な 御^力 を 賜った 中 里 氏 父子、 古 館 氏、， 坂卷 氏、 並に 每夜 深更まで 多數の 名品 及陶. 

片に つき <貴 重な 資料 を供與 せられた 古 館老、 史蹟に つき 御 案 內の勞 を 煩 はした 松 代 氏 等に 對し 深甚の 謝意 を褒 したい。 
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唐 津窯は 東め 瀨戶 窯と 共に 支那、 朝鮮 陶 技の 中繼地 であり- この 二 甚地を 中心として わが 倒の 窯藝は 扇の 如く 各地へ 傳播派 

生して いりた。 從 つて 唐 律 窯と tH 本 IS 観 窯と は深淺 厚薄の. 差 こそ あれ、 どの 闕燒 をと りあげても 交渉が あり、 寧し ろない の； 

不思議な. くら ゐ である。 瀨戶 窯に しても 京 窯に しても 又薩 摩に しろ 九 谷に しろ 直接 間接に 影響して るる。 されば と 言って 唐津 

窯と わが 國諸國 窯が 具體 的に ど Q 程度の 究渉を 持つ か を 考察す る こと は、 國燒の 研究が 極めて 幼稚な 現狀に 於いて は、 謂 ふべ 

くして 洵とに 至難の 業で あ， -、 1 つに 今後の 研究に 俟 たねば ならぬ。 編者 は r 唐 津陶と 他 窯との 關係」 とい ふ 題 を 私に 割當て 

られ たが、 この やうな どの 道 判然し ない 事柄 を 今 こ、 で檢 討す るな ど、 私は餘 りに も氣乘 りが しませぬ。 そこで、 編者の 註文 

に反してお 氣の毒 だが、 私の 氣附 いた 卑近な 二三の 問題に 觸れて 責め を 塞せ ぎたいと へる。 昨今、 家に あって は 闇 物價、 食 

糧 難に 追 はれ、 J 貝 出しに も 矢張り 大きな リック を檐 いで 行かなければ ならぬ し、 外にあって は 國際戰 爭裁刹 だ、 議會の 開會だ 

と 報道陣 は戰時 以上に 活 氣を呈 し、. 身邊 雑務に 忙殺されて ゐる。 本稿 は これらの 餘暇 になった もの、 纏まった もの：^ 書け やう， 

喾も なく、 こ は 私の 端なる 管 見であって、 切つ に 先輩 知人の 垂敎を 乞 ふ 次第で ある。 


f 


( 
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一、 米 量卽ち 茶碗  , 

「  ノ  ノ.  .  -  ,  \ 

唐津燒 といへば 誰し も 米 量、/ « 拔、 奧 高麗 を擧げ る； ひが 定石と なって ゐ るが、 果して さう 言った. 意味の 茶碗が 唐 津で燒 けた 

もので あらう か。 私の 結論から 先に 言った 方が 便宜で ある。 か、 る 不得要領な 名稱 は江戶 末期の 數奇 者が 古 唐津に 洒落て 名 付 • 

けた 迄 d ことで、 唐津燒 にこん な 1 種 獨特の 規格の ある 茶碗 はない、 と。 

まづ米 量と は どんな もの か、 比較的 穩 當と考 へられる 文献 を 左に 摘記しょう。 

, 〇 古 唐 津古キ -ヲ云 米 計、 小 眼、 繪唐津 *  :t2 '戶等 品 々アサ， (茶 家醉 古襍) 

〇 米 量 トイ フ 々元 享年 間 一一 製セ シ所ノ モノ ナタ、 ー陶膚 11 薄 釉ヲ施 ヌ而シ テ 潤澤ナ シ、 古へ ョ レ ヲ以テ 斗量ト スト 云 フ說ハ 非 

ナク、 其ノ 故，、 ノ其狀 ーナラ ザ产ヲ m テ其 ノ然ラ ザグヲ 知べ 唯米ヲ 斟スル ヲ以. テ名ト ナス ノミ 藝志 料) 

觀古 圖說、 曰 本 陶磁器 史論、 曰 本 陶磁 史其 他の 文献 も 又 この 說を 踏襲して るる。 又 金 原 京 一さん は 新う 推定して 居ら：^ る。 

「飯 洞 甕 窯 小 十官者 まより 出土す る燒 損じの 歪み ある 靑 黄色 翻 を 施した 茶碗 皿 を 米 を 酌 取る 桝の 代用に した もので あら ふ」 と。 

どの 說も 代用 桝 として 作られた 茶碗で ある 點は 一 致す るが、 具體 的に 米 計と はこん な もの だと 指示し、 或は 判然と 言 ひ， 切る 人 

はない やう だ。.  ，  -  . 


0  •  #  J  一；！ 〈四-  . 

誰も 知る 如く 琉球 では 茶碗 を マ カイと 言 ひ、 鹿兒 島の 苗代 川陶 村で は 今でも マ ッ カイと 茶碗 を 呼で ゐる。 これ は 恐らく 朝鮮 

で 獨酒用 茶碗 を 「マッカ .90 と稱 する のが 轉 訛して、 かく 呼ばれる に 至つ. たものと 考 へる。 肥 前 諸 窯で も 歸化辦 人 陶工 達 は 茶 

碗 を マ ッ カリと 呼んで ゐ たものと 想像され るが、 數奇 者が これ を 聞い. て 米訐の 字を當 てた。 そこまで は 無難だった が、" これ を 

明治時代 に^って 「ヨネ ハ カリ」 と訓讀 したから； i まらぬ。 米 計が I 轉 して 米 量、 米 斗と 置換 へられて は 愈 出で て 愈 不思議、 

知らない 人に は 1 寸見當 さへ つかぬ も 道理で ある。 幕末の 寫本 「鑑識 錄」 に 曰く  ...  ，  、-. ノ 

〇 古 唐津は 少し 端 そり 也、 土 こまか 成、 香 臺同樣 、俗に 米 かいの 手と いふ -  、 

して 見る と、 唐 津で米 計と いふ 一 種 獨特の 茶碗が 燒 造され お」 などと、 まことしやかに 言 ふの はナ ン セン ス もので あらう。 

要するに 米 量な どと 持って 廻った 名 稱を眞 ともに 解釋 すると、 上掲の やうな 牽強 附會說 が 飛び出して 來る ことになる。 鮮語 

で 父 を ァメャ と 言 ふ。 樂長次 郞の父 を 阿 米 爺と か V 甚 しいの. は 飴屋と. 呼稱 する の は、 恐らく この類ぐ ひで は あるまい か。 へ 又 藤 

摩で は 土瓶 を 茶 家と 稱 して ゐ るの は 明らかに 鮮 語の 酒 煎 子の 轉訛 である。 le 日本の 燒 物の 大部分 は 朝鮮 陶磁の 傳統 であり、 朝 

鮮人 陶工に よって 朝鮮 征伐 來燒 造が 續 けれら て來 4i。 從 つて 陶技、 皿な どの 名 稱に鮮 語が. 多數 日本語 化して ゐる こと を 吾 

々は 忘れて はならない。  ノ  I  ■  ,1  . や 


\  二、 根拔卽  >  古 品  . 

- ， 

根拔 について もお 可 笑な ことが お 可 笑 がられ もせす、 今 H も 通用して ゐる。 卽ち、 品物の. 根. が拔 ける ほど 尠 ないた めの 名 だ 

とか 或は 値段が 簡拔 けで 高い 故の 名稱 だと 言 ひ、 或は 又 高臺が 低くて 根が 拔 けて 見える からの 命名 だ、 などと 數寄 者に よって 

面白お 可 笑く 說 かれて ゐる。 總 じて 根拔の 文字に こ， だ わった 說で、 このま、 吾々 に は 首肯し 難い ものが ある。 

根拔は 唐津燒 のみで はなく 瀨戶茶 入の 一種に も ある。 茶器 辨玉 集の 根拔茶 入の， 條に、 

• 1、 根拔ト 云-古 キ 事、， ノヌケ タル ト云事 也，  \ 

一、 根 拔ト古 瀨戶替 〃樣 ij 云 事ナレ トモ 同 作 也 

と 見へ、 瀨戶の 根 拔茶入 は 古 瀨戶茶 入と 同 作で あり、 根 拔とは 古い 意： utj 說 明して ゐる。 又 今 泉 雄 作の 「高麗 茶碗と 瀨卢の 茶 

入」 に は 根 拔茶入 を 稂拔古 瀨戶と 呼んで ゐる。  .  ■ 、 - 

更に 名物 裂で も 極上 代，、 卽ち 古渡り 裂 を 根 拔と稱 して ゐ る。 ここで、 も根拔 を.， 古 品の 義に 解して ゐる こと は 注目に 直す る。 

名物 裂の 根拔の 語は燒 物の 根拔の 語から、 來 たもので あるか、 それとも 裂地の 方が 先き か、 その 邊の 事情 は 今審ら かにし 得な 

いが、 ともあれ 根拔は 唐津燒 のみ を 限定 指示した もので ない こと は 確し かで. ある。 


又 唐津燒 では 茶碗 だけ を根拔 けと 稱 して ゐる やうで ある。 ェ藝士 I 料に 「ム n 輪 ノ皺紋 アル ヲ良 トス」 と 見え、 金 原さん は 「飯 

洞 甕 窯で 出 來.. た綠色 釉を 施した 土. 質 のぎ ら ざ ら せぬ 茶碗で あったら う」 と 判った やう な， 判ら ぬ やうな こと を 述べて 居られる。 

しかし 茶碗の み， を 指した 稱呼 でない こと は、 私が 說明 する 迄 もな く 唐津松 山茶ス (小 松輝久 侯爵 家藏) の 記事が 雄 辯に 讀 者の 

眼に 提供して ゐる。  -  r 

〇 松 山 古. 唐 津根拔 と 見 ゆる、 惣體靑 し、 土 至 遞 かたし、 古 瀨戶と 同じ やうに 見 ゆる (名物 記ゾ 

では 根拔の 語源 は 如何。 渡 邊良氏 は 雜誌德 雲 三 卷ニ號 1^ 「古 金襴め 色彩 美」 とい ふ 論 稿 を 寄せて、 根拔は 「年拔 け」 の 簡約で 

ダ  , 

あらう と考證 して 居られる の は 傾聽に 値する。 根 拔と言 ふぎ ごちない 名稱 もこれ であら かた！： る やうに 思 ふ。 要するに 根拔は 

「古」 の 好事 的 冠稱と 見るべく、 唐津燒 の、 或る 特殊な 茶碗な どと 限定 指稱 する が 如き 當ら ない も甚 しい。 又 この 頗る 瞹眛な 

字句に- 囚 はれて 作品の 年代と か、/ 窯と か陶 技な ど を 詮議す るの は、 愚かな 話と 謂 はなければ ならぬ。 


三、 奧 高麗 卽ち 古唐津   

奧 高麗に 就ても 又 漠然とした 呼 稱を眞 正面から 理詰めに I 釋 して 色々 に說 いて ゐる やう/だ。 或は 年代から 或は 窯から 或は 又邏 

作 行から、 各人 各說と 言つ でよ い。 * 奥 高麗の 名 は 要するに 江戶 時代の 數寄 者が 仿間古 唐 津と稱 されて ゐる 小振りな 茶碗よりも 

一手 古い 大振りな 茶碗 を 洒落て かく 呼んだ 迄の ことであって、 奥 高麗 卽ち古 唐津と 見に よい。 これに 關 して は 別項に も 解說さ 

れる i であり、 又 滿岡忠 成さん の 研究 もめる (美術史 學 十九 年 三月 號) から 兹に i に觸れ ないで おくた  . 

ただこれ に關聯 して 思 出される の は： 口 を も 奥 高麗と 呼んだ ことで ある。 井上 侯爵 家 傳來の 離 駒 茶碗 は 片口であって、 その 

外 箱に 奧 高麗 片口と あ， cv、_ 蓋 裏に 「此 奧商麗 片口 茶碗 者」 と 明 和 六 己 丑 春の. 書付が あり ノ 且つ その 大外 箱に も 「此奧 高麗 片口 

の 茶碗 は」 と 天 保 七 年の 四醉 老人の 極 書が ある。 されば 奥 高麗 は 所謂 端 反りの 大振りな 茶碗の 一 手 を 限定 指呼した ものと は 言 

ひ 難く、 椀 形、 半 筒. 吳器、 片口な ど 種々 樣々 の 作 行の 茶碗 を も 引 くるめた 廣義の 古唐津 を指稱 した ものである こと を 吾々 は 

知る の. である。  ,  . 

さて、 奧 高麗の 名稱は 何時頃から 初 まった か、 江戶 末期に 降る と 遠 州 藏帖を 創め 諸家の 藏帖ゃ 其 他の 記 文に 往々 散見す ると 

ころで あるが、 古い ところでは 餘り 見當ら ないやう だ。 知見の 範圍で 言へば 築地の 八 百 善 主 栗 山 善 四 郞氏藏 の 茶碗が 最も 古い： 

と考 へ る。  .  ： 

からつ. 展望  ,  i  一  ，J/ ヒ 
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〇 臭 高麗 桑 山 左 近 大夫重 長 筆 茶碗 箱 蓋 書付 奥 高麗 右眞蹟 也、 戌 辰. 一月 古筆 了 任 印 

と あ， 9、， 桑 山 左 近 は 寛 永 九 年に 歿して 居り、 寬 永頃卽 ち江 戶.^ 期より 奧 高麗の 名 は旣に 一 部 識者の 間に 行 はれて ゐ たこと パ 1： 

かる。  、 

畢竟、 米 計と いひ 根拔 とい ひ又奧 高麗と いひ、 多分に 曖昧 味 を 持つ 骨董 的な 名で あり、 なんら 科學 的に 區 分され 仁稱 呼で も 

なく、 古 來數寄 者に 愛玩 襲用され； i 古 唐 津の珍 稀 品に 對 する 好事 的冠稱 であって、 寧し ろ斯 かる 名稱 はなく もがな、 世事 萬 端 

考 へれば 河童の屁 である。 從 つて 此 等に 本 歌が ある 譯 でもな く、 又 こ， れ により 窯、 年代、 陶技 など 刹から う 害 もない。 だが、 

何事 も 刹然 せぬ ところに 却って 數寄 者の 典 味が あるの かも 知れぬ。 


四、 奧 高麗と 大正 名器 鑑 


奥 高麗と いべば 私 ほ 故 高 橋 箒 庵 翁 を 思 ひ 出す。、 さう だ、 支那 事囊の 始まった 年だった からもう かれこれ 十 年に もなる た 早い 

ものである。 丁度 その 頃 私 は 寶雲舍 から 發 行した 大正 名器 鑑の、 編輯に 從 事し、 殆んど 每日赤 坂の 高 橋 氏 邸に 編輯の 打合せに、 

或は 霧の ために 署名 を 貰 ひに 墓して るた。 i に 建てられた 見晴 しのよ い 應靈で 晩年 の箒庵翁 の 温容に 接し 親し 4 導 

を 受けた。 もともと 名器 I 鑑の «刊 は 大きな 誤ち だけ を 訂正して 初版 を その ま.. V 踏襲す る 方針で あつたが、 校正して ゐる 間に 次 

々に 字句 ゃ囊 に議： 明し、 I つて 手 を 加へ た f 可 f 多い。 或 iisf 指摘 して 訂 f 塞した が、 翁 は 

熱 海の 別邸へ 避寒の ため 今から 出かける と 言って、 その 時 は あま. 0 氣 にもされ る樣子 もな く 微笑され てゐ た。 

名器 鑑を 所藏 されて ゐる人 は旣に 御存じの ことと 思 ふが、 高 橋さん は 臭 高麗 を 朝鮮 茶碗の 一手と 解釋 し、 唐 津燒と は 全然 別 

項に 記述され てゐ るので ある。， 卽ち 第五. 編 茶 入の 解， こま、 - .  ...  ： 

〇 足 利 末期に 於て 唐 欺に 來 りたる 陶 での 製した る 者 を 臭 高麗と 云， ひ  . , 

と說 きながら、 第 八 編 茶碗の 卷頭 解說に は、 眞 淸水藏 六の 「陶 寄」 の說を 採用して . > 

からつ 展望.  -  • - 

I 六 九 - 
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〇 奥 高麗 は滿州 窯な，..^ 昔满 州が 高麗 地域 內に 在りし 時、 彼の 撫順 方面の 陶器が 日本に 渡 來. ^へ a 本 は 之を奧 高麗と 名づ 

けた. o、 日本より 云へ. ば 高麗の 奧に當 る を 以てな り、 と ある を 最も 能く 肯 暴に 中れ...^ と 精す、 又奧は 古の 義 にして 奧 高麗 

と は 古き 高麗 燒を. 指すな り  .■ .  . 

.  ン-.  *  ,  - 

として、，， 奧 高麗 卽ち 半島 物と 斷定 されて ゐる。 更に 又奧 高麗， 離 駒 茶碗の 實見 記の 條には 「唐津 片口 茶碗、 腰 廻り 唐津 特有の 蛇 

蝎 白- 釉 かか， り 云々」 と、 掌 を 反すが 如く 奥 高麗 卽ち 唐津 と解說 し、 そこに は 何ん らー 賞レた k 解 は 見， ら-れ ない ので ある。 

暫くた つて 赛庵翁 を 訪ねた 時、 翁 は あれ は拙づ かった、 どうして 初版の 時に あんな 區別を 立てた か， 古い ことで は あ.^ もう 

記憶 にらない ノ奧 高麗-. と 唐 津を切 離す のが 抑 も 無理な 話 だ。 早速 訂正す る やうに、 とのこと であった。 そこで 印刷屋 や 寫眞屋 

に 手配した が、 その 時 は旣に 後の祭.？：'、 印刷 は出來 上り 製本屋に 廻され てゐ 仁" 「惜しい 事 だつ 仁、 今少し 早 妙れば」 と 翁に 

は 感嘆 久しい ものが あつ. u。  ^5;nJで名器鑑完成の曉き雜誌に其旨を訂正發表される箬になって居ったが、 戰 は大平 洋戰へ 一と 

進展して 曰々 激烈の 度 を 加へ，、 印刷 は 一 段と 窮屈と なり、 翁， もこれ が 訂！， を俟 仁す して 忽焉 として 逝かれ VI。 印刷の 手 違 ひ G 

爲 めに 遂ひ 晴出來 なかった の は 惜しみても 餘りが あ" ゲ。  ；  - 

たしか 雜誌 やきもの 趣味 上で あつたと 思 ふ。 岡 山の^ 田利吉 氏が 此の 名器 鑑の 誤謬 を 指摘され. 仁 ことがあ るので、 私 は此間 

の 事情 を發 表する 豫定だ つ； i:^ それ もつ ひ 機 を 失して 終った。 久 振り 名器 鑑を披 いて 當 時の メ モが揷 入され てゐ るの を發 見し 

私 かに： ^IG 笑した ことであった。 名器 鑑 編輯 責任者の 1 人と して 又 高 橋さん のために も、 玆 に 隱れた 箒 庵 翁の 意見 を 記して、 同 

好 者の 參考に 供す る 次第で ある。 大 ffi, 名器 鑑を もじって. r 大將 目が 利かね」 と 言 ふ.、 あま.^ 難 有くない-! ッ クネ！ ムを高 橋 さ 

んは 頂戴して 居られに やすだが、 どう レて どうして、 却.々 目の 利く 爺さんで、 そこらの 愛 陶 家の 方が よつ ぼ ど 目が 利かぬ と 

私 は 觀てゐ る。 今や 輸庵 翁な く 往時 を- 囘 顧して 感慨 新たなる も Q が ある。. 、 


五、 唐津 /に 名物 茶 入な 乙  /  . - ' 

唐津で 古くから 數寄 者に とり 上 ばられ て 賞 用され たもの は 何ん と 言っても 茶碗で、 茶 入 は 高 取、， 薩摩 等の 他の 國燒 程に は 珍 

重され なかった やう だ。， 慕 末. の 茶道 筌 蹄に.  ：  .  , - 

〇 唐津， _遠 州 時代 古 唐 津は茶 入な し、 いにしへ は 茶碗の み燒 しなり， . .  ，  ，1 し 

と 推定して ゐ るが、 茶碗の みを燒 いて 茶 入を燒 かなかった と 言 ふの も 一 寸ぉ可 笑な 話。 しかし 唐津茶 入の きないの， は事實 だ, 

緊. 漏 正な 茶 入を燒 造す るに は、 唐 律 土 は あまりに. も 粗 荒で、 適當 ではなかった であらう。 又 茶碗が 高名な 爵 めに、、 . 出 來た茶 

入で も 其 名に 隱 くれて 終って， 左程 珍 賞され なかった ので はない か、 と 私は考 へる。 それにしても 唐物 や 瀨戶茶 入の 儉造 n 

あっても 佳 さそう だ。. 又 著名 數寄 者の 指導に なった 窯 だから、 數寄 者の 息吹の か、 つた 茶 入 も ありそう だが、 頭の 下がる やう 

な 茶 入に は 寡 見に してお 目に か、 ら ない。 これに は傳世 nrg よりの 檢 討が 足らな. いせい も 多分に， あるが、 今まで 紹介され た 茶人 

を 見ても、 これ ぞ-と 言. ふ 程の もの は 見當ら なかった。 中で 繪唐 律と 斑 唐 津の茶 入が わ， づ かに 目 を ひいた。 

繪唐津 茶 入、 I - 自由 放 奔な鐡 繪、， 屈託のない 形、. 親しみ 深い 佳い 茶 入 ， だ と ー應， 敬意 を拂 つて は 見た ものの、， 姿、 釉、 形、 な 

ど 唐物 や 瀨戶の 茶 入に 比較して、 矢張り 何處 かに 喻ひ 足らん ところが ある。. 殊に 氣 格の 劣る 點は 致命的であって、 結局 殘るも 

か ,ら っ展、 -5^,:  /  -  」 一七  一  \ 


0  m  、一七 二  ：  - 

の は r 繪が 珍しい」 唯 それだけの 話で ある 斑 唐 津茶入 11 II 飩 粉みたい な 釉薬 を ダラ リと流 かけた も „ の を 斑 唐津と 呼んで ゐ 

る。 この 手の 茶 入 は 仿間屢 見る ところで あるが、 どうも 釉 調の 面白さに して は チト騷 々し 過ぎ はしない であらう か。 その他に 

, も あるに は あるが 格別 擧げる 程の こと もない，。 時代が ズレ产 と 茶 入も氣 格が 著しく 落ちて カー， フ 駄目 だ。 もう 陶工 達 は 磁器の 燒 

造に 專 念して 茶 入 や 茶器の 製作な ど 見向き もしな かつ. だので あらう。  . ： . 

大正 名器 鑑には 唐津茶 入が 三 點擧げ て ある。 一 は. 「松 山」 で、 二 は r 玉 簾」 で この 方 は 現今 存滅 不明と なって ゐる。 三 は 中 

典 名物 「思 河」 茶 入で ある。 去る 大正 十四 年 松 平 亮 伯爵 家賣 立の 際に 三 萬 八 千 一 百 圓で賣 却され 仁 評 制の 茶 入で ある。 肩衝 

茶 入で 遠 州の 命 銘と言 ふ。 この 茶 入 は 古今， 名⑩ 類聚に 唐 津燒と 窯 別け されて 以來、 陶 書の 悉くが この 說を繼 f てゐ る。 しか 

し 不味 侯の 鐘 愛 を受， け、 當時目 利 者と して 名 摩かった 江戶の 道具 商 伏 見屋甚 右衛門 は、 侯の 說に 反對 して 「思 河 唐 律に 見へ 候 

え 共、 古 テツ マに 候」 と 異說を 立てて ゐる。 又 幕 庵 翁 も 唐津茶 入に して， は 一品 物で 殆んど 他に 比類な きものと 疑 を 存じ、 多 田 

二 夕 居 氏 も 伏 見 屋說を 探って 居られた やうで ある。  '- 

. 思 河は黑 焦の 流釉、 胴の 五 筋の？ ク P 目 * 腰の 11^ を繞 ぐる 切篦、 底 は 板 起しで、 他の 茶 入に 見ない 著しい 技巧が 施されて 

ゐる P しかるに 輻岡 內本 浩亮 氏が 加 賀-前 田家 傳來の 古 薩摩肩 衝茶入 を所藏 ^ れ、 雜誌 やきもの 趣味. 千 四 年 十二月 號に 圖 說さ 

れ たこと が ある" この 茶 入 は 糸 まに 轡 形の 凸印 風の 銘 (島津 氏の 丸十の 紋所に 因んだ もの か) が あち 薩摩茶 入の 大關 たる 貫錄 

を 充分に 備 へた 佳品で ある。 今 此ニ器 を 比較 檢討 する に、 施釉、 P ク& 目、 腰を繞 ぐる 切篦、 底の 板 起し、 形 姿の 粗に じて 器 

格 堂 々たる、 技法 及び 樣式に 於いて】 味 相 通す る ものが あるの は 不思議と 謂 はねば ならぬ。 他人の空似 とする に は餘、 りに も 酷 

似して おり、 若し 一 を唐津 とせば 他 も唐津 であり、 思 河 を 本 歌と するならば 轡茶 入は寫 しと 見るべき であらう。 

又 思 河 銘は遠 州の 撰で、 壬 生 集の 藤 原家隆 卿の 歌 「思 河 まれなる 中に 流るな. りこれ にも わたせ 鵲の 橋」 に 因んで つけられた 

銘と傳 へられる。， 大正 名器 鑑には 思 河 を考證 して 筑前筑 紫 郡に ある 逢初 川 (漆 川と も) だとい ふ。 しかし 茶 入の 命 銘は產 地の 


地 \ ^をつ ける のが 一 般 であ リ、 高 取 燒の銘 なら 鬼 も 角べ I 唐 渾燒に 漏 岡 Q 河 名 を 持って 來る など、 遠 州 名に して は 少々、 ^tf 

遠な 命銘の やうに 考える。  ノ  ,  '  , .  ン 

鹿兒島 1.- も 思 川が ある。 古藤 摩 茶 入で 著名な 帖佐 窯の 西北 方 約 一 里、 - 昔は帖 佐. i 內 にあった 川 だが、 今 は厘轄 整理 Q ため 帖 

佐 町と 貧富 村の 境界 を 流れる 川 を 思 川と いふ、 斯く考 へて 來 ると どうも、 伏 見 屋說に 軍配 を 上げねば ならぬ。 要するに 私は傳 

世 類 品、 技法、 銘 名の 三 ii に 基いて、 思 河 茶 入 は 1^ 摩燒 であり、 從 つて 唐 律 燒には 名物 茶 入 はない と考 へる が、 どうで あらう 


七' 


, - 六、 唐津バ ラック 論 ノ  、  V,  ： ：;  .  . 

一.，、 一.  .  / 

唐津旗 は 何時 創始され たか、 諸 說紛々 いまだ 確說を 見ない。 大別して 舊說は 遠 ほく 神 功 皇后に 緣 ありと し、 或は 齋 明朝と 謂 

ひ、 或 者 は 室町 初期と 稱し、 又 ェ藝志 料が 元 享年 間 開 窯 說を稱 へて 以來 今日 此說を 踏襲す る ものが 多く、 恰 かも 定說 となった 

觀が ある。 され どこの 說 とても 信據 すべき 出典 はま-わ 明らかにされて ゐ ない。 新說は 最近 一部 有志の 提唱に かかわ-.^、 年代 を 

グッと 切 下げて 朝鮮 役 以降と 推定し、 その 論 據を飯 洞 甕 窯 を 初め 小 山路、 藤 川內、 祥 古谷 諸 窯の 發掘 陶片に 古田 織 部の 息吹の 

か、 つた 茶器が 出土す る點に 求めた ものである。 -  , -  タ , 

新 說の 謂う が 如く、 織 部が 朝鮮 役 中 肥 前名 護 屋に滯 溜し、 一 飯 洞 甕 窯に してき 己の 創意になる 茶器 を燒 かいしめ おこと (何 

等確證 はない £) 鬼子 嶽 崩れに よって 飯， 洞 甕の 陶工 は 各地に 移 窯して 織 部 系の 茶器 を燒 造して ゐる ことから、 織 部が 唐津 を， 

導し，.) の は 正韓役 ■ 以後に 屬 すると 見る 點は、 一 應は肯 づけ もす る。 がし かし 織 部 は 飯 洞 甕 窯に 茶器の 發註 はし 仁で あらう が，、 

讓の. 創設者ではなかった 箬ゃ だ。 又 この 窯 は 茶器 專燒 窯で はなく 朝鮮 風め 雜器 窯と して 早くから 開設した 窯ではなかった か。 

かの 有名な 總# 六 間の 割 竹 窯 は 大量 製產を 如實に 物語る もので はない か。 これらに 關 して 確 實な傳 を 得ない 限り 新說も 又單な 

る 憶說と 考えられ、 われわれ は 隔靴搔 痒め 感を 再び 繰 返す のみ だ。 もっとも 新說は 世間に ありふれた 文献と n 陶器 大赫 典に 

收 象した 程度の i ..發 掘 品に 織 部 好みの 茶器の ある 點 から 創始 年代 を 究明 せんと I 企圖 した もので、 初手から 錯誤 を 敢えてして 

るる。 B 月う 迄 もな く 發掘品 は 露の， 位置 を 明確なら しめ、 作品及び陶技の 一 端を推知するには最上の參考と^^るが、 蜜の 年代、 


變遷、 關係 陶工 等 を 知る こと は 金輪際 不可能に 近い こと を 忘れて はならない。 ル あり ふれ、 U 茶 書から 窯 ® 年代 を 吟 i4 する こと 

は 木に よって 魚 を 束め る やうな ものである" 卑近な 例を擧 ぐれば、 高 取燒に 於、 て 高取歷 代記錄 が發 されて 初めて 其 全貌が 明 

ら かにな つた、 薩摩燒 にして，，？ 島 津家藏 古記 籙、 薩 陶製 苑錄、 苗代, 古文書 ノ其 他の 古記 錄の 出現 を俟 つて、 辛うじて 薩摩陶 

史が 明瞭に された が茶誊 とか 一 般陶 書に 負 ふところ は 九 牛の 1 宅に も 及ばな かつ； i。 要するに 國燒の 研究 は 地. 元の 文献 的記錄 

ン ■  . 

に俟 つもの が 頗る 多い こと を 吾々 は 銘記せ ねばならない。/  - 

唐津燒 は關係 文書が 稀少で、 藩廳の 文書 は 消失した とさ へ傳 へられて ゐる。 ために 古記 錄 がない と 言 ふの も 一 應 理窟 だが、 

. 文献 的 研究の 振 はない. の^ 古文書が 無い ので はなく、 熱意の あるよ き陶 史硏究 家が 居ない 點に、 その 原因の 一 部が 潛ん では ゐ 

ないだら うか。 斷簡零 墨 Q 中から 片言隻句 を i 集 整理す るの は、 臘を嚼 むが 如く、 幾 掘より. 遙 かに 面倒臭 さい 仕事に 異 ひな 

いが、 唐 津陶史 研究と 言 ふこん な 筋道の 立った、 し，^, も 映へ た 道樂を 初める 特志 家が、 肥前にも 一 人位ぁっても惡ぃは^^ぃ。 

一  〈ノ  ,  ，- 

前述の 如く 唐 津硏究 は、 唐津の 入， とも 言 ふ-べき 米 斗、 根拔、 奧 高麗の 名稱 さへ 儉討 されて 居らす、 創始 年代と いふ 先決問題 

さへ も 究明され て 居ない d だから、 唐 津も未 1:^ であり、 徇 とに 情な 〔ぃ狀 態に あると 謂ばねば ならぬ。.，， 

、しかし 唐津は 文献 的 研究の 困難な ところから、 窯 趾の發 掘 は 極めて 盛んで、 有 象、 無 象、 知る も 知らぬ も、 まるで 少女 歌劇 

一,  It 

の バラ エティの 登場よ ろじく、 全 K に その 例 を 見ない 奇. 觀を呈 して ゐる。 お 藤げ で 窯趾、 製品、 技法の，， 大體の 輪廓が 明瞭に な 

つたこと は 多と せねば ならぬ。 され ど 陶磁 研究 は 窯趾. の 採 索、 發掘 品の 吟味の みで は X ラ ッ クで、 文献の 裏付けな くして は容 

易に その 眞相 は摑 めない。 要するに 發掘品 は 文献 及び 傳世 品の 撿 討と 相俟って 始めて 意義が ある。 發掘專 門 家の 中には バ ラ ッ 

クと言 ふこと を自覺 して ゐる 偉ら い 入 も あるが、 中には 發 掘を以 つて、 製品、 陶技 のみな もす、 窯の 消長、 ， 年代まで も 筒 軍に、 

, 形 づける 人 もあって、 これら 發掘屋 さんの 頭 はとても 吾々 凡庸の 徒の 量 かり 知る ベ か r らざる ものと 三嘆せ ざる を 得ぬ。. 

話が 脇道へ 大部 反れた が、 要するに 今迄の 唐津 研究 は バラックだった。 文献 並に 傳世 品の 骄究は 萎縮 低調で、 窯趾發 掘の み. 

■ からつ 展望  ,  '  •  1 七 五  . 


唐  津  ,  一 七 六 

が 著しく 跳躍した， 跛行 的 現象で； めった。 今や 時代 は 奮.；：， 秩序 に 代って 新しい 秩序が 生れ 岀で やうと する 過渡 轉 形の 姿 をと つて 

ゐる。 陶片 のみに よる 獨善 的な 解釋 や，： 美しい 夢の やうな 鑑賞 論 をく り 返して 満足して ゐる 時で はない。 唐 津硏究 も 大戰前 を 

第 一 卷の 終-.;^ として、 今後 新しい 理論 體 系の 確立に 邁進す ベ きで ある。 これに は 今度 新しく 生まれた 日本 陶磁 協會 が主體 とな 

つて、，. 文献、 傳世 品、 窯 趾等を 調査し 研 し 指導し、 且つ 集大成せ なければ ならない。 吾々 の 責任 は 愈 重い ものと なる が、 陶 

磁文化の面に於て.^-澄剌たる民主日本をぅち建てゃぅと言ふ意愁に燃ぇてゐ，る若人のみが果し得る事業でぁり、 又 吾々 のみが 

持ちうる 希望で あり 喜びお おで ある 3 一  .  -. ふ  -. 


七、 中. 尾 是閑 唐 津 パ ■ -  - 

、 ■■ -  -、，  - 

ついで 私 は. 唐津 名物 茶碗に 言及し、 木 村 探 元の 白鷺 洲，^ 援用して、 探 元が 茶陶に 唐物 を 斥け、 骨の あ ，0 麁^ な 朝鮮 陶器 や、 f 

加津燒 を禮讃 して ゐる點 を 紹介す る豫定 であった が、 二れ ね 關 して は、 前に 「木 村 採 元の 陶器 觀」 と 題し、 書畫 骨董 雜誌 十五 年 

九月 號に誊 いた ことがあ るし、 又 別項に 岡 田 君が 面白く 考證 されて， ゐ るから、 一切 こ、 に は觸れ ない ことにした。 ただ 追錄と 

して、 私 藏の陶 s| 古寫 本から 唐津 茶碗 關 係の 記述 を拔萃 して 識者の 參考に 供す る、 但し これが 解 說はー つに 讀 者の 思 f ふ. 期待 

する。 寫 本の 著者、 年-代 を審ら かにし 得ない が、 恐らく 數寄 者の 筆 錄と思 はれ、 陶器の 製作 年代な ど誤斷 ；，. 百に つくが、 說述 

は 簡明 卒直に して、 間々 ュ 一一 ック な處が あ..^、 鑑陶 など 今 尙ほ肯 暴に 中る もの 静 なしと しな、。  一 

I 、 中尾是 閑唐津 茶碗 

古 唐 律、 建 長 ヨリ 文明 永 祿ノ間 ナリ。 白 土 赤土 共 一一 ァ"、 此頃ノ 唐 律 ハ 古 唐 津ト唱 へタ マサカ ユア リ、 

名器 ノ內 中 尾 唐 律 同- 是閑 唐津、 中 尾是閑 ト云フ 醫師ノ 所持 スレノ 所 ノニ品 ナリ、 一 ヲ中尾 トー ft フ、 又 二ヲ是 閑ト云 

賞- ァ名 一一 ョべ. ル モノ ナ. ルべシ 、昝此 年間 ンゥ チノ 唐 津ナリ  ,  . 

一一 、禰子 茶 紅  /  ,  , 

名器 ノ內、 千家 □□  ノ內， _j ァリ？ 禰 ノ滸. 是ハ細 州三齋 所持、 三齋公 御名 並-一宮 書 ナリ、 子 ノ餅ト 申 事 ノ名ナ A ヘシ、 

皆此 年間 ノ唐津 口  . 

, か ら づ 屑-望--  -  一- 一七 七，. 


^ ,  - .  一七、  。 

三、 奥 高麗 茶碗 .  ノ  /  . 、 - 

奧 高麗、 古唐津 □□□ 永祿 ノ頃ト 見ュ、 此 頃茶禮 スコリ 高麗 朝鮮 ノロ 器 アツ ムルコ P 古渡 リノ 古器 ヲノ ゾムト 1 モ^ー 一 

.シ テ手ー } 入 ル事カ タシ、 ョ ッ テ唐津 竈 I ーテャ キ出セ だ. モノ ト見ュ 、故 一一 高麗 茶碗-一 似 タリ、 ョッ テ 後 一一 奥 高麗 ノ名ァ 

. リ、. 您體 高麗 ャ キー！ 似テ古 唐津ノ 茶碗 ヨリ 淺メ ナジ、 又. ハ平 造ナト アルト 力 傳フ、 -五 器、 井 戶ナト 見ァタ 一一 セシ物 口先.， 

^^f 一一  テ藥ヲ カフ リ^ 粒 ノ如キ 力、 又" へ マユ 毛 ノ如ク 目ァ〃 モノ ナリ、 先、 ン ァュ 毛 ノ如キ 目 1 ッ、 米粒 ノ如キ 目、 ノ 

三 ッ四ッ 五ット モア リ  -.、  ,  - 

四、 繪唐津 茶碗  '  ！ 

槍唐津 是 * 慶長ノ 頃 nr リ又 ヲィ， —一 j ャケ. 〃物ト 云、 又 末 _J 至 ーァ， 畫唐律 アジ、 後 時代 ヲィく ァタ、 先此頃 ヲ繪唐 

津 時.^ トモコ トバ ァ リ、 前古き 津 I 一  コ シ シ 云 言 バ ナ \  Y シ 、 是 モ 繪高 匿畫朝 セン ヲ見 ァ-プ -1 燒シ モノ ナルべ シ 、故  一 一 乇 

ョク 草ャラ 蔓ャラ ワカ ラズ、 モヨ クモ" キ トシ、. ワカ ルョ クナル ャ後ノ 畫唐津 ナリ.  ^  ■ . 

五、 朝鮮 唐津  -  I 

古唐津 (未 タ古唐 津ノ名 ァリ) 慶長 ヨリ 慶安承 應ノ. 頃 最早 茶道 モサ カノー  一 ナ リ、. 數 寄者モ フ」 シ頃シ キリ  一！ ャ キ出セ グ 

. 故 茶碗ち チイ サ， ク當今 賞— スレノ 品 ァリ、 朝鮮 藥、 茶 入 藥ナ" ト用 ヒ、 茶 入、 氷 指、 茶碗 等 乃リ、 又 朝鮮 唐津 ト云ハ 朝鮮 ノ土 

藥ヲ用 ュト申 傳ァリ 、中 一一 モ至テ 手 取ノ輕 キアリ、 朝鮮 土 ナグへ シ、 此頃 一一 マ ヨキ 物 多ク出 冻シト 見へ タリ、 世上-! ハ 

. 至 一 ズ少ク 稀 ナ产ュ へ別テ 賞ス  .  ： . --  一 

六、 土 井唐津 •  -  , 

土 井 唐津ト 云ァリ 土-井 大炊頭 好 ナリ、 めポ 偏流 ノ入 ナリ、 是 ハ至デ 作 カタ ク畫唐 津ダヲ モナ タ、 モヨ ク" 寶盡 多シ、 又畫 

ノ ナキ モア ク、 茶碗 香合 ァヌ  >,  '  . - 


七、 掘 出唐逮  - 

掘 出 シ唐津 是 ハサ カン 一一 茶器 出セ. シ頃、 形チ ソン ジ又ハ 火 ヮレ或 ハク ス， リカ セ、 ス ベ -ズ 成就 セザダ 品 ヲ捨テ 場 一 一 コ マ 

リ埋メ シヲ、 後年 茶道 モサ カン ij ナリ殊 一 一 器物 モ 不足 -1 テ、 埋メ シ所ヲ 掘 力- ヘシ サ、 ガシモ ト *r シ ュ へノ名 ナリ、 是二  ^ 

多ク ノ事ュ へ埋メ シ時自 落コ. ボ レ、 又 力へ タテ 掘出セ ク ，頃 ノ人東 II 合ヒ テ 格別 稚ナ 〃モノ アジ、 依テ ホ リダ- シト云 へ ト 

乇中 ij 賞スル モノ モコ レア， ナリ、 追々 掘 出シテ 今ハ稀 ナタ。  - .  ：、 ： ： 


からつ 展ま-  ： ： .1 七，. a 
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教 
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一 、 『白鷺 洲』. に 現れる 唐 律に 就て 

一、 斑 唐 津を考 へ る……  ；：… … 


一、. 『白鷺 洲』 に s れる 唐津に 就て  、 ノ  ：  ^ 

，  ■  ,1  1  ぶ 

『白鷺 洲』 とい ふの は、 周知のと ほり、 薩 摩の 畫人、 木 村 靜隱の 直話 を、 島津久 峰が 靜隱の 三 曉庵を is ね、 寶曆五 年より 同 ± 

一年に 亘 つて 筆記した 書物で、 茶 事 や 文舉、 書畫 等に 關 する、 豊富な 靜隱の 見解が 示されて ゐる。 ことに 薩摩燒 研究に とって 一 

は、 つとに 貴重な 文献と して 知られて ゐる ところで ある。，  ：• 一 

■ また 靜隱 は、 唐 津燒に 就ても、 二方なら ぬ 奥 味 を 有し、 珍重した であらう こと. は、 同書 中、 屢々、 唐津 燒に關 する 知識 を 1}^ 

し、 今日 われわれに とって、 非常な 參考 となる ことに 於て 察知され る" いま 同書の 唐 津燒に 觸れ仁 部分 を 抽出して、 考察 を 緩 

けたい。 I  -  .  r  ,  ノ  ：  ■ ,  、一 

„  \,  \  I  \  -  W  •  、し丄 

■  、  、リニ  二 

一、， 織部燒 又は 唐津燒 ii: に藥 のつ， よく か 、りて 1 有處を かいら き先キ とも 云 又は 露 先と も 云  .. ， i  ■ 1 

釉藥の 溜り を、 寶曆の 昔に は 「かいら き 先キ」 または T 露 先」. とも 稱し たこと がわ かる- この ことにつ， いて、 今日の 鑑賞 家 一 

の 間に は、 別に 特定の 名稱 はない や ^ である。 茶杓の 一番 尖端 を 「露」 とい ひ、 同；；^  く、 茶杓の 先の 方 を 「櫂 先」 と 呼んで る 一 

るのに、 語呂が 似て ゐる。 「露 先」 とい ふ 意味 は、 茶杓の 「露」 とともに、 圓 くして 淨き 粒齋の 意と して 容易に 理解され うる。 1 

一  .、 に. ぐ.  ,  - '  _ 

J 力 いらき 先 キ、」 は、 井戶 茶碗の 約束で、 める 「かいら ぎ」 が、 鮫皮，. D 梅花の 形 を 現 はして るる も Q と Q 相似から 呼ばれて ゐるー 

廣雜 JM 一  題 - /. .  、  一八 三 —， ■  ノ  J 


^  .¥  '  I 八 四 

とい はれる が、 唐 律の 茶碗 も、. 時に 井戶 茶碗 を 想 はせ る 「かいら ぎ」 が 器の 下半 部と くに 高 臺周邊 にある ことに 依って、 かく、 

「いいら ぎ」 の 末端と でも 解され る、 言葉 を もって 呼ばれた として 當ら ない こと はない と 信じる。 織 部燒！ 4 は 別に 「かい、 ちぎ」 

の狀態 をし めす 釉景 はない やうで あるが、 志 野 は 廣義の 織部燒 とみな し、 長石 釉が燒 き 縮んで 「かいら ぎ」 を 想 はせ る 釉景を 

示す こと は屢々 であるから、 「かいら き 先キ」 とい ふ 言葉 を この 意味に 解し 一し、 別ぶ 差 支へ はない やうで ある。 

一 、 此間相求候織部大茶碗相求候段申聞候へ は是はぃけ.^ものにて隨分秘藏ぃ.^^し可置由被申候其後又織部燒を得と相考見 

申 候に 唐津織 部と 見へ 候 由 被 申 候に 付 唐津織 部と はいか 樣成事 を 申 候 哉と 相尋 候へ は唐津 にて 候 織 部鮮に 似せ 燒候由 先 

出 來別而 かたく 出來候 もの 故 此節相 求 候 も 唐津織 部に て 候 はん 存候由 承 候 事  .  . 

、  ， 

木 村 靜隱が 唐 津織部 を 判つ きりと、 唐 律に て燒 造され ち ものであると 斷じ、 その 堅微な 出來を 特に その 見所と して 指示して 

ゐ るの は、 一 4" 日の 新しい 唐 津燒の 研究と 吻合して ゐて 興味が 深い。 おそらく 「 所謂 唐津織 部が 不明瞭と なった の は、 これより 

後の こと、 幕末から 明治、 大正に かけでの. 茶器 鑑定が 不勉強と なった 爲？ - あつたで あらう。 靜隱が 特に^ ぐれた 藝術 家で あり、 

器物の 鑑識に 長 じて ゐ たとい ふば かりで はなく、 まだ 當時は 美 濃 織 部 は 唐津織 部と l5i 別され てゐ たので はない かとお も はれる 

ので ある。  )  ,  …  - 

唐津織 部と いふ 稱呼 は、 旣に 元祿七 年に 上梓され た 『萬寶 全書』 ，Q 『和漢 諸道 具 古今 見知 鈔』 織 部燒の 部に 

_  ，-ノ 

A 茶 入厶沓 茶碗と てせい ひきく 手 あつに ゑく ほ 入 土色 白く 黑藥薄 柿 濃 柿白藥 にくろ き染 付乃繪 有地藥 白き はくあん ゆう 有形 

は 色々 か はり 有 A 火 入灰噓 A 花 生 厶水績 A 水 さし A 水 こぼし 厶鉢 皿ち よく  <1香 合厶 かばら け油盞 A, 根付 を じめ 等 色々 乃 道具 


物 好に て 燒た& 物な り 但瀨戶 織 部 唐 律 織 部と て 二通 有 又 後 織 部と て 近代に 出る 物 あり (傍 點繁 者) 

一 I  -  '-  ？、  /  - 

と 記されて あ. 9 また 永 末 新次郞 氏舊藏 C 戰災 によ. - 亡失した-) の 天明 時代の 書寫 になる 『松 尾 流 茶 湯 聞 書』 とい ふ 葛 本の 、 

中に、 rK^ 入 一、 唐 津織部 茶 入 唐津織 部フリ 出. シ茶 入ト云 底 唐 津織部 パ手作 リナ タ瀨戶 ハ糸切 ナリ」 と 詳述され てゐ 

る 如くに、 皁く は元祿 頃から、 近く は 天明 頃まで、 唐津織 部の 名が 通稱 されて ゐる t とが 制 明す るので あ/る。 この やうに かつ 

て は 明瞭に 登場して めた 唐津織 部が、 時と と、 もに i5 濃 織 部の 大きさに， 覆 ひかく されて 了って るた の は 何としても 殘 念な ことで 

あった。 /  .  . .  -  . 

\  に..  ---  ：  ..  - ゆ- 

ヲ I 十三 年 二月 十三 日、 織 部が 古田 左 介 時代に 催した 茶 食に、.. 瀨戶 茶碗 を 使用した. こと f 『津田 宗及茶 湯 日記』 に 見へ て を 

る 力 この 瀨戶 茶碗が、 織 部 好みの 志 野 や 織 部であった かど. うか、 いま は 窺 ひ 知る ことが 出來 ない。 し  1か し 『神 屋宗湛 ほ 記』 

の 慶長四 年 二月 二十 八 1W の 織 部 朝 會の條 に 「セト 茶碗，， スミ候 也へ ゥゲ モノ 也 J. と. ある ものと は 同じ 趣好の もの、 或は 幾分な 

りと その やうな. 徵. 候の ある ものと 考 へて よいで あらう。 『草 人 木』 にも 織 部が 使用した 茶碗 を說 いて 「茶碗 は 年々 に瀨戶 より 

の ほりた る 今燒の ひつ ミ たる 也」 と 言 ふて ゐる 如くで ある。 .  , 

不 均整な むしろ 異風と 感じら ホる 器物 を 好む 織 部が， 利 休の 歿後、 茶道 界の 覇者と なって、 茶道具の 總 てが、 直接に 織 部が - 

.ai した かどう か、 いや 豪の 簾な ぼどうあって も、 織 部 好みの、 製作 意愁 S 面 S くう つたへ 出て t 。むしろ 前覇 

者の 利 休 好みから して は、 變 形の 甚だしい 器物が 世 を 風靡した こと は 否めない ことで ある。 

古田 織 部が 所持した 古田 高麗と いふ 御所 丸 茶碗 や、 藤 堂 家の 舊藏で 大正 十二 年の 震 火炎で 烏 有に 歸 した、，， 織 i 持の 古 伊賀 • 

水 指 を 想 ふに つけ 織 部 好みの 單 的な あら はれと して は沓 茶碗 を考へ るが、 唐 津で沓 茶碗 を燒 造した 蜜と して 

\  ■  -  ,  I  一  i? 

• - 唐律燒 一 一耀  •  -  c£  / 


長 崎 縣東彼 杵郡折 尾 瀨村牛 石觅の • 牛 石 窯趾、 佐 賀縣小 城 郡 西 多， 久村 大字 山 口の 高麗 谷窯趾 -  • , . 、 . 

の 二， 窯趾が 知". ら れてゐ る。 (『茶わん』 第 十 卷_ 餒九號 * 八， -原 陶片， 「唐 津杳 茶碗」) ノ  - 

-..  一. 

『白鷺 洲』 にみ る. 織 部燒の 茶碗と 見 まが ふ 程に て. 再度の 研究 でられと 知られる 唐津織 部であるなら ば、/ これ 等 二 窯の 作品 

かもしく はい 近年 所謂 美 濃の 織 執と 全く 同 趣 同調の ものと して 驚き 讃美 さ _れ てるる、 新發 の. 山路 窯 (佐 賀縣杵 島 郡 東 川 登 村 

大字 永 野 字 內田小 山路 所在) の 作品の 如き ものに 擬 すべき ものであった に 相違がない。  . 

一 、 川上 因幡 殿え 寺澤志 摩守樣 よ-り 被 下 候 繪唐津 の 茶碗 別而か V. き 出來， にて 繪も有 之 侯に 燒 くされた る ものに て靑磁 なとの 

樣に有 之 候 是又殊 之 外い きたける 遒 具にて 候 素人 は不 33 ま 之 物と 可存 程の 道具に て 候へ 共 名高き 茶人に て 被 下 候 も Q も 

よく/、  1^ 申 候に 別而滕 たる. 事， と 存候寺 澤樣之 時 は 切支丹 發 行の 砌にて 寺 澤樣、 奥方 誰か 御 娘に て 候哉此 人右宗 にて 奥方 

より 之 御す めに て 寺澤樣 にも 切支丹と 成 枕，， 申 候 由る の 後 權現樣 御？ つとう にて 別而 御法度に 被 仰 出 候 節 相つ ふれ 候 由 

左の 次第 無 之 候 は. - 茶に 名高き 事 小 堀 殿 fea 殿な どの 様に 可 申 候 由 唐 津燒之 元祖 は 志 摩 守 殿 唐、 (高) 麗 歸陣， の 編 被 召 列 

候 ものの 由 . .  … 

寺 澤志摩 守廣高 は文祿 三年に、 波 多 氏に 代， つて 唐 津を領 し 仁。 利 休 門の 茶人で 休甫宗 可と 號 した ことが 知られる。 しかし、 

晚 年は感 すると ころがあって、 茶を廢 した 爲、. 茶人と しての 聲名は 得られな かつ； i と 思 ふ。 朝鮮 役に も從 軍した 武將 であり、 

武將 であり 乍ら 茶人で あると いふ、 當 時の 諸將の 例に もれない 人物であった だら、 朝鮮 かも 陶工 を將來 し、 また 旣に それ 以前 


に 於ても 唐津 近傍に 渡來 し、， 根 を 下ろして み w たで あらう >  高麗 人 陶工 を 保 1 しな どして、 唐 律 燒の振 奥に つくした であらう，」 

と は，、 完全な 史料 を もたない けれど、 一 想像に 難く は-ない。 廣高は 寬永十 年 四月 十 一日、， 七十 一， 歳の 天壽を 得て 歿した。 切支丹 

に關 係した の は、 世嗣 の， 二 代 寺 澤兵庫 頭 堅 高で、 正 保 四 年に、. 天草の m の責を ひいて、 江戶淺 草の 海禪 寺で 自 匁した とい ふ。 

置の， 茶人で あさ i かどう か は 判明 しないが、 I 十 豪に 藩內に 極端な 緊縮 政！？ 行った とい ふ點 よりして、 茶 事に ふけつ 

た 人物と は考へ 及ばない。 .  \  ...  一  ' 

兎 も あれ、 寺澤廣 高が 川上 因幡なる 人に 贈った- 繪唐 律の 茶碗 は、. 燒バ され-たる、 つまり 燒け そこな ひ、 燒成 不完全な，， ので， 

その 釉 色が 還元して 青磁の やうに みへ、 その 作 行 もい きたける (ゆがんだ) 素人の 眼から は不出 來と考 へられる やうな もので 

あった や 5 である。  .  i  ■ 

ごの やうな 繪唐 律の 茶碗の 採 J. あげ， fr^ は、 古田 織 部の 審美 法の 流れ をく む、 織 部 好みの あら は.^ であり、 この 器物 1 っを考 

へても 寺澤廣 高が 利 休 門と は 云へ、 織 部の 影響 をもう けて ゐた 茶人で ある ことが 察せられる。 f さて こそ、 唐津織 部の 當時 名高 

く 今 《 -、 織 部の 茶 風に 合致す る やうな 器物が、 古窯趾 のこ、 かしこから 破片と なって、 われわれの 前に 出現し、 また 傳來の 

ものの 手が 力り ともなって ゐ るので あらう。  -  ,\ 

—  *  ■ 

寺澤 氏の 領內 一 並びに 平 戶領の 一 部に 及んで 開かれて ゐ た唐津 古窯趾 を、，. 金 原 陶片氏 は 寺澤唐 律なる 範疇に 包含して ゐる。 

最も 活動的 ハ 41 津を讓 し た醫養房谷窯、 ，して 曰 一つ 霊な 朝鮮 f を 生 さ、 SS: 窯 もこのう ちに 含まれて を 

り、 次の 备 窯が 擧 げられ てるる。 .  , 

山瀨上 I 山瀨下 窯、 攄ノ谷 窯、 大 川原 窯、 田 代 塞、 燒 山上 窯、 燒山下 窯、 f 谷 篤、 -市若 屋敷 窯、 梅ノ坂 壊、 道 園雙、 御 

坊谷 窯、 明 尊 寺 裏窯、 阿 I 上 窯、 阿 I 下 窯、 藤 ノ川內 ま、 ，川 內下 窯， 金石 原廣谷窯、 金石 原 上, 牟田ノ 原窯 、椎 

ノ峰下 窯、 平 山上 東 窯、 本部 山 崎讓、 三 河 內阜山 窯 、 、！.  . 
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唐 #  .  ■ , .  ,  一八 八ノ  ' , 

以上であって、， これらの 名， * ある Ml 趾は 佐， 賀縣の 東 松 浦 郡、 . 西 松 浦 郡、 柠島 郡、 及び 長崎縣 東彼杵 郡に 百 一って 散在して ゐ 

る ものである。  ダ .  , 

■  I 、 今日 者歲暮 として 酒肴 杯持參 いたし 候に 披き有 之 候 終て 自身 手前に て 如 例 安座に て 候 茶碗 は墨藥 の唐津 にて 數年 前持來 

,51^ 由 41- ひ dz: 先は此 i も塩笥 成に て 候 此塩笥 と 申 人 は 茶，^ に燒 候て は 過半 無 之由然 共用 なれ 候 故塩笥 とて 用え 此墨藥 

「 の 茶碗 もい， か 様 塩笥坏 に爲燒 ものと 相み 得 候 由 被 申 候 右 終て 歳暮の 1 首 書付 見せ 被 申 候 別. 紙に は 直筆 有 之 候 得 共 猶叉此 - 

.1/ 記 置 候 左に , ,,  - ■ 

年暮る /\ そのいと なみに 人と はて 山に は あらぬ 庵し つかな..^  .  . 

と 書付 被 送 候  •：-..,  , 

この 折の 茶碗 は 歳暮に ふさ はじく、 擧藥 の塩锗 成、 深々 とした、 厚手の 大きい 碗であった ことが 想像で きる。 遷藥の 唐津、 - 

つま b 近 求い ふところの 黑唐津 であらう。 從來 V 黑唐津 は 釉藥が m;i を 下に 黑釉を 上に する 二重 掛け. の 故 を もって、 同じ 手法」.， 

効果の 古藤 摩の 聲名： i かくれ、 その 位置 を うばわれ、 往々 にして 古藤 摩と あやまられて ゐ たもので あった。 ， - 

この種、 黑唐 津を燒 造した 窯趾の 所在が 刹 然とした の は、 昭和 十六 年の 春、 唐津 市の 1ー 一浦 龍 一氏に 依ってな された 李祥 古場 

讓 (佐 賀縣許 島都武 內村祥 古谷 所在) の發 掘に よってで あつ. u。 この 窯趾 から 發 見され. て、 異色の あ 9.- たもの は、. ロ邊 から 胴 

の 中央部に かげて 一 I 一ヶ所 程竪に 凹ませ、 その 腰部が あたかも 壺. の 腰部の やうに、 豐 かに 膨らんだ、 茶碗と も、 また 向 付と も 云. ，. 

へる 形態 を もつ J,i 、他の 唐津 窯に も 類似品の ない 器物、 それに は 白と 黑 との 釉藥が 二重に かけられ、 一 見して 薩 摩の 蛇蝎 剩を 

酼 得させる ものであった。 黑 褐釉單 色の もの も その 中には あり はした が、 それ は 前者の 者 割かに， すぎな 力つ 仁. . 

この 形態の 器物 は V  SI- 笥 成と いふべ く は 上半 部が 前 したやう に異 つて ゐ るが、 大きさ、 深度 は、 ほぼ 塩笥 成の ものと 釣り 


合って をり * 特定の 名稱も 今のところ 與 へられて るす、 塩笥 成の ー變 形と 解せられ ない こと もない。 こ： の 手の 傳世 ng はか、 る 

形態で あ， 5 乍ら、 多く 眞冬 用の 茶碗と して 寶貴 されつ、、 われわれの. 前に 出現す る。 この 細藥を 被った 沓 形の もの 1.點、 私 は 

かって 斶 山 市の 某 家で 拜 見した ことがある。 しかし 悲しむべき ことに、 私達. の 前に 出現す る これ 等の 多く は 古藤 摩と なって を 

るか、 疑 はしい 唐津 と， されて ゐる やうで ある。. と..？ あれ、 墨藥 の塩笥 成の 唐 律と いふ 文字 をみ て、 直覺 的に 李祥. IC 場 窯の 黑唐. 

律に 比定 する こと. は、 あまり 大 J さな 誤りで はない と 信 やる。 -,  ,  ノ  .  ノ 

一 、 當 分の 肥 前 唐 津燒と 申 候て 茶碗 貰 候 間 御 覽被成 可 給 由 申 候て 賴晃申 候に， 當 分の 唐津は 淸水燒 又は 新 渡 一!1： 前の ものに 候と 

被 申 少も譽 不被申 候 左 候て 被 申 候 は 此肥前 唐 津は寺 澤志摩 守 殿 高麗 檸の節 御船 奉行に て此御 方な との 御船 も 差 引に て 被 

差 越 候 節 Is 人 被 召 列候が 此 元祖に て 候 此御方 も 雨 三人 被 召 連 候 萩に も 被 召 列 此三所 か 高麗の 手筋に て 候 然共唐 津は奧 

高麗の 手筋 故 上方に て も 唐津は 別て 賞^ 仕 候 古 帖佐田 原 家 兩家熊 h: 手筋 故 茶碗 は唐津 ほと に は 賞 翫不仕 候 茶 入 は 別て 上パ 

方 にても 譽申. 事の いっそ や 申 候 通 鴻池道 億の 所へ 參候節 咄申候 は古帖 佐の 儀 は 古薩. 摩と 申 候古薩 摩の 茶 入 は 上方 にても 

i て 無 他事 ものに て 道 億に も 二つ 見 申 候 © 得と 見 申 度と 咄爲 仕上から は 茶 入 は 別て 賞^ 仕 候 由 候 右 終て 靜隱 所持の 此比 

の 唐津を 見せ 被 申 候て 晃申 候に 餘程 古く は 相み 得 候へ 共 中々 古き 唐 律と は大 違の ものに て 候 先 比に て 能考申 候， i2 被 申 候 . 

一 其 時 古き 唐 津の能 ものと 申 候と 見 くらべ 申 候 事  •  /.  ノ 

一 。 右咄の內に奧高麗と被仰候はぃか樣成事に候哉と申候に奧の奧高麗とて井戶なとの額にで候都Q方にて燒候.^熊川坏，^- 

申 候總て 都の 物. は 見事に 有 之 候 故古帖 佐な との 茶碗 茶 入の 藥立 はや はり 熊 川に て 候井戶 は田舍 細工の 故禽 相に 有 之 候 唐 

津 なと は其奧 高麗 人 を寺澤 殿御 つれ 被 成 候 其 燒手故 殊め外 上方に て は 賞^ 仕 候 由 左 候て 寺澤 殿御 事 は 其 時代 迄 は 段々 と 

切支丹 多き 時節、 候て 何様に 致 候 哉 奧方樣 切支丹：^ 寺澤 殿に も 右 宗門の 御 不審 有 之 家 もめし つぶされ 候然共 茶碗 計 は于今 
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ほ  津， .  .  I 一九 0 

唐津 と.^ 候て 此名 は殘， „iN 居 申 候  ,  • 

當 分の 肥 前 唐津、 つまり 寶曆 頃の 唐 津燒は 古 唐 津とは 全く 面目 を 異にした もので、 淸水燒ゃ新渡の磁器と^-^！！で、 與 ぶの， 薄. 

いものであった ことが 知られる。 またもの 頃、 古 唐 津を模 した もの も 唐 津で燒 いて ゐた らしく、 われわれが 中 時代の 唐津 とし 

て 顧みない もの はこれ に當 るので あもう か。 京唐津 とも 異り、 さりと て 古 唐津に 劣った もの をせ. > にして 見かける が、 『白隱 

洲』 にも ある やうに、 「餘程 古く は 相み 得 侯へ 共 中々 古き 唐津 とは大 違の ものに て 候」 と嘆ぜ ざる を 得ない ものである。 ノ 

『白鷺 洲 /では 再三に わた， 9、 寺 澤志摩 守が 朝鮮 役に 參 加して 高麗 人 陶工 を 連れ 來 つたこと を 述べて ゐる。 しかも 奥地の それ 

を 招いた ことに 記されて ゐ るが、 金 原 氏 等の 研究で はこの こと を 認め-て はゐ ない。 古 唐 津窯趾 を r^n 津 (鬼子 嶽唐津 • 寺澤奪 口 

津) 外， 唐津 (武雄 唐 津-多 久唐津 平戶 fe? 津) に 分 額し r 外唐津 にの み 朝鮮 役に よる 渡來 陶工の 開 窯と し、 細別して、 武睡 t 

津を住 吉城ま 後藤 家信に 從 つて 渡 來 した 宗傳 1 黨 による もの、 多 久唐津 を 鍋 島 藩の 國老 多、 久長門 守 安順に 從 つて、 渡來 した 李 

三 平 一 黨 による もの、 平 戶唐津 を平戶 藩主 松浦鎮 信に 從っ て 渡来した 引、 金久永  一 IIILJ^ よる もの、 また 別に 鍋 島 藩 國老諫 早 上 

總介道 安に 從 つて 渡来した 土 師ノ尾 窯の 道 珍に 依る ものと す. るの が、 金 M 氏の 說 であるが、 この やうに 判然と 分類す る 程の i 

彩が あり 得る ので あらう か、 私 は 久しく 疑問と すると ころで あるが、 未だ 調査-の 機 を 得ない ので、 金 原 氏の 說に ー應從 つて 置 

かねば ならない。 -  /  .  - 

旣に 述べた やうに、 川上 因幡なる 人物に 寺徵廣 高が 贈った とい ふ 繪唐津 の 茶碗が、 かって 存 あした ことがある とすれば、 廣 

高の 並々 ならぬ 唐津 窯業への 關 心が 窺 はれる ので ある。 朝鮮 役の 後に 唐 津に襲 封され た廣 高と は u ム へ - 茶道に 參 じて ゐた 彼の 

ことで は あるから、 高麗 陶工 を 求 引し なかった と は斷じ 難く、 むしろ 若干な りと い へ をの 工人 を將來 せしめた とみる のが 隱當 * 

であらう。. この 考 への 下に すれば、 或は 廣 高に 從 つた 陶工 は 『白鷺 洲』 にい ふ 如く 奥の 奧高 麗人であった かも 知れな いと 思 


ふ。 この 奧の 奥， 高麗 人の 燒 造した もの は井戶 などの 類で あり、 唐津 はこの 奧高 麗人が 來 つて 燒 造し 仁が 故に、 上方で は 賞飄ず 

ると いふ。 都に 近い 熊 川 どい はれる 窯の 系統 を古帖 佐の 窯で は ひいて を， 5、 唐 律の 窯と は 全く. 別 系統の ものである こと を 述べ 

てゐ るの は、 いろいろの 意味で 面白い。  一  / 

奧 高麗に 就いては、 從來、 種々 の說が あう、 『白鷺 洲』 の 如く、 朝鮮 奧地說 とい ふべき ものに、  ノ， 

唐津燒 高麗 左 衞門ー r 始ル奥 高麗 ト稱ス ル モノ  、メ 朝鮮 忠淸 道ノ 西北 ij 唐 津監ァ タ唐ノ 船 付 _1 ーァ コ ノ地ノ 燒物ナ タ土藥 ヲ見ル I！ 

朝鮮 ナタ 古唐津 ハ似ヌ 違へ タ ， .  '  '  i ？、 

,#  •  .  「に、  , . 

とい ふ 『陶器 考』 の說、 眞 淸水藏 六の 撫順 方面の 満州 窯と いふ 說 などが 擧 げられ、 これに 反し、 高麗 人が 唐 津に來 つて 燒造 

したと する 初期 唐津說 ともい ふべき もの は、  ，  , 

.  ,  一  . ，  一 

奧 高麗 トイ フ ハ 文明 ョ リ天正 年間 II 至 一 ズ製ス ^所 ノ者ナ タ此ノ 際 點茶盛 II 行パ レ人 高麗 ノ 茶碗 ヲ珍 愛， スト 雖モ 舶載 ノ. モノ 少 

ク シ テ 得 易 力 ラ ズ 故 一一 唐津 於 -プ 模造 セシム 後世 之ヲ 奥 高麗 トイ フ奧ハ . 往古 ノ義  一！ シ テ 古 >  高麗 ゆ 云 、ノ ンガ如 シ 陶 膚稍密 一一 

シ 一 プ-釉 色 枇把實 ノ如ク 叉 靑黃ノ 乇 ノア リ是モ 亦 臺輸ノ 內 ュ 皺 紋ァ ダヲ以 ーグ良 トス  .  -/ 

■  ノ..  .  .  .  「  --  」 

とい ふ 『ェ藝 志 科』 や、 ■  -  -  .  • 、 . " 

引續キ 高麗 人 唐津. 1 一 渡 來シテ 陶器 ヲ作リ 此作ヲ 世-一 奧 高麗 ト云 (茶道 筌蹄 If 曰ク奥 高麗 ト云フ ハ 高麗 入 來リデ 唐津ー 1 _ グ燒シ 
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故 I! 高麗 IS リ奧ト 云 コト ナジ) 此奧 高麗 ト云， プ事ヲ 考フ 产 -ー 今ノ 朝鮮 1： ノ 古へ ノ國 號ナリ (鴻臚 外編考 -1 曰 ク今ヲ 去 だ 事 四 

百 八十 二 年 前-一 當リ 新羅 高麗 百 濟ノ， 三國ヲ 合セテ 朝鮮 國ト 改メ 號ス) 右高 麗ノ つ &昔ヲ サ シ テ奧ト 云 奥 高麗 パ 昔ノ 高麗 ト 

云 事 ナリ此 時， ひ作ハ 朝鮮 物 • 一一 格別-一 替 リ無シ 唯土ノ ^ レルニ 樂モ少 シ替产 而己：  ， 

とい ふ. 『觀古 圖說』 の說が あ. D  、更に 金 原 京 一氏の 如き は、 唐津 のうちで も その 窯 趾を規 il^、 

,  , 、-ー  ,  - 

濱崎町 飛地の 山瀨上 |讓 下 窯に 出來 しものに て、 純白の 極めて 目. 小の 土に 不透明 海 獵轴を 施した ものである。 この 黨 で出來 

た 海 1 轴 4i 施さ， ず 透明 釉 だけ を 用 ゐて靑 黄色し. U もの も かく 言 はれて ゐる。 (『陶器 大 辭典』 卷ニ) ， 

と 述べて ゐ る新說 にして 珍說 I あるので ある。 しかし 私の 寳意を 表する の は、 滿岡忠 成 氏の 說く ところで 『美術史 學』 通卷第 

八十 八 號に揭 ぐる その 文章 を抄記 すれば、 ひ  . _  ,  ■ 

奧 高麗の 逢 地に 就いては、 從來 一 部に は 朝鮮 說 もあった が、 ノ」， れ. は 先づ作 行の 點か らも 承服し かねる" 矢張り 和 物と 見た 

いと. I- れば、 もちろん 李 朝 系の 窯 だ。 しかし この種の 問題 は、 いくら 机上で 空論 を 述べて みても、 結局 博の あかない ことで 

所詮 臆測の 域 を脫し 得ない。 が、 現在のところで それと 覺 しき 窯 を 物色 すれ， ば、 先づ擧 つてく るの は椎ノ 峰で ある。 この 窯 

は 土の 點 だけでなく-; 特に 高麗 寫 しの Ing 物 を 出して ゐる點 でも 注目され、 奧. 高麗の" 中期 以後の ものと 思 はれる、 明かに 抹 

茶怨 として 作られた 吳器 形， 9 の もの や、 小振りの 端 反り 椀 形り の もの、 半 筒形り の ものな どと は 殊に 緣が 深さう だ。 三 島 手 

や 則 毛 目の も Q は、 この 窯で も それらが 多い 點 から、 これに 歸屬 せしめて 大過 ある. まい。 だが、 奧高魔 を ひっくるめて 考へ 


る 段になる と、 必ゃ しも 簡單に 肥 前 唐 律 窯 だけに 鈉 めて I 澄して るる わけに も ゆかない 氣， S する。 江戶 時代の 唐津が そもそも 

廣義の ものであるから 當 時の 人々 は、 古 唐津に 就いでも それに 應 じて、 餘 りむつ かしく は考 へなかった， つうと ふが、 そ. 

れ にしても 目 利の 格段に， 進步 した 不昧 時代の 人. I- は、 いは ゆる 古 唐津の 內容に 就いて、 當 時として も 可成り の 疑 ひ を 抱く 樣 

になった ので は あるまい か。 古 唐津の 中には、 唐津を 廣義に 解す る 視角から みても、 如何しても 納得の 1 了き かねる ものが あ 

る。 そだな 考 へが 彼等の 間に 起って きたので は あるまい， か。 とすれば、 古 唐 律の 名 は それらの 總稱 として はどう も 不適 當 

だ。 とい ふので ハこ に また 奧 高麗の 名の 生れた 一因が あるので はな.^ らう か。 彼等 は 恐らく 古 唐 律の 中の 非唐津 的と 田 5 よ 

れる もの を 漠然と 高麗 物と 考べ たので ふ-らう。 しかし その 推定の なほ 心許ない ま； に、 奥 高麗と いふ 樣な黴 £ たる 名 を 案出 

した もの だら う。 その 様な 心理の 動搖が この 名に よく 反映され て ゐる樣 に 思 はれる。 たしかに 奧 高麗 は P 一  窯の 所産で はな 

い。 た V その 範圍が どこまで 擴大 すみか、 これが，^ 題で ある。  . 

奥 高麗と 稱 される 茶碗の、 私の 貧しい 見 分から は、 朝鮮 産と 解され る ものが ー點 もない し、 肥 前 唐 津古窯 群 以外の 九 ST 諸 寧い 

1 や 萩 等の 朝鮮 系 古 窯/ (それ 等 は 唐 律と 相等しい 作 行 を もち、 釉調 また 辨じ 難い ものが あるが。 土 味に 覆 ひきれ ない 相 拿 一が 發見 

され、 馴れれば 刺 別が 容易で ある) の 作品と 鑑られ る もの もなかつ たので、 奥 高麗と いふ もの は 狭義の 古 唐津、 肥 前 唐 津の作 

品の みで あらう と考 へて ゐる。 満岡氏 はこの 點 にや > 見解 を 異にして ゐ るが、 私 は 他の 如何なる 說ょり も満岡 氏膨を 支持す る 

にやぶ さかで はない。 奧 高麗 を 特定. の 一窯に 推す 如き は 全くの 獨斷で 私 はとらない。 それ 程左樣 に、 i 高麗なる 字義 そのもの - 

が 示す やうに、 不明確な ものが 奧 高麗と いひたい。  1 , 

奥 高麗なる 名稱を もつ 茶碗が、 その 土 も釉藥 も、 そして 作風に 於て すら も 和風 を帶 び、 それが 朝鮮 傳の 技法 を 用 ひて ゐ ると ， 

しても、 旣 にこの 國の 茶道の 空 氣も 及んで をり、 その 作品から は雜 器と しての. 意味 を 超えた 作者の 意爾が 意， される のでる 
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る。 それ は 朝鮮 風雜 器の 範疇 をつ とめて 守- 5 乍ら、， 茶器と して 生れて 來た爲 に、 その 初期の 作品に あって は、 おろそかな 鑑赏 

者に は、 それが 本來 より 雜器 として 生れて きた ものと しか 解され なかった 點も あらう。 茶器に 採り あげられた 朝鮮 茶碗が、 華 

A 器のう ちの 異常 兒 として 認められ. U としても、 奧 高麗と いはれ る唐津 茶碗 はさう ではなかった やうで あり、 最初から 茶に 應じ . 

て 製作され マ ものと みて 大過ないで あらう。  I  -  •  一 

. 唐 律の 古き は 奥 高麗と いふ。 唐 津の奧 に 竈 あり、， 是へ 唐人 來て燒 く、 是を， 1 高ら いと 云。 土 は 唐 律の 土 也。 此. 土 至て こまか 

成 こし 土 也 -  _  _  -  r 

.  .  \  一- 

とい ふ 『鑑識 錄』， や 、 ■  , 

奥 高麗 惣豊 造り 高麗.^ の 如くに て 見事なる ものな り。 藥白 茶色 薄 赤ミ色 少し 靑ミ 出來も あり" 土 も 古 唐津、 造り ざん ぐり と 

結聯 なり。 一品の 物に て、 高 臺作も 違 ひ、 見事なる ものな り。 格好よ き 茶碗" すくなく、 -大 ぶりなる 茶碗 あり。 見事 なれ ど 

も大， 0 方" すこし 下品な り  -. 

—とい ふ 『山 越覺 書』 の奧 高麗の 土 を唐津 土な りと 決めて ゐる. の は 流石で あ. =-、 高麗 物を模 した、 井. H 茶碗 や 熊 川 茶碗な どの 様 

式 を も フニと ころの ある 種の 古唐津 茶碗 を奧 高麗と してる る こと はノ 今日 その 遺品から 推して、 異議なく 首肯 出 來る譯 で 一 ある。 

/ 一、 茶碗茶入澤山に持被出目利を可致申候故見申候最前被遼_候茶碗を見仕舞候へは何と見爲申哉，^^被申候故高麗かと見申候 


, 由 申 候 得 は 高麗 いら ほ 刷毛目の 大 茶碗に て 候 能き 出 來と申 候へ は 別て 見事 成 事に て 候 由 被 申 又 終て 大 茶碗 を 出し 何と 見 

爲申 哉と 被 申 候 (故 又 高麗に 熊 川と 見 及 申 候 申 1^ へ は 井， 戶脇 にて 段々 と 拙者 も 持 候 ものと 同し ものの 由 被 申 候 又三ッ 足の 

茶碗 を 出し 何と 見 申 候 哉と 被 申 候 故 どこ や もず は戶 なと、 見 及 候 由 申 候へ は 是は定 て 始て拜 見 申 喾と被 申 田 原の 元祖 古帖 

佐に て 候 網の 手業 怀 別て 名物に て候此 茶碗 は 殊に 殊勝に 有 之 能き 好奇 屋 道具に て 候 由 被 申 候 其 外靜隱 殿に も 見知 不被申 

候 由 被 申 候 又 茶 入 を 出し ま 申 候て 此は 何と 見 ゆ. 。候 哉と 被 申 候 故 すん こ 杯 共 可 申 儀 見 覺も無 之 由 申 候へ はい ゃ唐津 にて 候 

由 被 申 夫より よく  f  、見 申 候に 笹の葉 を黑く 書き下 は 成程. 唐 律と 見 申 候へ 共 唐 律の 茶 入 は 初て 見 申 候 故 右 之 通申宾 (下略 一 

. 繪唐 律の 茶ス として 生れて ゐる もの は、 こ S でも 「初て 見 申 候」 とい ふ， てゐる 程、 現存す る もの も 甚だ 爆い。 『茶 1 筌蹄』 こ. 

「唐 律 遠 州 時代 古 唐 津は茶 入な し、 いに P へ は 茶碗の み燒 しなり」 と あるが、 同書の 筆者 は 恐ら ひ 繪唐津 の 茶 入 をみ る こ 

, ^がなかった ので あらう、. それ 避に 遺品のへ f いものな ので あるが？ 幸な ことに、 私 は 古 唐 律に 屬 する 茶 入.^ 三 四 點拜見 をし 

てゐ る。 殊に 靑柳瑞 穗氏藏 の 茶 入 一は、 唐物 をみ る 如き 、本格的な 雄勁 無類の 大茶 入で、 時代 もこと 更、 上る やうに みられる。， 

r 笹の葉 を 黑く誊 きて」 と、 『白鷺 洲』 にある 茶 入の 文様 はい はれて ゐ るが、 私 はもし やそれ は あやまりで、 蘆 荻の 葉で はな 

力ら うかと 思 ふ。 .V れで なく 精 垣 やうの 交錯した 直線 を もってする 文樣 でなければ ならない やう. にも 考 へる。 「すん こポ 

共 可 申 儀 見 覺も無 之 由 申 候へ は 云 ふ」 と-、 宋胡錄 とも 云 ふべき かと 想像され る やうな 文様なら ば、 ， 檜 垣 やうの 文様で あってよ 

.ろ1 いし 蘆 荻なら ば、 桃 山 期から 江戶 初期に かけての 流行 文様で あり、 美 濃の 志 野 や 織 部と 典 通して 轎唐津 の 多く を 占めて ゐ 

る、. 特徵の ある 文様で あるから である。： 青柳 氏藏 の肩衝 茶， 入 も、 赤眛の 勝った 黑 褐色で 描かれた 蘆 荻の 葉と も 檜 垣と も みられ 

る 文様であった。 某氏 藏の繪 唐 津茶入 は、 何 ふい ふ 形 か、 文琳を や、 平たく し 頸 をす こしく 立た せた やうな、 これ 亦、 茶 入と 

して 作られた ものであるが、 その 肩の 部に， 桃 山鄉に 流行 じ、 柄 録ゃ蒔 繪に屢 々現 はれて くる、 桐 唐草の 文樣が 描かれて あり、 
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珍重すべき もの、 と 思った。 ,  ,  .  .  , 、， 

紀州德 川 家の. 賣 立に 出た C 昭和 二 年 三月) 綺唐津 の 茶 入 は 木賊 やうの 文 f で、 >  平たい が、 柿 形の もの， であり、 了々 齋 の書附 - 

, の ある もので. あるが 、ニー 三年 前の 根津 家の 賣 立に 出た もの は、 同 品ではなかった かと 考へ るが、 記憶に あやまりがなければ 幸 

1 である。 次に 福 岡 市の 田 中定雄 氏藏の それ は、 東京の 展覧で 見、 更に， 田 中 邸で 再 見した が、 敗荷と蘆获と^^花と三ケ所に、 あ 

たか も 小天地 を 埋めつ くし^ やうに 描かれ、 や、 燒成は あまい が、 それ 丈に、 深遠 £ふ 興趣が 感じられて 愛すべき もので あつ 

. ^た。 移よ 州 德川家 奮藏. の ものよりも 立ち あがって 膨 みが あり 、豊かな 形 姿 をして ゐ たこと である。  \  , 

• 一 、拙者より 申 候 は 此間四 元正藏 殿より 唐 律の 細き 茶碗 且根 来の， 薄茶 入 貰 候 由 申 候へ は 靜隱殿 夫 唐津は 繪唐津 にて 候 哉と 被 

, 申 候、 故 わ ふりの 唐津 にて 黑き 藥を以 「丸き 模樣有 之. 候と 申 候べ は 夫は檢 から 律に て 候 珍 敷 ものに て 候と 被 申 候 夫より 拙者 ： 

申 候 ま： Jns 分 yin え 茶箱. 調に 遣 置 候と 申 候へ は 靜隱殿 又々 被 申 候 は當分 唐津は 却て 高麗 茶碗より. も 珍 敷有少 きものと 被 申 

\  ノ  ノ- 

d^;^ 義を 以相考 候べ は 唐 律 はよ ほと 好と 被 存候事 ノ，  、、  ，.-  ■  V 

, 丸い 文様の ある 繪唐津 の 茶碗に 限らす、 當時、 古 唐津は 旣に數 がすくな く、 靜隱の 如き は、 高麗 茶碗よりも 更に 珍ら しいと 

して ゐる やうで ある。 靜隱 がわが 唐津黨 であ， る ことに、 、微笑 を 禁じ 得ない。 丸い 文様の 繪唐津 と は、 道納屋谷蒸の^^品とされ i 

る 輪 違 ひ 文様の 茶碗。 道 園 窯から 破片 も a3、 傳世 品も屢 令み か^る、 ぜんまい 蕨の やうな 文様の ある 茶碗。 例へば さう いふ 茶 

碗が 連想され バな譯 であるが、 たヾ 丸い 文樣 とい ふだけ で， ぉ明植 さを缺 き、 眞の 文様が 服 底に 浮んで こな いのは 殘念 である。 細 

き 茶碗と あれば、 成程 茶箱 も わざわざ 江戶 ir まで 注文 を、 して 作、 りニレ くなる ことで あらう。 -,  , 


一 、 今 H は 繪を山 下 御屋敷より 被 仰 付 候 三十 六 歌仙に 取懸置 山路 喜 平 太 へ， 彩色 被 爲致候 由に て 喜 平 太 へ， 申 聞歙 仙の 繪を見 申 

候 處に靜 隱被ゅ 候 は 此繪は 探 幽かよ き 賴本を 寫置候 故 4K を 以書調 候 由 申 被 候 別て 六ケ敷 もの. -由， 申 被 候 左 候て 難 有事に て 

候 は 山 下 御屋敷より 御 けんすい として 御茶 御菓子 御铫 子等 拜領被 仰 付 急 成 御用 にても 無 之來春 ゆるり と 相 調 差 上 候 様に 被 

. I 仰 付 候 故 當分取 懸候由 又々 拜領の 御茶. 殘り有 之 候 由に て 自身 手. 前にて 茶 を 立 被电候 茶碗 は 筒の 唐 津茶入 袋 入 織 部 赤 鰭に て 

右拜領 の.！： 茶いた、 き 御 干菓子 も 穽領の 品の 由に て 頂戴 夫より 又々 咄共被 申 候 事 

唐津の 茶碗で、 a も 普通の 姿 は 椀 形， であらう。 椀 形に は 大小と さあ ，9.- 小なる ものに 比して 大 なる もの は 甚だ 乏しい。 椀 形 

端 反りの 大 なる ものに あきらか. に 熊 川寫と みられる ものが 稀に ある。 小 椀の 奥髙麗 はこの 姿で、 大 なる ものより 上品と され 別 

して 茶人に 愛される が、 月並 俳句 をお も はせ る やうな 唐津も 多く この 小 椀に みられる。 また、 小 椀の 歪んだ もの もこれ と 同列 

である。 塩笥 成りと いふの は 小 壺でロ 邊の廣 いもの を、 茶碗に 見た てた のが 創 まりで あらう が、 眞冬 用と して 重寶 された 爲に 

塩笥の 形態 を ねらって 传 製し； U もの も ある。 塩 驚と 對躕 的な 平 茶碗、 こ. れには 深 目の 皿 を 見た てた ものが 殆んど 大部分で ある 

といって は 過言で あらう が、 さりと て、 皮 ii の やかましい 瀨戶唐 津は遠 州 好みの ものと 考 へ るが、 平 茶碗の 楚々 たる 姿 を 有し 

てゐ る。  .  .、  ，. 

ところで、 唐 津の筒 碗と は、 いみ じく も 珍しい， 次第で ある。 朝鮮 唐 津を燒 いて 著名な 窯で ある 藤の 川內窯 は、 その 繪唐津 

f 筆太で 超寫實 的で、 意 想 的な 內容を もっと 思 ふが、 この 繪唐津 の 半 筒 茶碗が 窯趾， 確片に 夥しく 多 いのは 特記すべき である。 

厳密な 意味での 倚 茶碗と して、 かって 私 は、 長石 單 味の 釉を 被った、 樂 茶碗 を旁髴 させ る^の を所藏 し、 木 孤齋廣 田松繁 氏に 

懇^ さる. & 儘に 讓 つた ことがある。 その 頃、 長次郞 作と いはれ る黑樂 茶碗 「面影」 の寫 眞と對 照して は、 この やうな 古 唐津茶 

碗の 存在 を ひとり 不思議と 感じて をつ おこと を、 こ、 に 記して 置きたい。 長次郞 作の 樂 茶碗と はとり もな ほさす、 利 休 好みの 
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茶碗と 理解され るので、 その 筒 茶碗 も同ビ やうに 利 休 好みの 唐津 として 理解され 得る ので あるが、 これ を 裏付け： する やうな 記 

籙ゃ 所說に 未だ 出會 はない こと を、 心 淋しく 思 ふので ある。  、 

も 

一 、 拙者え 被 相尋候 は此間 伊集院 彌太左 衞門殿 茶 を 立 被 申 候 由 承 申 候 道具 は あらまし 承 及 候 へ 共傻 に覺不 f. 候が 茶 入 は 精 

津 にて 候 哉と 被 申 候 故 其 通の 由 俊  . 、 

一 , - . .  一に，  、 .  .  , 

繪唐 律の 茶 入に 就いては 前述のと ほりで ある.。 珍しい が 添に 出現して 私達 を 喜ばせる。 ， , . 

, 一 、 右の 咄相涛 候て 又 靜隱殿 申 候 は 今晩 四 郞左衞 門 正 太夫 參候間 雨 人 共に 手前 を 致させ 可 申 由 被 申 候 故 是は可 然由申 候 左様 

て 追 付 茶菓子 出 申 候 左 候て 正 太夫 殿 手前に て 候 右 相 濟四郞 左衞門 手前に て 候 相 ま 候ても 拙者に も久々 稽古 も 打 絕申候 故 手 

前 御 覽被成 可 申 候て 取 付 申 候 Li 茶 を 立 申 候へ は 靜隱殿 呑 被 申 候て 四 郞左衞 門 殿 正 太夫 殿 三人に て 相 濟靜隱 殿 仕舞 可 被 申 由 

被 申 候て 仕舞 被 成 候 其 夜の 道具 加入 ふくりんの 14- 入 並 三 入 別儀 茶碗 唐 律 茶杓 靜隱殿 自作 L2 て 候 右 相 仕舞 被 申 手前の 折 か 

ら咄 にて 候 は 夏の 茶の湯に は爐 にても 風呂の 直しに て 候 故 茶 を 立 候 時 签ぇ水 1 柄杓 さし 惣て茶 を 立 候 ものに て候是 風呂の 

- 古實 にて. 候 由 左様て 又， 1- 咄 にて 候 は 風呂に 眞草 行の 柄杓 有 之 候存候 哉と 被 申 候 故 不^ 段 申 候へ は 柄杓 自身と りかけ 柄 引 

柄 約 置 柄杓に て 候是通 仕分け 候が 能 候と 掛申候 間 拙者に も 直に 其 時 柄 构を取 申 候て 右の 三 行の 通いた し 候へ は 其 通の ft 被 

申 候 左 候て 茶 を 立 候 跡の 仕舞 は 早く 相 仕舞 か 驚く 候然共 中々 早く 仕舞 候樣 にいた し惡敷 ものの 由咄 にて 候  . 

こ、. で 唐 津の 茶碗 を 使用して ゐ るが、 ^に 詳し. くこれ に觸 れてゐ ない。 靜隱^511作0茶杓とともに使£0してゐると こ- ろ を， み 


て、 愛用の ものである ことが 知られる のみで ある。  -.  、  ：  _ 

1 拙 f  I 候 は 此間田 f ぁ| 碗 茶 入 五ッ， た 艾御覽 候？ f 宜 f のは 無 之 I 仰 聞 候が い t 御座 繁 

, 御 直に 猶又霊 可 承素候 へ は 成 震 通の 事 li て 候鬆？ 暴碗 は 別て 不出來 ，-5 右 Q 內には I ま 是が能 候是 は 

. 無痛 ものに て 珍 敷 御座 候 外に は宜 もの 無 之 由 被 申 候 南京の 茶 入 はいか V 有 之 候 哉と 申 候へ はす。 かたが あしく 御座 候 由 出に 

て候|、. て 右 S 具 澤3に 田 f -? 雲 f らい 候 哉と f  .候故 小 f  0|者 所持いた し詹 S いつれ にて I に 入 候 を 

, くれず、 由 申に 委せ 右の 赤籍を もらい 可 申と 存候旨 申 候へ は 是は珍 敷 能 候 其 通 可 然由被 申 候 事  ： 

昔 も 今と 伺 じ やうに、 雲な どで も 不出來 な 茶碗 を 持ち 廻って ゐ たこと も あると みえる。 この頃 I 唐 律が 流 ー仃す ，^、 鰭 

囊、 舊 津と騷 ぎ、 その 作品と しての 藝術的價値を 云 はないで、 何で If 乂 繪が畫 いてさへ あれ., 大事に する。 さう し 

た I 律 I 代 は 下火にな？ は來て f が、 實に 下らない f だと 思 ふつ 結局、 出 f よさ を f じるべき で、 警拿 の 出 

來の 傑れた ものなら 結構、 敢 へて 無地で も 結構な ので は あるまい か、 霧 雲の ず はなれて、 淫すると いふ. こと ま？ しま 

ねば * ならない。 殊に？ る 窯の 作品 i して はぎ 厳で あるべき であると、 わたし は 自戒して f。，  .  ~ 

1、 右 8 相 fis 身 ff  if  T わし 所よ， *| 者 でれ I 候囊て 手前に 5 其 手前 I 不斷 S 

賴掛直 f さき 緣 はくり 入 有 まと 存 手に 5 マ 見 申 候へ は 霞 殿い やそれ はくり 込 候て はぎ 候此 通の か I のす 

I つと 下に 長く さかりた るを大 だれと 申 候 由に て 手 やういた し 被 申 候 此大 だれ SI て 承 候此手 やう の事 もよ く 覺居 候考 べし . 

. 1 、 茶：^は棚ょ：-^出し被申候で飾付 

r 茶碗から 津 柿色に て 候 茶 上 林 三 入 初 昔  , ,.  . 
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一、 茶 入 丁 新兵 衛黃藥 の やうに 有 之 候  ノ 

袋 切 右 牡丹と 被 申 候紋柄 小き 牡丹と 白地に て金微 出し  \  ■  ,  ■  ■ 

右 之 通 候て 道具 相 望見 申 候 祈 柄 茶碗の 此唐津 は， 小 ふりに は 候へ 共 大祕藏 の 电被申 候 茶 入 は 丁 新兵 衞 にて 候必丁 新兵 衞は 底に 

丁の 字 有 之 もの 多く 候 底に なきの が 有. 候と 被 申 候宜敷 ものと 最初より 相 見得 候へ は此义 めつ らしき 事 を 序に i 候 茶杓 は 細 

川 三赛老 御作に て， t,. の 外 我儘の 茶 构の由 被 申 候 中の ふしと 下と は 邪 候て 中々 不案內 にて は あっか ひにくき 茶杓に て 候 茶 入の 

>,切.-ュ得と見宾^^に被申候左侯て其時咄にて候は正國寺にはょ-はと切の目利は有之順 此閬も此袋を見被申候歟こ，ぼ仁ん厂1て 

御座り ますと 見 當被申 候と 咄に. て 5K よ 1.9 直に r 禮 申達 被 歸候 事， , .  ： • 

水 町 和三郞 氏の 研究に よれば、， 唐津の 細藥は 大體四 種に <ぷ 類され、 暗靑釉 、失透 白釉、 美 石釉、 黑釉 (1 飴釉、 2 天 目釉) で 

あると いふ。 柿色の からつ 茶碗と もな^ば、 燒 成の 具合で 、黑釉 のうち 2 の 天 目釉が 柿色に 發 色す るので、 これに 該當 する も 

のと へる。 私 は 牛 石 窯 (長 崎 縣東彼 杵郡折 尾瀨村 大字 牛 字 下 牛 石 所在) 出土の 小皿 を 持って ゐ るが、 この 釉藥は 濃い 柿 

色を呈 した 天目釉 である。 ま C 金石 窯 廣谷窯 (佐 賀縣西 检浦郡 松 浦 村 大字 中 野 字 金石 原廣谷 所在) から 出土す る、 椀 形に し 

て、 高臺の 薄く. 高い 茶碗 は 小振りで、 これ 又、 柿； S を呈 した 黑釉を 被って るる。 たくし この 手の 茶碗 を 私の 知友 は瀨戶 系の 尾 

呂 窯の 茶碗と 對， 比して、 好 となして ゐ るが、 どちらも 茶碗と して は 厚みとう. る ほひに 缺け、 出世の しない ものと して、 輕 

ろんじ T つ、 れてゐ る 傾向が ある。 この やうな 茶碗 は 大祕藏 の ものと して、 珍 襲され る 程. のこと はない ので あるから、 柿色 を呈す 

としても * この 窯に 擬す るに ふさ はしくな くそれ は單 なる 晴 合に 相違がない であらう。 


お 上 婁々 として、 『白鷺- 洲』 に 現 はれた、 唐津燒 に， ついて、 現在の ノ 唐津燈 鑑賞の 立場から 小 見 を 述べた。 その ま 犬な、 古 

お 政の 遺存 する に 依って みても、 その 製作 品の 複雜 多岐に して、 全貌 を 知る に はま だ 長 時日と、 多くの 研究者の 手 を わ づらは 

さねば ならない だら うし、 作品の 背景 をな す 地方の 歴史に 就いても い 暖昧 な、 傳說 的な 史料に たよ^ 程度に しか 至って をら な 

い 力ら、 この 點 に 就いても、 闡 明して、 納得の ゆく やうな ものにして ほしい。 いろいろの 點 から われわれの 鑑賞が 未だ 垣 のぞ 

きの 程度に しかす ぎない ことが 感じられ るので あるから、 小 見の 誤謬 を 正して、 樂 しい、 唐 律燒の 鑑賞に 方向 をす、 めて 頂く 

こと を 切望して 筆を擱 きたい。 文中 引用が 長き に 失した やうな 部分が 多い が、 前後の 關係を 充分 知る ことによって、 使用され 

た 唐 律の 印象が 濃くなる であらう と 感じた 爲 であるから、 その！^ は諒 とされた、。 


白 唐津. (しろ がらつ) 乃至 >  斑唐津 (まだら がらつ) などと 呼ばれて ゐる、 唐 津燒の 1 種が ある。 その 呼稱が 示す やうに、. 

釉薬が 灰白 失透 性の もので" 白濁 色を呈 する もの や、 灰白 失透 性の 釉藥に 小量の 鐡 分が 混じ、 白濁 色と 黑 色と が斑狀 になって 

そ ® 境界が な れ てるる もの を、 この やうに 呼び、 この 呼稱は 近來の ものである らしく、 明治 頃の 陶磁の 文献に さ へ 出現して 

こない やうに 考 へる，  ：  ' - , - ,.  . 

金 原 陶片氏 はこれ に 就いて、  . 

現今 各地で 白 唐津の 名稱が 盛んに 使用され てゐ る。 之 は、 朝鮮 唐津の 中で も 素地 及釉藥 に鐡分 最も 少なく、 其の上に 不透明 

釉を 施した の も、 不透明 釉が 透明 釉 よりも 溶解度 低き ため、 下 掛け 釉を 全部 覆て 下 掛け 釉 全く 見え なくなり、 白色に 釉 色が 

なった ものに 言 ふので ある。 又 斑 唐津の 名稱も あるが、 之 も 右の ゃラな 製法で 素地 及び 下 掛け 釉に、 少量の 鐵 分が 所々 に 表 

. 面の 不透， 明釉、 白 害津の 中に 黑色 又は 灰白色の 斑が 出て ゐる もの を稱 し、 此の 二種の 新しい 名稱 のぎ 津も、 朝鮮 唐 律の 一種 

で 製法 も 同 一 であるが、 たく 素地 や 釉薬に 不純物が 含まれて ゐた故 か、 又は 窯の 中で 火 度の 關係 により 變 化が 出來た 朝鮮 唐 

津 にすぎない ものである。 (『九州 乃 古陶』 第一 號 「朝鮮 唐 律に 就て」)  -  ,  - 


と、 說き、 白 唐 津. 斑 唐津と は 新ら しい 名稱 である こと、 白唐津 とい ひ、 また 斑唐津 とい ひ、 いづれ も 朝鮮」！^ 律の 一種で、 製 

法が 同一で あり、 素地、 釉藥に 不純物が 含まれて ゐた 場合、 窯の 中で 火 度の 關係 により 變 化が 出來た 場合に 生じた ものである 

こと を、 詳しく述べ てるる。 

白唐津 • 斑 唐 律 を燒 造した、 代表的な 窯趾 として 知られて ゐ るの は、 岸 嶽古窯 群に 屬 して ゐる 帆柱 窯. (佐 賀縣東 松 浦郡ヒ fe-. 

多 村 大字 帆柱 字 帆柱 谷 所在)、 皿屋窯 (同 郡 同村 大字 稗 田 字 杉 谷 所在)、 道 納屋 谷 窯 (同 郡 相 知 村 大字 上 佐 里 字 道 納屋 谷 所在)， 及 

び、 山瀨窯 (同 郡 濱崎町 大字 山瀨字 上山瀨 所在)、 大 川原 樅の 木 谷 窯 (佐 賀縣西 松 浦 郡 南 波 多 村 大字 大 川原 字 樅 ノ木谷 所在)， 

の 諸 窯で あり、 私が、 帆柱 窯. • 皿屋 康、 道 納屋 谷 窯 等で 探 集した 破片 をみ ると， 茶碗 (抹茶 用の もので はない) ir  口" 德利、 

■  M  (大外 あり 丸形、 緣 なぶり 等の 形 姿 さまざま である) ぐい 吞と稱 せられて ゐる 筒形の 小 椀が その 大部分 を 占めて ゐる。 末 

茶 用の 茶碗、 茶 入、 花 生-' 水 指 (水 指に ふさ はしい 壺は ある) 等の 破片が 出土した こと を 聞かない から、 これらが 雑 器 窯と し 

て 存在して ゐ たこと は 動かせない 事實 であらう。  .  ..  . 

この やうな 白 唐 津ゃ斑 唐 律が、 何時 燒 かれた であらう か、 金 原 京 一氏の 言 ふ、 「鬼子 嶽唐津 は 今より 六 百 二十 餘年 前、 松甫 

黨の 領袖 波 多 家の 居城の あった 鬼子 嶽 山中に 於て 創められ、 始めの 飯 洞 甕 窯から は靑唐 津が燒 出され、 次に 帆柱 窯から 斑 唐 律 

が 出た」 (『美術 ェ iy 通卷第 十二 號 「古 唐 津」) とい ふ說 は、 はたして 無條 件に 信じて よいで あらう か- 岸嶽 (鬼子 嶽) 唐津の 

終期 はまた、 文祿 三年、. 秀吉の 鬼子 嶽城 沒收に 至る として ゐ るが、 この やうに 明確に 年代 を斷定 して ゐる としても- しかし 有. 

力な 根據の ある ものと は 信じる ことが 出來 ない。 この 窯 趾に關 する 古記 籙の 信す ベ きもの は 知られす、 記 年銘を 有する 作品の 

ある こと も 聞かない。 むしろ 推定 的な 獨斷說 であらう こと は 推察に 難くない。 

近來、 岸 嶽古窯 中に 於ても 最古の ものと 目して ゐた飯 洞 甕 窯の 一群の 窯趾 から、 茶 意 11 の. 有する、 しかも 織 部の 茶 風の 影響 
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を享 けて ゐ ると 考 へられる、 破片 等の 出現す るに 及んで、 觀 念の 上に 歷史づ けられて ゐた、 岸嶽 古窯趾 に* 苒儉. 討 を 要する こ 

とが 必然と なって きた やうで ある。 

この やうな 點 から も、 、王と して、 白 唐 津 • 斑 唐 津の燒 造され た 帆柱 窯、 皿屋窯 等の 窯 趾に關 しても、 無條 件に 金 原 氏 說を肯 

定し、 盲從 する こと は" 非 科學的 態度であって、 新しく、 陶磁の 研究 をす る 立# から は、 否定 さるべき であると 信じる。 

それならば 白 唐津。 斑 唐 律燒造 時代の 判定に 有力な 窯趾は 如何と 云へば、 私 は， 試みと して、 高取燒 第三 次の 窯趾 とし、 しか 

も 朝鮮より 渡來 した、 高 取八藏 が、 藩主の 被 護 を 離れて 經營 した 山 田 窯を擧 げたいの である。 高 取 山 田. 窯 は、 寛 永の 初めに 起 

り、 寬永七 年に、 次の 白旗 山 窯に 移 窯す る 迄の 短期に 行 はれた、 年代の 明確な 點、 比較的 良心的な 發掘 調査が 行 はれ、 その 報 

吿が發 表されて ゐる點 に 於て 極めて 參考 になる と 信じる からで ある。 

簡單 に、 高 取燒古 窯趾の 所在、 歷史を 述べる と、 最初に 築 窯した の は、 現在、 直 方 市 永 滿寺區 宅 間にある 鷹 取 山 窯 (永満 寺 

窯と もい はれて ゐ るが、 私 は 窯趾の 所在 を 明示す る 爲に宅 間 窯と 名付けた のが 便宜で あると 思って ゐ る。) で、 この 窯 は 『高 取 

歷代 記錄』 に .  一 

文祿 元年 秀吉公 朝鮮 御 征伐の 時爲 御先. 手 長 政 公 御 渡海 被 遊 候 節御陣 所の 邊に 井土と 云 村里 有 古 高-魔 國 QS なり 此 所に 居住し 

て 窓 器 を 製し 産業と せし 八 山と 號 せし 者 有 如 水 公 長 政 公に 奉 謁兩君 も 其 良工が 事 をし ろし 召 連 御供 仕 日本へ 可 來旨被 仰 

聞 八 山 も 雨 君の 御仁 德を奉 慕 則 御請 申 上 御 凱旋の 刻 後藤 又 兵衞基 次に 命ぜられ 八 山 を 召 つれ 可 來由被 付 基 次 我家 人相 山 常. 右 _ 

衞門を 指 添 船路 入 事 を 司らし め 八 山 夫婦 並 一 子 以上 三人 御 共して 渡海し 慶長五 年筑. 前 御 拜領被 成 御 人 國乃節 鞍手 郡 廳取乃 古 

城 山の 麓：， i 被 召 置 陶器 を 製せ しめ 給 ふ 鷹 取に 被 召 置し 故 姓 を 高 取と 被爲 改姓 名を變 じて 名 を 八藏， V 可 改旨承 仰 一 子 成長して 

八 鄭右衞 門と 改む驟 取 山 父子 高 取と 書 事 高麗の： ，にて 可用 旨 御意 かと 申傳有 月俸 七 拾 人 扶持 を 給り-御 國 寺社 乃 格式に 被 仰 付 御 勤 申 上度此 


時 御 國內を 巡 見し 地 土 藥石を 撰び 出し 又 朝鮮 國 より 土 藥を取 寄 井土瓷 器 を 製せ し 事 あり 和に 井土 陶器 製 有事 此時 Q 事な リ 

と あり、 高 取 山の 南 麓の 地に 遺趾が 現存し、 均 窯 系統の 海鼠 釉を 被った 破片が 出土す る ことが 知られて ゐる。 記錄に 依って 

慶長五 年頃に 創り、 次の 內ケ磯 窯に 移る 慶長 十九 年 迄、 續ぃ， たこと が 判明す る。 遺片に 依って、 高 取. 八藏 が生國 朝鮮より 將來 

した 技術が、 斯 くの 如き ものであった ことが 知られ-、 興.^ -の 深い ものである。  . - 

次の 內ケ磯 窯 (直 方 市頓野 區內ケ 磯下久 保の 內 かまの 尾 所在) は、 同じく 『高 取 歴代 記錄』 にみ える、 左の 記事に より 

. 慶長 十九 年 鞍手 郡內ケ 磯と 云 所に 御 陶所を 御 引 移に 一 相 成し 也 其近邊 にて 開 地 田 畠 贰町餘 の 所 無 年貢に て 拜領被 仰 付 弟子 等 

仕立專 井土 陶器 を 可 製 旨承傳 門弟 手 附の者 も 多く 有 之 候 事 、 

慶長 十九 年 創業、 黑 田家よりの 被 護に よ. つ. て、 窯業が 隆盛と なり、 從 業した 陶工の 數も增 加した ことが うかが はれる。 窯^ 

の 遺 片の量 も 多く、 作品の 種類 も增 加し、 極めて 少量 乍ら 唐物 寫の茶 入 破片 も 探 集され る。 釉藥の 主たる もの は、 前 窯の 海鼠 

釉 よりも 灰分が 多く 加 はって、 白色 乃至 黄色が 强く 感じられ もので、 例 へれば. - 唐 律 道 納屋 谷 窯の この種の 作品と 共通す る も 

のが ある やうに 思 はれる。 次いで 鐵釉の ものが 多く、 なかで も 茶 入の 如き は、 漉 土と なって をり V 前 窯に みられない 新しい 技 

揚 のこの 期に 輸入され たこと が 1： 明す る。  .  - 

そして、 本題の 主 點 となる 第三 次の 山 田 窯に 移った 事情に 就いては、 これ も 『高 取 歴代 記錄』 にある、 

忠之公 御代 初 肖 御 機 缭歸國 儀 を 奉願義 御 勘氣御 扶持 被 召 放出 國は 御免 無 之 付 門弟 手 附の者 も 方々 へ 離散して 八藏 父子 
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は 門弟 少し 召 連 嘉摩都 山 田 村 等に て 自分 小 燒物爲 致 右の 以賒力 渡世の 助と し 致 蟄居 居候 今に 此 所の 百姓 古き 陶器 類 所持した 

る 者 多し 

とい ふ、 記事 li 依って 知られる。 

黑田忠 之 は、 長 政の 長子で * 第二 代の 藩主と して 元 和 九 年 十月に 襲 封され てるる ので、 寛 永の 初めは 忠 之の 治世と なって 程 

無い 折で あつたの であら. つ。 藩の 手 を 離れて 山 田 村に 築 窯した 折 は 八 藏の邀 境 時代で あり、 その 製品 も 藩 用の もので はなく、 

いはば 民需 用と して、 生活の 爲に、 大衆の 要求に 應 じた 製品 を燒 いた もので あらう。  . 

窯 t は 現在、 福 岡 縣嘉穗 郡 山 田 町 大字 上 山 田 字 木 城に あり、 . 窯趾 出土の 陶片に 就いて、 栃內禮 次 著 『古 高 取 山 田 窯』 による 

とリ その 種潁は 日用の 雜 器で、 中形の 皿が 最も 多く、 その 形が 多種多様 である。 他に 茶碗、 ぐいの み、 片口、 油壺、 賦壺、 中 

に は 茶器に 用 ひる こと を 得る 茶碗、 水 指、 其の 他の 諸 器、 又は 薄手の 扁壺の 如き ものである。 胎土 は、 灰色 又は 淡、 濃 茶褐色 

で 燒締り 充分で ある。 しかし 原 土に、 水敏 等の 加工 をみ とめない ことが 記されて ゐる。 そして、 その 釉藥に 就いては、 同書に 

，. 釉藥の 色 は白截 及び 其 系統で ある 所謂な まこ 釉が 大部分 を 占めて ゐる。 白釉 など 岸嶽 系の ものと 寸分 違 はぬ ものが ある。 

普通 釉 たる 布 羅志藥 も 元よ く少 くない。 かいろと 稱 する 黑釉卽 岸 嶽飯洞 甕、 上野 古 窯な どに よくみ る 薄手 大形 瓶の 釉藥と 

同一 の喻も 認めら る、。 此の 白と フ ラシと 黑の 三者 は 古 唐津と 全く 同樣と 見て よいと 思 ふ。 

と、 述べて るる。 手法、 ^行きに 就て、 續 いて 同書 を參照 すれば、 


手法 は 全く 前古 窯と 同 一 である、 明かに 同系の ものなる を 示す。 素よ-り 皆な、 まがけ である。 胎 土に 釉藥が 喰い ついて ゐ 

る。 胎 土の 粗に して 素朴な る^と 高 臺のケ ズリの 雄々 しく 頑張って ゐる處 に 良い 調和 を 見せて ゐ るの は、 古 唐 津岸嶽 の 飯 洞 

甕 窯 や 帆柱 窯と 全く 同一で ある。 高臺を 持って 釉 藥にズ プリと つけて、 仰向けに 置き 藥が 厚つ く 垂れ 下った 處 など 千金の 値 

が ある。 

重ね 燒は 甚少數 である。 稀に 重ね 燒の爲 め 皿の 中央に 無釉 となした もの を 見る。 夫れ が 方形 をな して ゐて、 釉藥の 內に垂 

直に 四 回 ひたし 表 も 裏 も 同 1 の 方形 をな して ゐる もの なぞ 面白味が ある" 饼し 多くの 皿は殆 重ね 燒の跡 を 見ない。 

作 行き は、 見て 其 豊かな 線と 形と 色と に 於て、 觸れて 其溫き 味に 於て、 全く 古 唐 津岸嶽 系統の ものと 同一で ある。 胎 土の 

差 を 除いて 古 唐 津の味 を 全部 所有す ると 申して 過言で ない。. 

と 書く 處の余 は 愛に 一 つの 問題 を 提供した いと 思 ふ。 世に 古唐津 として 信ぜられ てるる もの は、 其の 或る もの は 實は古 高 

取で は あるまい かと。  . 

余 は 本 窯に 出土す る 處の陶 片を檢 して、 餘， 9 に 所謂 古唐津 として 考へ ちれた. る ものと 同一 なる もの、 多き に 驚き、 否 寧 同 

一 なる ものが 破片と して 唐 津岸嶽 方面より 出土す る ことなき もの あるの 事 實に徵 し、 疑 ふらく 古唐津 として 世に 存在す る も 

の 或は 實は古 高 取に あらす やと . .  - 

余 は 本 窯 出す 處の 陶片、 就中 完全 品と い ふ 可き もの を 得て 證左爱 にある を 思 ひ 古. 唐 津再檢 討の 必要 ありと 言 はんとす る も 

ので ある。 

栃內 氏の 高 取 燒山田 窯 出土 遺品に 關 する 観察と 感想、 また、 同書の 揷圖 となった 破片との 對 照に 於いて、 更に、 栃內氏 所藏の 

口 付 水 指、 茶碗 等を實 見す るに 於て、 古 唐 津岸嶽 系 のうち 帆柱、 皿屋兩 窯の 作品と 相等しい も. の、 濃厚に ある こと は、 全く 同 

感 である。 寬永 年中、 約七ケ 年の 短期間に 於て 燒造 された、 山. 田 窯の 作品が、 この ゃラ に、 唐 律の 最古 窯， の 一 つと されて るる 
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窯趾の 出土 破片と 全く 相等し いのは 何 を 意味す るで あらう か。 當時 は、 全く 藩の 手 を 離れ、 むしろ 逆境に あった 高 取八藏 が、 

自慰 的な 與味を 抱いて、 古 唐 津を模 したと は考 へられない。 さう した 自己の 興味 を 満足させる やうな、 周 圍の事 Ira とは考 へら 

れ ない。 弟子の 多く は 離散し、 家族と ゎづか 腹心の 身內の 陶工 を 抱いて、 經濟 的に も 苦しかった. であらう こと は 察せられる。 

むしろ、 八藏 が故鄕 である 朝鮮の 地から たづ-さ へ てきた 技術 を 生かして、 主として 民需 用の 器物 を 製作した と 解す るの が妥當 

であらう。 しかし、 なぜ その 朝鮮 傳の 技術の 最もよ く發 揮され てゐ ると みられる 鷹 取 山麓の 思 ひ 出の 窯の 作品と、 その 釉藥に 

於て、 變 化が 多い ので あらう。 第二次の 窯 一 マ ある 內ケ璣 窯で、 すで に 兆した やうな、 灰白 失透 釉を 更に 押しす、 めた と みられ 

る 山 田 窯の 純 乎 仁る 白色 失透 釉は、 かづ 一し の 鷹 取 山 窯に 於て 均 窯 風な 靑 味の 勝った 綠 色を呈 する 釉 色と は. 面目 を 一 新し 技衛の 

系統的に は 等しい が、 製品の 感覺が 向上して ゐ るので あらう か" 私の 思 ふに は、. それ は 逆境に あった 八藏 が、 その 窯の 經營の 

爲に、 當時 最も その 地方 を 風靡し、 流行した であらう 器物に 等しい もの を 作らなければ ならない、 生 產費も 低く して 競爭 相手 

にたちむ か はねば 生計が なりたたない 事情が 必 すあった に 違 ひがない ので ある。 . . 

そして、 寬 永の 當時 にあって、 . 窯 趾の數 量から みても. 九州 地方の 陶器の 需要の 大半 を まかなつ たと 信じられ るの は 唐 律の 

諸 窯で あつたと 思 ふ。 そして 更に 大膽 にいへば、 唐津諳 窯の ラ ちで も- 白 唐 津ゃ斑 唐 律が 新製品と して、 華々 しく 市場に 登場 

して ゐ たので はない かと 思 ふので ある。  - 

旣に 述べた やうに、 古 唐 律の 道 納屋 谷德の 灰白 透釉 が、 高 取 第二次の^ ケ磯 窯の それに 相似 點 をみ いだし、 (田 邊加多 丸 氏 

藏 C この 手の 大鉢 は、 稀に みる 傳 世の 優 品で あるが、 萩 か 唐 津か刹 明し ない ものと されて ゐた、 これが 昭和 二十 一年 春の 陶磁 

協 會の會 合で、 內ケ磯 窯の 土 味-と、 最も 特徵 的な" 大きな 目 跡 その他に より 內ケ磯 窯の 作品で ある ことが 決定した やうな よい 

例 も ある。) 帆柱 窯 ゃ皿屋 窯の それが、 高 取 第三 次の 山 田 窯に 相似 S をみ いだす となし、 流行の 同時性と いふ 見地 か？ 3 して ュ、 G 

年代 を、 道 納屋 讓を慶 長 中頃から 寛 永 初年、 帆柱 窯、 皿皇 窯の 寛 永 初期と 引き 降ろしたら どうで あらう か。 みなが ち 無 暴な こ 


とで はない と 思 ふが、 如何で あらう。 

なほ、 この 灰白 失透 釉を論 やる 場合に 長 門の 萩燒 が、 ー應 取上げられねば ならない ので あるが、 紙數も 無く、 私の 調査 も， q 

來 てる. ない „~ しかし 窯耻 出土 破片に よって 坂 窯の 初代から 三代 頃までの 間に 燒 かれた と 推定され る、 初期の 作品 もまた、 唐津 

のこの 種の 作品と 相似 點 が 濃厚に みいだされる。 初代 高麗 左衞 門の 寛 永 二十 年歿、 二 代 助 八の 寛 文 八 年歿、 三代 新兵 衞の享 保 

，十四 年歿 とい ふこと と 考へ妓 せて、 灰白 失透 性 釉藥が 流行した であらう 時期が、 江戶 初期と いふ 比較的 降った 時に あった 事實 

-カ考 へられ、 初期 高 取 窯の 時代にまで、 唐 律の この種 窯趾の 時代.^ 引き もどす こども 満更、 こと 更に 異を たてる 暴論で は ある. 

まいと 信す る 次第で ある。 唐津も 古き が 故に 貴と いのでな く、 陶器と して 藝術 的に 傑れて ゐ るから 貴い ので ある。 冷静に 剩斷 

して その 眞 In; を考 へたい ものである。 .  -  -  -  . ： 、： ， , , 
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昭^ 二十 一年 一 月日 本 陶磁 協會が 成立し 翌 二月 役員 會が 設置され まして その 席上、 陶礎 文化 高揚、 普及 を 目的に 立派. ぶ 陶兹 

の 書物 を 出版し やうで はない かとの 議が 出て、 こ、 に 陶磁 叢書の 發刊が 目論見ら れ たのであります。 一 方 各地の 古 窯 を 本格 4? 

に 調査す る 案 も 決定して その 報告 を この 叢書で 發 表する ことにな つたので あります。 幸 ひ 古 窯 調査の 第 一 步を 今春 以來瀨 ITE 古 

窯に 始められ.、 これが 成果 を 小山 富 士夫氏 編輯に あたられ 叢書の 第一 卷の 成立 を 見た のであります。 つ,. いて 第二 卷唐 津篇を 

不肖 私に まとめよ との 命に より 兹に 古窯趾 調査に 先立って 編輯 致しました 次第であります。 然し 唐津 調査 發 掘の 報告書 は いづ 

れ金. 原陶片 氏に お 願 ひして あります ので、 よ， り 以上 立派な 「續 唐津」 篇 として 遠 か. らゃ 上梓の 蓮び となり ませう。 その 節 本 編 

と 合 はせ て 見て いた きたいと 存じます。 .  ■ 

私が この 第二 卷唐 津篇の 編輯 をお 引う けして 考 へた 事 は、 在 來雜誌 その他に 唐津燒 についての 研究 文が 澤山發 表されて 

ながら 一冊と して まとまった 「唐 津」 の * 物がない 事 を 常々 殘 念に 思って 居りました ので、 この 際なる ベく 斯界の 權威者 を 

羅 して 充分に 立派な もの を 出したい と 念じた のでした。 協會の 名で 出す 以上、 とにかく 一  冊で 唐津燒 なる もの、^ 念 だけで も 

會得出 來る樣 な ものにし たいと 思 ひまして、 いろく 題目 を考 へ， て、 それぐ の權威 者に お 願 ひした のでした。 然 レぞれ は.^ 

ひとりの 理想であって 多勢の 方々 に は 通らない 事が 後で 解づ たのでした。 や は， りかう した もの は 一 入で 書き上げねば まとまる 

もので はない と 云 ふこと が 1： 然とし ました。 


唐  tt  -  二 1 二  ■  ■ 

種々 の 事情で 執筆す る 方々 が少 くな りこと に 水 町 和三郞 氏、 滿岡忠 成 氏 はズ切 迄の 多忙な 御用の 爲め 原稿が 間に合 はないで 

了った の はかへ す  - も殘念 でし； i。 然し この 私の 勝手な 計畫を 早速き、 と V- けて いたくい.^ 加 藤 義ー郞 氏、 金 原陶片 氏、 加 

廉 土師萠 氏に は 全く 感謝の 外ありません。 ことに 金 原 氏 はこれ 迄に 發 表された ことのない 長文に 渡る 唐津 全般の 古窯趾 につい 

て 執筆して ぃ亿义 いた こと 又、 加 藤 土 師萠氏 はこの 原稿の ため、 改めて 唐津古 窯趾の 調査 を わざく 實 地に 就て 十五 日間 行 は 

れて 執筆して いたくい たこと は 全く 編輯 者の 私の 感謝の みで はなく 讀者 諸氏に も 感謝して いたてけ る こと、 存じます。 前 田 氏 

及 岡 田 氏 もよ い 原稿 をいた くきました。， この 二 編 は唐津 研究に とって 有益な 論文で あると 信じます。 すべ ての 原稿 は 全部 新に 

書き上げられ たもので 他へ 發 表され 4! もの は 一 つ ..25 あ ，り ません。 不出來 な 編輯で はあり ますが この 卷が 幾分で も 唐 津燒を 解す 

る 指針 ともなれば 編者の 喜び はこれ に 過ぎません。  " 

口 繪には 十分の 寫眞を 準備した のでした が これ 以上の せる こと は 紙 その他の 面で ゆるされません ので 不本意な が. ら 割愛し ま 

しに。 それ故に 不備な 點が 多い と 存じます が これ は あらゆる 面が 自由にな つた 曉、 協會 から 立派な 圈錄を 出版す る ことになら 

うと 存じます ので それ迄お まち 願 ひ 度く 存じます。  . 

終ち に 印刷 その他に ついて 寶雲舍 の 方々 の勞を 深く 感謝いた します。 

昭和 二十 一年. 十一月  -  一 
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